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「止まれ。ブレイス」

　人の気も知らずに先へ先へと歩き続ける青年に、私は努めて平静にそう命じた。

　およそ遮蔽物など存在しない、ほとんど断崖と呼んでいい山道。当然、私の声も奴やつの耳には届いているはずだ。しかし、青年は振り向こうとしなかった。

「止まれと言っている、ブレイス・フロイドロック！」

　荒らげた語気に観念してか、青年……ブレイスは、腹立たしいことにいかにも面倒そうな表情でこちらを振り返った。腰に提げた剣が、かしゃりと軽い音を立てる。

「……今度は何だよ？　ガルちゃん」

　さして親しくもないくせに、この男は私のことを下らんあだ名で呼びたがる。何度やめろと言っても聞きもしない。

「ちなみに。本日三回目だぜ、ソレ」

「そうだな。三回も言ったのだからいい加減に覚えろ。私は頭脳派だ」

「はいはい、『暑い。疲れた。休憩』ね」

　露骨に盛大な溜ため息をかまし、ブレイスは大おお袈げ裟さに肩をすくめてみせた。

「じゃあ、少し登ったところに横穴が見えるから。そこまでの辛抱な」

「断る。一歩たりとも動くものか」

　何度も言うように、私は頭脳派である。このような険けん峻しゆんたる悪路を汗水垂らして登り歩くなど元より領分ではない。確かに横穴は、雲一つない青空から照りつける太陽の暴力を避けるのに魅力的な提案ではあったが。

「そんなに横穴がいいというのなら、今ここで私の横の岩壁に穴でも空けろ」

「ったく、仕方ねーなガルちゃんは。……リネット」

　それまでの粗野な口調から一転、愛する者を慈しむかのような優男の声音で、ブレイスは隣を悠然と歩いていた少女に話しかけた。

　ふわりと柔らかな髪を翻し、涼しい顔で振り返った少女。彼女の服装はお世辞にも登山に向いているとは言えない、薄紅色の花弁を幾重にも配したような煌きらびやかなドレスだ。

　その背には、可か憐れんで華きや奢しやな外見に不似合いのみすぼらしい襤ぼ褸ろ包みが担がれている。

「悪いけど、ガルちゃんを……」

「よせ。やめろ。そいつに背負われるくらいなら、自分で歩く」

　私よりも一回り小さな身体からだつきの少女……いや、もはや童女と称しても差し支えないだろう小柄な彼女に、持ち上げられて荷物のように運ばれるのはこの上ない屈辱だ。

「最初っからそうしてくれよな。先に行ってるぜ」

「待て。勝手に消えるのは許さん。そこでじっとしていろ」

「へーへー。注文の多いこって……」

　厳重に釘くぎを刺してから、重い身体に鞭むちを打ち、乾いた岩に足をかけた。




　……何が少し登ったところだ、この低能筋肉馬鹿め。

「あーあ。俺とリネットだけだったら、とっくに山頂に着いてキャンプ張ってたのに」

　涼しく広々とした横穴の中で、手ごろな石に腰掛けた私を見下ろしながら、ブレイスはわざとらしく嫌いや味みを口にする。

「減らず口を叩たたくな。許可なく私の目の届く範囲を離れることは許さん」

　傍かたわらの少女……リネットは、ブレイスの羽織っていた日ひ除よけの布切れを地面に敷き、その上にちょこんと座っている。……おのれ、私には敷く物もよこさないのか。

「あ、リネット。それは手が腫れるやつだからあんま触っちゃ駄目だぞ」

　ちまちまと土壁に生えたキノコを興味深げにいじくり回し始めたリネットに、ブレイスが優しく注意するように語り掛ける。……何だ、この腹立たしい茶番は。

「……っち」

　苛いら立だちに渇いた喉を潤そうと取り出した水筒はほとんど空だった。残った水は一口分ほどもない。なぜだ。いつの間にこれほど減っていた……。

「ほんと、仕方ねえなガルちゃんは……ほれ」

　ブレイスがまだなみなみと水の残った水筒を差し出してくる。

「貴様が口をつけた物などいらん」

「二本目だよ。まだ開けてない」

「……ふん」

　強引に奪い取り、一気に中の水を飲む。……美う味まい。日光に焙あぶられ煙を吐かんばかりだった身体からだの隅々まで染み渡るようだ。月並みな表現ではあるが、生き返る。

「あーもう、そうやって一気に飲むなって。またすぐ空になるぞ」

「うるさい。私に指図をするな」

「はいはい……ったく、先が思いやられるぜ。このペースじゃ日が暮れるまでに山頂に辿たどり着つけるかも怪しいっての」

　ブレイスの目的地は、この絶峰の頂上にあるという魔獣の巣だ。

　彼は各地の困り人の依頼をこなし、その報酬金で放浪生活を続けてきた根無し草。早い話が流れの何でも屋……とはいえ、その仕事の殆ほとんどは「魔獣退治」である。

　今回は、麓にある村にてとある魔獣の討伐を依頼された。魔獣は強きよう靭じんな鱗うろこと硬皮に覆われた巨大な肉体を持ち、背には翼を生やし空をも飛ぶという。村々を行き来する馬車を襲い、人や馬を捕らえては山頂にある巣まで連れ去る被害が多発していたため、依頼人は魔獣を退治できるような腕を持った旅人が訪れるのを待っていたという。

　それ以上の詳細な情報は興味もないので知ったことではないが、この男ならばその程度の魔獣、口笛でも吹きながら捻ひねり潰すことができるだろう。そんな「おつかい」程度の依頼に付き合わされたがために、必死の思いをして慣れない山道を登り歩いてきた私の苦労と迷惑を、少しばかりでも汲くみ取るべきだ、この男は。

「ちゃちゃっと片づけてくるからさ、ガルちゃんここで半日くらい待っててくれる？」

「馬鹿か貴様は。そうできるのなら、そもそもこんな山に一歩たりとて踏み込むものか」

「ちゃんと戻ってくるって！　置いてったりしねえよ」

「そんなことは当たり前だ。問題はそこではなく、貴様が私の目の届かない場所で戦闘行為に及ぶということだと、わざわざ言ってやらねばわからないか？」

　やはりこの馬鹿は理解していないらしい。

　この大陸において、「魔法を使える人間」が戦闘を行うということの意味を。

「お望みなら一から説明してやる。ブレイス・フロイドロック、貴様は私の監視対象だ。何な故ぜなら貴様の扱う魔法は、その有害性から全世界的に禁じられた……」

「攻撃魔法である疑いがある、だろ。いい加減聞き飽きたっつーの」

　何だ、ちゃんとわかっているじゃないか。私の言葉を遮ったことは生意気だが。

　それは暗黙の取り決めなどでもなく、老若男女も関係なく。この世にあって魔法を扱う人間全てが決して犯してはならない、明瞭にして唯一絶対の法。




　人類は、攻撃魔法を使ってはならない。




「いい加減にガルちゃんもわかってくれよな、俺の魔法はそんなんじゃないって。もうかれこれ三ヶ月も前から俺について回ってるんだからさ」

「ならそっくり返そう。その気安い呼び方はやめろというのも、いい加減に理解しろ」

「ガルちゃんはガルちゃんだろ。なぁ、リネット？」

　問いかけられたリネットは、こくりと首肯してはみせたが、しかし表情一つ変えない。吸い込まれそうなほど深い翡翠かわせみ色の瞳、咲きかけの蕾つぼみの如ごとく控えめに結ばれた唇。その全てがまるで作り物のような美しさを湛たたえながらも、一様に微動だにしない。

　いつもこうだというのに、この男は何度も何度でも、沈黙さえも愛いとおしむように語り掛ける。それが私には、気色悪くてならない。

「さてと、もう十分休んだし。出発するか」

「なっ、日が落ちるまでここで待つのではないのか」

　冗談ではない。せっかく一息ついても、この炎天下に再び繰り出すのでは休憩の意味など何もない。せめて夜になって気温が下がってからでもいいはずだ。

「おいおい、何を悠長なこと言ってんだよ。お互い『火魔法あかり』も使えないのに、夜の登山なんて危険に決まってんだろ。だから日没までに頂上に到着してキャンプを張ろうってずっと言ってたんだぜ」

　私もブレイスも使える魔法の属性は『土』だ。夜道を照らす類の魔法は使えない。

「なら、朝まで待てばいいだろう。朝ならいかばかりかは涼しい」

「本気で言ってる？」

「私は冗談が嫌いだ」

「わかった。それじゃ、明日の朝に迎えに来るよ」

「馬鹿か貴様は」

　何度同じことを言わせるんだ、この馬鹿は。

「いいか？　ブレイス・フロイドロック。一度しか言わないからよく聞け。私には貴様を監視する任務がある。故に貴様から目を離すわけにはいかない。だから、貴様は私がいいと言うまでここで共に休む必要がある。しかし、貴様が夜に山を登るのは嫌だと我わが儘ままをぬかすから、仕方なく涼しい朝のうちに出発することを許可してやってもいいと言ってやっているのだ。理解したか？」

「あーうん。色々おかしいんだけど、もう突っ込むのもしんどい」

　思考停止で決着か。まったく、とことん諦めの早さだけが取り柄の男だ。

「理解したなら、さっさと座──」




　轟ごう、と。

　空気が震えた。




「……ッ！」

　魔獣の、咆ほう哮こう。

　横穴の奥にまで伝わるような、大気そのものを震わせる爆音が否いや応おうなく耳に届く。

　たっぷり数十秒ほども続いたそれは、止やんでもなお狭い空間で何度も反響し、平衡感覚を麻ま痺ひさせる。おのれ、吐き気がする。誰だ横穴に入ろうなどとぬかしたのは。

「聞いたか、ガルちゃん」

「聞いたか、だと？　聞こえないわけがあるまい、あんな……」

「そっちじゃない！」

　私の言葉を遮り、ブレイスは捲まくし立てた。

「咆哮に混じって……子供の声！　確かに聞こえた！　急ぐぞリネット！」

　ブレイスの言葉に応じ、リネットが先程までの寛くつろぎぶりとは打って変わった俊敏な動作で、土壁に立てかけてあった襤ぼ褸ろ包みを持ち上げ背負う。次いで、散らばっていた私の荷物をブレイスが乱暴にかき集め肩に担いだ。

「おい、もっと丁寧に扱え！」

「いいからさっさとついて来い！」

「そうは言うがな……」

「あーもう！　頼むリネット！」

　身体からだが、ふわりと宙に浮く感覚。

　リネットが私の腰を引ひっ掴つかみ、狩りの獲物よろしく担ぎ上げていた。

「はっ……放せ！　この馬鹿力め！　ふざけるのも大概に……」

「舌噛かんでも知らねーぞ、頭脳派！」

　生意気にも悪態をつき、ブレイスは横穴を飛び出した。そしてその背後に追従するように、リネットも駆け出す。自然、私の身体は拒否権なく灼しやく熱ねつの太陽の下にさらされることとなった。……後でたっぷりと説教をくれてやるぞ、野蛮人め。




　山頂と思おぼしき開けた広場に、魔獣の姿は無かった。

　しかし、見るに大小様々の枯れ枝……いや、無数の骨が敷き詰められるように連なったこの空間こそが件くだんの魔獣の巣なのだろう。

「ま、待て！　ここに降ろすな！　この黒いのは魔獣の糞ふんだろう！」

　聞き入れようともせず、リネットは私の身体からだを降ろし始める。

「ええい、土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ！　集つどいて塁かさなり、かの者を隔てよ！　双つ壁カザレフ！」

　靴の裏に、『土』の魔力を練って固形化したバリアを展開する。無事、私の靴は排はい泄せつ物ぶつを踏むことなくバリアの上に着地した。勿もち論ろん『双つ壁カザレフ』はこのような使い方をする魔法ではない。敵の攻撃から身を守る防壁展開の補助魔法だ。

「リネット」

　ブレイスはリネットの名前を優しく呼びながら、腰にいくつも提げていた剣の一振りを抜き身のまま彼女へ投げて渡した。弧を描いた細身の剣が少女の手に渡るまでの間に、先の私と同様にブレイスがぼそりと詠唱する。

「土霊ノームよ、我が友よ。絡つなげ、繰たぐれ。半らなる糸アンギニヨル」

　呼応するように、リネットの片目が輝きを増す。飛んできた細剣を華麗にキャッチし、そのまま舞い踊るようにスカートを翻して、彼女はブレイスの背についた。先刻までの身丈相応の少女らしき可か憐れんさはもはや失うせ、そこに佇たたずむは凛りん然ぜんたる剣士の姿だ。

　それを確認したブレイスも別の片手剣を抜き、構える。互いの背を守るように立ち、周囲に警戒の目を走らせていく。背にしたリネットの優美な構えとは対照的に、どこか獰どう猛もうな獣性を彷ほう彿ふつさせる、極めて粗野な型破りの型。

　普通、右手に剣を持つのなら、左手には盾だ。しかしこの男は違う。

　今ブレイスが唱えた魔法は、「人形操術」と呼ばれる類の土属性の補助魔法。

　大気中に漂う土の精霊を、彼の場合は「糸」として縒より上げ、自身の左手からその糸を通じて命令を送り込むことで、人形を操る魔法である。

　……そう、リネットは、人間ではない。

　人形遣いブレイス・フロイドロックの操る、人形だ。

「……私は離れて見ているぞ。さっさと終わらせろ。こんな山、すぐにでも降りたい」

　ブレイスは答えない。かわりに、乾いた瓦解音が奴やつの背後から迫った。

「ギシェアアアアア！」

　奇声と共に骨の山から現れたのは、脱皮したての蜥蜴とかげのような肉色の不格好な魔獣。恐らくはブレイスのターゲット……空を飛ぶ魔獣の、幼体だろう。

　未発達の短い四肢と伸縮性に富んだ胴体をうまく使い、リネットに向かって勢いよく飛び掛かる。ほう、あんな不細工な造形でここまで動けるとは。思わず感心する。

「ギュッ、キュイィッ」

　しかしその感心も束つかの間ま。リネットが予定調和のように突き出した細剣に貫かれた幼体は、やはり不細工な断末魔を上げて二、三度痙けい攣れんしたのち、ぐったりと動かなくなった。そのまま串焼きにでも出来そうなほど綺き麗れいに刺さったものだ。食べたくはないが。

「ナイスだ、リネット！」

　喜ぶ間も与えず、骨の海を潜航して詰め寄った別の幼体がブレイスに襲い掛かる。

「あらよっ、と！」

　その突撃をかわしながら、手にした剣を振り抜き幼体を両断。……には至らず、胴体の真ん中ほどで刃が止まる。やはり片手で扱える程度の軽い剣ではこの程度か。

　痛みにたまらず奇声をあげるくたばり損ないの喉に、幼体を串刺した切っ先が当たる。

「またまた助かった、リネット」

　そこに収まることが自然の摂理であったかのようにすんなりと刺し入れられた剣先が、速やかにもう一方の幼体の息の根を止めた。

「おい、ブレイス」

「わかってるよガルちゃん」

　流石さすがに心得ているか。この二体の断末魔が、親に助けを乞う叫びだったことなど。

「土霊ノームよ、我が友よ。我に静寂しじまを。耳に壁ありシレンテ」

　耳の内側に、極小の障壁を形成する。アレが来る前に、耳を保護しておかなくてはな。

「────────！」

　大気が震える様を全身で感じ取る。耳は完全に塞いだので聴き取れはしなかったが、間違いなく先程横穴の中で聞いた魔獣の咆ほう哮こうだろう。

　骨を吹き散らした暴風の源流に目をやると、そこにはブレイス十人分ほどの巨体に翼を生やした爬は虫ちゆう類るい型の魔獣が滞空していた。

「ほお、飛竜ワイバーンとは。空を飛ぶ、と聞いた時には大蝙蝠キラーバツトあたりを想像していたが」

「大蝙蝠キラーバツトはこんな高山にマイホーム構えたりしねーぞ、頭脳派のガルちゃん」

「黙れ脳のう味み噌そ筋肉馬鹿が。そんなことは知っている」

「げ、耳栓もう取ってたのか」

「一定以上の音量を遮断するようになっているだけだ」

　飛竜ワイバーン。この国で見られる様々な魔獣の中でも上級に位置する脅威度の大蝙蝠キラーバツト……そのさらに上を行く危険級に分類される、空を飛び火を吐く双翼双脚の化け蜥蜴とかげだ。

　その後脚には、器用にも……恐らくはついさっき絶命した我が子に食べさせるつもりだったのだろう、恐怖に顔を歪ゆがめる童女が鷲わし掴づかみにされていた。

「いやあぁぁっ！　助けてぇっ！」

　泣き叫ぶ童女を把持する後脚に向かって、リネットが優雅に細剣を投とう擲てきした。銃弾のような直進性で空を割いた剣は、吸い込まれるように飛竜ワイバーンの膝しつ関かん節せつに突き刺さる。痛みとそれに伴う握力の低下に、竜脚はたまらず少女を放した。

　ちっ。この男、最初から私にあの子を任せるつもりだったのか。

「解放リベルタ！　完き壁ブエルカザレフ！」

　童女が岩肌に落下する前に、「とっておき」の一つを消費して上級魔法を解放する。正四面体状に重ね合わせられた障壁が、彼女の身体からだを包むように展開した。落下の衝撃もなく、童女は見事無傷。まあこの私にかかれば、このくらいはできて当然だが？

「ありがとよ、ガルちゃん。これで心置きなく戦える！」

　白々しくも心ばかりの感謝を述べ、ブレイスは手にしていた剣をリネットに手渡した。次いで三本目の剣を腰の鞘さやから引き抜き、逆手に構える。

　ちょうど肘の長さまでしかない扁へん平ぺいで不格好な短剣だ。奴やつがあの剣を持つ時は前に出て防御に回る場合がほとんどで、おそらく今回もそうなのだろう。そして私の予想通りに、ブレイスはリネットを背にし、魔獣に向かって姿勢を低くして構えを取った。

　本来、人形遣いは戦闘においては後衛を務めるのが常道だ。というのも、人形操術には多大な集中力が必要とされ、操っている間は術者が全くの無防備になる反面、敵の激しい攻撃の応酬は全て人形に受けさせれば術者自身は無傷で済むからだ。

　しかし、解せぬことにもリネットを愛してやまないブレイスは、彼女が傷つくことをひどく嫌う。人形遣いの常識に真っ向から反抗し、『半操術』などという片手で扱える人形操術を編み出し、空いたもう片方の手で剣を取り前衛として戦うという、異色の戦闘スタイルを確立させるほどに。

　そう、言い忘れていたな。『半らなる糸アンギニヨル』はブレイスが開発した魔法だ。

「怪け我がはないか？」

　囲う壁ごと童女を安全そうな岩陰へと移動させる。もちろん、私も一緒に退避だ。

「う、うんっ……ありがとう」

　童女は震え声で辛うじてそう答えてから、恐る恐るブレイスの方を振り返った。

「奴が心配か？」

「えっ、そ、そのう……あんな、ちっちゃな武器で大丈夫なんですか……？」

　確かに、笑えるほど無謀だ。鼠ねずみが針を手にして獅し子しに手向かうにも等しい。つい先刻まで魔獣の脅威に間近で晒さらされ続けていた彼女でなくとも似たような感想を抱くだろう。

「まあ、見ていればわかる」

　私の返す言葉はそれひとつで十分だった。

　今しがた彼女が「ちっちゃな武器」と称した剣などという時代遅れの武器は、強大な魔獣との戦闘においては気休め程度の価値もない。

　なぜなら魔獣の多くは、強きよう靭じんな鱗うろこや甲殻、時には金属質の硬皮をもって、その身体を守り固めているからだ。いかに鋭利に研がれた名剣であっても、人の脆ぜい弱じやくな腕力で振り回した程度では連中の身体には致命傷を与えられない。ならばどう戦うか。

　ひとつは力。戦乱の時代において剣戦士ウオーリアーと呼ばれた者たちは、例外なく人類であることを疑うレベルで鍛え上げられた肉体を持ち、斬ることではなく叩たたき潰すことを目的に作られた巨剣で魔獣と渡り合った。

　ひとつは知恵。魔法剣士ウオーリツクと呼ばれた者たちは魔法の力を付ふ与よすることによって武器を強化し、炎熱をもって鱗うろこを溶かし、氷結をもって甲殻を砕き、雷撃をもって硬皮を貫き通す魔剣を携えて魔獣を圧倒した。

　しかし、ブレイスはそのどちらも手にしていない。日頃身体からだを鍛えているのは知っているが、筋骨隆々の大男というわけでもないし、得物もちっぽけな短剣だ。魔法に関しても同様、奴やつが扱えるのは人形操術のみで、剣に魔力を宿すことも当然していない。

　では奴は何な故ぜ、剣を使って魔獣と戦うのか。力も知恵もない、奴の何が特別なのか。

　それは、恐らく「見ていればわかる」ことだろう。

「リネット！　まずは翼ッ！」

　操っているのは自分だろうに、ブレイスはわざとらしく叫ぶ。応じるかのように、リネットはおよそ人間では考えられない跳躍力で敵の翼の目の前まで跳び上がった。

　飛竜ワイバーンは巨体を支え飛ぶための幅広の翼を、必要のない時には折り畳むことができる。そのため翼は薄く柔軟な性質を持った膜のような皮で、つまりは刃が通る立派な弱点だ。

　勿もち論ろん、折り畳む際に潰れたり傷ついたりしないよう、翼膜に通る血管や神経の数は多くなく、効果的なダメージは見込めない。しかし、片側だけが失われ風を受けられなくなりバランスを崩せば当然、地に落ちる。

　空中を躍るリネットの剣が、翼膜を綺き麗れいに切り裂いた。重々しい落下音と骨が飛び散り転がる音が周囲に響く。魔獣の巨体が無様に落下、転倒した音だ。

「喰くらっとけ！」

　薄紅の花が風に舞う。流麗に身体を翻しながら時を遅めたようにふわり緩やかに落ちてきたリネットの携えた剣先が、着地と共に暴れ回る竜の右みぎ眼めを突き抉えぐる。ほぼ同時に、ブレイスが残る左眼を正確に斬りつけ、リネットを抱き寄せながら地を蹴り後退した。

　あっという間に、両の眼を失った手負いの獲物の出来上がりだ。

　竜の眼は、巨きよ躯くに反してとても小さい。それをブレイスは片手に構えた剣の先で斬り、もう片方の手で操るリネットに突き刺させてみせた。精巧緻密に、正確無比に。

「ヒュゥオオオオ……！」

　必死に身体を起こし、光を失った手負いの魔獣はあたり構わず火炎を吐き散らす。

「リネット、パス！」

　手にしていた短剣をリネットに投げ渡す。リネットはそれを受け取ってから後ろに大きく跳んで距離を取り、ブレイスは空手のまま姿勢を落として竜の首元に駆け込んだ。

「熱あッつ！」

　吐き捨てながら、ブレイスは後脚に刺さったままだった細剣を引き抜き、そのまま力一杯に竜の上腹部へと突き立てた。

　その部位には、飛行する魔獣特有の大きな気き嚢のうがある。酸素の薄い高度での長時間飛行のために大量の空気を吸い込んで呼吸効率を向上したり、呼気に引火性の体液を反応させて火炎を吐いたりと、生態上必要不可欠な器官だ。そして火を吐いている最中、気嚢は温度上昇によって内部から爆発的に加圧され膨張状態となる。そこに外側から剣が刺さればどうなるかなど、頭脳派の私がわざわざ言及するまでもあるまい。

　ボンと小気味良い破裂音。黒い煙を吐いた竜の口こう腔こうに、狙いすましたようにリネットが短剣を刺し入れる。上顎から脳に向けて、脆もろい部分だけをひと突きに刺し貫く。巨体が数度跳ねるように痙けい攣れんし、そのまま重たい音を立てて崩れ落ちた。

　脚の膝しつ関かん節せつ。折り畳み可能な翼。膨張する気嚢。眼球に口腔、そして脳。魔獣に限らずどのような生物も、「よく動く部分」と「覆い隠された部分」は、概して脆く、弱い。ブレイスとリネットがここまでの立ち回りにおいて狙ったのは、全てそういった弱点だ。

　ブレイスが手にしているのは、力でもなければ、知恵でもない。

　技術だ。

　何の小細工もない安物の剣。それを携えた自身の右手と、左手で操るリネット。その両者が寸分違たがわず精密に的確に魔獣の弱点を攻撃するという卓越した技術によってのみ成立する……剣戦士でも魔法剣士でもない、もうひとつの剣士としての戦い方。

　この独自の戦闘スタイルから、ブレイスは「人形剣士ドールブレイブ」と呼ばれている。

「グ……ォゴォ……！」

　辛うじて生きてはいるようだが、もはや仕込んである『耳栓』が素通りさせるほどに、その咆ほう哮こうは弱々しいものになっていた。

　倒れ伏した竜の右みぎ眼めに突き立ったままの剣。その柄を、ブレイスとリネットが片手ずつで共に握り、愛の共同作業とでも言わんばかりに深く入刀したところで、風前の灯ともし火びが如ごとく弱まっていた呼吸は完全に途絶えた。

　どうやらさしたる苦戦もなく終わりだ。癪しやくではあるものの、やはりあの男は強い。

「おい。終わったのなら、さっさと帰るぞブレイ……」




　再び、大気が揺れる。




「……っ！　危ない、リネットッ！」

　突如として上空から飛来した火炎弾を、リネットは大きく跳びすさって回避する。しかしブレイスは回避が間に合わずに懐から抜いた最後の剣で受けることとなってしまう。

　着弾と同時に起こった爆発に剣は容易たやすく折れ、身体からだは紙切れのように吹き飛んだ。

「この、間抜けが！　土霊ノームよ、土霊ノームよ……！」

　いや、間に合わない。瞬時に判断し、私は童女ごと障壁を移動させた。

「きゃああああああっ！」

　思わず叫んだ童女の目前で、ブレイスの身体からだが壁に衝突し停止する。セーフだ。

　まったく、こっちに飛んできてくれるな。私に当たって怪け我がしたらどうしてくれる。

「あ……っ！」

　ブレイスは感謝の言葉も述べずに、声にならない叫びをあげていた。

　上空には、先ほどまで戦っていた個体の一回り……いや二回りは大きな、もはや遠近感を失わせるほどの巨きよ躯くを誇る飛竜ワイバーンがいた。成る程、つがいというわけだ。

　その翼が大きく前後し、突風が巻き起こる。

　風に煽あおられたリネットが立っていたのは……崖の、端。

「リ……リネットォオーッ！」

　ブレイスの叫びも虚むなしく、リネットの小さな身体は、断崖の向こうに落ちていった。

「くそっ……！」

　尋常ではない焦りを見せながら、ブレイスはリネットの落ちた方向へと武器も持たずに駆け出した。無謀な。何を考えている。

「ちっ」

　あのまま突っ切っていこうものなら、飛竜ワイバーンの吐く火炎を喰くらって消し炭になるのは目に見えている。ええい、なぜ私が奴やつのフォローなどせねばならん。

「「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ！」」

　私が仕方なしに唱えたのと同じ呪文が、全く同時にブレイスの口からも放たれた。土属性の呪文の『枕詞プリムラ』のうち、主に上級魔法に用いられる決まり文句。

　奴め、結局「あれ」を使うつもりか。

「連つらねば縺もつれ、定さだめば綻ほころぶ！」

「集つどいて塁かさなり、かの者を隔てよ！」

　別々に唱えられた呪文。私のものが一足先に完成する。

「双つ壁カザレフ！」

　ブレイスを狙い飛来した火炎弾をちょうど遮る位置に障壁を展開し、被弾を防ぐ。

　ふふん、我ながら惚ほれ惚ぼれする精度だ。この私にとっては造作もないことだが。

「されば従えよ、縦ほしいまま！」

　呪文の残りを詠唱し、速度を落とさないままブレイスは崖に飛び込む。

「専心の糸グランギニヨル！」

　リネットと同じように、ブレイスの身体が崖の向こうへ落ちていった。

「あ、あ……。うそ……」

　童女は絶望的な顔をしていたが、何のことはない。崖から落ちただけだ。私なら二度と登りたくないが、奴は山登りに並々ならぬ情熱を持っていたしすぐ登ってくるだろう。

　それよりも問題はあの巨大な飛竜ワイバーンのターゲットがこちらに向くことだ。見た目にも鈍そうで、落ちていったブレイスたちを追う動きも見せていないのが非常に嫌な予感ではある。一応保険はかけておくか。

「……土霊ノームよ、土霊ノームよ。磊らい落らくなる同胞はらからよ。築け城じよう塞さい、塞げ四天。難攻不落と居構えよ。完き壁ブエルカザレフ」

　私と童女の二人をまとめて覆い隠す、正四面体形の障壁群が展開される。土属性の魔法を扱える者の目にならば半透明の光壁として映るが、はてさて魔獣相手にはどうか。気に留めず一、二発は火炎弾を撃ってくるかもしれない。

「ううむ……正直、嫌だな」

　あの火炎弾は頭脳派な私の知識によると、消化しきれなかったエサなどが嘔おう吐と物ぶつと混ぜ固められ、燃料となる揮発性の体液を多分に含んで爆発物と化した、言うなればよく燃えるゲロだ。魔法を解除すれば壁は綺き麗れいに消えるとはいえ、そんな汚らわしい物を何度も自分の魔法で防ぐのは気分の良いものではない。あわよくば、私を敵ではないと認識してどこかへ飛び去ってほしいものだ。

「ギヒュゥウウウオオオオオ……！」

　そんな私の淡い期待を打ち砕くかのように、飛竜ワイバーンは禍まが々まがしい風鳴りを伴って大きく息を吸い込み始めた。無理もあるまい。ここはそもそも連中の巣だし、我々は愛する伴侶と子供たちの命を奪った不届き者だ。

「はぁ……まったく」

　嘆息と共に観念する。嘔吐物の爆弾は、甘んじて受けよう。

　だから私の壁がもつうちに……さっさと、戻ってこい。

「……一」

　目と鼻の先の爆発音。視界が赤く焼け、立ち込めた黒煙が晴れる前に訪れる次の衝撃。

「二」

　存外諦めの悪い魔獣だ。何発受けようが障壁の強度は全く問題ない。しかし、障壁を長時間維持するのは非常に疲れるのだ。頭脳派の私にとってはスマートとは言えない。

「三。……遅いぞ」

「悪い！　ガルちゃん！」

　届いたのは、案外ピンピンしていそうな声。崖の下から跳躍してきたと思われるリネットに無様に抱きかかえられたブレイスが、形ばかりの謝罪の言葉を叫んでいた。

　彼の両手には、何も握られてはいない。折れた剣も、折れていない剣も。

　ただ濃密に縒より合わされたせいでぼんやりと視認できる無数の糸、その全てがリネットへとつながれ蠢うごめいている様が映るばかりだった。

　両手全指を余すことなく人形の操作に回す、本来の人形操術……『専心の糸グランギニヨル』。ブレイスの奥の手とも言うべき魔法だ。

「ブレイス・フロイドロック！　私はもう疲れた！　十秒で終わらせろ！」

　命令を下すと同時に障壁を解除する。張り詰めていた神経が一気に弛し緩かんしたかのような気け怠だるさに、意思とは関係なしに膝が落ちた。ああ、疲れたぞ。まったく。

「グォオオオオオ！」

　唐突に舞い戻った外敵に、巨竜は獰どう猛もうな目を向ける。怒り猛たけった咆ほう哮こうを合図にその標的が変わった。両の眼めを光り輝かせ、そよぐ髪を陽ひに煌きらめかせ、優雅に佇たたずむ少女へと。

　ブレイスを地面に降ろしたリネットが、背負っていた襤ぼ褸ろ包みを両手で引き抜き、はらりと布を解いてから正眼に構えた。

　それは私からしてみれば剣などとは到底称せない、無骨で鈍重な鉄製の板。リネットを『専心の糸グランギニヨル』で操った時にしか扱えない、正真正銘の切り札だ。

　ブレイスが編み出した片手での人形操術には、大きな制約が二つある。

　一つは、術者自身がいかに器用であろうとも、片手分の精度でしか動かせないこと。

　もう一つは、人形側がいかに強きよう靭じんであろうとも、片手分の出力でしか動けないこと。

　すなわち逆に考えれば、両手で人形を操作したとき、その出力と精度は『半らなる糸アンギニヨル』の比ではない。

　パワー。スピード。そしてそれらのコントロール。全てが飛躍的に向上し、リネットの持つ本来の戦闘能力が余すことなく引き出される。

　人ならぬ膂りよ力りよくと機動力を持った人の形を操る術。

　それこそが本当の人形操術にして、人形遣いの真骨頂なのだ。

「ヒュガァアアアアアアア！」

　怒号と共にうなりをあげて迫った火炎弾を、リネットは一跳びにかわし。

　疾風のように相手の喉元に迫ったかと思った、次の瞬間には。

　飛竜ワイバーンの巨大な頭が、長い首の先から離れていた。

「七秒だ。差し引き火の球三発分の借り、チャラでいいよな？」

「ならん。貸しは貸しだ」

　巨竜の骸むくろが地に落ちる轟ごう音おんを背に、私はその傲慢な申し出をきっぱりと断ってやった。




「あの……助けてくれて、ありがとうございましたっ！」

　ブレイスが魔獣の死骸から剣を回収している最中、助けた童女が私のもとへ駆けてきて礼儀正しくぺこりと頭を下げた。まず最初に私に対して、というのはなかなかに礼節を弁わきまえていると言えよう。その小さな頭をサービスで撫なでてやった。

「礼には及ばない。平和を守る審問官として、か弱い市民を助けるのは当然だ」

　顔を上げた童女が、疑問符を浮かべながら首を傾かしげる。

「しんもんかん？　……って、悪い魔法使いを捕まえる人のことじゃないの？」

「その通りだ。よく勉強しているな、偉いぞ」

　彼女の言う通り、我々魔導審問官は「悪い魔法使い」……正確には、法律によって禁じられている「攻撃魔法」を使用した魔法使いを、人の世の平和を害する危険魔導士と裁定し、速やかに捕縛、拘留、処罰する組織、魔導審問会に所属する人員だ。

　市民の保護や魔獣の討伐は我々の職務内容に含まれてこそいないが、平和へと向かう意志、正義に基づく信念は、審問官なら誰もが胸に抱いている。

「おねーちゃんもっ、ありがとうございましたっ！」

　剣にこびりついた血を片手で器用に拭き取っているブレイスの方へ行くのは少し怖かったのか、童女は傍かたわらで佇たたずんでいるリネットに礼を述べた。

「おねーちゃん、すっごく強くてキレイなんだもん。シシィ感動しちゃった！」

　目をらんらんと輝かせながら興奮気味に詰め寄るシシィと名乗った童女に、リネットはやはり何も答えないし、表情ひとつ変えもしない。……代わりに、何な故ぜか顔の横に三つ指を立てた左手をかざすという謎めいたポーズを取った。何だ、この茶番は。

「わぁぁーっ……！　えへへっ。キメっ！」

　そんなふざけた格好のリネットの隣にシシィが並び立ち、同じようにポーズを取ってみせる。表情豊かな普通の人間であるが故、ウインクと舌出しのおまけつきだ。
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「ははっ、シシィちゃん、っていうのか。ありがとな、おねーちゃんも嬉うれしいってさ」

　にこやかに歩み寄りながら平然と嘘うそをつくブレイスに、少しばかりの怖おぞ気けを覚える。

「でも、ごめんな。シシィちゃんは、このおねーちゃんとはお喋しやべりできないんだ」

「どうして？」

「おねーちゃんは……リネットは、お人形さんだからさ」




　それも、嘘だ。




　ああそうだとも。この男は嘘をついている。

　見目麗しい儚はかなげな容姿も。もどかしさに満ちた一挙手一投足も。停滞ではなく途上を思わせる未熟な肢体も。

　それら何もかもが、どこからどう見ても人間の少女にしか見えないリネットが。

　人の手によって精巧に創られた泥土の塊であるなど、私は最初から信じていない。

　リネットは、ブレイス・フロイドロックという『悪い魔法使い』によって自由を奪われた、哀れな人間の女の子に違いないのだ。

　ブレイスは、今回の戦闘においては本来攻撃魔法に分類されない人形操術しか使っていない。私の扱う防壁魔法と同じく、法に従う限り処罰の対象にはならない。

　しかし、人形操術によって操る対象が人形ではなく人間だった場合。それは人体に対して肉体と精神の自由を奪う「人身操作」という、攻撃魔法に分類される行為の中でも禁忌中の禁忌として扱われるのだ。

　私が抱いているのは、ブレイスが凶悪な攻撃魔法を隠し持ち、私の目の届かない所で使うかもしれないということに対する疑いではない。

　奴やつが人形操術と称して平然と行使しているオリジナルの魔法『半らなる糸アンギニヨル』が、いたいけな人間の少女の肉体を支配し自由を簒さん奪だつする非道無比の人身操作魔法であるという疑いである。

　そう、言い忘れていたな。

　魔導審問会、北リブウェルム支部所属、ガルノー・ギルトフッド一等審問官……すなわちこの私は、人形遣いブレイス・フロイドロックの悪行を暴くため、この三ヶ月の間、奴の監視に当たっている。
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　我々魔導審問会の成り立ちを語るには、時代をこれより百年ほど遡らねばなるまい。

　私が生まれるより、ずっと前の話だ。




　かつてこのアリアファルマ大陸全土には、今よりもっと多くの魔獣が満みち溢あふれていた。

　高い知能を持った魔獣の上位者……魔族と呼ばれる者たちがどこからか現れ、恐るべき力で瞬く間に人類の領土を支配していったためだ。

　先程戦闘を繰り広げた飛竜ワイバーンであれば、それこそ空を埋め尽くすほどの数が日夜を問わず飛び回り、人々の生活を脅かし続けたという。

　脅威は飛竜ワイバーンだけではない。地を行けば火炎竜イグニスの業火に焼かれ、海を行けば水大蛇リヴアイアサンの波は濤とうに沈む。禽きん頭とう獣じゅう脚きやくの怪物・鷲獅子グリフオンは疾風のように原野を走り馬車ごと商人を喰くらう。砂漠に迷い込んだ哀れな旅人に訪れるのは砂蠕蟲サンドワームに丸まる呑のみにされる運命だ。

　果敢に戦いを挑む国もあったが、対人類を想定して作られたような兵器のほとんどは強きよう靭じんな肉体を持つ魔獣たちに対してあまりにも効果が薄く、彼らはひとつの例外もなく大敗を喫し、逆に侵略を受けて滅ぼされていた。

　地上に人類の住める場所は次第に限られていき、空には常に濃密な瘴しよう気きが重々しい暗雲となって立ち込めた。いつしかアリアファルマは曇天の魔境と呼ばれ、誰もが平和を諦めながら恐怖と絶望だけに彩られた暗黒の時代を過ごすことを余儀なくされていた。




　ある時、後に大賢者と呼ばれることになる一人の人物が、とある疑問を口にした。

「空を埋め尽くすあの瘴気を、どうにかして利用できないか？」

　魔獣や魔族……異形の者たちがどこからか持ち込み、撒まき散ちらしていった混こん沌とんの雲。それをうまく使えば、自分たちも人ならざる力を行使できるのではないか？

　大賢者の予想は当たっていた。瘴気は大別して四つの属性を持ち、それぞれが特別な音律に呼応して特定の自然現象を起こすことがわかったのだ。

　火霊サラマンダー。水霊ウンデイーネ。風霊シルフ。土霊ノーム。

　彼らは僅かな知性を持ち、人語を解さないまでもそれを音声として識別し、特定の言葉に反応して火炎を生じ、水流を起こし、突風を吹かせ、土塊を固めた。

　これが、魔法のルーツである。

　大賢者は精霊を使役する音律を研究し、「枕詞プリムラ」「祝詞セントランサス」「結詞フエンネル」の三要素から構成される「呪文」という体系を発展させた。

　火霊、風霊など精霊の名前を呼びかける「枕詞プリムラ」で魔法の属性を決定。燃えよ、砕けよなどの動作や変容を精霊に命じる「祝詞セントランサス」で魔法の効果を決定。最後に命令の実行を促す「結詞フエンネル」を唱えることで魔法を発動させる。この三要素さえ忠実に守れば、誰もが魔法を扱うことができるようになった。

　また、呪文を唱える際に魔法の完成度を大きく左右する「想像力」を鍛錬によって高めれば、魔法の威力や持続性、指向性を磨き上げたり、より細やかな事象操作さえも可能であるとわかり、魔法研究は爆発的な速度で進み、様々な技術革新を起こしていった。

　徐々にその数を増やしていった魔法は、三種類の体系に大別された。

　一つは回復魔法。傷を治し、病毒を清め、代謝を促進し、精神集中力を高めさせ、強きよう靭じんな肉体を維持させる。人を癒いやし救う、慈愛の象徴たる魔法体系。

　一つは補助魔法。防壁を張り、暗きを照らし、追い風を纏まとわせ、敵の動きを察知し、酷暑極寒を遮り断つ。人を守り助ける、叡えい智ちの象徴たる魔法体系。

　一つは攻撃魔法。火炎を起こし、吹雪を吹かせ、雷撃を迸ほとばしらせ、敵を石に変え、精神を毒し侵おかして支配する。敵を攻め滅ぼす、力の象徴たる魔法体系。

　これらの魔法はそれぞれの独自研究によって発展し、魔法の発見から数十年も経たつ頃には、千を超える数の呪文が編み出されていた。やがて技術革新が進むにつれ呪文を必要としない「魔道具マグナフアクト」なども生まれ、魔法は人類にとって広く一般的……いや、もはや生活に欠かせない文明となっていった。




　あまねく魔法を手にした人類が次に考えるのは、必然、魔族たちへの反撃だ。

　攻撃魔法。それは、これまで人間同士の戦争に用いられてきた兵器の全てが薄ら可お笑かしい玩具おもちやに変わり果てるほどの、圧倒的な威力、驚異的な殲せん滅めつ力を備えていた。

　剣が突き立たぬ硬皮を持った巨獣を焼き熔とかし、不死の生命力と物理耐性を備えた軟体生物を凍らせ砕き、目にも止まらぬ速度で駆け回る妖狼を更なる速度の雷光で撃ち貫き、高空から火炎を撃ち放つ竜は重力をもって地に墜おとす。

　蹂じゆう躙りんされ、支配され、侵略され、長い間辛酸を舐なめ続けながら鍛え続けてきた魔法は、瞬く間に魔族を討ち、人類の尊厳を、領土を、平和を取り戻していった。

　しかし魔族も決して攻め続けられるばかりではない。

　彼らには王がいた。魔族を統べる王、魔王。その身体からだは瘴しよう気きを生み出し、いくら傷つけても再生し、人間ならば一つの属性しか扱えない魔法を四種全て使いこなし、さらには原理さえわからない何らかの手段で人間の使う魔法を無効化してみせたという。

　知能の低い魔獣相手であれば人類が優勢だったものの、魔王の率いる精鋭軍との戦争は熾し烈れつを極め、多くの犠牲者が出た。黙って魔族の支配下にいれば、あるいはもっと少なく済んでいたかもしれないほどの命が失われた。

　そして、今この時代より遡ること三十年前。

　後に英雄と呼ばれる一人の男が、仲間の犠牲と引き換えに、ついに魔王を討伐した。

　最愛の人をも喪うしない、失意のまま英雄王と祭り上げられた彼が取った選択は、多くの尊い命を奪ってきた忌むべき魔法の存在を、平和のために封印すること。特に、恐るべき破壊性と暴力性を有し魔族さえ滅した攻撃魔法が、万に一つも人間同士の戦争などに用いられることのないよう徹底して廃絶することで、後の世の平和を守ろうと考えたのである。

　そんな英雄王の悲願を果たすため。大陸全土に蔓延はびこる攻撃魔導士を探し出して取り締まる国際機関として、我ら魔導審問会は創立された。そして、三十年の時を経て今なお、平和を司つかさどる象徴として活動を続け……、




「おーい、ガルちゃん。おーいってば」

「……何だ。これからだぞ、いい所は」

　思い切り水を差してくれたブレイスを睨にらみつける。それを受けた奴やつの態度はと言えば、人差し指を唇の前に添え、苦笑と共に静かな吐息を漏らしていた。

「もう寝てるよ、シシィちゃん」

　言われて、胸の上の温ぬくもりに目をやる。魔導審問官の正装である漆しつ黒こくのジャケットを贅ぜい沢たくにも掛け布団にし、すやすやと寝息を立てる小さな眠り姫の姿があった。

　宵の入りこそ頭上に煌きらめく満天の星々に目を輝かせながらはしゃいでいた童女も、私が魔法の歴史を語って聞かせるうちにいつの間にか眠ってしまっていたらしい。

「そこ、寝心地いいってさ。よかったな、『絶壁』のガルちゃん」

「『鉄壁』のガルノーだ。寝袋ごと突き落とすぞ変態」

「はは、怖い怖い」

　ありったけの殺気を放ったつもりが、ブレイスはどこ吹く風と空を見上げて口笛など吹いている。おのれ、人が気にしていることを。本当に崖から落としてくれようか。

「その『鉄壁』がなければ、今頃こうして夜空を見上げることもなかったろうに。もっと私に感謝したらどうだ」

「……だな、今日は助かったよ。この子の笑顔を守れたのは、ガルちゃんのおかげだ」

　ふん、歯切れの悪いことだ。誠意が足りていないに違いない。

「剣も一本折られたし、結局『専心の糸グランギニヨル』も使うことになっちまったし。ガルちゃんがいてくれなかったら、シシィちゃんも今頃は魔獣の腹の中だったかもしれない」

「……いつも思うのだがな、ブレイス。最初からその『専心の糸グランギニヨル』とやらを使っていればもっと早急に事が済むのではないのか？」

　両手操作時のリネットの強さは、数えるほどしか見ていない私でもわかっているつもりだ。飛竜ワイバーンのような危険級脅威度は勿もち論ろんのこと、災厄級に指定される禁獣、あるいはかつて滅ぼされたという魔族相手でさえ、容易たやすく渡り合えることだろう。

　だが、ブレイスはそれをしない。使わざるを得なくなったところまで追い詰められて初めて、奥の手として仕方なしに使用するのが常だ。

　理由は、前に一度聞いて知っていた。

「言っただろ。俺はリネットを縛りつけて戦わせたいんじゃない。リネットと一緒に戦いたいんだ。勝ったも負けたも嬉うれしいも悔しいも、二人で半分ずつにしたいんだよ」

　知っていたが、いまだ理解はできない。

「感情のない人形と、それを分かち合えるというのか？」

「感情なくなんかねえよ。いつかリネットの笑顔を見るのが俺の昔っからの夢なんだ。こればっかりは、人形遣いじゃないガルちゃんにはわからないかもな」

　おまけに、理解させる気もないときている。

　一般に魔獣を狩り生計を立てるようなハンターは、ひと所に拠点を設け定期的に依頼を受ける方が実入りがいい。何度も依頼をこなし信用が積み重ねられていくごとに、任せられる仕事もより危険度が高く高額なものになっていくからだ。

　しかしながらそれを語る当のブレイスが、そうして定住拠点を作ることをせず、わざわざ旅流れて根無し草をやっているのは、ひとえに探しているからだ。リネットの笑顔を見ることのできる、何らかの手段を。

　そんな方法が世界のどこかに必ずあると、愚直にも信じているからだ。

「私が理解できないのではない。貴様が歪ゆがんでいるんだ、ブレイス・フロイドロック」

「お褒めの言葉をどーも。明日は涼しいうちに下山を始めるから、そろそろ寝とけよ」

　のらりくらりと私の本音を躱かわしながら、ブレイスは寝袋を這はい出て、傍かたわらの岩に背を預け肩まで毛布を被かぶって座るリネットの前髪をかき上げ、その額に優しく口づけをした。

「おやすみ、リネット。また明日」

　……やはり貴様は、歪んでいるよ。




　魔導審問官の朝は早い。

　……いや、何。言ってみたかっただけだ。別に特段朝早く起きなければならない理由があるわけでもないし、早起き自体は魔導審問官となるよりずっと前からの習慣だ。

　ともかく、私は誰よりも早く目を覚まして、霞かすみの向こうの朝焼け空を眺めていた。

　懐からロザリオを取り出し、太陽に向かって掲げる。

「天に坐まします人の神よ。黒き雲無き御み空そらより、我らの行いを見守り給たもう。天の御み下もとに闇無きように、人の裡うちにも魔の無きことを見定め給う」

　審問官なら誰もが捧ささげているこの祈りが、毎朝の習慣と言えば習慣か。もっとも、祈りのために早く起きているというわけではないが。

「……綺き麗れいな、空だ」

　魔王が存命中の暗黒時代の空を私は知らないが、瘴しよう気きの無い蒼そう天てんのなんと美しく素晴らしいことだろう。山頂から見下ろす絶景、肺が洗われるような澄んだ空気に、私をここまで連れてきた男へほんの少しばかり感謝をくれてやらないでもない。

　……しかし、爽やかな風景から一転、振り返ればそこには二体の巨大魔獣の死骸という赤黒く血なまぐさい現実が転がっていた。

「一撃、か……」

　首を切り落とされ即死した方の亡骸に目をやる。

　いかに屈強な腕力を持とうが、いかに鋭利な業物を用いようが、いかに高性能な身体強化の補助魔法を施されようが。太く強きよう靭じんな魔獣の首を一太刀で叩たたき斬る膂りよ力りよくなど、普通の人間には発揮し得ない。

　鱗うろこを割ること敵かなえば達人級。皮膚を裂き肉に届けば怪人級。ただしどんな豪傑も、骨まで達したところでどうしても止まる。何な故ぜなら、魔獣の骨は金属など及びもつかない驚異的な硬度を持ち、刃は毀こぼれせずに骨を断てる剣を金属から鍛えることは不可能だからだ。

　しかし、リネットは本当に一撃のもとに勝負を決めてしまった。切れ味を持たない金属塊を使い、圧倒的なパワーとスピードのみで、鱗を、皮膚を、肉を、そして骨を、全部まとめて圧潰するという荒業で。

　──彼女は本当に人間なのか？　そんな考えが一瞬脳裏をかすめる。

「……くだらんな」

　問うまでもなくわかりきったことだ。

　ここまで精巧に人間に似せて人形を作るなど、私が今まで見聞きしてきたこの世のどんな禁術をもってしても不可能。であるならば必然、本物の人間を無む理り矢や理り操っているか、少女の遺体を「人形」と言い張っているだけのこと。そのどちらも、筆舌に尽くしがたく人道を外れた、吐き気を催す悪魔の所業だ。許してはおけない。

　が、正当な根拠なしに人を裁くのもまた魔導審問会の理念に悖もとる。

　だから私はこうして監視を続け、奴やつがボロを出すのを三ヶ月も待ち続けているのだ。

「……寝顔も、人間と全く変わらないな」

　岩に寄りかかってぴくりとも動かないリネットの、吸い込まれてしまいそうなほどに美しく可か憐れんな寝顔。瞼まぶたは就寝前にブレイスの手によって下ろされたのを見ている。風にそよぐ髪は、まるで秋めく稲穂の海のように眩まばゆく朝日に光っていた。

　上下しない肩と胸。呼吸しているようには見えない。脈はどうか。心臓の鼓動は？

　そんな素朴な疑問に従うまま、私はリネットの胸元に手を伸ばしていた。

　瞬間。

　リネットは恐ろしく俊敏な動作で身をかわし、どこに隠し持っていたのか鈍く光るナイフを背後から私の首元に突き付けていた。

「……ガルちゃん」

　恫どう喝かつするような低い声。

「……起きていたのか」

「リネットに何かするつもりなら、ただじゃ置かねえぞ」

「忘れろ。ほんの気まぐれだ」

　どうやらブレイスは、ずっと『半らなる糸アンギニヨル』を発動したまま狸たぬき寝ね入いりを決め込んでいたらしい。囁ささやく程度にも呪文は聞こえていなかったので、おそらくは私が目を覚ますよりも前からずっとだ。趣味が悪いことこの上ない。

「これっきりにしてくれよ。俺だって、ガルちゃんにこんな真ま似ねしたくはない。……改めて、おはようリネット、それとガルちゃん。いい朝だな」

　こんな脅迫じみた所業をしでかしておいて、笑顔を浮かべて朝の挨拶を投げかけてきた不自然さに思わず震えそうになる。やはりこの男は、どこまでも歪ゆがんでいる。

　リネットは刃やいばを収め、気品溢あふれながらもどこか楽しげに、浮ついたような歩様でトテトテとブレイスの傍そばへ移動した。

「さてと。ねぼすけのシシィちゃんを起こして、涼しいうちにさっさと山を下りようぜ。ガルちゃんも長居は無用って言ってたもんな」

「ん？　待て。魔獣の解体はいいのか？」

　危険級脅威度に分類される魔獣を二体も倒したのだ。その鱗うろこや爪そう牙が、皮を少しでも剥はいで持ち帰れば路銀の足しにはなる……どころか、有用な部位だけでも換金できたなら数ヶ月分の小遣いだ。なのに、ブレイスは宝の山をそのまま放置して帰ろうとしている。

「ああ、いいんだよ。依頼主からのお達しでさ。討伐の証拠になる一部位だけ持って帰ってきてくれれば、解体はこちらで承りますって。結構な額の報酬金をいただけるみたいだから、手ぶら同然で帰れるならむしろお釣りがくるってもんだぜ」

「また物好きな奴やつもいたものだな……」

　わざわざ魔獣の回収のために、こんな山をはるばる登らなければならないとは。私なら金を積んででも遠慮したい。もっとも、この高度だ。通りすがりの野盗にかっさらわれたり、屍肉漁りハイエナの餌食になる心配が全くないのは幸いと言えば幸いだが。

　もしかすると、飛竜ワイバーンが高山の頂上に巣を張ること自体、余計な外敵から身を守ることが目的なのではないか。事実、幼体は翼もなく這はって回ることしかできない貧弱な生物だった。それを思えば彼ら魔獣一家には少し悪いことをしてしまったかもしれない。勿もち論ろん、私がではなくブレイスが、だが。

「んで、その一部位はこれな」

　ブレイスがにっかりと笑いながら取り出したのは、一体目にとどめを刺した時に剣を突き立てた眼球だった。わざわざ見せるな。

「生首を持ち帰るのが一番わかりやすいじゃないか。そうしろ」

「嫌だね。あの大きさと重さじゃリネットに持ってもらわないといけないし、そもそもあっちは『専心の糸グランギニヨル』を使った時の戦果であって、俺たちの実力じゃない」

　だから、「二人で」倒した方の眼球を持ち帰るわけか。とことん気色悪い考え方だ。

「それはそうと。今回使用した『魔丸マゴール』は貴様の金で補充してもらうぞ」

「は？　ちょ、なんで！」

「馬鹿か貴様は。見ているだけだと言った私の手を煩わせたんだ。貴様のせいで使わされた物は、貴様が元通り耳を揃そろえて私に返すのが筋というものだろう」

　魔丸マゴールは、予あらかじめ「祝詞セントランサス」まで唱えておいた魔法を精霊ごと封じ込めておき、後から即座に発動できる丸薬状の魔道具マグナフアクトだ。シシィを救出する際に使った私の「とっておき」で、手元には残り一つしかない。

「マジかよぉ、折られた剣の補充もあるのに！　お釣りどころか赤字かもしれねえ」

「これに懲りたら、消耗品ばかりを武器にするのはよすんだな」

　もっとも、剣が消耗品というのもまた非常識な話だが。

「ん……むにゃ。おねーちゃん？　おはよぉ……」

　落胆するブレイスの背後で、いつの間にかリネットがシシィをそっと優しく揺り起こしていた。ブレイスの器用さには流石さすがにもう慣れたものだが、初めてこの光景を目にする者が「リネットはブレイスが人形操術で操っている」などおいそれと信じられようか。

「おはよう、シシィちゃん。支度をして、早速山を下りるぜ」

「はぁい。……えへへ、楽しかったなぁ」

「こらこら。家に帰るまでがピクニックだぞ」

　ピクニックだと。貴様はこの苦行をピクニックと言い張るのか。それにシシィもシシィだ。命の危機というべき目に遭っておきながら、楽しかったなどという感想がいの一番に口を突いて出るとは甚だ解せない。

　とはいえ、山を後にするのは私としても大賛成だ。シシィの準備に遅れないよう、寝巻同然の薄衣の上に審問官の正装を纏まとっていく。

「……いつも思うけど、ガルちゃんさ。それ暑くないわけ？」

　ないわけがなかろう。

　きわめて厚手のブラウスに、ぴったりとしたタイトスカート。上着は金色の輝かしい一等審問官章が縫い付けられたジャケットに、さらにその上から足首近くまでの丈のローブ。襟元までネクタイと留め具で搾り上げ、足にはタイツを着用するため、肌の露出はおよそ顔と手のみだ。アリアファルマ南西部の温帯地域において、この格好で暑くないという方がおかしい。

　しかしこれは審問官の正装。一等審問官を務める私が締まりのない恰かつ好こうをしていては、それこそ下の者に示しがつかないというものだ。今は一緒に仕事をする部下はいないが、人の神がいつも我々を見守ってくださるように、常日頃より嘘うそ偽りのない振舞いをすることが大事なのだ。だから私は、たとえ暑くともこの装いをしないわけにはいかない。たとえ暑くとも。たとえ暑くともだ。

「また途中でバテたりすんなよな？　山って下りの方が体力使うんだから」

　生意気な口を利くな。




「シシィ！」

　そろそろ日も暮れる頃あい。無事山を下り、麓の村に辿たどり着ついた私たちを迎えたのは、ぐしゃぐしゃに泣き腫らした顔の女性が上げた悲鳴にも似た呼び声だった。

「ママ！」

　つい先刻は疲れただの歩きたくないだのぶつくさと駄だ々だをこね始めていた童女も、母親の姿を認めるなり駆け出していった。何だ、まだ走れるじゃないか。だらしのない。

「ああ、よかった！　よく無事で……もう、か、帰ってこないんじゃないかと！」

「心配かけてごめんね、ママ。あのね、あのおねーちゃんたちが助けてくれたの！」

　嬉うれしそうにこちらを指さすシシィ。目線を追って我々を見つけた母親が、慌てて立ち上がり深く頭を下げた。

「ありがとうございます！　ああ、何とお礼を申し上げればいいか……」

「気にするな。正義を重んじる魔導審問官として当然の行いだ」

「うっわー……ガルちゃんのそういうとこ、ホントズッルいわー」

　ふん、うるさいのが一匹いるな。

「審問官様。娘を助けてくださり、本当にありがとうございます。心ばかりのお返ししかできませんが、今晩はぜひ我が家でおもてなしさせてくださいませ」

「心遣い感謝する。人の神はいつでも諸君らを見守っているぞ」

「ママのご飯、すっごく美お味いしいんだよ！　お店に負けないくらいだもんっ！」

　僥ぎよう倖こうだ。久々にまともな食事と寝床にありつけそうだ。

　ブレイスの方を見やれば、やれやれと言わんばかりに肩をすくめ苦笑などしている。放っておけば貴様はまた野宿したがるだろう。付き合わされる私の身にもなれ。

「どうも、すんません。まずは俺達、依頼の報告に行ってきますんで」

　懐から例の眼球を取り出しながら、ブレイスは二人に会釈して酒場へ足を向ける。

「またあとでね！　おにーちゃん、おねーちゃん！　ガルちゃーん！」

「ガルちゃんはやめろ！」

　満面の笑みを浮かべ、ぶんぶんと元気に手を振るシシィ。まだ涙を浮かべながらも、幸せを取り戻したかのような優しい笑顔で頭を下げる母親。

　そんな二人に、ブレイスは笑顔で右手を、リネットは無表情で左手を振り返した。

「いやー、人を笑顔にした後は気分がいいな、リネット」

　あっけらかんと笑うブレイスに、リネットは無言のままこくりと首肯する。

　このリネットの一挙手一投足も、全てブレイスが糸で操ってさせている動作。薄ら寒い独り芝居だと知ってさえいなければ、もう少し微笑ほほえましく感じられたかもしれないが……やはり私には、悍おぞましくてならなかった。




「ごめんくーださーい」

　間の抜けた声で挨拶をしながら、酒場へと踏み入るブレイス。しばし人もまばらな店内を見渡すと、目的の人物はすぐに見つかった。

「おやー？　お早いお帰りですねー。流石さすがの腕前でー」

　先程のブレイスよりもさらに間延びした返事でもって返したのは、カウンター席で果実酒を呷あおっていた少女だ。……少女に見えるが、酒を飲んでいるという事は見た目よりも大人なのだろうが。ともかく、彼女が今回の魔獣討伐の依頼主だ。

「おかげさまで。えーっと……」

「シャーロット・ヒルダグリムですー。覚えなくっても結構ですがー」

「シャーロットさん。山頂の巣、飛竜ワイバーンの成体二頭に幼体二頭、きっちり討伐してきたぜ。で、こいつが討伐の証拠だ、受け取ってくれ」

「あーあー、大丈夫ですよーお見せいただくだけでー。証拠品、ですのでねー」

　差し出されたグロテスクな眼球を、シャーロットはやんわりと突き返した。普通、あんなもの手渡されたくはない。この男にはデリカシーという概念がないのだろうな。

　シャーロットは懐のズタ袋をごそごそとまさぐり、中からこれまた汚れの激しい革袋を取り出してブレイスに渡した。遠目に見ても重さが伝わる。

「今回の報酬ですー。魔獣の処理に関してはー、取り決め通り仲間を動員して解体と回収にあたらせてもらいますー。剣士さんー、今回はどうも、ありがとうございましたー」

「こちらこそ、今回はどうも。次回があれば、その時もよろしく頼むぜ」

　今回、今回と彼女は言うが、ブレイスは旅の魔獣ハンターだ。ひとところに長く留とどまることはない。それを暗に悟ったか、シャーロットの視線はリネットへと移った。

「……んふー。なるほど二人旅ですかー。いーですねー。あたしも旅の道連れにできるよーなー、運命のパートナーとか欲しいですー」

「ん？　はは、そりゃどうも。でも残念、リネットは俺のパートナーはパートナーでも、人形遣いと人形としてのパートナーなんだ」

「……人形、ですか？　この子が？」

　突然。

　シャーロットの口調が一変した。

　いや、口調だけではない。表情からも、ほろ酔いじみたふにゃふにゃの笑顔が消え、真剣な顔で目を見開いてリネットを凝視している。

「……シャーロットとやら。どうかしたか？」

　彼女の垣かい間ま見みせた、とても好奇の目とは呼べず、まるで何か得体の知れない異形の正体を暴こうとするような、どこか仄ほの暗ぐらい視線。その変へん貌ぼうが気にかかった私は手短に訊たずねてみたが、しかし何事もなかったかのように、彼女の顔にへらへらした笑みが戻った。

「いえいえー。お人形さんがー、あんまりにも美少女だったもんですからー、すこーし驚いてしまったんですよー。何を隠そうあたしもー、人形遣いなもんですからねー」

「えっ、ホントかよ！　すごい偶然だな！」

「いやーあたしもびっくりですよー。ほらー、出ておいでー、ゾン君、ビーちゃんー」

　シャーロットのズタ袋からずるりと顔を覗のぞかせたのは、動く屍体コープスを模したビビッドな色合いの二体の木製パペットだった。趣味悪っ。

「ゾン君、ビーちゃん、ごあいさつー。はーじーめーまーしてー」

　二体の人形はカウンターの上に並び立ち、シャーロットの眠たげな合図に合わせて恭しく頭を下げた。その拍子に、恐らくはゾン君であろう禿とく頭とうの男性型ゾンビ人形の頭がゴトリと落下した。重ねて言うが、趣味悪っ。

「すごいな！　俺、糸わけるのヘタクソでさ。二体以上同時に操れたことないんだよ」

　そこなのか、ブレイスよ。人形遣いの感性は本当によくわからない。

「えっへへー。あたしすごーい。まー、こんな立派なお人形さん操れる剣士さんの方がすごいですけどねー。あたし達は戦闘なんてムリでー、できて大道芸くらいですしー」

　その割には、先ほど報酬として気前よく渡した革袋は、仮に中身が全て一ファマ銅貨であったとしても大道芸人がおいそれと手放せる額ではないように思うが。追及はすまい。

「謙遜することないって。楽しい芸で人を笑顔にする！　それが人形遣いの本分ってもんだろ。シャーロットさんさえ良ければ、もっと見せてくれよ！」

「待て。ゾンビの悪趣味な大道芸に付き合う気はない。用が済んだのならさっさとシシィ嬢のところに戻るぞ、ブレイス。私はそろそろ空腹だ」

「えー。いいじゃん、もう少し見てこうぜ。他の人形遣いの技を見られる機会なんて滅めつ多たにないんだよ。腹減ったんなら、何かツマミでも作ってもらっとけば？」

「馬鹿か貴様は。ゾンビのダンスの横で食欲など湧くか」

「おいガルちゃん、そういう言い方ないだろ。あぁ、ごめんな、シャーロットさん」

　彼女は若干しょんぼりとした様子で肩を落としていたが、私の知ったことではない。

「あー、いえー、そんな謝らないでくださいー。趣味が悪いのは自覚していますしー」

　いそいそとゾン君の頭をくっつけながら、袋に二体の人形を戻し始める。

　老婆心ながら言うのであれば、公共の、それも飲食をするための場所でゾンビ人形など取り出すのは流石さすがに分別がなっていない。それなのに、私を悪者のように扱いおって。

　私は正義だ。正義の信念に基づき悪を裁く魔導審問官なのだぞ。

「じゃ、悪いけど俺たちはこれで……機会があったら御ご贔ひい屓きにな」

「はいー。では、またー」

　連れ立って酒場を後にし、日の暮れ始めた村を歩く。

「ったくもう、何で俺の方が気を遣わされてるんだよ。ガルちゃんの我わが儘ままに付き合うとロクなことがねえや」

「知ったことか。貴様は大人しく私の意向に従っていれば……おい、何をしている」

　ブレイスが腰を屈かがめて、リネットに自分の頭を撫なでさせていた。一生懸命背伸びをし、健けな気げに、優しく、まるで本当に慰めているかのように。

「慰めてくれるのか？　リネット。ありがとな」

　見飽きた独り芝居。気色悪い。吐き気がする。

　やはりこの男は悪なのだ。正義である私が、裁かなくてはならない。

「あー、ガルちゃんがしつこく空腹とか言うから俺まで腹減ってきた。シシィちゃん家にご馳ち走そうになりに行きますか」

「……そうだな。それには同感だ」

　今にも鳴こうとする腹の虫を押さえながら、私は足取りをほんの少しだけ早めた。




　迂う闊かつだった、と言わざるを得ない。

　前もって「お店に負けない」と聞かされていたシシィの母親の手料理が、予想を大きく上回って美味であった。思わず手が止まらなくなり、気づけば腹八分を超えていた。

「……いや、問題は食べ過ぎたこと自体ではないが」

　誰にともなく言い訳をして、少々膨れた腹部を擦さする。

　料理に夢中になっている間に、ブレイスの姿を見失っていたのだ。平たく言えば、私の任務であるブレイスの監視を怠ってしまったということである。

「違う。勝手に私の目の届く範囲から離れたあの男がすべて悪いのだ」

　聞き届ける者のない愚痴をあえて口にしつつ、シシィ家の庭先へと出た。シシィの両親が寝床にとあてがってくれた部屋にもいないようだったので、恐らく外にいるはずだ。

　夜空は薄曇り。月明かりは淡い。心地良い夜風が眠りかけた草木を撫ぜ、夜行性の鳥類の低い鳴き声が規則的に響く。村はすっかり眠りに落ち、人ひとり歩かない静寂の中、物陰から微かすかな水音が聞こえてきた。

「ブレイスか……？」

　確かな人の気配に、導かれるまま私は裏庭へと回り込む。

　角を曲がった先にいたのは、井戸の傍かたわらに立つブレイスと。

「ん？　おうガルちゃん、もう腹いっぱい食ったか？」




　手汲くみの桶おけで肩から水をかけられていた、一糸纏まとわぬ姿のリネットだった。




「きッ……貴様！　な、何をやっている！」

　幼気いたいけな少女を裸に剥むき、手て籠ごめにしようとは、この男。堕おちるところまで堕ちたか！

「何って、見てわかるだろ。リネットの身体からだを洗ってるんだよ。昨日の戦闘で、あちこち煤すすまみれにされちまったからな」

「そういう事を聞いているのではない！　何な故ぜ男の貴様が、年端も行かぬ少女をこんな物陰で丸裸にしているのだと聞いているのだ！」

「年端も、って……リネットは人形だぞガルちゃん。それに人形の身だしなみを人形遣いが整えることが、そんなに変なことかよ？」

「黙れ！　人形なものか、こんな……こん、な。……綺き麗れい、な……」

　息を呑のむ、とはこういうことを言うのだろう。続く言葉も激情さえも、風の凪なぐように失われていくのが、自分でもありありとわかった。

　目を、奪われていた。

　月明かりに照らされ煌きらめく水滴が伝う、傷ひとつない滑らかな肌。

　剣を握り、戦場を舞う者の肉体とは到底思えない、か細く華きや奢しやなシルエット。

　普段は薄紅色のドレスに隠されている肢体の隅々が、まるで魔性の誘うように私の視線を捉えて離さない。

　順に眺め下ろした、首筋、肩、肘、腰、腿もも。いずれにも、シャーロットのゾンビパペットに見られたような継ぎ目は無い。作り物である証拠が見当たらず、けれどこの世のものではないような作り物じみた麗しさとの矛盾に、どこか陶酔にも似た浮遊感を覚え、慌てて意識を取り戻す。

「綺麗だって。良かったな、リネット」

「……っ、黙れ。シシィに対する子こ供ども騙だましならともかく、私にそんな下らぬ茶番など」

「リネットも喜んでるよ。ガルちゃんありがとう、嬉うれしいってさ」

　言ってもわからん馬鹿のようだ。

　丁寧に身体を拭かれ、ドレスを着直したリネット。その澄み切った瞳が、私をまっすぐに見つめてくる。無言で、無表情なのに、そこに空虚だけは決して感じさせない。人形と呼ぶにはやはり人間じみ過ぎている所作に、私の人間的本能は勝手に何がしかの感情を汲み取ろうとして。それが心地悪くて、たまらず目を逸そらしてしまう。

　正体の知れぬ美というものは、得てして目に毒だ。

「……貴様の方は、傷だらけだな」

　目を逸そらした先に、たまたま薄着のブレイスの傷まみれの腕が見えたので、私は半ば強引に話題を転換した。

「あー、まあな。ガキの頃から治らない傷跡もあるし、戦うたびに増えてく一方だし。でも、それって剣士にとっちゃ勲章みたいなもんだろ？」

　この男は、人形遣いだというのに剣士を名乗り前衛で戦う。愛する人形リネットの身体からだが魔獣の攻撃で傷つかぬように。その功労かリネットの身体には傷ひとつ無く、それを一手に請け負うかのように自分の身体には傷が増えていくのだから、これらの傷はブレイスにとって紛まぎれなく勲章なのだろう。全くもって、理解に苦しむ。

　しかし、子供の頃から……か。

　考えてみれば私はこの男のことをほとんど知らない。

　人間と見分けがつかない人形の少女を操り、各地で魔獣を狩り回る男がいるとの情報を頼りにブレイス・フロイドロックを見つけ出し、その動向を監視し始めた三ヶ月前。それ以前のブレイスを、私は知らない。

　どのようにして剣を取り、どのようにして人形操術を得て、どのようにしてリネットと出会い、どのようにして今の「人形剣士ドールブレイブ」としての戦闘スタイルを確立させたのか。そのルーツを辿たどることで、リネットの正体に近づけるかもしれない。

　私は知るべきだ。この男が本当に「悪い魔法使い」であることを証明するために。

「ブレイス・フロイドロック。貴様が剣士……いや、人形剣士ドールブレイブとなったのは、いつだ？」

「え？　何だ、急に？」

「必要な情報の聴取だ。質問にだけ答えろ」

「相変わらず強引だなガルちゃんは……ま、いいか」

　井戸の縁にどかりと腰掛け、ブレイスは大きく息をついた。その隣に、まるで恋人がそうするようにリネットがちょこんと座り、肩を寄せる。

「久しぶりに家族の団だん欒らんってやつに触れて、色々と思い出すこともあったしな。少し長い昔話になるけど、腹ごなしには丁度いいだろ？」

「……質問にだけ答えろと言ったはずだが。まあいい、好きにしろ」

　ブレイスはにこりと笑ってから、過ぎ去った時に想おもいを馳はせるように星を見上げた。

「ちょうど俺の故郷も、こんな風に静かな、星のよく見える小さな村だった。と、思う」

「思う？」

「よく覚えてないんだ、昔のこと過ぎて。生まれ故郷も家族も、もう俺にはない。村が、魔獣に襲われてさ。俺だけは遊びに出ててたまたま運良く生き残ったんだけど、父さんや母さん、村のみんなも、俺以外は全員、魔獣に殺されちまった」

「そうか」

　特段、何を思うでもない。このアリアファルマではごくごくありふれた不幸の話だ。

　街道が整備され、各地で魔獣ハンターが徒党を組み、討伐が繰り返されている今日でさえ、シシィのように魔獣に襲われる者は出てくる。ましてブレイスが幼少の頃……恐らくは十年以上も前となれば、もっと凄惨な状況はいくらでもあっただろう。

「初めて剣を握ったのはその時。ボロボロになった家から、父さんが昔使ってた剣を持ち出して……そうだな、復ふく讐しゆうの鬼！　ってな具合にブチギレて、そこいらの弱っちい魔獣を片っ端から狩ってたんだ。わかりやすいだろ？」

　けろりと笑って話すが、並大抵の苦境ではなかっただろう。武器があるとはいえ、子供にやすやすと振り回せるものでもなかっただろうし、魔獣との戦いだって命懸けだ。あの飛竜ワイバーンの幼体のような弱小な部類でさえ、牙を剥むき人を襲うし、小さな身体からだに傷を受ければ死に至ることもある。

　だからこそ、ブレイスは技術を磨いたのだろう。腕力に劣る幼子が、急所を狙い定めて確実に敵を狩り殺すための技術を。恐らくはそうした狩猟経験が、ブレイスの剣士としての技量の根幹にある。無数の傷を身体に刻まれ続けながら、戦い方を覚えてきたのだ。

「魔獣を狩って、その肉を焼いて食って。そんな野生児みたいな生活をどのくらい続けた頃だったか……村を滅ぼした、仇かたきの魔獣と運命の再会を果たしてさ。怒りだとか憎しみだとか、そういうグッチャグチャな感情に任せて立ち向かったはいいんだけど」

「歯が立たなかったわけか」

　当然だろうな。その剣の持ち主である父親すら倒してしまった魔獣に、子供のブレイスが勝てるわけが無い。図星を突かれたか、ブレイスは苦笑した。

「そうそう。情けねえことに手傷一つ与えられないまま、絶体絶命のピンチ！　ってところで、颯さつ爽そうと現れて俺を助けてくれたのが……そう！　シグ兄だったってわけだ」

「誰だ」

　唐突に現れた知らない名前に、思わず口を挟む。

「……あれ？　ガルちゃんには話してなかったっけ、シグ兄とのこと」

「知らん。何者だ、そのシグニィというのは」

「有名人だぜ？　シグリッド空運、って聞いたことあるだろ」

　勿もち論ろん知っている。

　シグリッド空運とは、アリアファルマでも有名な航空事業ギルドだ。『竜迎ドラクシー』と呼ばれる小型の有翼魔獣を手なずけ、人や荷物、時には情報を土地から土地へと運び届ける。魔獣の希少性を筆頭とする様々な要因からか、そのサービスは常識外れに高額なのが玉に瑕きずではあるが。

　しかし、それとこれとに何の関係があるというのだ。

「シグ兄……えっと本名何だっけ。シグ……シグニシュファント・シグリッドだ」

「……シグリッド、だと？」

「そのシグ兄が、シグリッド空運の創設者で、俺の兄弟子だよ」

「…………は？」

　さらりと告げられた重要事項に、思わず言葉を失う。

「はっはは、あの時の俺みたいな反応だなガルちゃん。俺もシグ兄が一撃で魔獣をやっつけた時にはそんな感じで驚いて何も喋しやべれなかったよ」

「シ……シグ兄とやらは、それほど強い剣士だったというわけか？」

　考えてみれば、空を飛ぶ有翼魔獣を手なずけられるとあらば、その実力も相当なもののはずだ。人間に対して本能的な害意しか持たない魔獣を飼うなど、狩るよりも難しい。

「いや？　剣なんてからっきしだぜ？　シグ兄は俺と同じ人形遣いの弟子だよ。竜迎ドラクシーはシグ兄の作った竜人形なんだ」

「待て待て待てッ！　そんな重要な情報、明日の天気のようにポロポロと語るな！」

　興奮に任せて乗り出した身を、リネットが左手でぐいと押し戻す。私から触れようとした時にはあれだけ釘くぎを刺してきたくせに、そちらからはいいのか。

「……こほん。整理するぞ。シグリッド空運の竜迎ドラクシーは、実はシグニシュファント・シグリッドが作った竜人形で、シグニシュファントはその竜人形を駆る人形遣い。ブレイス、貴様はその弟弟子。そういうことだな？」

「おう、合ってるぜ」

　嘆息しながらも、私は審問会で見聞きしてきた情報との符合に心底納得していた。

　魔導審問会は、かつてある一人の男を追っていた。

　男は、今のブレイスと同じように、人形操術を用いて「戦闘業務」ばかりをこなしていた人形遣い。本名、年齢、出自、その他。性別を除くほとんどの素性が不明。

　竜のカタチをした人形を乗り回し戦闘を行うスタイルから、「人形竜騎ドールドラグナー」というコードネームで呼ばれていた。

　十年近くは前になる。竜を駆り火炎や突風で魔獣を討伐して回る彼の行いは、審問会に「攻撃魔法を利用した戦闘行為」と解釈された。人形竜騎ドールドラグナーはお尋たずね者だったのだ。当時前線を張っていた魔導審問官で、彼の名を知らない者はいないだろう。

　しかし、アリアファルマ大陸各地で繰り広げられた人形竜騎ドールドラグナー大捕物は、とある出来事を境に……もっと言えば、とある人物の処刑を境に終息した。

　ある種の確信を持って、私はブレイスに尋ねる。

「……ブレイス。貴様の、いや貴様らの師匠というのは、『ゼペット』だな？」

「お。流石さすがに師匠のことはガルちゃんも知ってたか。その通り、俺たちの師匠は『世界一の人形遣い』ゼペットだ」

　ブレイスがニヤリと笑いながら、無表情のリネットと互いの片手で拍手する。

　ゼペット。

　土霊ノームの力を編み上げた『糸』を用いて無機物を操作する魔法を開発した天才魔導士。すなわち、人形操術の生みの親にして、最初の人形遣い。それがゼペットだ。

「シグ兄に助けられた後、俺はシグ兄に連れられて、師匠の率いる人形劇の一座に合流したんだ。そこにいたのはみんな師匠に拾われた身寄りのない子供たちでさ。俺もそこで人形操術を教わりながら、一緒に旅をすることに決めたんだ」

「助けられた恩に、報いるためにか？」

　その質問に、ブレイスは無言でかぶりを振った。

「劇を、見せてもらったんだ。最高にハッピーな人形劇を」

　ブレイスとリネットが立ち上がり、草の揺れる裏庭に並び立つ。

　揃そろってお辞儀をしてから、二人は夜明かりの下でダンスを始めた。

「正直俺は、シグ兄に家族の仇かたきを討ってもらった後も、気持ちが晴れなかった。ずっとモヤモヤしたまんま、俺はこれからどこに向かって生きて行けばいいんだろうなんて、子供らしくもないこと考えて。そんな俺を、師匠は笑顔にしてくれた」

　踊りながらそう言って、ブレイスはにっかりと笑う。師匠から貰もらったというその笑顔は、私が奴やつを監視してきた三ヶ月の間でもほとんど絶えたことはない。

「さっき俺、シャーロットさんにも言ったろ？　人を笑顔にするのが人形遣いの本分だって。あれは師匠の教えなんだ。人形劇を見てくれた人にも、一座のみんなにも。いつも笑顔が絶えなかった。師匠、口癖みたいに言ってたっけな。笑顔が絆きずなを強くする、って」

　身寄りのない孤児を集めて作った人形劇の一座。血の繋つながりを持たない集団に、笑顔が絶えなかったというのなら……その言葉も、あながち間違いではないかもしれない。

「シグ兄が俺の命を助けてくれたみたいに、師匠が俺に笑顔をくれたみたいに。俺も世界中の人を助けて笑顔を配り歩ける人形遣いになりたい。そう思ったから、弟子入りした」

「……魔獣への憎しみは、消えたのか？　貴様が今も魔獣ハンターを続けているのは、魔獣が憎いからではないのか」

「憎しみで剣を握っても、それじゃ俺は笑顔にはなれなかったからな。今はただ、困ってる人を助けるために全力を尽くしたいってだけさ。今日も、たくさんの笑顔を守れた」

　シシィと、彼女の両親の、幸福に満ちた団だん欒らんを思い出す。ブレイスが魔獣を倒さなければ、あの幸福は訪れなかった……いや、永遠に失われていたかもしれない。

　人形操術を得ても、剣を捨てなかった理由はきっとそれだ。旅芸人として笑顔を配り歩くだけなら、身体からだ中じゆうに傷を作ってまで魔獣と戦う必要はない。ブレイスは復ふく讐しゆうのために磨き続けてきた剣の腕を、誰かの笑顔を守るために振るうことを選んだのだ。

　ダンスを終えた二人が、再び並び立ち一礼する。カーテンコールは起こらない。ただ一人の観客である私が、笑顔になっていないからだ。

「ちぇ。ガルちゃんを笑顔にしてやれるのは、まだまだ先になりそうだな」

　思えば私は、この男の前で笑顔を見せたことがない。

　当然だ。この男に覚えるのはいつだって、苛いら立だちや、不快感、気色悪さだけだ。

「けど、懐かしいや。昔はみんなメシの量とか喝采の大きさとかでしょっちゅう張り合ったり、喧けん嘩かしたりしてたな。兄弟喧嘩になると大抵一番年上のシグ兄が勝つんだけど、それをさらに師匠があっという間にねじ伏せちまうんだ」

　また豪気な。いや、大人げないともいうか。慕われる様はありありと浮かぶのだが。

「師匠には一生かかっても勝てやしないって、思ってたっけ。先に、手の届かないずっと遠くへ行っちまったけど。一座のみんなは、どこかで元気にしてっかな？　リネット」

　笑いながら尋たずねるブレイスに、リネットは小首を傾かしげる。まだ乾ききらない髪が揺れ、月明かりに煌きらめいた。

　そうだ。私は、肝心なことをまだ聞いていない。

「リネットとは、その一座で出会ったのか？」

　ブレイスが自分の人形、人形遣いとしてのパートナーを、リネットに決めた経緯を。

「んー、少し違うな。俺、糸を分けるのがヘタクソだって話したろ？　人形を操るセンスが壊滅的に無くて、ずっと半人前の落ちこぼれだった俺のために、師匠がリネットを作ってくれたんだ。唯一無二の家族だと思って、これからずっと仲良くしなさいってな」

　……やはり、か。

「いやー、正直一ひと目め惚ぼれでさ。リネットをパートナーにしてから、みるみる上達したってシグ兄にも褒められちゃって。なんて、へへ、恥ずかしいこと言わすなよな、もう！」

　照れくさそうに伸びきった鼻の下を擦こするブレイスの言葉も、まるで照れ隠しのように小さな手を頬ほおに添えて俯うつむくリネットの無表情も、今は頭に入ってこない。

　何な故ぜなら私は「先に行ってしまった」という彼の師匠ゼペットの、末路を知っている。

　ゼペットは、人形操術を人に対して用いた罪で、魔導審問会に処刑された。

　そして人形竜騎ドールドラグナーも、恐らくは解散したという人形劇の一座も。ゼペットの処刑をきっかけに姿を消してそれきりだ。咎とが人にんの身内との謗そしりを恐れてか、真相までは不明だが。

　そのような『悪』の、人形操術を悪用し人間を害した罪人の、弟子が。

　パートナーと称して操る人形を、その罪人の作品だなどと言ってのけている。

　そんなもの、暗に認めているも同然ではないか。

　彼女が外道の人形師によって用意された、偽りの人形であると。生者か、あるいは死者か……その肉体を丸ごと操り支配した、悪あしき人形遣いの犠牲者であると。

「どうして貴様はそんなこと、笑いながら話せる……？」

　最も解せないのは、その事実を笑顔を浮かべ嬉き々きとして語る、底知れない闇だ。

「どうしてって、笑わなきゃ勿もつ体たいないだろ？　生きてんだからさ」

　などと楽天家は宣のたまう。笑顔など寸分たりとも浮かべることのない、彼の言に従うなら屍しかばね同然の無表情をたたえた人形の隣で、心底楽しそうに。

　ブレイス・フロイドロックはいつもこうだ。

　どこまでも表情のないリネットの隣で、まるで二人分の感情を顕あらわにするかのように、めいっぱい笑う。いつも、いつも、独りで。

「理解に苦しむぞ。ブレイス」

「愉快に楽しめよ、ガルちゃん」

　歌うように、そう答える。

「憎しみや恨みに塗まみれた、復ふく讐しゆうのための人生なんて辛気臭くて勿もつ体たいない。生きたなら、笑えばいい。生きてる限り、生きてることを楽しめばいい。師匠は俺にそう教えてくれた。ほら、シシィちゃんも笑ってくれたろ？」

　シシィの、花開くような笑顔を思い出す。彼女の笑顔はブレイスが守った。生きたからこそ、笑って帰って来られた。そこに、間違いはない。

「俺はただ信じてるんだ、笑顔の力ってやつを。笑い合えたら、人と人とは繋つながれる」

　まただ。根拠もなく、自分の信じたいものをただ信じる。まるで子供の理想論だ。

　だからこそ、笑わない彼女と平気で旅を続ける貴様は、こんなにも疑わしい。

「人を助け、笑顔にするのが人形遣いだ。ガルちゃんのことも、いずれ思いっきり笑わせてやるから待ってろよな。んじゃ、おやすみ」

　ひらひらと手を振りながら、ブレイスとリネットは家の中へと戻っていった。

　……何が、人形遣いだ。貴様が操っているのは、人形じゃない。

　どこかの誰かの血を引いた、人間の娘だ。貴様の師匠が引き裂いて奪い取った絆きずなだ。

　童女を拐かどわかし、取って喰くらおうとした魔獣の所業と、何ら変わりはない。

「貴様の方こそ待っていろ、ブレイス・フロイドロック」

　夜風に消えそうな声量で、私は小さく小さく呟つぶやいた。

　必ず、リネットが人間であることを証明し。貴様の罪を白日の下に晒さらし。

　偽りで塗り固められたその笑顔を剥はぎ取って、かつて魔導審問会がゼペットにその審判を下したのと同じように、正義の名において貴様を断罪してやる。

　その時にこそ、私は貴様の望む精一杯の笑顔を浮かべてやれることだろう。

　宵闇に一つ、ホウと低い鳴き声が落とされて、それきり。

　正しくここに在るべき静寂が、夜の世界を包み込んだ。
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「だああもう、見てないでちょっとは手伝えよガルちゃん！」

　ブリストヴァルトの長閑のどかな森。鬱うつ蒼そうと茂る無数の木々の合間、少し開けた木漏れ日踊る緑の空間に、光を受けて悠然と佇たたずむ蔦つたの這はった古めかしい遺跡。

　そんな神秘的な景観をバックに、魔道具マグナフアクト「魔保瓶キープボトル」からカップに注いだ熱々の紅茶で優雅な午後のひとときを満喫しようとしている私の邪魔をしたブレイスの罪は重い。

「断る」

　したがって、義によって助太刀などしない。

「豚鬼オークなどという中級脅威度、物の数ではないと息巻いていただろう。男なら自分の発言に責任くらい持ってはどうだ？」

「物の数なんだよなこれが！　依頼主は豚鬼オークとだけ言ってたのに、まさか根城アジトがこんな立派な遺跡で、次から次へ何十匹も出てくるなんて夢にも思わないじゃん！」

　先程からブレイスがぎゃあぎゃあと喚わめき立てながら最小限の動作で息の根を止め続けているのは、豚鬼オーク……豚の頭がついた不細工な大男のような二足歩行の魔獣だ。丸太や棍こん棒ぼうで武装している個体が多く見られ、知能は低いが軒並み怪力であることから、ブレイスとリネットがやっているように近接武器で渡り合うのは下の下策である。

　頸けい椎ついか、あるいはそれに準ずる出血量を見込める急所を正確無比に狙うことで効率の高い立ち回りは行えているものの、ブレイスの言った通り数が数であるし、恐らく豚どもは頭が悪いので全滅するまで止まらない。

　ちなみに勿もち論ろん私は自分の周囲を障壁によって囲み、安全地帯を確保している。

「ブルルゴォォガァ！」

「悪い、後ろ任せた、リネット！」

　呼ばれたリネットは大振りの棍棒を半身でひらりとかわし、細剣の切っ先を頸けい部ぶへと刺し入れる。その背を狙って投げられた石礫つぶてをブレイスが短剣の腹で受けた。

　背後からの攻撃であっても二人には関係ない。リネットがブレイスの背を、ブレイスがリネットの背を守ることで死角を消しているおかげで、こうした乱戦においても二人のチームワークには一分の隙も見受けられない。

　しかし、どんなに当人の気力体力精神力が続こうとも、武器の方が先に音を上げない確たる保証はなかった。

「くっそ、もう血と脂で切れ味が……ガルちゃん、ちょっとアレ取ってくれアレ！」

「アレでわかるか馬鹿が。熟年夫婦じゃあるまいし」

「俺の荷物から！　こないだ買った！　高かった双剣！」

　やれやれだ。私の役目はこの男の監視であって、戦闘の手助けではないというのに。

　しかし、こちらとしても奴やつに目の前で豚まみれになって死なれるのは寝覚めが悪いし、彼等が負けては豚顔軍団のターゲットがこちらに向く。私はもっとゆっくり時間をかけてこのカップに湛たたえたリブウェルム原産コリモニ茶葉の香りと風味を楽しみたいのだ。醜悪な豚共に視界を埋め尽くされてはたまらない。

　そう結論付け、障壁を解除してからブレイスの剣を鞘さやごと一ひと揃そろいのまま放り投げた。

「……軽いな」

　金属の重みを想定して手に取った私の想像を大きく下回り、その双剣は軽量だった。なるほど一万二千ファマも張っただけはあるらしい。

「サンキューガルちゃん、恩に着る！　……さぁ行くぜ、リネット！」

　それまで振るっていた剣を弓持ちの豚鬼オークめがけて投とう擲てきしてから、ブレイスとリネットは鞘をキャッチすることなく、そのまま空中で二人同時に剣を引き抜いた。

　蒼あおく煌きらめく、精霊石製の刀身。華美な装飾とは裏腹に、その切れ味は鋭かった。

「これこれ、この切れ味！　大枚はたいて買った甲か斐いがあったってもんだ！」

　どうして人間は高い買い物をしたとき、あのようにして強引に自分を納得させる方向へと思考を進めてしまうのだろう……という心理学的疑問はさておくとして、なるほど私の目から見てもなかなかの業物だ。血と脂がこびりつくにつれ鈍く重くなっていった安物では比較にならない。驚異的な速度と軽快さでつがいの剣を振るう二人は、あれよあれよという間に豚鬼オークの死体を山と積み上げていく。

「グゴォギェェァ！」

　不細工な冠を戴いただいたひときわ巨大な個体の、これまた不細工な断末魔を最後に、襲撃はぱたりと止やんだ。どうやらこいつが群れのリーダーで、最後の一体だったらしい。

「これで全部か……？　あー疲れた！　ガルちゃん、熱くていいから俺にもお茶くれ」

「断る。嗜たしなみもわからないようながさつな男にくれてやる紅茶は一滴もない」

「堂々と嗜み過ぎなんだよガルちゃんは。戦場のど真ん中だぞ」

「甘く見ないでもらおうか。豚鬼オークごときがたとえ百体束になってかかってこようとも、私の防壁魔法には傷一つつけることさえできん」

「そういう問題じゃないんだけど……ん？　どした、リネット？」

　思い立ったかのように、ブレイスが薄ら寒い独り芝居を始める。

　ほぼ同時に、薄紅色の風が一陣、遺跡の方へと吹き抜けた。

「う、うぉわァッ」

　気づけば闖ちん入にゆう者しやの喉元に、リネットの持つ剣先がぴたりと突きつけられていた。相変わらず、恐るべき俊敏さだ。あわれ情けない悲鳴と共に腰を抜かした闖入者……戦士風の男は、何が起きたのかさっぱりわからないという表情で目をしばたかせていた。

「ああ悪い、人だったか。デカイから魔獣の生き残りかと思ったよ。リネット」

　合図に応じ（るかのように）、警戒を解き剣を引くリネット。毎度白々しいことだ。

「は、はは。情けねェ姿見せちまった。……これ、全部アンタらが？」

　遺跡から出てきたのは三人組の男女だった。恐らくは豚鬼オークたちから隠れて様子を窺うかがっていた魔獣ハンターであろう、巨戦斧を背負った戦士風の男に、回復魔法使いヒーラーの証あかしである白いローブを羽織った少女。そしてもう一人は、魔導審問官の制服を纏まとった女性だった。何とも珍妙な取り合わせだ。

　……今気づいたが、私とブレイスとリネットも審問官一人と魔獣ハンター二人の取り合わせに見えるのではないだろうか。改めて客観的に見ると、我々の方がよほど珍妙か。

「ああ、そうだよ。ったく、苦労したぜ。豚鬼オークって群れるんだな、知らなかったよ」

「マジか……」

　男が漏らした感嘆は果たしてブレイスの所業と無知、どちらに対して向けられたものだろうか。私の感想は後者だ。豚鬼オークに限らず小鬼ゴブリンも狗鬼コボルトも、森に棲すむ二足歩行魔獣は総じて王あるいは女王を中心とした社会性コロニーを形成し、洞窟や遺跡に拠点を構えて生活する習性がある、というのは常識中の常識である。

「……失礼ながら、一等審問官とお見受け致します。拙官は魔導審問会中央本部所属、アイネル・エルディマリー三等審問官です。非番ゆえ軽装でのご挨拶お許しください」

　審問官の女性が、金色に煌きらめく三等官の胸章に手を当て敬礼しながら名乗った。

「構わない。小官は魔導審問会北リブウェルム支部所属、ガルノー・ギルトフッド一等審問官である」

　同じように、胸章に手を当て敬礼しながら応じる。魔導審問官同士が任務等で顔を合わせた時は、このように互いが所属と階級を名乗り合うのが暗黙の会則である。

「い、一等、審問官っ……！」

「アトリ。あまりじろじろと見るのは失礼よ」

「ご、ごめんなさい、お姉ちゃん」

　エルディマリー三等は私よりいくらか年上に見えたが、魔導審問会において敬意の指標として重んじられるのは主に階級の上下だ。彼女は二階級上の私に対して最大級の礼儀を尽くしている。対して、アトリと呼ばれた白ローブの少女、恐らくはエルディマリー三等の妹であろう彼女は、私の一等の胸章にあからさまに興味を示していた。

　しかし、中央本部……ここより少々離れた大陸中央部に位置する、大陸最大の審問会支部の所属官が、なぜわざわざ非番の日に制服を着てこのような場所に？　それも妹と、ボーイフレンドだろうか……を連れて。

　だが、それを尋たずねるのはご法度だ。何らかの任務で来ているのは確実だろうが、その内容に関しては基本的に直属の上官以外が仔し細さいを把握してはならない。情報は正しくかつ慎重に扱われねばならない、これも審問会の暗黙のルールである。

「あ……そ、そうだっ、治療！　お怪け我がはございませんかっ！」

　何か役に立ちたいとばかりに、アトリがフードを上げて夜空色の髪を顕あらわにしながらリネットの方へと駆け寄っていく。しかしリネットは優雅に身をかわし、ブレイスの背後にさっと隠れた。人見知りの童女を演出するかのようなこの手法は何度か目にしたことはあるものの、実情を知っている私からすると毎回どうしても悍おぞましさが先行してしまう。

「ありがとな。でも、どこも怪我してないから大丈夫だよ」

「ふぇっ……？」

　目をぱちくりさせるアトリ。当然と言えば当然の反応かもしれない。

「なぁ、アンタ達もしかして、最近噂うわさになってる二人組の魔獣ハンターじゃねぇか？」

「へ？　噂って？」

　男の言葉に、ブレイスとリネットが揃そろって首を傾かしげる。私も聞いたことがない。

　しかしまあ、シシィ嬢の住む村を後にしてからここしばらくの間、飛竜ワイバーンの他にも砂蠕虫サンドワームや大海蛸クラーケン、鵺獅子マンテイコアに吹雪蜥蜴ブリザードといった上級や危険級揃いの魔獣を討伐しながら旅してきたのだ。派手な戦歴に噂がつきまとうのは至極自然か。

「間違いねぇよ。銀髪の男と栗くり毛げの女の子の、剣を扱う二人組って噂だ」

「へー、俺たちってそんな有名人になってたのか。やったな、リネット」
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　ブレイスがかざした右手に、リネットが背伸びしてペチリとハイタッチした。

「いやァ、そんな有名人にあの豚鬼オークどもを退治してもらえて助かったぜ。あ、オレはロカヴェル・エルディマリーってんだ、よろしくな」

　調子よく笑いながら男は名乗り……ん？　エルディマリー？

「……夫です」

　若干恥ずかしそうに顔を赤らめながら、エルディマリー三等が補足した。なるほど、夫が魔獣ハンターであれば非番の日に狩りを手伝うのも道理といえば道理か。

「はっはっ、愛いとしのアイたんと久々に一緒で、つい張り切っちまってこのザマよ」

「もう！　あなたっ！　恥ずかしいのでそれ以上はやめてください！」

　仲のよさそうな夫婦だ。間に挟まれてにこにこと微笑ほほえんでいるもう一人の少女、アトリに目をやると、ハッと慌てて背筋を正し、ハキハキと自己紹介を始めた。

「あっ、アトリです。回復魔法使いヒーラーで属性は水ですっ。アイネルお姉ちゃんの妹で、お姉ちゃんと同じ魔導審問官を目指してますっ！」

「喜ばしいことだ。貴殿の心の正義に曇り無き事を、人の神も見守っておいでだろう」

　アトリの瞳が爛らん々らんと輝いていく。どこかの誰かと違って、表情豊かな娘だ。

「わぁぁ……！　あ、あの！　あ、握手してくださいませんかっ！」

「アトリったら！」

　ふむ。握手くらい、別に構わないのだが。

「ロカさんに、アイネルさん、それにアトリだな。俺はブレイス。こっちはパートナーのリネットだ。まだまだ半人前だけど、よろしく」

「おうよ！　よろしくなッ、ブレイスさんに、リネットちゃんよ」

　満面の笑顔で両手を差し出したロカヴェルに、ブレイスとリネットが同時に握手する。笑顔を配り歩く、というブレイスの理念の証左か、彼らはみな一様に笑っていた。

『半人前』という奴やつの謙遜に嘘うそ偽りはない。あるのは額面通りの意味だけだ。ブレイスが操らなければリネットは動かないし、リネットがいなければブレイスは一人で魔獣と戦い切れない。互いに一人では何もできない。半人前ずつの人間と人形で、合わせてようやく一人前。それが奴の信条だというのは、今までの旅で嫌というほど味わってきている。

「と、こ、ろ、でだ。ひとまずこの豚さん方、どうするよ？　解体なら手伝うぜ」

　ロカヴェルが指さしたのは、地面に転がる夥おびただしい数の死骸。

　勿もち論ろん、魔獣ハンターのマナーに則のつとれば、手柄は全てブレイスのものである。しかし百をゆうに超える数の死骸から有用な換金部位を残らず剥はぎ取るのは、ブレイスとリネットのたった二人では一昼夜かけても足りない。五人がかりでやれば効率もまた違ってくるだろうから、彼は暗にそれを促したのだ。

　……私？

　最初から頭数に入れるわけがあるまい。血なまぐさい労働は頭脳派の私には必要ない。

「ああ、欲しいもんがあったら好きに拾ってってくれよ。俺はこの王冠でいいや」

　ブレイスの返答に、ロカヴェルが大おお袈げ裟さに驚いた。

「マ、マジで言ってんのかよ！」

「依頼されたのは『森に棲すむ豚鬼オークの討伐』だったしな。一頭分でも討伐の証拠品があれば依頼は達成だろうから、俺はこれでいいよ」

「オイオイ……いいのか？　解体や荷物運びならいくらでも手伝うぜ？」

「え、ええ。隠れて見てただけなのに、おこぼれにあずかるなんてできませんよ」

　口々にブレイスに詰め寄る一同。観念したとばかりに、いや単純に面倒くさくなっただけだろうが、ブレイスが苦笑しながら告げる。

「あっはは、わかったよ。じゃあ見返りとして、いつか俺が魔獣の討伐で困ったときに同じハンターとして助けてくれ。それなら文句ないだろ？」

「……あんた、本当にすげェ人だな。ウダウダ言い合ってても仕方ねェし、その提案乗った。今度会ったときは必ず、力にならせてもらう。魔獣ハンターの名に懸けて誓うぜ」

「うんうん。話わかるな、ロカさん」

　リーダーであろうロカヴェルの決定に、渋々ながらも従う二人。なるほどリーダーとしてはなかなかに信頼を置かれているらしい。

「じゃ、俺たちは街に戻るよ。ガルちゃんもさっさと紅茶飲んで。先に行っちまうぞ」

「馬鹿か貴様は。許可なく私の目の届く範囲から離れるなと、何度言わせればわかる」

「だったら早く飲めっての！」

　うるさい奴やつだ。

「ブレイスさんよォッ、この恩は近いうち必ず返すぜ！」

「お達者で、ブレイスさん、ギルトフッド一等」

「あっ、お、お元気でーっ」

　ロカヴェルたちが口々に、別れの言葉を告げる。リネットと二人で手を振り、歩き出してからすぐに、思い出したようにブレイスは声を張り上げた。

「おーい！　街ってどっちだっけ？」

　やはり馬鹿だ、こいつは。




　ロカヴェル達の案内で森を抜け、定期便の馬車に揺られること数時間。

　到着したのは、交易街ガルフレード。

　アリアファルマ大陸中央部付近に存在する三つの主要交易街のひとつで、特に果物を主とした農林業が盛んに行われている。また付近に位置するブリストヴァルトの森から西部海域へと直通している運河の存在のおかげで大陸西部の流通全般に強く、内陸地でありながら数々の港町との強固な交易パイプを有していることでも知られる。

　そんな街の片隅にある酒場で、依頼主キャンディ・ヘザーはブレイスを待っていた。

「思ったよりずっと早かったわね。ふふ、まさか逃げ帰ってきたのかしら？」

　どこか艶あでやかな手つきで煙草たばこをふかしながら、妙齢の女性はにやりと妖しく笑った。

「キャンディさん……勘弁してくれよ。群れが相手なら、先に言っといてもらわないと」

「ごめんなさいね。教えるまでもないことかと思って」

　まったくだ。こればかりは無学のブレイスが悪い。

「それで、どこまでやれたの？　せいぜい二、三匹くらいは返り討ちにできた？」

「いちいち数えてないよ、そんなもん……これ、討伐の証拠品ね。一番デカいやつが持ってたから一番わかりやすいと思って取ってきた」

　そう言ってブレイスが例の不格好な王冠を手渡すと、キャンディの笑みが凍った。

「……え？　えっと……まさか、豚鬼オークの王を倒したっていうの？」

「多分」

「多分、って……王は群れで一番安全な場所にいるのよ？　一体どうやって」

「他のやつ全部倒したから安全な所がなくなって出てきたんだろ」

「ぜ……」

　よかれと思い、口を挟む。

「全て事実だぞ、キャンディとやら」

　信じられないのもわかる。豚鬼オークという、自分より一回り身体からだが大きく、自分より遥はるかに強大な膂りよ力りよくを備えた相手。もし棍こん棒ぼうの一撃でも貰もらおうものなら四肢は容易たやすく圧へし折おれ首は千切れ飛ぶであろう極限の恐怖と常に隣り合わせながら、腰に提げた頼りない短剣の数振りで渡り合おうというのだから。

　しかし、ブレイスがその卓越した剣の技術と人形操術のみで豚鬼オーク百頭あまりの群れを壊滅させたのは紛まぎれもない事実だ。今回に限っては飛竜ワイバーンの時のように私が介入したわけでもなければ、切り札である『専心の糸グランギニヨル』も出番がなかったので、終わってみればむしろ楽な戦いだったと言えよう。見ているだけで監視が済むのは非常に気が楽だ。

「まさかとは思うけど……攻撃魔法を使った、ってわけじゃないのよね？」

　キャンディの疑念ももっともだ。確かに暗黒大戦時に使われていたような攻撃魔法を使えば、豚鬼オークの大群などものの数秒で塵じん芥かいとなることだろう。だが、しかし。

「愚問だな。私は魔導審問官だ。その意味するところなど、論ずるべくもあるまい」

　嘆かわしいことに、未いまだに天網より悪運強く逃れ得て、攻撃魔法を用いて魔獣を狩っている不届き者も世の中にはいるのだが。少なくとも魔導の番人たる我々審問官が、目の前で攻撃魔法の使用を許すなどありえない。

「……冗談よぉ。あなた達審問官サマのおかげで、攻撃魔法なんて野蛮なものはめっきり見ることはなくなったんだもの。でも、そうでもなければ説明がつかないじゃない？　たった一人で、豚鬼オークの群れを全部やっつけちゃうだなんて」

「くどいぞ。さっきも言ったように全て事実だ。こいつの戦闘は、全てこの私が監視している。この『人形剣士ドールブレイブ』ブレイス・フロイドロックが使ったのは、人形操術と剣術のみだと、この一等審問官の勲章において私が保証する」

　一等審問官であるこの私が、三ヶ月以上も掛けて確たる証拠を探しているのだ。素人の冗談交じりの安い疑いで、ブレイスのやり方にケチをつけられるのは癪しやくだ。

「そう……ね。失礼。認めるわ。剣士くん、あなたの『剣士』としての強さをね」

　キャンディが差し出した手に、ブレイスが王冠を載せる。それをじっくりと改めた彼女は、重厚な色合いの革袋を取り出してブレイスに手渡した。

「約束通りの報酬よ。いつか機会があったら、また何か頼むかも。その時はよろしくね」

「会えたらいつでも依頼は受けるぜ。ただ、豚鬼オークはしばらく勘弁してくれ。夢に出なくなるまでにしばらくかかりそうだ」

「ふふっ。それはごめんなさい。豚肉もしばらくはお預けかしらね」

　冗談を言い合って笑ったのち、ブレイスは彼女に別れを告げて酒場を後にした。

　今回も魔獣の死体の回収は依頼主側が行う手はずとなっていた。大規模な討伐作戦などにおいても戦闘班と回収班に分かれて動くことが多いと聞くし、特段珍しいことでもないのだろうが、人間どうにも慣れないことが連続すると気になるものだ。

「っへへ、今回も大漁大漁♪」

　もっとも、この馬鹿は気にかけてすらいないのだろうが。そう考えると、私ばかりがあれこれと思い悩むのも馬鹿馬鹿しくなってくる。

「用が済んだのなら、さっさと夕食にするぞ。気になっていた店がいくつかあるのだ」

「ははは、奢おごらねーぞ」

「馬鹿を言え。貴様ごときにたかるほど私も落ちぶれてはいない」

「こないだ魔丸マゴールたかったのはどこの誰ちゃんだったっけ？」

　失敬な。あれは正当な対価として要求しただけだ。

「とにかく、グズグズしていては店が閉まってしまう。さっさと歩け」

「横暴だな……ま、俺も腹減ってるからいいんだけど」

　そんな会話をしながら、しばらく路地を歩いていた時だった。




「失礼。魔導審問官……一等審問官と見受ける」




　前方、路地のど真ん中に腕を組んで凛りん然ぜんと立っている大男に呼び止められたのは。

「……見ての通り、私は今いそが……ッ」

　言葉が、続かなかった。

　男の服装は、どこかくたびれて年季の入った色合いに仕上がっている、補助魔法使いサポーターであることを示す緑のローブ。その下に、一般的な男性魔導審問官の紺こん碧ぺきの制服を着込んでいる。目深に被かぶった帽子には虹花イリアスの蔦つたの意匠。両の手には清廉潔白を象徴する白手袋。

　そこまではいい。彼は魔導審問官である、という確証を得るには十分な情報だ。

　私の視線を捉えて離さなかったのは、その胸元に輝く階級章。

　一等審問官……つまり私の階級章は、花紋の上に一等であることを示す水平一文字が重ねられた金色のアップリケである。

　対して、彼の胸に縫い付けられていた階級章は、壮麗な白銀色。重ね置かれた等級章は水平一文字ではなく、六ろつ方ぽう辻つじ。すなわち、示す数字は『三』だ。そして銀は古く神話の時代より、魔を退ける神秘の金属として信奉されてきた、こと魔を糾ただし罰し滅す魔導審問会においては黄金よりも上の格調を備える証あかし。

　彼の階級は、一等のさらに上……特三等審問官。

「単刀直入に言おう。貴官と話がしたい。今から少し、時間を貰もらえるか」

　有無を、言えるはずもなかった。




　私たちは、その男性に促されるまま先程の酒場に戻ってきていた。
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「急に呼び立てた詫わびと言っては何だが、ここは俺の奢おごりだ。じゃんじゃん食ってくれ」

　そう言われても、味がしない。緊張と混乱で、まるで粘土を口にしているようだ。

「いやー悪いな、ご馳ち走そう様さま」

「はっは、そうそう。そうやって豪快にがっついてくれた方が、奢る側としても気分がいいものだ。ギルトフッド一等、貴官も遠慮は無用だぞ」

「そ、そ……そのように、仰おつしやいますが、し、しかし。特、三等におかれましては」

　遠慮は無用と言われて、この馬鹿のように居直れるはずもない。魔導審問会においては階級こそが積み重ねてきた実績の全てで、敬うに足るかを測る絶対の指標なのだから。

「なあ、ところでさ。何でガルちゃんはさっきからこんな縮こまってんだ。あんた三等なんだろ？　一等のガルちゃんの方が階級は上なんじゃ……」

「……馬鹿か貴様は。馬鹿か貴様は？　馬鹿か貴様は！」

　馬鹿か貴様はッ！

　三等と特三等はおろか、一等と特三等の間にすら計り知れない隔たりがあるのだ。階級自体は一段の差だが、私は恐らく何年かかっても昇格は不可能だろうと考えているほどに。

　何な故ぜなら特等は、三十年前の暗黒大戦、そして審問会創立直後の混こん沌とん時代を戦い抜き、魔族と渡り合ってきたような強力な攻撃魔導士を相手に数えきれない罪を裁き、そして今なお現役で活躍し続けるごく一部の審問官にだけ与えられた、エリートの証あかしだからだ。

「くっくっ……いや、無理もない。おそらく特等の銀章を見るのも初めてだろう。普段は本部に引きこもって偉いさん方の事務仕事の手伝いか、手練てだれの攻撃魔法使いが潜んでる極地や秘境に出向いてるのがほとんどだし、そもそもの絶対数も少ないしな」

　しかし今の非礼はそれを差し引いても到底許せるものではない。間違えるか普通？　しかも昼間には三等審問官であるエルディマリー三等の金色の胸章を見ているのに。金と銀の区別もつかないと言っているようなものだろう。前々から馬鹿だ馬鹿だとは思っていたが、ブレイスは実は馬鹿なんじゃないか？　これは新たな発見だ。

「それでは、改めて自己紹介といこうか。俺……あー、小官は魔導審問会中央本部所属、レブロンタイン・ドルドヴェルク特三等審問官である」

「はっ、拙官は魔導審問会北リブウェルム支部所属、ガルノー・ギルトフッド一等審問官であります！」

「ああ、聞き及んでいる。何でもここ最近では異例の若さで一等に昇進したそうだな。補佐官無しで単独任務を容認されているところを見るに、実力も申し分ないようだ」

「み、身に余る光栄にございます。しかし私などまだまだ若輩」

　答えながら、私はドルドヴェルク特三等の背後に侍はべる落ち着いた雰囲気の女性に目をやった。特三等に連れられて店に入った時に、中で忠犬の如ごとく待っていたいかにも生真面目そうな人物だ。目が合うと、彼女は落ち着きを崩さないまま恭しく一礼し名乗った。

「エリグエル支部所属、セヴェラナ・エッケベス審問補佐官であります」

「見ての通り、俺には補佐官付きだ。相手の階級を重んじるのも結構だが、自分の実力と得てきた信頼を、そう卑下するものでもないぞ一等。もっと堂々と振舞ってくれ」

　そう言って、特三等は相好を崩す。無礼を承知で印象を述べるなら、実に気持ちの良い好人物だ。数えきれない部下たちから厚く慕われている様がありありと目に浮かぶ。

「なあガルちゃん、補佐官って何だ？」

「……馬鹿にもわかりやすく説明すると、審問官を手伝う付き人のようなものだ」

　正確には、単独での審問権限を得ていない三等審問官未満の階級を指す。

「ふーん。ガルちゃんにはいないのか？」

「貴様ごときの監視など私一人で十分だからな」

　そもそも、自分から尋たずねておきながら何な故ぜこうも興味なさげなのだ。

「ふむ……ではやはり、貴殿が」

　特三等の視線が、無遠慮に食事に手を付けるブレイスと、その隣に黙して座りながら食べられない料理をじーっと見つめるリネットの方へと移動する。表情も先ほどまでの力強くも優しい笑顔から、値踏みするような不敵な笑みへと変わっていた。

「っと、俺か。俺はブレイス・フロイドロック。みんなみたいに堂々と名乗れる肩書はないんだけど、うーん、旅の剣士ってとこかな。で、彼女が相棒のリネット」

「貴殿のことも聞き及んでいる。立場柄、本部に上げられてきた報告書には目を通す機会が多くてな。ギルトフッド一等が監視にあたっている要監察対象グレー……人形剣士ドールブレイブ、とは貴殿のことだろう、ブレイス殿」

「何だ、知ってたのか。説明の手間が省けて助かるよ」

　まるで動じずに、ブレイスはけろりと返す。自分が魔導審問会からどのように思われているかの自覚はあったようで、グレーという呼称にも馴な染じみのないはずのブレイスはそれをあっさりと呑のみ込んだ。

　グレーとは、言うなれば有ク罪ロか無シ罪ロかの判断を審問官の長期監察に委ねた状態だ。ブレイスは人身操作という攻撃魔法使用の疑いがあるが、それはあくまで疑いであり、決定的な証拠が得られるまではクロ……処刑対象と断定されることはない。今回の場合は、私が「リネットは人間である」という証拠を見つけ出すまでの間は、ブレイスはクロでもシロでもないグレーのままだ。

「リネット、と言ったか。こうして実物を見ても、俺にはとても人形には見えないがな。エッケベス補佐官もそう思わないか？」

　名前を呼ばれたリネットが、ひらひらと手を振る。エッケベス補佐官がそんなリネットに近寄ってあらゆる方向からまじまじとその姿を見つめてから、特三等の方へ向き直り頷うなずいた。どうにも口数が少ない人物のようだ。リネットと似た者同士のようにも見える。

「……牽けん制せいのつもりか？　ドルちゃん」

「ばっ……馬鹿、ブレイス貴様！」

　色々な意味で何という無礼を働いてくれる！

「ぷっ、ふはは。ドルちゃんか。気に入ったぞ。なあエッケベス補佐官、今度から貴官も俺のことをそう呼んでみないか」

「お断り致します」

　むき出しにぶつけられたブレイスの敵意を軽くいなすように、特三等は冗談めかして応じた。おお……素晴らしい。これが大人の対応、特三等審問官の余裕というものか。

「……何。そう身構えずとも、貴殿のことはギルトフッド一等に一任されている。直接の上官ではない俺がどうこうできるような話ではない。興味本位での発言だったが、気分を害したならすまなかった」

「とッ、特三等がお謝りになることではございません！　この馬鹿が喧けん嘩かを売るのが悪いのです！　ブレイス、貴様はもう大人しくしていろ！」

　ああ、なぜ私がこんなにも胃の痛い思いをせねばならん。

「そう……直接の上官ではない。だから、一等。これからする話は上官命令ではない。魔導審問会中央本部による、依頼だ」

　重々しくトーンを下げた特三等の言葉に、場の空気が引き締まるのを感じる。忘れていたわけではないが、特三等は私に「話がしたい」と言ってここに連れて来たのだ。

「実はな、貴殿らに声をかけたのは偶然ではない。ギルトフッド一等の報告書から、この街の付近を訪れることは察しがついていた。そこに、この酒場で情報を集めていたエッケベス補佐官が見事、貴殿らの足取りを聞き出すことに成功したというわけだ」

　情報源は、先程の女性……キャンディだろうか。姿が見えないようだったが、彼女から伝え聞いたとするなら納得のいくタイミングだった。

「結論から言おう。貴殿らには、ある討伐作戦に協力してもらいたい」

　特三等は、厳かな口調で『依頼』の内容を口にした。

「断る」

　斬り捨てるように、ブレイスが即答する。

「あんたらの討伐対象って、魔獣じゃないんだろ。人斬りなんかさせられてたまるかよ」

「くっく、手を下せとまでは言わないさ。実際に対象を処刑するのは我々魔導審問会の仕事だ。ブレイス殿には、ひとつの鍵として同行を頼みたい」

「鍵……？」

「まあ、見ての通り一等は乗り気のようだ。今回の事ヤ件マについて、せめて話だけでも聞いてはみないか？」

　特三等はブレイスの問いには勿もつ体たいをつけて答えず、不敵な笑みを浮かべたまま懐から羊皮紙製の巻物スクロールを取り出し始めた。ブレイスは渋々といった表情で押し黙ったが、これが私の想像通りの案件であるなら、話を聞いた時点で降りられないということまでは気づいていない様子だ。

「エッケベス補佐官」

「はい。火霊サラマンダーよ、我が友よ。秘め言を炙あぶり起こせ。照言アクリス」

　特殊塗料の魔道具マグナフアクトで記された秘文を炙り出す火魔法を補佐官が唱えると、何も書かれていなかった巻物に焦げ付いたような文字がじわじわと浮かび上がる。この魔法を目にするのが初めてなのか、ブレイスは物珍しげな表情で齧かじりつくように巻物を見つめた。

「へぇ、面白い魔法だな……何なに、えーと。陽炎幻士イリユージヨニストバーズ・アンティノア。エリグエル旧街道に潜伏する幻術使い……ってこれ、人の。処刑対象の名前かよ」

「逆に何だと思って見ていたんだ貴様は」

　ブレイスの低能ぶりに呆あきれながらも、私も巻物に浮かび上がった情報に目を通す。

　陽炎幻士イリユージヨニスト、バーズ。名前や性別といった基本情報以外の詳細は不明だが、魔王大戦時に活躍したという幻術士の孫であり、同じく幻術を扱うらしい。

「幻術って、相手に幻を見せるだけの魔法だろ？　どこが攻撃魔法なんだよ」

「馬鹿者。幻が見えるということは、精神を支配されているということだ。精神支配……洗脳は、人間の自由と尊厳を奪う禁忌中の禁忌。人身操作と、同じだブレイス」

「……っ」

　とどめの一言に返す言葉を失くしたか、ブレイスはムスッとした表情で巻物から目を逸そらした。もうこの事件に一切の興味も示さないし作戦にも協力しないという意思表示のつもりだろうか。無様なこと、まるで聞き分けの悪い子供だ。

　代わりに私が巻物を手に取り、順を追って事件の詳細を確認していく。

　事の始まりは一年前。エリグエル旧街道周辺で、旅商人が姿を消すという噂うわさが相次いだそうだ。遠巻きに見ているとまるで陽炎かげろうの彼方かなたに消えゆくように唐突に姿が見えなくなることから「陽炎事件」と呼ばれた一連の行方不明事件。その情報は、すぐに近隣の魔導審問会エリグエル支部に提供された。

　エリグエル旧街道はガルフレードからブリストヴァルトの森を迂う回かいする形で延びた通商路だ。現在はより勾配の少ないルートである新街道が利用されてはいるものの、魔獣ハンター達と商人連合の地道な整備活動によって近辺の魔獣は一掃され、安全な交通路として利用できる状態が保たれている。つまり陽炎事件は魔獣の仕業ではなく魔導士の手による人為的被害である可能性が高い。故に魔導審問会が調査を行うことになったわけだ。

　まず、審問官が商人に紛まぎれて潜入するという囮おとり捜査が行われた。しかし陽炎に呑のまれて行方を絶った審問官からの連絡はなく、潜入は失敗に終わる。次いで、腕の立つ魔獣ハンターを同行させ討伐班を編成し、実力行使に打って出るも、またしても班丸ごとが消息不明。辛うじて逃げ帰ってきたひとりの審問官が、陽炎かげろう事件の犯人がバーズ・アンティノアという魔導士であることを報告し、機能の大半を失ったエリグエル支部が中央本部に泣きつき、特等級の実力者による支援を請願したのがつい先日のことだったという。

「さて、どう見る。ギルトフッド一等」

　一通り目を通し終わった私に、特三等が尋たずねた。

「……やはり、消息を絶った人々はみな幻術にかけられたのではと。今頃はどこかに監禁され、そこが自身の生活空間であるという幻を見せられているのではないでしょうか」

　私見を述べ、哀れな犠牲者に同情する。もっとも、監禁されているというのは希望的観測だ。一年も前から被害が続いているのだから、生かされているかどうかも疑わしい。

「なるほど。確かに犯ホ人シは強力な幻術使いであることが予想される。では、その幻術に抗する術は何だ？」

　押し問答の形式で、再び特三等から質問が投げかけられる。

「術者の目を見ないことです。幻術は視覚に作用して発動する魔法。術者が幻術を発動する姿をその目で見ない限り、幻術にかけられることはありません」

「ふむ。確証は？」

「……ありません。私が知る幻術という魔法の範はん疇ちゆうを超えた何らかの洗脳魔法を行使される危険もあります。そもそも、帰還した審問官が既に洗脳を受けており、操作され虚偽の報告をさせられた可能性も捨てられません。バーズが単独犯であり、幻術を行使する魔導士であるという情報そのものも、疑ってかかるべきかもしれません」

　一息に言い切ると、特三等は満足そうな表情でおもむろに手を鳴らした。

「素晴らしい。やはり貴官をこの街で見つけられたのは僥ぎよう倖こうだった」

「勿もつ体たい無いお言葉……」

　しかし、このような賞賛を戴いただけるというのは、いち審問官として非常に励みになる。

「ギルトフッド一等。試すような真ま似ねをしてすまなかった。貴官の述べた懸念は、実はもう解消されている。というより、解消されたからこそ我々がここを訪れたのだ。ときに貴官はエダの真実水晶という魔道具設備マグナフアクトリーを知っているか？」

「い、いえ。存じ上げません」

　中央本部には特等級にしか使用を許可されていない大規模な魔道具設備マグナフアクトリーがいくつも敷設されていると聞くが、その一種だろうか。

「エダの真実水晶は、あらゆる魔法の因果を解消し元の状態に戻すことができる代物だ。無論、禁忌魔法による洗脳、支配、操作の効力も一様に。帰還した審問官にはその水晶を使い、幻術の影響下にないことを確認してある」

「……え？」

　今、特三等は何と？

　あらゆる魔法を解消する代物……だと？

「？　何だよ、ガルちゃん」

　そのようなものが存在するのなら。

　リネットに水晶を使い、ブレイスの人形操術を解除すれば。彼女が人間かどうか……ブレイスが彼女に対して人身操作を行っているのかどうか、断定できるではないか。

「い、いや……何でもない」

　しかし今は、グレーよりもクロ。目の前の懸案事項が先だ。

「それと、その帰還した審問官というのは、ここにいるエッケベス補佐官だ」

　重々しい声音で名前を出され、エッケベス補佐官は初めてその表情を曇らせた。

「……私は、救い出せませんでした。あの男に目の前で拐かどわかされ、連れ去られて、ずっと幻を見せられているであろう仲間たちを……」

「気に病むな。貴官一人で解決できた問題でもあるまい。だからこそ、我々が来た」

　力強く言い放つ特三等の佇たたずまいに、彼女はどれだけ救われたのだろうか。

　そして、所属が違う彼女が今回の任務において特三等の補佐官を務めている理由も合点がいった。本作戦において最も敵を知っているのは、実際にバーズをその目で見て帰ってきた彼女に他ならない。

「彼女はバーズに脅され、幻術をかけられずに帰されたそうだ。一人で帰って魔導審問会に伝えろ、エリグエル旧街道に踏み込むな、ここはバーズ・アンティノアの縄張りだと」

　何と挑戦的な。魔導審問会に、人の神のもと律された正義に、唾を吐こうというのか。

「警告のつもりだろうが、我々にとっては逆効果だ。囚とらわれの被害者がいる以上、我々には彼等を救い出し、バーズという大悪を裁く義務がある。……どうかな一等、その実力と知見。バーズ討伐のため、我々に貸してはもらえないか」

　答えなど、話を聞いた時から決まっている。

「かような悪、捨て置けません。このガルノー・ギルトフッド一等審問官、こたびの討伐作戦、謹んでお受けする所存であります」

　胸の一等章に手を当てた敬礼の姿勢で、私は討伐作戦への参加を表明した。

「協力感謝する。出立は明朝だ。急で済まないが準備を頼む。ああそれと宿だが、作戦の参加者用に我々で手配してある。エッケベス補佐官、地図を」

「はい」

　宿への案内図を用意し始めたエッケベス補佐官を横目に、ブレイスが椅子にもたれながら大きく伸びをして言った。

「そんじゃあ、ガルちゃんとは明日でお別れか。短い間だったけど、楽しかったぜ」

「は？」

　何を言っているんだこいつは。

「貴様もついてくるんだ。当たり前だろう」

「え、嫌だよ。さっき断るって言ったじゃん」

　はぁ……何度同じことを言わせるんだ、この馬鹿は。

「いいか？　ブレイス・フロイドロック。一度しか言わないからよく聞け。私には貴様を監視する義務がある。故に貴様から目を離すわけにはいかない。しかし今回、私は特三等のご依頼を受けてバーズ・アンティノア討伐作戦に参加することになった。当然、作戦の遂行中も貴様は私の目の届く範囲にいなければならない。だから貴様も私と共に作戦に参加しろと言っているのだ。理解したか？」

「……あーうん、わかった。考えるのやめる。俺が悪かった」

　またしても思考放棄か。つくづく諦めの早さしか取り柄の無い男だ。

「くくっ。いや、ブレイス殿。貴殿にも力を貸してほしい理由があるのだ」

　苦笑しながら、特三等がブレイスの肩に大きな手を置いた。

「報告書には目を通していると言ったな。無論、貴殿の戦い方もよく知っている。何でも魔獣の弱点を、それがたとえどんなに小さく巧妙に隠されていようとも、正確に緻密に見抜き穿うがつ、そんな剣を振るうそうではないか。……そう、まるで常人の目には映らない何かが、貴殿にだけは見えているかのように」

　値踏みするような特三等の不敵な笑みに、ブレイスが怪け訝げんな顔で向き直る。そして、しばしの沈黙の後、へらりといつもの軽い笑みを返した。

「……ふーん？　ガルちゃん、俺のことそんな風に書いてくれてたのかよ？　高く評価してくれるのは嬉うれしいけど、もっとちゃんと面と向かって褒めてくれよなー」

　調子に乗るな、馬鹿者が。

「けど、そんな特別な力、俺には無いよ。もしあるとしても、俺ひとりの力じゃない」

　慈しむような瞳で、ブレイスは傍かたわらのリネットに目をやった。

　見つめ合う二人が物語る通り、この男が『人形剣士ドールブレイブ』として魔獣と渡り合えるのは、ひとえにリネットがいるからだ。二人分の目と耳で死角を補い、人形遣いとして培ってきたのであろう繊細で精密な動作をもって会心の一撃を見舞う。

　その一撃が最大の効果を発揮することのできる、魔獣の弱点。特三等は、それを見抜くブレイスの眼力こそ、幻術を暴く鍵になり得るやもと踏んだのだ。

「構わんさ。貴殿らとここで出会えた幸運を、試したい。ギルトフッド一等の頭脳と、ブレイス殿の慧けい眼がんとに……そうだな、賭けてみたい。どうだ、乗ってはくれまいか？」

　特三等が握手を求めて差し出した手を、ブレイスはそっぽを向いて無視した。おのれ、また特三等に対して無礼な真ま似ねを！

「俺たちは何もしないぞ。ガルちゃんに付き合って同行するだけだ。……俺の剣は、人を斬るためのものじゃない」

「それは違うぞ、ブレイス。相手は人ではない。魔道に悖もとり背そむいた者はみな悪だ。無む辜この民を傷つけ、幸福を奪うことを良しとする悪魔に、我々が正義の鉄てつ槌ついを下すのだ。そこを履き違えてくれるな」

「……そーかい。だとしても、俺が剣を向ける理由にはならないけどな」

　白々しい。この間は、私に対して剣を向けたではないか。

　わかっている。この男は拗すねていて、面倒事に何かと理由を付けたいだけなのだ。

　だが、安心しろ。

　この作戦が終わった後、特三等に請願してエダの真実水晶の使用許可を貰もらえれば……貴様の罪は、明らかになる。それまでの辛抱だ。

「少しくらいは付き合え。相手を斬るまではいかずとも、審問官たちを守ることくらいは出来るだろう」

「……いや、幻に刃を立てる自信はないけど」

　いつも通り、渋々ながら。

「しゃーねえ。やれるだけのことはやるよ。よろしくな、ドルちゃん」

　ブレイスは私の要求を呑のんだのだった。
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　鋼鉄の壁に囲まれた、薄暗く整然とした直方体形空間。

　我々審問官を乗せてエリグエル旧街道へと向かう、護送用装甲車の車内。ここには、戦いを前にした十数名もの熟練の魔導士が醸し出す張り詰めた空気が満ちていた。

「皆の者。よく集まってくれた。此こ度たびの討伐作戦の総指揮を執らせてもらう、レブロンタイン・ドルドヴェルク特三等審問官だ」

　厳かな特三等の言葉に、集められた審問官達が一斉に敬礼の姿勢を取った。

「この作戦には、魔導審問官ではないものの熟練の技量を持った民間の戦士にも数名、同行してもらっている。どうか協力し、任務に当たってほしい」

　その言葉でまたも一斉に、審問官達の目が「民間の戦士」たちに向く。

「……あー、よろしく」

　リネットと寄り添って鋼鉄の壁にもたれながら、面倒くさそうに応じるブレイス。そのような態度は、当然多くの審問官達に歓迎されていない。ある者は訝いぶかしげに、ある者は見下すように。十数人分のギラギラとした目がブレイスとリネットを見つめる。

「でっへへ。アイたーん」

「[image: ][image: ][image: ]っ！　つ、慎つつしんでください！　任務中です！」

　一方、緩み切っただらしない顔で愛いとしの嫁に手を振るロカヴェルと、その背にビクビクと隠れながら審問官達の覇気に呑のまれまいと顔を強こわ張ばらせているアトリ。そして、審問官たちの側で顔を真っ赤にしているエルディマリー三等。

　よもや昨日の今日で、再び顔を合わせることになろうとはな。

　中央本部所属の審問官として作戦に正式参加しているエルディマリー三等はともかくとして、一介の魔獣ハンターであるロカヴェルとアトリまで連れてくるとは。実力のありそうな者は誰であれ使う、それが特三等の本作戦にかける意気込みなのかもしれない。

「今一度説明しておく。本作戦におけるホシは幻術を操る魔導士、バーズ・アンティノアだ。最も注意すべきはその術の特性。視覚より作用し、相手の精神を支配する恐るべき攻撃魔法、幻術。しかし、この装甲車内にいる限りは安全だと思ってくれ」

「はァーい、質問っす」

「うむ。何だ、ロカヴェル殿」

　車内に満ちる緊張感にそぐわない暢気のんきな声音で、ロカヴェルが特三等に尋たずねる。

「何でこの車の中にいると安全なんスか？」

「外が一切見えないだろう？　幻術は見なければかからない」

「おぉ……そんだけ？」

「もう少し専門的な説明もできるが、貴殿は望まないのではないかな」

「ま、まあ。難しい話はよくわかんねぇしな。ようは、外にさえ出なきゃ安全ってか」

　ニヤリと不敵に笑い、無言の肯定とする特三等。至極簡単な理屈だったが、しかし実際幻術士に対してこれ以上に単純明快かつ効果的な策は無い。エッケベス補佐官が「敵は幻術士」という情報を持ち帰ってくれたからこそできた強硬策だ。

　そのエッケベス補佐官は、装甲壁の外側の運転席で車両を操縦中だ。何人かの索敵魔法に特化した審問官が同伴し哨しよう戒かいにあたっており、異変が近づけばすぐさま作戦行動に移行する準備も万端のまま、目的地へと着実に近づいている。

「さて、話を戻すぞ。その幻術を扱う魔導士、バーズ・アンティノアは、既に何名もの罪なき民間人や我ら魔導審問会の同胞に手をかけてきた大悪だ。同志たちよ、人の神の律する正義の名の下に、必ずや彼奴きやつを裁いてみせようではないか」

　特三等の宣誓に、審問官達の鬨ときの声こえが上がる。

「目的地に到着するまではまだ少し時間がある。各々、心身を共に落ち着け、来る討伐の時に備えておくように。一時、待機だ」

　言いながら、先達となるべく一番に腰を下ろした特三等に倣い、空気を張り詰めさせていた審問官たちも思い思いに座り込み、リラックスし始めた。

「討伐、ね……ロカさんもアトリも、わかってんのかよ。今からみんなで裁きに行く相手は、魔獣じゃなくて」

　人間だ、と言いかけたのであろうブレイスの言葉を、アトリが遮った。

「法を犯した悪の魔法使い、ですよね」

　彼女は魔導審問官志望の回復魔法使いヒーラー。その正義の心はまだ未熟なれど、しっかりと善悪を分別できる程度には育まれてきているようだった。

「わ、わたしも、審問官を目指す身っ。悪を討つことをためらう理由はありませんっ」

「よく言った、アトリ君」

　特三等がニッと笑いながら、初々しいアトリの言葉に賛同する。何を置いても、悪を誅ちゆうするのが正義の番人たる魔導審問官の役目。数々の罪を裁くうち、ともすれば忘れがちな初心を、アトリは魔導審問官を目指す身ゆえに誰よりも心掛けていた。

「……そう、彼女のような純粋な正義の志が何より大切だ。我々は審問という職務にあたって、それを見失ってはいけない。最初の正義を、忘れてはならない……」

　ブレイスは興味がなさそうだったが、特三等の言葉には車内の誰もが耳を傾けていた。この人には、他者の心を捉えて離さない圧倒的なカリスマ性を感じずにはいられない。

「最初の、正義……」

　きっとここにいる審問官の誰もが、その言葉に思いを馳はせて目を閉じた。

　私にも、最初の正義がある。

　まるで昨日のことのように思い出せる。

　いや、あの感覚を、あの時抱いた想おもいを、私は生涯忘れ得ないだろう。




　私が初めて審問官として『正義』を執行したのは、今から八年前。

　南リブウェルム地方の小さな村、小さな教会。処刑対象は、人身操作による自傷の強制ならびに殺害を働いた、討伐依頼もコードネームも何一つない女性だった。我々審問官が捜査を行うより先に、彼女は自ら審問会に出頭し、犯した罪を自白したためである。

　彼女が殺害した男は、何件もの殺人と窃盗を繰り返す野盗崩れの悪党だった。彼女は男を殺害する二年前に、その男によって自分の娘の命を奪われていたという。再び顔を見たとき、怒りを抑えきれずに男に人身操作の魔法を行使し、男が手にしていた刃物で自らの喉を掻かき斬らせて殺害したと、彼女は供述した。

　そしてその翌日、当時審問補佐官であった私に、彼女の処刑が命じられた。

　生まれて初めて、自らの手で、ひとつの命を奪った。




　──審問官様。私は、悪いことをしたのでしょうか。

　──ああ、そうだ。だから、正義である我々が貴様を裁く。




　彼女の問いに対して答えたその言葉こそ、私にとっての最初の正義だった。

　己の罪を認め自首するような善人が、たとえ民にとっての悪をその手で断罪したとて。その手段が法に背そむくものならば、彼女もまた正義ではなく、裁かれるべき悪でしかない。

　娘を殺され、悲しみに暮れたとしても、仇かたきを見つけ、義憤に震えたとしても、相手がどんなに卑劣な悪党であったとしても。攻撃魔法を用いた時点で、彼女は間違ったのだ。

　私も人の子だ。彼女の境遇に同情が無かったわけでもない。だが、情けをかけることを認めてしまえば法は法たり得なくなり、平等も秩序も失われる。だからこそ、法だけは厳粛に守られねばならないし、破った者は悪として断罪されねばならない。

　人の神はいつでも、人の行いを見守っている。いや、神だけではない。人は誰もが、誰かにその行いを見られ、あるいは疑いの目を向けられている。魔導審問官を……正義を名乗る我々だからこそ、誰よりも正しくあらねばならない。

　だからあの時、私はきっと誰よりも正義だった。そして彼女は、悪だった。

　そう信じて浴びた血の臭いは、今でも忘れることができない。




　そっと、目を開く。

　最初に視界に入ってきたのは、不機嫌そうに唇を尖とがらせるブレイスの顔だった。

　監視が板についてきたせいか、私には奴やつの考えが手に取るようにわかる。奴はずっと、バーズ・アンティノアの討伐に不服そうにしている。

　何が正義だ、何が審問官だ、お前たちはこれから人の命を奪うんだぞ、と。

「……わかるまいよ、貴様には」

　一度でも、悪を悪と断ずる覚悟をもって、命を奪った経験の無い貴様にはな。




「特三等」

　恐らくは、太陽が真天高く昇ったであろう頃。

　通信用の器具を通して、車外にいるエッケベス補佐官の声が聞こえてきた。

「どうした、エッケベス補佐官」

「気温の上昇に伴い……進行方向に、陽炎かげろうが立ち昇り始めました」

　車内に緊張が走る。

　陽炎。その単語は、討伐対象である幻術士の二つ名を直喩的に想起させるものだった。

「索敵班」

　手短な特三等の呼びかけに応じ、車外で索敵を担当する補助魔法使いサポーターから報告が入る。

「前方、敵影ありません」「側方、敵影なし」「後方同じく。単なる自然現象では？」

　索敵班はそう結論付けたが、安心するにはまだ早い。

　魔法で索敵ができる範囲に敵影がなかったとしても、陽炎が見えるということは既に幻術にかけられている疑いがある。つまり、彼らの見る景色は全て幻に置き換えられていても不思議ではない。それを悟ってか、特三等は速やかに車外のメンバーに指示を出した。

「エッケベス補佐官。目を閉じろ。余計なものを視界に入れず、進路も変更せずにそのまま前進せよ。索敵班も同様に、視覚に頼らず精霊感応のみで索敵を続行せよ」

　幻術は視覚から作用する魔法だ。目を閉じる、という明確な対処法と、その対処法の穴をカバーする「精霊の動きを感知する」索敵魔法によって、万全の対策が完成している。

　だが、それでも慢心すべきではない。以前に行われた二度の捜査において、これらの対処法を考え付いた人物が一人もいなかったとは考えづらい。となれば、何か我々の想定し得ない方法で攻撃が行われる可能性もあるのだ。

　例えば、索敵班には装甲車周辺の索敵を命じているが、既に車上などの至近距離まで接近を許していたとしたら。ナイフで首を一突きされれば索敵班は容易たやすく全滅する。

　例えば、陽炎が幻術というのは我々の思い込みで、周辺気温を操作する大規模な攻撃魔法だったとしたら。車上の索敵班は鉄板焼きだ。

　考えろ。どうすれば幻術という千変万化の魔法に対して、盤石の対策を取れる？




　ぱんっ。




　そんな私の思考を遮るように。乾いた破裂音が、装甲車内にこだました。

「……銃声？」

　誰かがぽつりと呟つぶやく。……そう、銃声だ。今のは確かに銃声だった。

　目の前から聞こえてきたような。いや、もっとはるか遠くから響いてきたような。

　次いで、重々しい異音と共に、鉄の箱が大きく揺れ動いた。バランスを崩し、倒れ込む者までいる。装甲車が……停止した？

「な、何だ……？　どうしたんだよ、みんな？」

　極限まで張り詰めた雰囲気の中、ブレイスだけが暢気のんきにキョロキョロと車内を見回している。こいつ、状況が理解できていないのか。

「……エッケベス補佐官、今の音は何だ。状況を報告せよ」

　特三等の質問に対し……返答は、無い。

　かわりに、ドサリと重たい物が地面に落ちるような、不吉な音だけが聞こえてきた。

「……索敵班、応答せよ」

　こちらも、誰一人答えない。

「……狙、撃？　狙撃、された……？」

　また誰かが震えた声を漏らす。呼応するように、車内のざわめきが加速する。

　馬鹿な。銃声は一発だった。エッケベス補佐官と索敵班の三名が同時に狙撃されるはずがない。しかし、装甲車が停止し、車外の様子を確認できない状況下で、じわりじわりと迫り来る不穏に、乗組員の不安ばかりが増していく。

　まずい。この状況は良くない。皆が漠然とした不安感を抱くこの状況は、間違いなく作戦の進行に支障を与えると、極めて動物的な本能に近い直感が告げる。打開、せねば。

「特三……」

　リーダーである特三等に指示を仰ごうと、視線を向けた瞬間。




　世界が、暗闇に包まれた。




「……ッ？」

　何だ、これは。

「特三等？　ブレイス？　皆……どこだ？」

　返事はない。自分の声すら反響しない。あれほどざわめいていた審問官たちの声も、今はひとつも聞こえない。ここは、どこだ。私は何な故ぜ、闇の中に立っている。

『最後の警告だ、魔導審問官』

　唐突に耳元で囁ささやいた、聞き覚えの無い男の声。

『これ以上、僕たちに近づくな。近づけば、お前たち全員を……』




「おい、ガルちゃんっ！」

　肩に感じた確かな重みに、忘れかけていた呼吸を思い出す。

「ブレイ、ス……？」

「大丈夫か？　話しかけても反応しないし、どうしちゃったんだよ」

　ブレイスだ。リネットもいる。その後ろから、心配そうに私を見つめているアトリの姿も見える。装甲車の壁と、私が立つ床も、見える。

　暗闇は晴れていた。……あるいは、戻ってきた、という方が的確だろうか。

「今のは、一体……」

　いや、自問するべくもないかもしれない。額に噴き出ていた嫌な温度の汗と、耳元に残る不気味な感触が告げていた。

　今見えた暗闇の世界は、幻術士バーズの見せた幻だ。

「……ブレイス。今の、貴様には見えたか？」

「へっ？　何がだよ？」

　阿あ呆ほう面を晒さらして疑問符を浮かべるブレイスに、真っ先に尋たずねたことを後悔した。

「わからんのなら、いい。アトリ、お前はどうだ」

「ええと……ごめんなさい。わたしも変なものは見えてないです」

　申し訳なさげなアトリの言葉に、改めてあたりを見回すと。

「おい、アイたん！　しっかりしろッ、どうした？」

「……っ、あ、あなた……？」

　先程ブレイスが私にしたように、ロカヴェルがエルディマリー三等に声をかけて揺り起こしているのが目に入った。そして、未いまだ白昼夢から覚めないように直立不動で固まっている何人もの審問官の姿も。その中には、あろうことか特三等の姿もあった。

「……アトリ。手て筈はず通りだ、やれ」

「えっ……で、でも」

「いいから、やれ。一人ひとり揺り起こすなど回りくどい。早く！」

「ひゃっ、は、はいっ」

　急せかし立てると、アトリはすぐさま呪文を口にした。

「うっ、水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよっ！　病みたるを清め、痛みたるを癒いやせっ！　治し水エールエル！」

　詠唱と共に、いくつもの水球が我々の頭上に出現する。

「ごめんなさぁいっ！」

　アトリの謝罪、もとい合図に応じて、水球が破裂し大量の水が審問官達に降り注いだ。

「な、何だ何だ！　何やってんの、アトリ！」

　突如として乗組員たちに水をひっ被かぶせた彼女の行為は、慌てふためくブレイスの目には奇行と映ったことだろう。無理からぬこと、これは装甲車に乗り込むより前に、私からアトリにだけ言い含めておいた、私たちだけの秘密の作戦だからだ。

　回復魔法使いヒーラーとしてアトリがどれだけの魔法を使えるのか。それを事前に彼女に確認したところ、回復効果を持つ液体を生成することができると聞かされた。それだけなら大したことはないが、呪文を聞くと「枕詞プリムラ」は上級魔法のものだった。

　回復効果、と一ひと括くくりに呼んだその詳細な効能は、魔獣の放つ毒や神経の痺しびれ、強烈な眠気など、あらゆる身体異常を悉ことごとく治癒することのできる優れ物だったのだ。

　つまり、あわよくば幻術にかけられた者に対する「気つけ」として利用できるかもしれない。そう考えた私は、もし作戦の遂行中に仲間が幻術にかかったと判断した場合、問答無用でそいつに水をぶっかけるよう、アトリに伝えておいたのである。

「ぶぉわ！」「な、何……だ？」「い、今のは！　一、体……？」

　突然の出来事に目を白黒させる、ずぶ濡ぬれの審問官たち。彼等は皆一様に、正気に戻ったようにキョロキョロと周りを見回していた。

　どうやら目もく論ろ見みは成功したらしい。幻術は、アトリの魔法で解除可能だ。

「……やられたようだな」

　ひときわ厳かな声に、思わず背筋が伸びる。声の元を辿たどると、厳粛な表情で佇たたずむドルドヴェルク特三等の姿があった。

「特三等！　ご無事でしたか」

「ああ。……いや、すまない。俺としたことが、まさか……」

　言葉を濁しながらも、特三等はその「まさか」に感づいていたようである。

　再びざわめき始めた審問官たちの中で、この人だけは冷静に状況を俯ふ瞰かんしていた。

　この車内にいたほとんどの人間が、幻術にかけられたという事実を。

「貴官も、見たのだな。ギルトフッド一等」

　私は頷うなずき、つい先刻目にした光景を特三等に伝えた。特三等は大きく息をつき、濡れた髪を後頭部へとかき上げた。どうやら、全く同じものを見たらしい。

「しかし、いつの間に術をかけられた？　俺たちはエリグエル旧街道に入るずっと前からこの車内の空間しか目にしていないはずだ。姿も見せず、奴やつはどうやって幻術を」

「……特三等。音ならば、聞きました」

　ピクリ、と特三等の眉が動く。流石さすがの洞察力というべきか。

「あの、銃声。まさか、視覚だけでなく、聴覚からも幻術をかけられるというのか」

　本来、幻術とは視覚に対して作用する魔法だ。術者が魔法を使う瞬間を「見せる」ことで発動し、思い描いた幻像を相手に「見せる」ことで五感や精神を支配する洗脳魔法。

　例えば、相手に「熱い」と感じさせたいのなら、術者が燃え盛る炎をリアルにイメージし、その幻を見せることで目の前で炎が燃え盛っている様子を「錯覚」させればいい。逆に言えば、目を閉じていれば幻の炎を見ることはなく、熱さを感じることもない。

　しかし、バーズが用いる幻術はどうやらその限りではなく、視覚以外の情報をトリガーに発動できてしまうらしい。対策困難な、極めて凶悪な攻撃魔法だ。

「……誤算だったな。目にさえしなければ問題ないと、高をくくった我々の失策か」

「いえ、手はあります」

　言い放った私の一言で、特三等を始めとした審問官の視線が一斉にこちらへ向く。

「この場の審問官たちは、先程まで間違いなく幻術にかかっていました。しかしアトリの『治し水エールエル』を頭からかぶった後は、その影響下から完全に脱せているように思えます。彼女の回復魔法は、幻術を解除できる。そうだな、アトリ？」

　名前を出されて、アトリはコクコクと頷うなずいてみせた。

「それに、何人かのメンバーは、初めから幻術にかかった様子がありませんでした。きっと何らかの法則が……幻術に抗する策が、見いだせるかもしれません」

　ふむ、と顎に手を当てる特三等。

「何人かの、とはつまり……髪の濡ぬれていない者か？」

「あっ……いえ。私とエルディマリー三等は、それぞれブレイスとロカヴェルに揺り起こされました。アトリも最初から……、あ」

　言いかけて、はたと気づく。

「審問官だけだろ。幻術とやらにかかったのは」

　言葉を継いだのは、傍そばで話を聞いていたブレイスだった。

　ブレイス。アトリ。ロカヴェル。最初から目を覚ましていた三人は、審問官ではない。




　──最後の警告だ、魔導審問官。これ以上、僕たちに近づくな。




　あくまで我々に敵対しようというのか、バーズ・アンティノア。

「警告だと、奴やつは言っていたな」

　特三等が低く呟つぶやく。その両の瞳には、強い怒りと、正義の炎が燃えていた。

　これ以上近づくなという言葉は、裏を返せば、ここで引き返すなら危害を加えずに見逃すということだ。続く銃声の無いのが、その証左。だが、しかし。

「ここで退ひくつもりの者は、挙手をもって答えよ」

　特三等の問いかけに、答える審問官は誰一人としてこの車内にはいない。

　当然だ。誅ちゆうすべき大悪を前に、退転などあり得ない。正義は、我等にある！

「よし……では今この時より、バーズ・アンティノア討伐作戦はフェーズＢ、接敵段階へと移行する！　車外に出動後、索敵班ならびにエッケベス補佐官をただちに救出。以降、二人一組のバディを組み周囲を警戒せよ！」

「「はっ！」」

　フェーズＢ。幻術に抗する策として事前に取り決めていた、二人一組での作戦行動。

　片方が幻を見たと疑われるとき、もう片方が「それは幻だ」と戒めるだけのシンプルなものだが、しかしその効果は絶大だろう。何が現実で何が幻術なのか、自分自身の感覚のみに頼って判断はできない。だから他者の感覚をよりどころとし、現実を見定める。

　つまり、バディと感覚を分かち合うのだ。

　……ちょうど、ブレイスとリネットが常日頃から行っているのと同じように。

「轟とどろく銃声は幻だ。沸き立つ陽炎かげろうも幻だ。隣に立つ仲間の声と、繋つないだ手の感覚のみを信じよ！　各員、作戦行動、開始！」

　ドルドヴェルク特三等の勇壮な号令と共に、鉄扉が音を立てて勢いよく開かれる。目の前に広がったのは赤褐色の乾いた大地と立ち昇る陽炎。これは幻だ、と念じた瞬間、景色は曇天の草原に変へん貌ぼうする。種がわかればこんなものか、忌いま々いましい幻術士め。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ！　築け城じよう塞さい、塞げ四天！　難攻不落と居構えよ！　完き壁ブエルカザレフ！」

　大きく障壁を展開してから、私は近くにいたアトリの手を取って装甲車を飛び出した。

「ひぁっ……し、審問官さまっ？」

「アトリ、お前が私のバディだ。よろしく頼む」

「へぇぁっ……！　は、ひゃいっ。よろしくお願い、しましゅっ！」

　ロカヴェルはエルディマリー三等と、ブレイスはリネットと。一人余ったアトリは面識のない審問官と組まされることになる。少しでも見知った相手の方が気が楽だろう。

「今目の前に広がっている光景は何だ」

「えっ？　えと……いちめんの荒野ですっ」

「荒野……本当にそうか？　私には草原が見えている」

「そ、草原……あっ、ホントですっ！　草原になりましたっ！」

　やはり幻か。よし、この作戦はいけるぞ。水をかける手間も省けていい。

「それと、審問官様はここには沢山いる。煩わしいから私のことはガルノーでいい」

「わひゃっ、わかりましたっ、ガ、ガガガルノォさまっ！」

　なぜか呂ろ律れつの回らないアトリを連れて装甲車の前方へ回り込むと、そこにはぐったりと横たわるエッケベス補佐官の姿があった。アトリは「ひっ」と小さく息を呑のんだが、すぐに自分の役目を思い出して詠唱を始めた。

「水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ。病みたるを清め、痛みたるを癒いやせ。治し水エールエル！」

　呪文に応じ、水霊ウンデイーネたちは巨大な水球へと変化する。水球が弾はじけて雨となり補佐官の顔面に降り注ぐと、程なくして彼女はゲホゲホと咳せき込こみ始めた。成功だ。

「目が覚めたか、エッケベス補佐官。所属と階級、それと目の前に広がる景色を答えよ」

　駆け付けた特三等は、エッケベス補佐官の両肩に手を置き、装甲車の前方に広がる光景へと彼女を向き直らせて厳然と言い放った。

「魔導審問会、エリグエル支部所属。セヴェラナ・エッケベス審問補佐官であります。目の前には、広漠とした荒野が延々と」

「それは幻だ。そう強く念じろ」

「……！　草原です。草原に変わりました」

「……無事で良かった。装甲車の運転は俺が代わろう。以降、俺の傍そばから離れるな」

「は……はい、特三等」

　ほのかに頬ほおを赤らめて、エッケベス補佐官はしおらしく頷うなずいた。

「全員、注意深く周囲を観察せよ！　銃声が聞こえてもそれは幻だ！　たとえ本物だったとしても、現在我々はギルトフッド一等の展開した障壁内にいる！　外からの射撃は絶対に通らない！　以上をもって、各員警戒にあたれ！」

　ドルドヴェルク特三等とエッケベス補佐官。エルディマリー夫妻。各々がそれぞれのバディと共に手を取り合い、少しずつ散開していく様子を、ようやく装甲車からのそのそ歩み出てきたブレイスが突っ立って見つめていた。

「遅いぞ、ブレイス。私が貴様を監視しているから、貴様は怪しい物を見つけ次第報告しろ。無論、それが幻ではないことを確認してからな」

「はいはい。怪しい物ね……ん？　あ、ホントだ。見つけた」

　何だと？

「ほら、あそこ。壁の外に人がいる」

　ブレイスとリネットが揃そろって指差す先に、しかし人影など見当たらない。

「……幻ではないのか？」

「違うって。……あ、気づかれた！　逃げてくぞ！」

　小走りで追いかけようとしたブレイスの上着の裾を、リネットがぐいと引っ張る。

「あ、そうか。バリアがあるんだっけ……おいガルちゃん、これ解除してくれよ！」

「アトリ。奴やつの言う人影とやらが見えたか？」

「いえ、なんにも……」

「残念だったなブレイス。幻だ。貴様以外誰にも見えていない」

　使えないな。いつの間に幻術にかかったのだ、情けない。

「信じろよ！　俺とリネットがバッチリ見たっての！　あー、行っちまったじゃんか！」

「一応聞くがブレイス。今、お前の眼前に広がっている光景は何だ？」

「荒野だよ！」

　こくこく、とリネットが頷く。

「アトリ。水だ」

「はいっ、ガルノーさま。水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよ、清廉なる同胞はらからよ」

「だぁぁやめろ！　俺もリネットも最初っから幻なんか見てねえよ！」

　幻覚を見ている奴やつはみんなそう言うのだ。あれよあれよと詠唱が完成し、水球が弾はじけてブレイスの頭を濡ぬらす。ご丁寧にリネットは素早く躱かわしたようだが。

「ぶっは！　くそ、やめろっつったのに！」

「見えたか？　草原」

「何も変わりゃしねえよ。荒野のままだっての」

　すっかり拗すねて口を尖とがらせるブレイス。何という事だ、馬鹿には効かないのか？

「あれっ？　……み、皆さん！　見てくださいっ！」

　ふと、何かに気づいたようにアトリが声を上げた。その指差す先には、

「……村？」

　集落、というにはいささか大規模な木造建築群が、草原の向こうに見えていた。

「村か」「村だな」「村ですね」「村……」

　周囲からも口々に、それが村であるという共通認識が声に出される。

「……人が住める環境なら、バーズのアジトである可能性が高い。何か手掛かりが得られるかもしれない。総員、装甲車内へ！　前方に見える村へ進路を取る！」

　操縦席に乗り込んだ特三等の声を皮切りに、全員が一斉に装甲車へと乗り込んだ。

　もうすぐ会えるな。待っていろ、陽炎幻士イリユージヨニストバーズ・アンティノアよ。必ず貴様の悪逆非道に、正義の鉄てつ槌ついを下してくれる。

「……村……？」

「おいブレイス、何をボサッと突っ立っている。早く乗れ」

「……あ、ああ。おい押すなよ、ガルちゃん」

　ひとり怪け訝げんそうに顔をしかめるブレイスを車両に押し込む。私がこうして周辺一帯に障壁を展開していられる時間にも限りがあるのだ。グズグズと無駄に時間を使わせるな。

「呆ほうけていないで気を引き締めろ、ブレイス。敵はすぐ目の前だぞ」

「…………。なあ、ガルちゃん」

「何だ。今さら怖おじ気けづいたとでも吐ぬかすつもりか？」

「……い、いや。何でもない」

　歯切れ悪くはぐらかしてから、それきり口を噤つぐんだブレイスの奇妙な態度に、ほんの少しの違和感を覚えつつも。

　我々を乗せた装甲車は、曇天の果てに見える村へと速度を上げていった。
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　程なくして、村には辿たどり着ついた。遠目からの閑散とした印象に反して、村の中央と思おぼしき石畳の広場には何人もの人々が行き交い、賑にぎわいを見せていた。

「ようこそ、ディオール村へ！　旅の人かい？　どうぞゆっくりしていってよ！」

「……っ。あ、あぁ。そうするよ」

　ずっと荒野だと言い張っていたブレイスにも流石さすがに村人の姿は見えているらしい。入口で陽気に話しかけてきた中年男性に、ブレイスは確かに返事した。

「ホ、ホントに村だぜ。民家も、店もある」

「何やら不気味ですね……本当にここに奴やつが潜んでいるのでしょうか？」

　口々に不安を漏らしながらも、審問官たちは周辺を警戒している。

　しかし、手掛かりを探そうにも我々はバーズの顔も背格好も知らない。仮に村人の中に奴が紛まぎれ込んでいても見つけられない。まず何よりも、情報収集に努めなくては。

「各員、散開して情報収集にあたれ。決してバディと離れるなよ」

　特三等の号令で、メンバーは村の四方へと散っていき、この場にはドルドヴェルク特三等とエッケベス補佐官、ブレイスとリネット、そして私とアトリの三組だけが残った。

「……ひとまず休めるところを探すか？」

　特三等が私にそう提案する。

　不覚だ。村に到着するまでの間ずっと安全確保のため障壁を展開し続けていたので、確かに疲れはしているのだが、それを表に出してしまっていたとは。

「いえ。まずは、情報を集めましょう」

　不安そうに手を握ってくるアトリや、特三等たちにも余計な心配をかけないよう、私はあくまで毅き然ぜんと振舞おうとした。しかし、気力に反して身体からだが上う手まく動かず、石畳に膝をつく格好で倒れ込んでしまう。

「ガっ、ガルノーさまっ！」

「……っ、平気だ」

　くそ。焦るな、落ち着け。見えるものも見えなくなる。

　まずは、落ち着いて観察。そして、情報を収集。これは魔導審問官の基本中の基本だ。

「おーい、そこのお姉さん方。大丈夫かね？」

　聞こえた声の主は、通りに面した酒場のカウンターからひょこりと顔を覗のぞかせる男性。

「お疲れなら、一杯どうだい？　いいのが入ってるよ。へへ、酒は百薬の長ってな」

　ちょうどいい。酒場なら情報収集にはお誂あつらえ向むきだ。客入りは皆無のようだが。

「心遣い痛み入ります、ご主人。あいにくと職務中ゆえ酒は慎つつしんで遠慮しますが、彼女によく冷えた水と……そして、情報が欲しい。お邪魔させて頂いても？」

　私の意を汲くみ取ってくださった特三等が、石畳に並べられた丸太の椅子にどかりと腰掛ける。私とアトリ、エッケベス補佐官もそれに続き腰を下ろした。

「へい、毎度。しかし何だね、皆さん仲良くお手て繋つないで。何かのおまじないかね？」

「まあ、そんなところですな」

　あくまで慇いん懃ぎんな物腰ながら、決して多くは語らず、風格に満ちた不敵な笑みでもって濁しつつ、特三等は差し出された冷水を私に手渡した。

「ありがとう、ございます……」

　細かな水滴の浮かんだ硝子がらすのジョッキをぐいと呷あおると、目の覚めるような清涼感が喉の奥に広がった。熱に浮かされていた頭が冷え、清流のように穏やかに冴さえ渡わたっていく。

「そっちの兄さんも、どうぞ座って」

　店主の声にふと見やれば、そこには青ざめた顔で立ち尽くすブレイスの姿があった。

「い、いや……俺は、いい」

　明らかな動揺を見せながら、ブレイスは店主の薦めを断った。さっきからずっと、こいつの様子は妙だ。気にはなるが……しかし、今はバーズの情報が先決だろう。

「で、欲しい情報って何だね旦那。この道ン十年の情報通に、知らないことはないぜ」

「バーズ・アンティノアという人物を探しています。心当たりは？」

　核心を突いた端的な質問に、店主はニヤリと笑い、意味ありげに腕を組んだ。

「へへッ……すまん、全く知らん」

　ふざけるな。あるじゃないか、知らないこと。

「だが、少なくともこのディオール村の住人じゃあないね。村の連中の名前は全部知ってるし、その中にバーズなんて名前の奴やつぁ……待てよ、アンティノア？」

「何か覚えが？」

　何かを思い出そうとうんうん唸うなる店主に、特三等は平静のまま尋たずねる。

「あー、そうだ。思い出した。アンティノアといやァ、この通りに住んでる若いお嬢さんがそんな姓だったぜ。いつも名前でしか呼ばねえから、すっかり忘れてた」

　若いお嬢さん、だと？　バーズは男のはずだ。しかし、全くの別人とは考えにくい。

「……って、おお。噂うわさをすりゃ何とやらだ。おーい、エイルちゃーん！」

　店主が大声を上げて手を振った先を、我々も一斉に見やる。

「はい、呼びましたか？」

　振り向いたのは、落ち着いた声音からは思いもよらなかった年若い少女だった。買い物帰りなのか、手に提げた籠には食欲をそそる香りを放つ野菜や果物が詰まっている。

「こちらのお客さん方が、バーズ・アンティノア？とかいう人を探してるみたいでよ。エイルちゃん、何か知らないかね？」

「えっ？」

　その名を聞いた途端、少女は顔に戸惑いを浮かべてから、不安げに口を開いた。

「……私、エイル・アンティノアと申します。バーズ・アンティノアは私の兄です。皆様は、兄のお知り合いでいらっしゃいますか？」

　バーズの……妹？

　エイルと名乗った少女は、特三等に促されるままカウンターの空席に腰掛けた。彼女としても、我々から兄の話を聞きたい事情があるのだろう。その理由は、すぐに語られた。

「兄とはここ一年以上会っていません」

　彼女の発言は、残念ながらバーズの居場所の手掛かりとは程遠い物だった。

　エイルの話では、バーズは魔獣ハンターとして生計を立てており、一年前にとある凶悪な魔獣の討伐に出たきり連絡がないのだという。兄の帰りを一人待ちながら、エイルはこのディオール村で慎つつましく暮らし続けているのだそうだ。

　……無論、どこまでが真実かはわからない。

　一年前まで妹を養っていたというのであれば、何かしらの方法で金を稼いでいたことは明らかだ。しかし、それ以降会っていないという件に関しては怪しいものだ。

　陽炎かげろう事件で何人もが行方不明になっていることからこの近辺にバーズが潜伏していることはほぼ確実だし、何より一年前というタイミングは初めて陽炎事件が起きた時期と一致する。何らかの変化が起こったことは確実とみるべきだ。

「それで、皆様は兄をご存ぞん知じなのでしょうか？　今どこで何をしているか、もし教えていただけることがあったら……」

「それはこちらが聞きたいですな。我々も兄君を探してここまで来たのですから」

　特三等の少し攻撃的な物言いに、エイルの肩がぴくりと小さく震えるのがわかった。その視線が特三等や私の胸元へと滑る。

「あの、失礼ですが……皆様は、兄とどういったご関係で？」

　怯おびえたような口調のエイルに、特三等は決然と言い放つ。

「我々は、魔導審問会。法に基づき、貴女あなたの兄君を捕らえに来ました」

「……！」

　息を呑のむエイル。

「ど、どういうことですか！　兄を、と、捕らえるって……！」

「ご存知なかったようですな。兄君は他者に幻を錯覚させる攻撃魔法……幻術を使い、この近辺で何人もの人を攫さらっている。許されざる悪だ。我々は彼の身柄の拘束と、被害者の救出のために訪れました。知っていることがあるならお話しいただけますかな、レディ」

「げ、幻術……？」

　エイルの唇が、わなわなと震える。よもやとは思ったが、兄が幻術……禁忌の人身操作魔法を扱うということを、どうやら知らなかったと見える。

「あ、兄は……兄はどうなるのですか。まさか、しょ、処刑……っ？」

「ええ。一度でも理を外れた者に情状酌量の余地はありません。残念ながら兄君は、攻撃魔法を用いたことで冥府魔道に堕おち……もはや、人の身にはない」

「な、何てことを！」

　エイルが物音を立てて椅子から立ち上がり、激げつ昂こうした。

「あなた方にお話しすることなど何もありませんッ！」

　悲痛な叫びが、曇天にこだまする。道行く人々のざわめきと視線を集めながら、エイルは自分の買い物籠も忘れて足早に立ち去ろうとする。

「お、おいエイルちゃん……」

　店主の力ない呼びかけに一度だけ振り返った、彼女の目には涙が浮かんでいた。

「兄が帰って来なかったら……あなた方を一生恨みます……！」

　怨えん嗟さの言葉だけを残して、少女は雑踏の向こうへと消えていった。それを受けた特三等は頬ほおを掻かきながら嘆息し、ゆっくりと椅子から立ち上がった。

「ご主人。勘定を」

「なっ、たかが水一杯でこんな受け取れねえって！」

「なに、ほんの情報料です。それと、もう暫しばらくの間、彼女を休ませてくださるよう」

「……毎度」

　面倒事はごめんだとばかりに店主が引き下がる。特三等は捨て置かれた買い物籠を拾い上げ……猛もう禽きんの如ごとく鋭い眼光で、エイルの去っていった方向に目を向けた。

「さて。追うぞ、エッケベス補佐官」

「っ、待てよドルちゃん！」

　特三等を呼び止めたのは、ブレイスだった。

「……何であの子に、あんな酷ひどいこと言ったんだよ」

「事実を告げたまでだ。下手に濁したところで、我々の欲しい情報も得られないし、彼女も真実に気づけないままだろう。そんな偽善に何の価値がある？」

「だからって……彼女を追いかけてまで、これ以上何を問い詰めようってんだ！」

　義憤に駆られたかのようにエイルを庇かばうブレイスに、特三等は不敵な笑みを返した。

「そう牙を剥むいてくれるな、ブレイス殿。ただ忘れ物を、届けに行くだけだ」

　果物の入った籠をひらひらと掲げる特三等に、ブレイスはなおも疑念を向ける。

「俺にはそうは見えない」

　ブレイスがそう思うのも当然だろう。特三等の狙いは、標的の肉親というまたとない手掛かりを逃さず追うこと。別段、それを隠し立てようともしていないのだから。

「くっくっ。では、どう見えると？」

「……わかんねえよ。あんたらには、何が見えてるっていうんだ」

　彼女の涙が見えなかったのか、とでも言いたげだな。

　確かに、傍はた目めに見れば特三等は健けな気げな少女を泣かせる悪役かもしれない。少女の肉親を探し出して手に掛けようとする、恐ろしい存在に見えるかもしれない。

　だが、それは間違いだ。バーズは、攻撃魔導士は、魔道に背そむいた悪そのもの。人に害為なすだけの人ならざる存在なのだ。それを、人の家族と認めることはない。

「信ずるべき正義の道が、見えているとも。少しの間、一等を頼むぞ。ブレイス殿」

「待っ……！」

　伸ばした右手が、虚むなしく空を掴つかむ。握り締めた拳と、特三等が去った先とを見つめながら、小さく悪態をついたブレイスを、私は咎とがめた。

「……邪魔立てするな、ブレイス。あの娘を憐あわれに想おもうのはわかるが、我々の目的はバーズの処刑だ。そのために必要なら、特三等も我々も、どんな手段でも取る」

「これ以上追いかけて、問い詰めたって。あの子からは何も聞き出せやしないだろ」

「何な故ぜそんなことがわかる？」

「……その言葉、そのまま返す。何でガルちゃんもドルちゃんも、そんなことがわからないんだ？　本当に、あんたたちには何が見えてるんだよ？」

「何？　……何が言いたい？」

　尋たずねても、ブレイスは答えない。ただその顔に、怒りや、悲しみや、憤り……あらゆる感情をないまぜにしたような、複雑な翳かげりを浮かべて押し黙るばかりだった。

「あ、あの……ブレイス、さん？」

　不安げに口を開いたアトリが、何かに気づいてはっと息を呑のむ。

　視線を追うと、ブレイスの背後でリネットがあらぬ方向をまっすぐに指差していた。

　誰もいない遠くを。

「っ、リネットちゃん？　そっちに何か……」

「…………あいつか！」

　まるで猛犬のような形相で、ブレイスはその指先へと振り返る。そして、吼ほえた。

「土霊ノームよ！　我が友よッ！　絡つなげ、繰たぐれ、半らなる糸アンギニヨルッ！」

　戦闘準備を告げる、半操術の呪文を。

　呼応してリネットの片目が金色の輝きを増す。

「な……何だッ？」「ど、どした兄ちゃん」「おいおい、揉もめ事ごとか？」

　街中で急に呪文を唱えたブレイスに、付近を歩いていた村人たち警戒の目が向く。

「待ちやがれ！」

　そんな周囲の視線には目もくれず、ブレイスは駆け出した。

「と、止まれ、ブレイス！　許可なく私の目の届く……」

「ガルちゃんは足手まといだ！　そこで休んでろ！」

「な、何だと！」

　生意気な口を。と、文句を投げようとしたところで、ブレイスが歩行人とぶつかる。

「いでっ！　お、おいキミぃ、前見て歩けよ！　危ないなぁ！」

「わ、悪い……っ、くそ、見失った！」

　キョロキョロとあたりを見渡すブレイスとリネットに、嘆息しつつ尋たずねる。

「……先ほど、村に来る前に見たという人影ではないだろうな？」

　ブレイスは聞く耳持たず、遠くへ目を凝らしては顔をしかめている。

「いい加減にしろ！　あれはお前以外誰にも見えてはいなかった。ただの幻だ！」

「俺だけじゃない！　俺と、リネットが見たんだ！　信じろよ！　俺たちには常人じゃ見えない物が見えてるって、報告書に書いたのはガルちゃんだろ！」

「……っ」

　その言葉に、一瞬戸惑う。

　確かに、特三等がブレイスを連れてきたのも、幻術を見抜き暴く鍵たり得るという可能性に賭けてのこと。その瞳が、今この時、見えざる影を捉えているという。

　再び、リネットの細くすらりとした指先が、まるで突き刺すように一点を指し示す。

「信じてついて来てくれよ、ガルちゃん。あんたはいつも通り、見てるだけでいい」

「何を、言って」

　言いかけて、私は身体からだが宙に浮いているのを感じて言葉を止める。

　気づけばリネットが、いつかのように私を担ぎ上げていた。

「は……放せ！　どこへ連れて行く気だ、ブレイスッ！」

「ガ、ガルノーさまぁっ！　待ってくださーいっ！」

　待てと言われて私が待てるか。困惑するアトリの姿が、どんどん小さくなっていく。

　風のように駆けるリネットは、路地を突っ切り、裏通りへ駆け入り、うずたかく積まれた木き樽だるを駆け上り、屋根から屋根へと渡って、石畳の坂を滑り降りる。めまぐるしく移り変わる景色に、気分が悪くなるのはそう遅くはなかった。

「……くそ。もう好きにしろ」

　すべてを諦め、リネットの肩に身を委ねる決意をしてからしばらくして、ブレイスに追いついたらしいリネットがその足を止め、私を地面に降ろした。

「……どこだ？　ここは」

　まだ少し痛む頭を押さえながら、上体を起こして周囲を窺うかがう。

　草原の真ん中にぽつりと建った木造の小屋の前。石造りの井戸と、二頭の牛を囲むように立てられた柵。世捨て人がひとり静かに暮らしているような、そんな寂れた場所だ。

　先程まで我々がいた村は、かなり遠くにぽつりと見えた。

「おいブレイス、こんな場所に一体何が……」




「お前がバーズだな？」




　ブレイスは一言だけ、しかし力強くそう言い放った。

　バーズ……バーズ、だと？　馬鹿な。ブレイスが見つめている屋根の上には、誰の姿もない。そう認識しようとした瞬間、空が歪ゆがんだ。

「やれやれ、とうとう見つかってしまったね。お見事だ」

　何もなかったはずのその場所に、やつれ顔の少年が座っていた。

「……貴様が！」

「ああ、初めまして。僕がキミたちの探している、バーズ・アンティノアだ」

　陽炎幻士イリユージヨニスト、バーズ・アンティノア。

　探していた敵が、今、目の前に出現した。

「動くな！　土霊ノームよ、土霊ノームよ……ぐっ」

　頭に割れるような痛みが走る。疲弊しきった状態で無理に魔法を使おうとしたからか。

「無理はしない方がいい。ここまで来るのにずっと障壁魔法を使い続けてきただろう」

「なぜ知っている……！」

「なぜって、ずっと見ていたからね」

　ずっと見ていた？　馬鹿な。いつからだ。

　……まさか、最初に幻を見たあの時から、ずっと？

「なかなかいい見世物だったよ。幻に一喜一憂し、団結して一直線に突き進んでくるキミたちの姿は、愚かしいまでに見ものだった。……けど、ブレイス君、だったかな。どうしてかキミにだけは、最初から一度も幻術が効いていなかった」

　骨ばって痩せ細った指先が、ブレイスを指差す。

「けど今、ようやくその理由がわかったよ。キミは人形遣い……その少女の人形と、常に半分ずつ感覚をリンクさせている。キミに幻を見せようとしても、もう一方の人形の目で常に真実を見続けているから、惑わすことができなかったんだ」

「どうだっていいんだよ、そんなことは。お前に聞きたいことはひとつだけだ」

　ブレイスの顔に、いつもの笑顔はなく。そこに浮かんでいたのは、今まで私が目にしたこともないような、強く激しい怒りだった。

「はは、いいよ。僕に辿たどり着ついたご褒美だ。何でも答えてあげよう」

　虚うつろな笑顔を浮かべたバーズは、幽鬼のようにふらりと立ち上がる。思っていたよりも年若い少年だったが、その語り口は見た目よりもずっと大人びていた。屋根から飛び降り着地したバーズのもとへブレイスは大股で詰め寄り、その胸倉を掴つかんで吼ほえる。

「お前、何であんなことしてる……！」

「はて。あんなこと、とは？」




「とぼけんじゃねえ！　どうしてあんな荒野の真ん中で、何もない場所で、妹に、攫さらってきた人達に、村人ごっこなんかさせてんだって聞いてんだよ！」




　何を、言っているんだ、こいつは。

　荒野の真ん中？　何もない場所？　馬鹿を言え。あそこは村だ。

　村人ごっこ？　寝ぼけたことを言うな、彼らはあのディオール村の住人だ。

　──あんたらには、何が見えてるっていうんだ。

　己を信じようとする理性に反して、本能がそれは誤りだと告げる。

　バーズは言った。ブレイスには、最初から幻術が効かなかったと。

「そんな。そういうこと……だったというのか」

　こんな馬鹿げた話、信じたくはない。だがそう考えれば、辻つじ褄つまが合ってしまう。

　ブレイスの見てきたものが本物で、私たちが見せられていたものが幻だ。誰にも見えなかったバーズの姿が本物で、草原の中に佇たたずむ村は幻だ。だが、ブレイスと会話していた、ブレイスが存在を認識できていた、エイルや村人たちは本物だ。

　ブレイスの見ていた荒野だけが本物で。

　私たちや、村人たち……そして、エイル・アンティノアが見ていた村は、幻だ。

　彼らは、そこが村であるという幻を見せられながら、荒野の中に暮らしていたのだ。

「……っ」

　そう認めた瞬間、まるで正解だとでも言わんばかりに周囲の光景が荒野へと変じた。

　小屋も井戸も消え果て、風は冷たく、空は薄暗く。ブレイスがバーズを問い詰めた叫びも、残響ごと広すぎる空へと吸い込まれていった。

「はは……はははっ。どうして、キミがそんなに怒るんだい」

「何、嗤わらってやがる……！　あんな残酷な真ま似ね、しでかしておいて！」

「残酷……ね。キミにはそう見えているのか」

　胸倉を掴つかまれ、鬼の形相で凄すごまれながら、なおもバーズは冷たく笑った。

「残酷だろ……！　だってあの子、エイルさんは、一度も笑ってなかった！」

　その余裕が、ブレイスの一言でぴしりと石のように固まる。

「……バーズ。最初は、お前の妹を見て思ったんだ。ドルちゃん達が討伐するって息巻いてる『悪い魔法使い』にも、血の繋つながった、家族がいるんだって。皆みんながやろうとしてることは、そんな家族の絆きずなを引きちぎるような真似なんだって」

　ブレイスの声音が含む感情は、怒りだけではなかった。

　自分には決して手に入らない物への、羨望、憧憬。そんな風に、私には聞こえた。

「けど、そんなことよりも！　あの子は笑ってなかったんだ！　兄貴を心の底から心配して、兄貴を悪魔だと侮辱した相手に激怒してた！　そこまでお前を想おもってくれる妹に、何で本物のお前の姿を見せずに幻なんか見せ続けてんだ！　答えろよ、バーズ！」

　吼ほえるブレイスの手首に、バーズが細い指を突き立てる。静かな、しかし確かな怒り。

「黙れ。キミに、僕達の何がわかる？」

「わかんねえから聞いてんだ。答えるまで離さねえぞ」

　胸倉を掴つかんで離さない右手。しかし、もう一方の左手は、拳を作ることもしない。彼の左手は、リネットと糸をつなぐための手で、拳や剣を握るためのものではないからだ。

「……ひとつ、昔話をしようか」

　平行線の言い合いに観念した素振りを見せたバーズは、不敵に笑いそう告げた。まるで理由を聞けば嫌でも納得せざるを得なくなる……そんな打算を思わせるような表情で。

「甘言だ。耳を貸すな、ブレ……むぐっ」

　思わず開いた私の口は、リネットがぐいと押し当ててきた柔らかな指先に封じられた。

「甘言かどうかは、俺が決める。ガルちゃんは……審問官は、口を挟まねえでくれ」

「くくっ……ははっ。そう来なくては。安心してくれ、惑わすつもりも煙に巻くつもりもない。実際、僕はブレイス君に襟首を掴まれて逃げられないし、人形遣いには幻を見せることも敵かなわない。……だから、これから話すのは幻や偽りじゃない。ただの、事実だ」

　沈黙で促すブレイスに、バーズは「昔話」をぽつりぽつりと語り始めた。

「ディオール村。あれは何も僕が考えた架空の村じゃない。かつて一人の男が仲間を集めて築いた魔法使いたちの住む村さ。ディオール・アンティノア。僕とエイルの祖父だよ」

　やせ細った指先が、まっすぐに天を指す。どこまでも続く暗雲に満ちた空に、どこからともなく現れた飛竜ワイバーンの影が横切って消えた。

　これも、幻？　私はまだ、奴やつの術中から脱せていないのか？

　……アトリの『治し水エールエル』を、浴びていなかったから？

「ブレイス君には見えないだろうが、今頭上に広がっている曇天は、まさしく魔王大戦期の暗黒の空だ。魔素と呼ばれる瘴しよう気きが満ち、空を覆い隠した絶望の時代。そんな中、祖父たちはこの村を拠点に魔王軍と果敢に戦い続け……そして、ついに平和を勝ち取った」

　バーズの語る間にも黒雲は薄く小さくなっていき、ついには晴れ渡る青空が、私たちのよく知る青い空が頭上に広がった。

「勿もち論ろん、実際に魔王を倒したのはかの英雄だ。祖父がしたのは、せいぜい辺境の魔族を相手取り、村に住む人々をその魔の手から守ったくらいさ。だがそれでも彼は間違いなくヒーローだった。彼は生ける英雄として何年も何年も村人たちに慕われ続け、彼の名で呼ばれ始めた村には平和な時間が流れた。……だけどその平和も、長くは続かなかった」

　晴天に、雷鳴が轟とどろく。瞬く間に空には暗雲が立ち込め、篠しの突つく雨が降り注いだ。

「災厄のようだったよ。突然現れた彼等は、あっという間に祖父を殺した。彼を、幻術という攻撃魔法を使う罪人だと、決めつけてね。そして村の英雄だった祖父を庇かばおうとした両親や村の皆みんなも殺し、本当にあっという間に全てを奪っていった。村の中では一番若かった僕とエイルだけが、皆から守られ、逃がされ、祖父仕込みの幻術で姿をくらまして命からがら逃にげ遂おおせたんだ。……当然、わかるだろうブレイス君。平和を壊したのが誰なのか。祖父の命を奪ったのが誰なのか。ディオール村を蹂じゆう躙りんしたのが誰なのか」

　雨に濡ぬれたブレイスの顔は、それが涙に見えるほど悲痛な表情を浮かべていた。

「……魔導、審問会」

　絞り出すように、一言だけ。バーズは正解だと答える代わりに、微笑ほほえんでみせた。

「これが僕の理由。僕の正義だ。あの日粉々に壊された村の幻を、エイルにだけはずっと見せ続けている。彼女の心が壊れないように。彼女の瞳が曇らないように。彼女が寂しい思いをしないように。すべては妹の……エイルのためなんだ」

　雨に冷やされた意識の下、暗闇に包まれて聞いた言葉を思い出す。

　魔導審問会を名指ししての警告。そして、退ひけば見逃すという明らかな挑発。

　この男は、魔導審問会に対する復ふく讐しゆうのために、この場所に我々を誘おびき出したのだ。

「僕の行いを残酷だと言ったね、ブレイス君。けど、どうだろう？　幻の方がいかばかりか救いがあると思わないか？　ありのまま、全てを失ったという絶望的な現実を受け入れさせる方が、まだ小さくか弱い妹にとってよほど残酷だとは思わないか？」

「……わかんねえよ」

「……なに？」

　ブレイスは、歯は噛がみしながら短く答えた。予想と違う答えだったのか、バーズは冷たい瞳でブレイスを見つめる。返されたブレイスの言葉は、冷ややかな憤りだった。

「わかんねえよ、俺には。せっかく二人で生き残ったのに、その痛みや苦しみを分かち合おうともせずに、一方的に操って洗脳して、モノみたいに扱って、心を封じ込めちまうようなお前の気持ちなんか、これっぽっちもわかんねえ」

「何だと……ッ」

　そうだ。かつてブレイスも、全てを奪われた者だった。

　そして、彼のもとにはたった一人の肉親すらも残されなかった。師匠と出会い、リネットを授かるまで。ブレイスは、バーズと同じ絶望と孤独に晒さらされ続けてきたのだ。

「全てを失ってなんかないだろ。エイルさんには、たった一人の家族が、お前がいる。お前しか、いないだろ。何でお前が傍そばに寄り添ってやらないんだ。ずっと信じてくれる人を信じ返してやろうって思えないんだ。人に幻を見せてるつもりで、一番現実を見れてないのは、バーズ、お前の方じゃないのか」

「黙れッ、『人形』遣いッ！　キミだって同じだろう！」

　ぴくり、と。リネットが私の唇にあてた指先が、バーズの言葉に反応して揺れた。

　見ればブレイスの顔にも、驚きよう愕がくと動揺の色が浮かんでいる。

「その左手で今も人形を操りながら、よく高説を垂れられるものだ。裏切られるのが怖いから、絶望するのが怖いから、決して裏切らない人形を操って、傍そばに置いて、安心する。僕と何が違う？　僕の行いを現実逃避と言う資格が、キミにあるのか人形遣いッ！」

「っ……違う。違うッ！　一緒にすんじゃねえ！　お前のクソ悪趣味な幻術と、俺の、俺たちの人形操術を！　幻を見せて、心を縛って、塗り潰して、支配する……そんなふざけた洗脳術と、俺たちの絆きずなを！『人形』なんて言葉で同列に語ってんじゃねえよッ！」

　半ば泣き叫ぶように、ブレイスは咆ほう哮こうを返す。

「ブレイ、ス……」

　私はずっと、奴やつを監視してきた。バーズや、八年前に処刑したあの女性と同じく、人身操作に手を染めた悪の魔法使いとして、ブレイス・フロイドロックを監視してきた。

　だが、それは真実か？　本当にブレイスは、奴と同じか？

　こうして烈れつ吼こうする彼の言葉は、悪魔の囁ささやく甘言に聞こえるか？

　ブレイス・フロイドロックは、いたいけな少女の心を縛り、洗脳し、操り、支配するような歪いびつな関係を……心の底から「絆」だと叫べるような、そんな男か？

「そうだ……俺とリネットは、ずっと分かち合ってきた！　怒りも、悲しみも、喜びも、幸せも！　二人でずっと同じものを見てきたんだ！　バーズ、俺とお前が違わねえってのなら、お前たち二人も同じようにできたはずだろ！」

　ひたすらに感情をぶちまける、彼の頬ほおに流れる雨筋が、まるで涙にも見えた。

　私は今まで、この男の何を見てきた？

　人形遣いとしての在り方を、怒りながら吼ほえる姿も、泣きながら叫ぶ姿も。私は今まで目にしてこなかった。あるいは、自分の見たいようにしか見ようとしてこなかった。

「人間と人形おれたちにできて、血の繋つながった兄妹きようだいのお前たちにできねえことなんかあるか！　血の絆ってのは、そんな幻なんかで繋ぎ止めなきゃ壊れちまう、脆もろいモンなのかよッ！」

　ブレイスは『そのこと』を言葉にはしなかった。だが、その叫びは物語っていた。

　自分はリネットを笑顔にできない。何な故ぜなら彼女は人形だから。

　でもバーズは、エイルを笑顔にできる。何故ならたった一人の家族だから。

　だからそれを選ぼうとせずに、いつまでも現実を覆い隠し続けているバーズに、ブレイスはあれほどまでに怒っていたのだ。あの、万年笑顔の楽天家が。

「……バーズ。俺はお前を殴ってでも向き合わせるぞ。現実と。妹さんと」

　そう語るブレイスの顔には、いつの間にか……力強い笑顔が、浮かんでいた。

「それがキミの、正義かい」

「ははっ、そんな大層な名前ついてねえ。これは俺の、俺たちの我わが儘ままだ。俺の師匠がそうしてくれたように、俺は人形遣いとしてお前たちを笑顔にしたい。だよな、リネット」

　降り続く雨に髪を煌きらめかせ、リネットは優雅に一歩ずつ二人の下へ歩み寄る。吸い込まれるようなあの瞳に見つめられ、バーズは少しずつ荒らげた息を落ち着けていった。

「……エイルを、信じていないわけじゃない」

　そして、ぽつりと口を開く。

「彼女に現実を見せれば、きっと絶望する。けど、それが怖いわけじゃない。エイルには僕がいる。僕ならエイルを絶望から救い上げ、癒いやし、守り抜くことができる。なんせ血の繋つながった、お兄ちゃんなのだからね」

「バーズ……」

「けど、僕らが笑い合う世界には、どう考えても存在してはいけない邪魔者がいる」

　笑顔から一転。恐ろしい程に冷たく尖とがった視線が、私の方へと向けられた。

「魔導審問会。こいつらがこの世にある限り、僕も、エイルも、真の平穏など望めない」

　その怒りに呼応するかのように、雨は滝のごとく勢いを増した。

　貴様。あくまで、復ふく讐しゆうを願うか、バーズ・アンティノア……！

「……やめろ、バーズ。復讐なんて」

　ブレイスが、腰の剣に手をかけながらバーズと私の間に立ち塞がる。

「何の意味もない、とでも説くかい？」

「経験則だ。復讐はお前の心を殺すだけで、何も与えちゃくれない」

「得られる物ならあるさ。僕とエイルが、笑顔で過ごせる未来を手にするためだ」

　笑顔、の一言に、ブレイスは黙り込む。その感情を窺うかがい知しるのは容易だった。

　人形遣いの矜きよう持じに従い、兄妹きようだいを笑顔にしようと誓うなら。そのための最大の障害は、我々魔導審問会である。その思考に至り、迷っているのだ。

「ブレイス君。どうやらキミは、どちらでもない。僕を殺しに来たわけでもなければ、僕に味方して審問官どもに牙を剥むく気でもない。物の見方や立場が変われば正義も悪も入れ替わり立ち替わる、が……キミにとっての悪は、どちらでもないようだね」

　バーズの言う通り、ブレイスはどちらでもない。掲げるのは何の解決にもならない先送りの逃避だ。攻撃魔導士の側でも魔導審問会の側でもない、どちらの正義にも与くみさない、中立のエゴ。「みんな助けて笑顔にしたい」という、子供じみた理想論に過ぎない。

「お人ひと好よしのキミに、復讐を、人殺しを手伝え、なんて頼んだりはしない。ただ、手を貸すつもりがないのなら、手を出すことも控えてくれ。これは僕の果たすべき復讐なんだ」

「……っ、考え直せ、バー」

　言葉は最後まで続かなかった。

　バーズが、ブレイスの横っ面に思い切り拳を見舞ったからだ。

「っが……！」

　間髪を入れず懐に手を入れたバーズが取り出したのは……拳銃。

　あまりにもその動作が鮮やか過ぎて、銃口が私へと向けられ、引き金が引かれるのを、私はただ間抜けに眺めているしかできなかった。

「己の罪を知れ、正義気取りの虐殺者め」

　ぱん、

　と、乾いた破裂音だけがこだました。

「…………っ」

　撃たれて、いない？

「どっ……どうして」

　その事実に最も困惑していたのは、バーズ自身だった。

　私の眼前には、いつの間に抜いたのかリネットが握る細剣の刀身が掲げられていた。しかし、その刀身に弾丸が当たった形跡も、ましてや外れた形跡もない。

「空砲……？」

　弾は、最初から撃たれていなかった。




「どうして、とはつまり……どうして幻術が解けているのか、という意味か？」




　視界の外から、落ち着き払った厳粛な声。

「ドルドヴェルク、特三等……！」

　特三等だけではない。そこには作戦の参加者が集結していた。

　各々が防壁魔法を展開し、補助魔法を施した手足で構えを取り、武器を持ち、銃口を向け、全員がバーズに対して敵対の意思を表明していた。「構え」の合図で手をまっすぐに天へと突き挙げたままの特三等を、バーズが無言で睨にらみつける。

「やはり、貴殿が鍵だったようだな、ブレイス殿。よくやってくれた」

「ッ……！」

　立ち上がったブレイスが、特三等とバーズの間に割って立つ格好となる。その表情は、図らずも自分がバーズの討伐に協力してしまった憤りに染まっているようにも見えた。

「あの後酒場に戻ったら、右往左往するアトリ君を見つけてな。聞けばブレイス殿が何かを見つけて、ギルトフッド一等を連れて一目散に駆けていったという。それを聞いて確信したぞ。貴殿が、バーズを見つけ出したのだとな」

「全部……っ、あんたに良いように転がされてたってわけか……！」

「いいや？　それは買い被かぶりが過ぎる。勿もち論ろん貴殿に期待はしていたが、貴殿はその期待を超えた働きをしてくれたというだけだ。噂うわさに違たがわぬ慧けい眼がん、見事だったぞ人形剣士ドールブレイブ殿」

　言葉では謙遜しつつも不敵に笑う特三等を、ブレイスが歯は噛がみしながら睨にらみ返した。

　その時、特三等の率いる厳重な隊列をかい潜くぐり、小さな影が飛び出してきた。

「ガルノーさまっ！」

　響き渡る雷鳴にいちいち怯おびえながらも、アトリが私のもとに駆け寄ってきた。力強く握られた手に滴り落ちた温ぬくもりが、雨ではなく大粒の涙だとはっきりわかった。

「アトリ……」

「心配しましたっ、すごく……！　魔法が使えるほど回復してないガルノーさまが、もしバーズと出会って襲われてたらって……」

「あ……あまり見くびるな」

　突っぱねてはみたものの、繋つないだ手から伝わる温かさが、彼女の心配する言葉が、私に安あん堵どをもたらしたのは事実だった。

「……そいつの、小細工か……！」

　ひりつくような低い声。バーズが憎々しげな視線を向けているのは、私でも特三等でもなく、子犬のようにぷるぷると震えながら唇を固く結ぶ、アトリだった。

「幻術用の空砲。あの時、車内で聞こえたものと同じだな。発砲音を聞いた者に錯覚を植え付け、撃たれたと誤認させて気絶、あるいはショック死させる、悪辣な魔法。だが」

　特三等が、掲げた手を天を指す形に変える。

「この『治し水エールエル』の雨に打たれている限り、我々に幻術は通用しない」

　降り注ぐ雨は、幻ではなかった。アトリが、その小さな身体からだに秘めた気力を振り絞って絶えず発動し続けている、幻術を解除できる治癒魔法……治し水エールエル。

「皮肉だな、バーズ。幻術使いの貴様が、幻ゆめと現うつつを取り違えるなど」

「ぐ……っ！」

　明らかな焦りに彩られたバーズの視線が、何な故ぜかエッケベス補佐官を捉えた。

「セヴェラナ・エッケベス。僕を騙だましたのか……！」

「ご冗談を。私はあなたの復ふく讐しゆうを手伝うとも邪魔しないとも言っておりません。無傷で帰してもらう代わりに、近く多数の審問官を連れて戻ってくるとしか。その、またとない復讐の機会を。ものにできなかった貴方あなたが、愚かだったというだけです」

　毅き然ぜんと言い放つエッケベス補佐官の肩に、特三等の手が置かれる。

「そんな機会など、初めから無い。我々の方が上手だったというだけだ」

　ほとんど無防備で大挙し、幻術の餌食になるだけの筈はずだった審問官たち。そのバーズの目もく論ろ見みは見事崩れ去り、逆転した形勢の中で特三等が高らかに勝利宣言した。

「正義が、勝つのだバーズ。再び我々を幻術にかけるには、呪文を詠唱せねばなるまい。だが、そのような隙を与えはしない。貴様の悪は、ここに潰ついえる」

「……っ、ドルちゃん！　待ってくれ！」

　俯うつむいて押し黙るバーズに代わり声を上げたのは、ブレイスだった。手には抜き身の剣を携え、まるでバーズを守るように立ちはだかる。

「ブレイス殿。これ以上の邪魔立ては看過できん。貴殿も罪に問わねばならんぞ」

　その忠告も、聞き入れようとしない。どちらにも、相手を殺させないために。子供の理想論を掲げて、この場を収める夢物語のために。

「バーズはほんの少しやり方を間違えただけなんだ。誰も殺しちゃいない。ならその罪も命でしか贖あがなえないことはないはずだ！　今ならまだ、やり直せるんじゃないのか！」

「……ブレイス。悪に、やり直しなどない。罪を犯した者は、裁かれねばならない。そうでなければ守れない。平穏も、秩序も」

　それが、この世界のルールだ。最も近くで奴やつを見てきた私が、伝えるべき現実だ。

「いいか？　ブレイス・フロイドロック。一度しか言わないからよく聞け。早くそこからどくんだ。特三等は、その男を処刑するためにいくつもの準備を重ねてきた。偶然ではない。私やアトリ、エッケベス補佐官。そして貴様が作戦に同行したことは、全て特三等の計算の上だった。全て上う手まくいった。貴様は、その最後の障害になるつもりなのか」

　頼む。聞き入れろ。

　目標討伐の妨害などというくだらない罪で、貴様が裁かれるのを望みはしない。

「でも……ッ」

「彼女の言う通りだよ、ブレイス君。そこにいられると邪魔なんだ、どいてくれ」

　驚くほど穏やかな声音で、バーズがそう言った。

「……聞け、魔導審問会。このどうしようもないお人ひと好よしは、僕とは無関係だ。優しさも正しさも飼い慣らせない、ただの無害な半端者さ。キミたちが裁くのはお門違いだ」

　覚悟を決めたように、バーズは笑顔を浮かべていた。

　状況は完全に詰みだ。もはや自分が処刑されるか、自分を庇かばったブレイスともども処刑されるかの結果しかない。それを理解したらしいバーズは、道場などではなく、己の利のために、最後の希望をブレイスに託すために、言葉を連ねた。

「そして、無関係のキミになら、頼めるかな。妹を……エイルを、どこか安全な場所に連れて行って暮らしていけるよう、手を回してくれないか。すべては妹のためだったんだ。彼女が幸せに生きていけるなら思い残すことはない」

「ダメだ、バーズ……！　彼女が笑うには、お前が隣にいないと！」

「聞き分けが悪いな。……復ふく讐しゆうは、叶かなわなかった。二人で笑うことは叶わなかった。けどキミなら、エイルだけでも笑顔にできるかもしれない。……だから、頼むよ」




「残念ながら、それは不可能です」




「……エッケベス補佐官？」

　バーズへ言葉を返したのは、ブレイスではなくエッケベス補佐官だった。

「……どういう事だい？」

　硬直するバーズに、補佐官は淡々と告げた。

「何な故ぜならエイル・アンティノアは、我々がこの場に来る前に……既にドルドヴェルク特三等の手によって処刑されているからです」

　……は？

　何を、言っている？

「いま、何、て」

　バーズもその言葉の意味が呑のみ込めていないらしく、笑えない冗談を聞いたような顔で震えている。特三等も補佐官の暴挙に、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で吐き捨てる。

「……何故それを今告げた。あまり感心せんぞ、エッケベス補佐官」

「申し訳ございません。出過ぎた真ま似ねを致しました」

　どういう、ことだ。

　エイル・アンティノアは、攻撃魔法使いではない。罪のない彼女を処刑することは、魔導審問会の理念に反する。なのに、どうして特三等は彼女を処刑した？

　それに、彼女の処刑が真実だとしても、どう考えてもこの場でバーズにそれを明かすことに意味が見いだせない。エッケベス補佐官は、血迷ったのか？

「嘘うそ、だ。うそだうそだうそだ。エイル、が、エイルが……ころ、され、た？」

　先程までの笑顔が嘘のように、バーズは青ざめた顔で震えている。

「嘘ではありません。エイル・アンティノアは、貴方あなたが帰ってこなかったら一生恨むと言っておりました。ですから危険分子として、私が特三等に処刑を進言したのです」

「いい加減にしたまえ、エッケベス補佐官。黙っていれば滞りなく済んだものを、あまりべらべらと口を滑らせてくれるな」

　出過ぎた真似と自戒しつつもなお淡々と告げるエッケベス補佐官を、窘たしなめるように特三等が声音を落とす。全てが予定通りに進んでいたのに、ここに来て彼女が予想外の動きを見せた……そんな焦りと苛いら立だちを、まるで隠し立てるかのように。

「……それに、あの娘を処刑することに決めたのは、貴官が口を挟んだからではない。あくまで、この俺自身の意志だ」

　溜ため息交じりに発せられた特三等の言葉に、ブレイスが激げつ昂こうして問う。

「ドルちゃん、てめぇ……！　何で、あの子を殺した！　罪のない人まで手に掛けるなんて、それが、そんなもんが、あんたらの言う正義だってのかよッ！」

「……ああそうだ！　それが我らの……いや、この俺の正義！　最初の正義だッ！」

　胸に輝く銀章に、乱暴に拳を重ね、特三等は怒号を返す。

「俺が初めて処刑したのは、とある魔導士一家の一人息子だった。生まれて三年も経たたない、魔法なんて使えもしない子供だった。だが失った者は恨みや憎しみを決して忘れることはない。同情や憐あわれみで生かしたところで、成長し力をつければ必ず悪魔となって再び我々に牙を剥むく！　現にバーズ！　貴様が！　貴様こそがその典型ではないかッ！」

　指先という銃口をバーズに向け、昂たかぶる特三等は咆ほう哮こうの弾丸を浴びせていく。

「だから俺は、生かさない！　一族郎党、全て根絶やしにする！　悪の芽を摘み、復ふく讐しゆうの鎖を根元から断つことこそが、この俺の正義だ！　バーズ・アンティノア、貴様もここで終わらせてくれる！」

「ふざ、けるなァ……！　終わるものか！　貴様の言う復讐の鎖とやらが、どちらかが滅ぶまで終わらないのならッ！　一人でも多く、殺してやるッ！」

　弾丸の入っていないことを怒りで忘れているのか、拳銃を握り締め、リネットを乱暴に押しのけて、バーズが一歩、駆け出す。

「斉射用意ッ」




　ぱんっ。




　撃てい、の合図に先んじて。銃声が一発、轟とどろいた。

　バーズの銃ではない。

「……それでは、こうすれば。より多くの命が失われますね」

　エッケベス補佐官が、隣に立つ特三等のこめかみを撃ち抜いた音だった。

「な……ッぜ、だ。エッ、ケ」

　二度目の銃声が、絞り出すような低い呻うめき声ごえを入念に掻かき消す。

　一体何が起きたのか、誰もわからなかった。その場にいた全員が、硬直した。

　特三等の巨きよ躯くがぐらりと傾き、地面に倒れるまでの、ほんの数秒。

　動けたのは、バーズだけだった。




「火霊サラマンダーよ。怒いかれる龍りゆう焔えんよ」




　その呪文の一言で、爆発のような熱風が巻き起こった。

「ぐ……ぁ！」

　近くにいたブレイスとリネットは、その勢いに吹き飛ばされる。

「……今度こそ逃さないでくださいませ。せっかくの、復讐の機会を」

　淡々とした声と共に、エッケベス補佐官の姿が陽炎かげろうの向こうへと消える。

　世界が揺らめき、巨大な太陽が照りつける。あれだけ全身を濡ぬらしていたはずの雨は水滴一粒たりとも残っておらず、肌を焦がす熱が体中の水分までも奪っていこうとする。
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　幻術……だというのか、これも。

「ア……アトリッ、水だ！　この場の全員に、治し水エールエルを浴びせるんだ！」

「ひぁ……はひっ。ウン、ディネよ、うぅ、ンディーネ、よっ、せぇ、れんなるっ、同胞はらからよっ。病みたるをっ、清めっ。いた、みたるをいやせっ。治し水エールエルぅっ」

　熱と疲労にうかされながら必死に唱えた呪文が、頭上に池ほどの水塊を作り出す。

「あ……あぁっ！」

　しかし、アトリの決死の魔法も虚むなしく、水塊は弾はじける前に蒸発して霧散した。一切の救いを許さない焦熱が、陽炎かげろうをいっそう激しく揺らめかせる。

「う……うぎゃぁぁあああっ！　熱いっ！　あづいぃいあああぎぁあああああっ！」

　悪夢のような金切り声に振り返れば、熱に悶もだえる審問官が一人、炎に包まれていた。

「う、お、落ち着けェッ！　これは幻、これは幻……ッ、よせ！　来るなァ！」

「ダッ、だずげッ、あづ、ぁ、あヅいよォぉオおおオッ！」

　炎は瞬く間に勢いを増し、あっという間に全身が火だるまと化す。何人かの水属性の魔導士がアトリと同じように水をかけようとしたが、無情にもその全ては虚空に出現した瞬間に蒸発し、衰えぬ炎は周囲の審問官を次々に呑のみ込む。阿あ鼻び叫きよう喚かんの、地獄絵図。

「うわああああッ！　た、助けてくれェェエ！」

「ま、待て、どこへ行く！　と、特三等を置いて逃げッ、うがッ、ぎぇあああッ」

「あ、あの裏切り者はッ、エッケベスはどこに消えたッ！　奴やつを探、ぐァッ、ぁがァッ」

　幻だ。これは全て幻だ。皆、正気に戻ってくれ。

　どうか私を、正気に戻してくれ。

「火霊サラマンダーよ。滅めつ尽じんの化け現げんよ」

　陽炎かげろうの中を亡者のようにふらふらと歩くバーズが、一言一言、呪文を口ずさむ。

　いや、これはまだ呪文ですらない。火霊への呼びかけ……『枕詞プリムラ』に過ぎない。

　馬鹿げている。完成さえしていない魔法が、これほどの効果を発揮するものか。わかっている。奴は幻術士。これは全て幻。この惨劇は、すべて、まぼろしなのだ。

「おいアトリ！　早くアイネルと一緒にここから逃げるぞ！　この状況はヤバ過ぎる！」

　ロカヴェルが、私とアトリの下へと駆けてくる。

「い、いやっ。かひゅっ、か、ガル、ノーさまと一緒に、あの、わひっ、悪者を、やっつけない、とっ……！」

　もう呪文の一つも唱えられないほど乾ききった声で、アトリは気丈に答える。

　何な故ぜだ。お前は審問官じゃない。どんなに誇り高い正義の心を持っていたとしても、殉じるべき肩書などお前にはまだない。私を置いて、早く逃げろ。

　お前の命まで背負えるほど、私は強くない。

「わた、ししか、っ、ひないのっ！　みなさんの目を、しぁ、覚ませるのは、わたひ、だけしか……！　う、水霊ウンデイーネよ、水霊ウンデイーネよっ、清廉なる、は、同胞はらからよっ！」

「何言ってんだッ！　早く立て！　お前も燃やされちまうぞ、アトリッ！」

　叫んだロカヴェルの頭に、痩せ細った手が置かれた。

「火霊サラマンダーよ。火か天てんを睨ねむ双そう瞳どうよ」

　ボンッ、と爆発音がして。ロカヴェルの全身が、あっという間に炎に包まれた。

「い……いやああああああああああッ！」

　ロカヴェルを焼き尽くしたバーズの顔を見るも、その顔色は窺うかがい知しれない。

　何故なら、奴の首から上は、既に揺らめく火炎と化していたからだ。

「火霊サラマンダーよ。気炎万丈を立ち昇るとて天上には至らねど、その悉ことごとくをあかく照らすものよ」

　もう口など存在しないはずの燃え盛る頭部から、確かに聞こえる呪文。まるで地獄の底で呻うめくように低く声を轟とどろかせながら、バーズだった炎はじりじりと近づいてくる。

　その眼前に颯さつ爽そうと立ち塞がったのは、エルディマリー三等だった。

「おね、ぇちゃ……っ！」

「一等と逃げなさい、アトリ」

　夫を焼き払った焦熱に晒さらされながら、それでも彼女は毅き然ぜんと両手を広げる。

「麗しいね。血の繋つながった、姉妹の絆きずな？　羨ましい、なぁ。僕にはもう、無いから」

　炎の奥底から、耳を灼やくような声がおどろおどろしく響く。怒りとも、絶望とも取れない、ただ全てを呪う抑揚のない怨えん嗟さ。

「……ああ。その顔。見覚えが、あるな。僕たちの村を、焼いた連中に、キミもいたね」

　途切れ途切れの虚うつろな声に、エルディマリー三等の肩が跳ねた。かつて、ディオール村で一斉検挙を行った部隊に、彼女は所属していたらしい。

「だったら、文句はない、はずだ。村の皆みんなと、妹の、仇かたき。死んで、贖あがなってくれ」

　ゆっくりと、ロカヴェルを燃やした手が三等の顔へと伸びる。

「……赦ゆるしてくれとは、言わないわ……」

「だ、だめっ！　お姉、ちゃ」




　薄紅色の、風が吹いた。




「バァァァァァァァズぅぅッッ！」

　リネットの剣けん閃せんが、伸ばされたバーズの腕を両断し。

　ブレイスの脚が、炎となりつつあるバーズの身体からだを蹴り飛ばした。

「こっの……馬ッ鹿野郎ォッ！　何てことしてんだァァッ！」

　蹴倒した身体に馬乗りになり、火炎と化した頭部に剣を突き付け、悲痛な声で叫ぶ。

「あっ……い、嫌っ！　お姉ちゃんっ！」

　すぐ傍そばで、アトリが悲鳴を上げる。見ればそこには、赤熱し煙を上げるバーズの腕に顔を鷲わし掴づかみにされたエルディマリー三等の姿があった。

「ぐっ……ウゥ……！」

　じゅう、と肉の焦げる音を立て、腕を引ひき剥はがそうともがく三等に、アトリが夢中で手を貸そうと近寄る。それを、私は持てる全力で引き留めた。

「よせ、アトリ！　近づくな！　もう……！」

「いやッ、放し、て、ガルノォ、さま！」

　燃え盛る腕に顔半分を焼かれた三等の、僅かに覗のぞく口元が。微笑ほほえむのが、わかった。

「ギルトフッド、一等」

「……ッ」

　よせ。言うな。

「妹を……アトリを、頼みます」

　やめろ。やめてくれ。

　私には、そんなに重たい命は、背負えない。

「嫌だ、嫌だぁっ！　おねぇ、ちゃんっ！　あっ、やっ、病みたるをきよめッ、痛みたるをッ、いやッ、癒いやせぇえ！　ぇぇええるぇるうぅぅっ！」

　喉を灼やき、唇を裂き、死力と共に振り絞った呪文が、極限まで密度の高められた水球を生成する。燃え盛る三等の頭上から弾丸のような速度で降り注ぎ、私たちごと滝のような水を浴びせかけて……なお、炎の勢いは衰えなかった。

「いや、いや、いやぁあ！　消えて！　きえてきえてきえてぇっ！　まぼろしっ、これは幻っ、幻っまぼろしぃいっ！　きえ、消えてよぉおおおおっ！」

　アトリがどんなに悲鳴を上げても、目の前で燃える炎は消えない。

　水をかぶったアトリや私の視界から、消えない。

　今にも泣きそうな顔で三等の最期を見届けるブレイスの目にも映っているであろう、この惨劇は……やはり幻ではない。

「何で、こんな……こんな事！　これじゃお前たちの村を襲った連中と、同じだろッ！」

「同じではない、さ」

　切断された腕の付け根から、血の代わりに断続的な炎が噴き出す。その脈動に呼応して頭部の炎も小刻みな収束と膨張を繰り返した。まるで、むせ返りながら嗤わらうように。

「全員、焼き尽くす。僕も、灰はいになる。それで、終わりだ。何も、残らない。罪人も。復ふく讐しゆう者も。血の絆きずなも。僕が、本当に、エイルに見せたかった、景色も。何一つ、残らない」

　怨えん嗟さか、悔恨か、いずれにせよ何の意味も遺のこさない言葉が、遺言のように続く。

「ねえ、ブレイス君。血の絆、なんて、ちっぽけな、ものだったよ。肝心な時に、僕はエイルを、守れなかったし。そこの、彼女が、命を賭して、助けた妹も。ここで何もできないまま、僕に焼き殺されて、終わりだ。……むしろ、無いほうが、良かった。僕と血が、繋つながっていなければ、エイルも死なずに、済んだのにね」

「そんなこと……言わないでくれ……！」

　血の絆への淡い羨望が、燃える世界に否定される。かつて故郷の村を魔獣に蹂じゆう躙りんされた時と同じように、ブレイスは絶望し、涙を流している。私にはそんな風に見えた。

「……生きてさえいれば、何度でもやり直せるのに。どうしてみんな、奪うことばかり考えるんだ……！　死んじまったら、終わりなんだぞ！」

　その言葉は、バーズだけでなく私に向けられているようにも思えた。

「……簡単、だからさ。奪うことの、方が。こんなに簡単に、終わる。何もかも。全員ここで、一緒に終わりだ。はは、なんて……なんて虚むなしくて、満ち足りない、気分だろう」

　何もかもを燃やして、復讐を遂げたはずのバーズは、しかし妹との平穏を得ることはなかった。……私たち審問会が、先にそれを奪ったから。

「キミの言った、通りだったね。復讐は、何も、生まない。何も、残さない。……ブレイス君。最期くらい、キミの大切な人形の、傍そばにいてあげなよ。キミ達を、離れ離れには、したくない。せめて一緒に、焼いてあげよう。……覚め醒ざめよ、火神ニルム」

　無情にも、詠唱が再開する。世界が渇いていく。バーズの残り僅かな身体からだは火種となって、天を焦がす火柱へと変じ、渦を巻いて燃え上がる。

「ブレ、イス……！」

　熱に正常な思考を奪われつつある意識が。ブレイスの首根っこを掴つかみ、辛うじて業火より飛とび退すさるリネットの姿を認めた。巨大な火柱から、轟とどろくようなバーズの呪文が続く。

「弔ちよう鐘しよう、打ち鳴らす戦せん鎚つい。世界を二つに、分かつ剣つるぎ。刃は南、柄は北。斬跡は、紅炎の橋きよう梁りようにして、闇夜を簒さん奪だつせし、断頭台」

　もう、止まらない。きっとバーズの魔法は、全てを焼き尽くし、術者の肉体さえも薪まきと燃えて果てるまで、誰にも止められない、そんな最悪の魔法だ。とうに限界を迎えた私の障壁魔法などでは、防ぎ切れないことはわかっていた。

　終わる……のか。この炎に、呑のまれて。

　私も、アトリも、ブレイスも、リネットも、バーズも。何もかも。

「炎天の下もと、永と久わに暮れ得ぬ火をもって」

　どこで、間違った。

　私は、我々は、どこで、信じてきた正義を間違った。

　間違わなければ、正義が勝っていた。共倒れで終わるのなら、勝者も敗者もなく、正義も悪もない。こんな結末、起こり得なかった。どこかで、間違ったんだ。

　この思案さえも、ここで灰はいとなるのか。

「ガルちゃん……ごめん。アイツを止められなかった」

「……なぜ、貴様が謝る」

　自然に、言葉が出てきた。そうだ。謝るのは、ブレイスじゃない。

　ああ、でも大丈夫。これはきっとまぼろし。めをとじているあいだに、すべておわる。

「穢けがれたるものどもを、火刑に処せ。……さよなら、ブレイス君」

　すべて、おわる。




「随分と派手な狼煙のろしじゃな。おかげでようやく見つけたわい、手間をかけさせおって」




　……え？

「そ、その声！」

　だれだ。どこからきた。

「話は後じゃ。乗れィ！」

　りねっと。わたしをかかえあげるのはやめろと、いつもいっている。

　ああ、でも、どんなのりものでももうまにあわない。




「火神の憤激ソングリーム＝ニルム」

「竜迎、全速天進じゃあッ！」




　かぜが、まきおこった。めのまえではぜたほのおが、とおざかっていく。

「どうしてここに……シグ兄ッ！」

　しぐにい。

　だれ、だっけ。

　だめだ、もう、なにも。

　なにも、かんがえられない……。
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『六十二番、前へ』

『はい』

　ここは、どこだ。

　いや、私はここを覚えている。この日のことも、覚えている。

『六十二番……罪人名、カルネット・ヒューゼット。罪状、人身操作による自傷の強制、ならびに殺害。これよりその罪を裁く。最期に言い残すことはあるか？』

　私が初めて、魔導審問官として命を奪った日のことだ。

　そう、あの女は……カルネット・ヒューゼットという名前だった。

『審問官様。私のしたことは、悪いことだったのでしょうか』

『命乞いのつもりか。貴様は自らの罪を認めて出頭したのだろう』

『いえ。そうではありません。あなた方の正義に、問うています』

　暗く淀よどみながらも、どこかまっすぐで、強い瞳。よく覚えている。思い出せる。

『私は、悪いことをしたのでしょうか』

『ああ、そうだ。だから正義である我々が、貴様を裁く』

　彼女の問いかけの本当の意味をよく考えずに、そう答えたことも。

『……わかりました』

『言いたいことは、それだけか？　未練はないのか？』

　そう問い詰めた私は、沈黙を忌避していた。話題など何でもいい。ただ、この後自分が目の前の人間の命をひとつ奪うという事実に、呑のみ込まれまいと必死だった。

　私が正義で、貴様は悪だ。そう言い放ったのも、それが理由だったかもしれない。

『未練……では、子供たちを』

『子供たち？　貴様には殺された娘が一人いただけと聞いている』

　微笑ほほえみながら、首を振った。特定の何者かを指しているのでないことは察しがついた。

『……まあいい。続けろ』

『子供たちを、見守ってやってください。私の後を歩んできた子供たちが、私のように、道を踏み外してしまわないように。悪を、為なしてしまわないように。どうかあの子たちの──を、守ってやってください』

　彼女のその言葉をずっと、私は覚えていたはずだ。

『貴様の子供が誰だか知らんが。貴様と同じように人を操る疑いがあり、要観察対象グレーと認定されたなら……それを見守るのは、我々の役目になるだろうな』

『よかった。お願いします』

『ギルトフッド補佐官。そろそろ終わりだ。審判を開始せよ』

　上官の言葉に従うまま、私は彼女が磔はりつけにされた聖十字に、火を。

　……火、を？

『あ、あづッ、あづぅいぃやぁぁぁああ！　熱いッ！　ぁづいィッ！』

　馬鹿な。記憶と違う。カルネット・ヒューゼットは火刑ではなく斬首刑のはずだ。

　なのに、どうして。

『いやッ、嫌ァッ、あっ、だすけッ、ぁ、あヅぁあアぁアア！』

　どうして。

　どうして、お前が燃えている！

『あぁあッぃあッ、だ、助げッ、えでェえッ！　ガル、ノぉおさぁまァぁあああッ！』




「……ッああああああああああぁぁッ！」

　叫びながら、私は目を覚ました。

　天井に向かって伸ばした手から、脂汗が顔に滴り落ちる。

　……なんて、寝覚めだ。

　上体を起こす。髪の先まで汗でびしょ濡ぬれだった。

「…………っ」

　何も、掴つかめなかった手を。力なく握り締め、見つめる。

　さっきとは逆に、顔から拳に落ちた水滴は……汗では、なかった。

「アトリ……っ」

　守れなかった。私は何も守れなかった。『鉄壁』などというご大層な異名を取っておきながら、大切な時に、大切な人を、誰ひとりとして。

　ドルドヴェルク特三等も。審問官たちも。エルディマリー三等も、ロカヴェルも。

　私を慕って最期まで傍そばにいてくれた……アトリも。

　あまりに報われず、救われない……意味のない、死。

「何が、『鉄壁』のガルノーだ。こんなことではまた、ブレイスの奴やつに嗤わらわれてしまう」

　……ん？　そうだ、ブレイスはどうした？

　そもそも何で私は助かっているんだ。あの後どうなった？

「それに、何ど処こだここは……」

　先程まで自分が横たわっていたのは安物のベッドの上。周りには木造りの小屋の内壁。窓から差し込む柔らかい光と、勢いよく開けられた、扉……？

「ガ、ガルノーさまぁああっ！」

　飛び込んできたのは、そんな悲鳴に近い泣き声と、ところどころに焦げ穴の空いた白ローブを羽織った……夜空色の髪の少女だった。

「……ぁ」

「よ、よかったっ、よかったですぅっ！　わ、わたしっ、二度と目覚めないんじゃないかって、心配で、心配でっ……！」

　ぼろぼろと泣きながら私の手を取る少女の姿に、言葉を失っていると。

「何じゃ、ようやっと目を覚ましたか、魔女狩り」

「ガルちゃん！　すげえ声がしたけど、大丈夫かよ！」

　扉から、見知らぬ男と見知った男とがほぼ同時に入ってきた。

　その傍かたわらには、優雅で麗しい鉄仮面が、いつもと変わらず佇たたずんでいる。

「小娘に感謝するのじゃな、魔女狩り。無む茶ちやな魔法の使い過ぎで気絶したお主を、ずっと看病しておったのじゃ。自身も回復魔法を使えば、同じだけ疲弊するというのにの」

　さほど老けては見えないのに、何な故ぜか老ろう爺やめいた喋しやべり方をする男が、溜ため息交じりに語る。彼が「小娘」と呼んで指した少女の顔へ、改めて視線を落とす。

「ご無事で……よかったです」

「……アトリ」

　やっと、その名前を口に出来た時。

「はいっ、アトリです。ガルノーさま」

　返ってきた笑顔のあまりの眩まぶしさに、私の中の何かが壊されたのは、一瞬だった。




「もう泣き止やんだかよ、ガルちゃん」

「……ん」

　悔しい。弱みを握られた気分だ。

　アトリの笑顔を見て、私は抑えられぬまま涙を流し、あろうことか彼女に抱きついてわんわんと泣き喚わめいてしまった。まるで子供のように。アトリも一緒になって泣きながら私の頭を優しく撫なでてくれていたのも、今になって思い返すと非常に恥ずかしい。ニタニタと笑みを浮かべるブレイスを睨にらみながら、私は先程まで寝ていたベッドに腰掛け直した。

「わたし、お水持ってきますねっ」

　アトリがそう言って部屋を出て行くのを見届けてから、私は口を開いた。

「……あの後、どうなったんだ。何な故ぜ私たちは生きている。ここは何ど処こだ」

「質問は一つずつにせい」

「貴様は誰だ」

　全て、当然の疑問だ。

　バーズが最期に解き放った呪文は、恐らく己の肉体全てを精霊に捧ささげて発動する広域殲せん滅めつ魔法……禁呪の中の禁呪だ。強大な魔族をも滅するべく創り出されたそんな禁呪から、あの場にいたちっぽけな我々が逃れ得る手段など一つもなかったはず。
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「あの後どうなったか、からじゃな。どうもこうもないわい、全部燃えて終しまいじゃ」

　男の乱暴な物言いに、ブレイスは悲しそうに俯うつむき。

　リネットが、相変わらずの無表情のまま、男の頬ほおを容赦なくビンタした。

「痛いっつ！　この、何をするかブレイス！」

　今のはこの私ですら言いたくなる。空気を読めと。

　頬を押さえながら不機嫌そうに語る男の話はこうだった。

　バーズの放った殲せん滅めつ魔法は、三日三晩燃え続け、周辺全域を向こう十年は草木も生えそうにない焦土に変えたのち、ようやく消えたという。集まっていた魔導審問官や、付近に捕らわれていた民間人も全滅、地理的には距離のあるブリストヴァルトの森さえも全焼。連れ帰ることができたのは、ここにいる私とブレイス、そしてアトリだけだった。

「全部、燃えた……あの女、セヴェラナ・エッケベス補佐官もか？」




　──それでは、こうすれば。より多くの命が失われますね。




　あの時、あの女は確かにそう言い残して消えた。

　特三等が彼女に撃たれて斃たおれなければ、バーズは殲滅魔法を発動する隙を手に入れられなかった。そもそもエイルが処刑され死んだことを彼女が明かさなければ、エイルのいる村まで巻き込む広範囲殲滅魔法などバーズは使わなかったはずだ。

　特三等を殺した理由についても、わからない。確かに担当審問官の越権を咎とがめるのも補佐官の役目だが、そもそも審問会の理念に反するエイルの処刑を唆したのもエッケベス自身だ。他の審問官が異を唱えるならいざ知らず、彼女は処刑に関しては共犯者のはずだ。

　考えれば考えるほど、あの女の目的だけが全くもってわからない。

「うむ。全員、骨も遺のこさず焼けて死んだ。生き残ったのはお主らだけじゃ」

「そんな……あの女も死んだだと？　では奴やつは一体、何のためにあんな真ま似ねを」

　わからない。彼女が特三等を殺した理由も。エイルを死なせ、その事実をバーズに伝えて彼を煽あおった理由も。わからないまま、真実ごと炎に包まれて消えてしまった。

「何じゃ、疑っておるのか？　儂わしの竜迎ドラクシーの速度は体感したじゃろう。あれでギリギリだったくらいじゃ、人間が独力で逃れようなど土台不可能じゃぞ」

「竜迎ドラクシー……やはり貴様、『人形竜騎ドールドラグナー』シグニシュファント・シグリッドか」

　バーズの殲滅魔法が発動した時のことを、朧おぼろ気げながらも思い出す。ブレイスはあの場に現れた爺じじ臭い話し方をする男のことを「シグ兄」と呼んでいた。そして、私たちを乗せて離脱したあの乗り物は、シグリッド空運のシンボル、竜迎ドラクシーだったという。

「はっ、その懐かしい名で儂を呼ぶか。あの頃を思い出すのぉ……。どうじゃ、儂のことも処刑してみるか？　えぇ、魔女狩りよッ痛ぁ！」

　再び、リネットのビンタが炸さく裂れつした。……ブレイスの奴やつ、これで私を気遣っているつもりか。器用なのか不器用なのかわからん男だ。

「……貴様、さっきから何のつもりだ。私を魔女狩りと呼ぶな」

「ッつつ……ふん、魔女狩りは魔女狩りじゃ。罪も無い魔導士を捕らえては殺す、お主らのような外道を昔っからそう呼んでおる」

　魔女狩りというのは、黎れい明めい期きの魔導審問会に対して付けられた風刺的な蔑称だ。攻撃魔法使いの定義やその処刑が進むにつれ次第に使われなくなった時代遅れの戯たわ言ごとである。

　そう普段の私なら聞き流していただろう。

　しかし、バーズの一件を経た今の私にとって……その呼称は、少しばかり堪こたえる。

「儂わしも散々世話になったからのう。昼夜を問わず追い回され、安息の時など空の上にしか無かった。これくらいの嫌いや味みは言わせてもらわんと割に合わぬわ、魔女狩りめが」

「やめてくださいっ！」

　声を上げたのは、扉を押し開けて戻ってきたアトリだった。手には水の入った杯と、何やら青々とした液体の注がれた椀わん。薬草粥がゆ、だろうか。独特の青臭い香りが漂う。

「ガルノーさまをそんな風に、呼ばないでください！」

「な、なんじゃ小娘。ちぃっとからかっただけじゃろー」

　顎あご髭ひげをボリボリといじりながら、人形竜騎ドールドラグナーは罰が悪そうに口を尖とがらせた。

「シグさん、ガルノーさまが目を覚ます前は看病を手伝ってくれてたじゃないですか。目覚めた途端そんな憎まれ口叩たたくなんてヒドイです。……あ、お椀お借りしました」

「お、おう……？」

　椀を手に持ったアトリが、青粥を匙さじに一杯掬すくい取って息を吹きかけ始めた。

「ふぅーっ、ふぅーっ……。はい、どうぞガルノーさま。あーん」

「よ、よしてくれアトリ。みんな見ている……」

「ダメですよ。魔法を使い過ぎた疲れで五日も眠り続けていたんですから。ちゃんと食べないと力がつきません。ほら、あーん」

「う、うぅ……わかった。……あ、あーん」

「いい子っ」

　アトリの差し出した匙を口に含み、青粥を舌の上に流し込む。……あ、おいしい。

「アトリが作ったのか？」

　何気なく尋たずねると、彼女は優しい笑顔を曇らせて力なくかぶりを振った。

「まだ、火を見るのは……怖くて」

「……すまない」

　無神経な質問だった。温かい粥を作るには、火が要る。

　笑顔を浮かべて気丈に振舞ってくれているものの、彼女は肉親を目の前で焼き殺されたばかりだ。目の前で炎に包まれる様を、まざまざと見せつけられたばかりなのだ。

　その心に負った傷の深さがどれほどか、私には推し量ることさえおこがましい。

「いいえ。わたしは、ガルノーさまが無事でいてくれただけでも嬉うれしいんです」

「アトリ……」

　その笑顔は、今の私には重たすぎて、つい目を逸そらしてしまう。彼女を傷つけると、頭ではわかっているのに。

「ふん。粥かゆを作ったのは儂わしじゃ。不ま味ずくて悪かったの」

「……誰も不味いなどとは言っていないだろう」

　この男、憎まれ口しか叩たたけないのか。

「しばらくの間は不味い粥でも食って休んでおれ、また倒れられてはかなわんからの。この部屋にあるものも好きに使え。ああそれと、魔女狩りはやめてやるからお主も人形竜騎ドールドラグナーと呼ぶのはよせ。儂のことはシグでよい」

　それだけ一息に言い切ると、シグはブレイスの方に目をやり、溜ため息を一つついた。

「お主もじゃぞ、ブレイス。今はただ休め。身体からだも……心もの」

　つられて視線を向ければ、ブレイスの表情は見たこともないほど暗く沈んでいた。

「……どこで、間違っちまったのかな」

　視線に気づいたブレイスは、自嘲気味に笑いながら呟つぶやいた。

「何もできなかった。みんな死んじまった。どうすれば、バーズの復ふく讐しゆうを止めて、みんなを守れたんだろう。どこで間違っちまったのかな。何が足りてなかったのかな」

「信じることじゃよ、ブレイス」

　答えたのは、シグだった。

「お主もな、審問官。お主がブレイスの言葉を信じておれば、もっと早く幻術の正体に気づけたかもしれぬ。あるいはブレイス、お主がもっと周りを疑っていれば、審問官どもの企たくらみに気づけたかもしれぬ。皆を守り、誰も失わずに済んだかもしれぬな」

「……信じることって言ったじゃんか、シグ兄。もっと疑えって、逆だろ」

「信じることと疑うことは同じじゃ。自分と相手、どちらをより強く信じるかの違いでしかない。お主がもっと自分自身を信じておれば、自分以外全員が幻を見ていることに気づけたはず。それを主張することもできたはずじゃ」

　信じることと、疑うことが……同じ？

　そんな考え方、今まで一度も抱いたことがなかった。

「……それができてれば、何か変わったかな？」

「わからぬ。結果論じゃ。今ここにある結果が全てで、それはいくら論じようとも変えることはできぬ。後になってどれだけ悔やもうが、失われた命も、間違えてきた時間も、決して戻りはせぬ。じゃが、これからやり直すことはできる。生きてさえおればの」

　ブレイスがバーズにかけたものと、同じ言葉。恐らくは師の教えなのだろう。

　その言葉に込められている意味は、「前を向け」という叱しつ咤ただ。

「それに、何もできなかったわけではあるまい。たったひとつ、守れたじゃろう」

　シグの視線が、粥かゆを冷ますアトリへと移る。

「その笑顔を、大事にしてやることじゃ」

　それだけ言い残して、シグは今度こそ部屋を出て行った。

「……疑い過ぎたのか、私は？　もっと、信じたほうが良かったのか……？」

　誰にともなく呟つぶやくと、アトリが粥を差し出しながら、私たちの守った笑顔で答えた。

「わたしには、よくわからないですけど……仲間なら、自分を信じてくれたら、頼ってくれたら、誰でも嬉うれしいと思いますっ。わたしのことも頼ってくださいね、しばらくはつきっきりでお世話しますから！　はい、あーん」

　胸を締め付けられるような想おもいになりながら、私は差し出された匙さじを含んだ。

「……これじゃ、どっちが守られてんだかわからねえな」

　そう茶ちや化かすブレイスの顔にも、少しばかり笑顔が戻っていた。




　目を覚ましてから三日が経たった。

　青粥に入っていた薬草の栄養価は絶大だったらしく、一晩明かす頃にはすっかり動き回れるほどに身体からだが回復していた。最初に窓から見た景色で、この部屋がどこかの山やま間あいの高原に建てられた小屋の二階だということを知り、次いで小屋を出て裏手に出た際に、そこがシグの竜迎ドラクシーを放しておく放牧場だということを知った。

「あっ……ガルノーさま。もうお加減はいいんですか？」

　アトリが変わらず優しい笑顔で、私に言葉をかけてくれる。

「あ……ああ。この通り、歩けるくらいにはなった……」

　そんなアトリに、私は三日経ってもぎこちない態度しか取れなかった。

　──妹を……アトリを、頼みます。

　彼女の笑顔をまっすぐ見ようとするたびに、エルディマリー三等の最期の言葉が脳裏をよぎる。その言葉を背負えるほど私が強くないことを、呪いのように肩にのしかかる重圧が嫌というほど伝えてくる。そうして、私は目を逸そらしてしまうのだ。

「む、無理は禁物ですよ？　わたしにできることがあったら、何でも言ってくださいね」

「……ああ。そうだな」

　いつもこの調子だ。ぎこちない会話で、終わってしまう。

　アトリの笑顔を、奪いたいわけではないのに。

　バーズの言っていた通り、奪うことはあまりにも簡単だ。私もこれまでずっとそうしてきた。大事にしろとは言われたが、笑顔の与え方なんて、今さら私にはわからない。

　そこに秀でているであろうブレイスはといえば、奴やつも奴でずっと何かを考えているようだった。毎日のように一心不乱に剣を振るい、竜人形と大立ち回りを繰り広げていた。

　奴の選択は、きっと「強くなること」なのだろう。これまでよりもずっと強い自信を得るために多くの剣士がそうするように、その腕をひたすらに磨こうとしていた。

「……私には、何ができる？」

　アトリの笑顔のために、一体何ができるか。

　そう考えて、辿たどり着ついた一つの結論は……、

「……知る、こと」

　あの日の出来事の真実を、エルディマリー三等やロカヴェルの命が失われアトリの笑顔が奪われた本当の理由を知ること。知って、精神的な決着をつけることだ。

「そのために、やはり鍵となるのは……セヴェラナ・エッケベスか」

　もう死んでしまった人物だが、あれだけ不審な行動をしたのだ。何か目的があって動いていたのは間違いない。彼女のことを調べれば、手掛かりが得られるかもしれない。




「頼みがある。セヴェラナ・エッケベスについて、情報を集めてほしい」

　エッケベス補佐官の情報を掴つかむため、私はシグに頭を下げることにした。

「どこでどのようにして審問会に入ったか、何らかの犯罪組織に属してはいないか、過去にどんな活動をしていたか。何でもいい」

「何な故ぜそれを、儂わしに頼む？」

「情報を集めるのは得意だとブレイスに聞いた。それと……信じてみようと思った」

　ブレイスが、自分を信じるために力をつけるのなら。奴を疑い続けてきた私は、これからは奴を信じ、その兄弟子であるシグのことも信じてみようと思ったのだ。

「エッケベスは死んだ。今さらそんなことを調べてどうなるのじゃ？」

「……わからない。だが、何でもいいから手掛かりが欲しい。真実に辿り着くために……誰の正義が『正義』だったのかを、確かめるために」

「蒸し返すというのか？　過ぎたことじゃと、言ったはずじゃがの」

「それでも知りたいのだ。私がアトリと心から向き合うためには、私自身があの日の出来事を受け止め、ケリをつける必要がある。あの日、どうすべきだったか。あの場において何が正しく、何が間違っていたのか。正解があったなら、それを知りたい。たとえ過ぎたことでも、何ひとつ知らないままでは、一歩も前に進めない」

　隠すことなく告げた本音に、シグは嘆息の後、口を開いた。

「難儀な性分じゃな。それもひとつの正義とやらの形と言えるがの」

　正義……真相を追うことが、か？

「まあ、調べるのは構わん。儂も、セヴェラナ・エッケベスのことは気になっておった」

「……？　どういうことだ？」

「お主は気にならなかったかの？　何な故ぜ儂わしが、あの時あの場に折よく駆け付けられたか。元々あの日の『運び』は、他ならぬエッケベスに依頼されたものだったのじゃよ」

「何だと？」

　早速、新たな手掛かりだ。しかし、逆に謎は増えたように思える。

「どこにやったか……おお、これじゃな。ほれ、これが書状じゃ」

　シグが取り出した封筒の中身、書状の内容に目を走らす。書面にはバーズ討伐作戦決行の日時と「エリグエル旧街道にてブレイス・フロイドロックの『運び』を依頼する　セヴェラナ・エッケベス」との旨、封筒にはシグの宛名と「Ｃ・Ｈ」のサインがあった。

「Ｃ・Ｈ……セヴェラナＣｅｖｅｌｕｎｎｅｒ・エッケベスＨｅｃｋｅｖｅｔｈの頭文字か」

「それもご丁寧にシグリッド空運ではなく、儂に宛ててじゃ。ブレイスの名前もあるし気になってはおったのじゃが、依頼人の事情をとやかく問うのも流儀に反したでのう」

「……これから彼女のことを調べるのはいいのか」

「死人に口はないわい」

　調子のいい話だ。しかし、一つだけはっきりした。エッケベスは、少なくとも討伐作戦の決行よりも前から、あの結末を予想していた……あるいは、仕組んでいた。

　だが事前に竜迎ドラクシーによる避難が必要なレベルの事態が起こるとわかっておきながら、自身ではなくブレイスを運び出すよう依頼したのは何故だ？

「確かにお主の言う通り、エッケベスについて調べればあの日の事件について何か掴つかめるかもしれぬな。それにブレイスのみを名指ししたというのも気になる。本来ならお主と小娘の二人はあの場で死んでおるはずじゃった……と、解釈することもできるからのう」

「……っ、もしあの場にいたブレイス以外の全員を殺すのが目的だったのなら」

「まだお主らの命が狙われておるかもしれんということじゃ。まあ、当のエッケベスは死んでしまったのじゃし、心配は要らんと思うがの」

「暢気のんきに構えるな！　アトリの命が脅かされるというのなら看過できん、すぐに調べろ」

「……それだけあの小娘を想おもっておきながら、何故彼女と向き合ってやらぬのじゃ？」

　シグの鋭い言葉に突き刺されたように、胸に深い痛みが走る。

「そ、れは……」

「慕っておるぞ、小娘はお主を。お主を看病しておる間ずっと、彼女は抜け殻のように死んだ瞳で、ただ呼吸するだけの酷ひどい有様じゃった。心の支えなのじゃ。お主への強い憧れが彼女に残された唯一の光なのじゃよ。かつてのブレイスと、ゼペットのようにの」

　今のアトリと同じように、かつて家族を失ったブレイス。世界一の人形遣いなら、アトリのことも心の底から笑顔にできたのだろうか。……私にそれが、できるのだろうか。

「血に依よらぬ絆きずなもある。想い合うこともまた繋つながりじゃ。それだけは覚えておくがよい」

　それだけ言い残して、シグはすたすたと竜人形の下へ向かっていった。

「……知っているよ、それだけは。うんざりするくらいに、見てきた……」

　その独り言が、聞こえたかどうかはわからない。




　ここで目を覚ましてから、一週間が経過した。

　身体からだも段々と癒いえ、アトリとも少しずつだがちゃんと話せるようになってきた。ブレイスは相変わらず暇さえあれば竜人形と組み手をしているし、それはつまりシグが竜人形を操ってブレイスと戦わせているということだ。暇を持て余しているようにも見える。

「いつもここにいるが……ちゃんとエッケベスの調査は進んでいるのだろうな？」

「抜かりないわ。ちゃんと周辺各地の村に竜迎ドラクシーを回して情報収集しておる」

「しかし、貴様の操る竜人形はここでブレイスとじゃれているじゃないか」

「何じゃお主、『自動人形オートマタ』を知らんのか。うぷぷ」

　子供じみた挑発を甘んじて受け、話を聞くところによると。自動人形オートマタというのは、人形の核となる魔丸マゴールに「Ａ地点からＢ地点へ飛行する」などといった簡単な動作指令スクリプトを仕込むことで、魔丸マゴール一個につき一度だけ、糸を用いずに人形を動かせる技術のことらしい。

「ブレイスがそれを使ってリネットを動かしているのは見たことがないが……」

「そりゃそうじゃろう。あやつは常に糸を使ってリネットを操っておる。そう、常に……恐らく十年前ゼペットからリネットを授けられたその時からずっと、ただの一度も操作を解いたことがないじゃろうなぁ」

「……は？　どういうことだ」

「言葉の通りじゃよ。『半らなる糸アンギニヨル』と『専心の糸グランギニヨル』を使い分けることはあったじゃろうが、リネットを操る糸を切ったことは儂わしの知る限りただの一度もないはずじゃ。四六時中ずっと、それこそ寝てる間でさえのう」

「し……しかし、奴やつは戦闘に入る時は必ず半操術の呪文を唱えるぞ」

「一種の気合い入れじゃろ。あやつのことじゃ、自分が作った呪文じゃから声に出したいというのもありそうじゃな」

　……ありえない。十年間、一度も絶えることなく魔法を維持？

　この私でさえ一日障壁魔法を展開し続けていただけで、その後丸五日倒れたのだぞ。

　一体どんな体力と精神力をもってすれば、そんな芸当が可能になる？

「人形遣いは本来、目的に応じて数体の人形を使い分けるものじゃ。じゃがブレイスはそれをせず、リネットしか操らぬ。一体の人形を本気で愛する、本物の変態じゃよ」

　嫌悪の言葉を吐いているはずのその口は、何な故ぜだか誇らしげな笑みを浮かべていた。

　……奴が変態だということにだけは、全面的に同意だ。




　その日の晩のことだった。

「おい、審問官よ」

　シグに呼び立てられ、情報収集の成果を告げられることになったのは。

「いい加減に名前を覚えろ……と言いたいところだが、今はいい。何かわかったのか？」

「うむ。まずはこれを見よ」

　そう言ってシグが広げたのは何枚もの紙だった。細かく文字が敷き詰められていて一度に読むのは骨だが、どれも共通して魔獣の絵と、金額を表す数字とが記されている。

「魔獣討伐の、依頼状……？」

　酒場や村の掲示板など、情報が多く行き来する場に貼り出される依頼状である。

「うむ。つい一年前までは仕事柄各地の依頼状を目にする機会もあったのじゃが、ここまでの数ではなかった。最近は討伐依頼が増えてきておるのじゃ」

「一年前……陽炎かげろう事件が起こり始めたのも、一年前だったな」

　バーズと多くの犠牲者の死によって結末を迎えたあの事件の、そもそもの発端だ。

「それだけではない。セヴェラナ・エッケベスが魔導審問会エリグエル支部に配属されたのも、おおよそ一年前じゃとわかった」

「何っ？」

　思わぬ情報だ。つまり彼女は、支部に配属されて間もないうちに、支部の先輩審問官が次々と陽炎事件に巻き込まれ、中央本部に転がり込んだことになる。

「しかし、彼女と魔獣討伐依頼がどう関係しているというんだ。時期が一致しているというだけでは、手掛かりとしては薄いだろう」

「何じゃ、気づかぬのか。どれでも良い、よく見てみよ」

　言われて、手近な依頼状に目をやる。依頼場所は『ヒアリム村近郊』、討伐対象魔獣は『軟怪スライム』、報酬は『三百ファマ』、特記事項に『魔獣の死骸は依頼主が回収』。

　依頼主は……、

「Ｃ・Ｈ……だと？」

　署名欄のイニシャルに、否が応にも連想するセヴェラナ・エッケベスの名前。それに、この筆跡にも覚えがある。シグはそれを察したのか、無言で封書を取り出す。

「同じ、だ……筆跡も」

　別の依頼状を手に取り、署名欄を見れば、そこにも同じ筆跡で「Ｃ・Ｈ」の文字。そして依頼完遂の際に押される拇ぼ印いんも、軟怪スライムの依頼と同一のものだった。

「つまり、これらは全てセヴェラナ・エッケベスが依頼したということじゃ。魔導審問官というのは、魔獣討伐の依頼なんぞも出すのかの？」

「依頼するにしても、支部名義だ。これほどの数を全てエッケベス個人でなど……」

「……エッケベス？」

　背後から聞こえた声に振り向くと、ブレイスとリネット、そしてアトリが立っていた。

「今、エッケベスって聞こえましたけど……あの人が、どうかしたんですか？」

「って、うわ。何してんの二人とも。それ全部、魔獣討伐の依頼状だよな？」

　問いながら、ブレイスは駆け足で寄ってきて依頼状の物色を始めた。

「……ふむ。わざわざ隠し立てする必要もなかったかの？」

「お、おい待てシグ……」

　制止しようとする私をよそに、シグは洗いざらい喋しやべってしまった。私がバーズの事件の真相を追おうとしたこと、手掛かりとなりそうなエッケベスの情報をシグに集めさせたこと。話を聞きながら、アトリの顔に少しばかりの影が差していくのがわかった。

「……ガルノーさまは、すごいなぁ。わたしはあの日のこと忘れようとしていたのに、ガルノーさまはまだ頑張って、何かを知ろうとしてくださってたんですね……」

　……こうして彼女の笑顔を曇らせるから、なるべく知らせたくはなかったのだ。せっかく忘れかけていた傷を、蒸し返すことになるから。

「ったく、ガルちゃんもシグ兄も水臭いぜ。俺もアトリも魔獣ハンターなんだ、こういう調べ事なら手は貸せるって。頼ってくれよな」

「あ、あはは……わたしはハンターといっても、今まで軟怪スライムくらいしか一人で退治できたことありませんけど」

「軟怪スライム？」

　奇くしくも、先程手に取ったままだった依頼状も軟怪スライム討伐依頼だった。それを覗のぞき見て、アトリが声を上げる。

「あれっ……これです、その依頼っ。一人で受けたのでよく覚えてますよ。依頼人の名前は、ええと、Ｃ・Ｈだから……そうっ、チェルシーＣｈｅｌｓｅａ・ハイランドＨｉｇｈｌａｎｄさん！」

「え？」「何じゃと？」

　私とシグの声が重なる。記憶力に胸を張っていたアトリは、虚を衝つかれて縮こまった。

「これらのＣ・Ｈはセヴェラナ・エッケベスのはずじゃ。偽名ということか？」

「い、いえ……チェルシーさんは物腰の柔らかいお姉さんでしたよ。顔も全然違います」

　どういうことだ。偽名ではないのに、筆跡や拇ぼ印いんは同一？

「……なあ、どうやらアトリの思い違いってわけでもなさそうだぜ」

「それは最初から微み塵じんも疑っていない」

「これ見てみろよ、ガルちゃん。覚えてるか？」

　ブレイスが拾い上げ、差し出してきた依頼状に目を通す。

　依頼場所『ブリストヴァルトの森』。討伐対象は……『豚鬼オーク』。あまりにも記憶に新しい依頼に、脳裏に浮かんだ名前をそのまま口にする。

「「キャンディＣａｎｄｙ・ヘザーＨｅａｔｈｅｒ」」

　ブレイスの声も、それに重なった。

　ガルフレードの街で、ブレイスに豚鬼オーク討伐を依頼した人物だ。彼女もまたエッケベスとは似ても似つかない、妖艶な雰囲気の大胆な女性だった。

「……キナ臭くなってきたのぉ。顔も名前も違う同一人物、Ｃ・Ｈとは一体何者か」

　シグが顎あご髭ひげを掻かきながら、ニヤリと不敵に笑う。それは好奇心や知識欲の強い者が、手に余りかねる謎を前にしたときに浮かべる表情だった。

「なあ、仮にだぜ。何かの魔法で、エッケベス補佐官が別のＣ・Ｈに変身してたとする」

「そんな真ま似ね、可能だとすれば幻術の類の視覚干渉だ。攻撃魔法ということになる」

「仮にだって。顔を変えて、各地で魔獣討伐の依頼を出してたんだとしても……エッケベス補佐官は死んじまったんだ。その目的までは、もうわからないんじゃないか？」

　ブレイスの言葉に、私もアトリも口を噤つぐむ。

「それが、そうでもないのじゃよ」

　答えたのはシグだった。

　聞き返すより先にシグが取り出してみせたのは、まだ真新しい依頼状。依頼の日付が今日で、依頼達成の拇ぼ印いんも押されていない、『Ｃ・Ｈ』と署名された討伐依頼状だった。

「な……ッ、どういうことだ！」

　シグから依頼状を奪い取り、内容を改める。

　依頼場所『デクシスラント』、討伐対象魔獣は『砕岩鯨グランヴエイル』。特記事項に『魔獣の死体は依頼主が回収』……何から何まで、今まで通り。

「エッケベスの死では終わらなかったということじゃろう。Ｃ・Ｈとやらの暗躍はの」

　ニッと口角を上げたシグの視線が、驚きよう愕がくに固まるブレイスに向く。

「ブレイス。この依頼状にあるほとんどの上級魔獣、全てお主が倒しておるな？」

「……言われてみれば、確かにそうだな」

　ブレイスが何枚かの依頼状を見比べながら、唸うなる。

「立て続けに魔獣を討伐してきた強力なハンターであるお主を、運び救い出すようにとのエッケベスの運送依頼。なるほど筋は通っておる。となれば、さしずめこの依頼はブレイスに対する挑戦状……あるいは招待状といったところか」

「招待、状……」

　砕岩鯨グランヴエイルの脅威度は、災厄級。危険級のさらに上の脅威度。今までの依頼の難度を遥はるかに超える相手だ。それこそ並大抵のハンター程度では命がいくつあっても足りない。これまで数多くの魔獣を狩ってきたブレイスでなければ、対たい峙じさえままならない強敵だろう。

　そして『災厄』の単語に、否が応にも呼び覚まされる悪夢。同じ『Ｃ・Ｈ』の名を持つ何者かが誂あつらえた舞台に、待っているのはあの悲劇の続きだ。

「あの日の惨劇は、まだ終わってはいないということか……！」

　シグもブレイスも、固く口を結んでいる。アトリは震える唇で、何かを呟つぶやいていた。

　半ば怒りに任せて卓上に依頼状を叩たたきつけ、私はブレイスを見つめる。

「行くのだろう、ブレイス」

　ブレイスとリネットが、同時に頷うなずく。

「ああ。また何か、沢山の人が傷つく出来事が起ころうとしてるのなら……もう迷ってる時間も惜しい。俺たちの手で止められるんだったら、今度こそ止めてやる」

　決意と覚悟を帯びたブレイスの言葉に、シグは豪快に笑った。

「そう逸はやるでない。依頼地域はデクシスラント……ここからはかなり離れておる。今すぐにでも飛び出しそうな面構えじゃが、夜を明かす空の旅では寝不足になるぞ」




　シグの提案で、出立は明朝となった。

　災厄級の魔獣。果たして人類が立ち向かえる相手なのか、疑問は残る。

　しかし、真実を確かめるため、Ｃ・Ｈの思惑を知るためには、やはり依頼状の地へ赴くしかない。奴やつの企たくらみを暴き、奴が呼び寄せてきた悲劇を、今度こそ終わらせる。

　そうでなければ、あの日散っていった仲間達、特三等、それに……エルディマリー三等の無念も、きっと晴れることはない。

「……ガルノー、さま」

　隣に横たわるアトリが、どこか思い詰めたような声で呼びかけてくる。

「眠れないのか？」

　顔を向けないまま、尋たずねる。答えるかわりに、そっと手が握られた。

「もし、ブレイスさんの言ってたことが、本当だとしたら。Ｃ・Ｈが、エッケベス補佐官の変装した別の姿だとしたら。あの人は……」

「……生きているはずがない。あの日、あの場所にいた者は全員死んだんだ」

　口にしてから、しまったと思った。

「……すまない」

「いえ。わたしこそ、変なこと言いました。……忘れて、ください」

　沈んだ声でそう告げてから、それきりアトリは黙り込んだ。

　アトリが希望を抱くのはわかる。私とて、バーズの殲せん滅めつ魔法から誰か一人でも多く生き残っていてほしいという気持ちはある。しかし、アトリが一番生きていてほしかったはずの人物は、私とアトリの目の前で燃えていったのだ。

　エッケベス補佐官が生きているなら、お姉ちゃんだってもしかしたら。そう考えるのは間違いではないが、しかしそれはあり得ないことだ。アトリの姉は、もういない。

　かといって、私が姉の代わりになろうなどと、おこがましい考えも抱けない。

　だが、姉には成り代われなくとも、少しでもアトリの支えになれるとしたら。私が歩んできた道が、彼女の未来を照らせるのなら。

　誓おう、『鉄壁』の二つ名において。どんな苦難からも、彼女の笑顔を守り抜くと。

「それが、私のために笑ってくれたお前への、恩返しだ……」

　聞こえないように小さく呟つぶやいてから、私は目を閉じた。




　魔導審問官の朝は早い。

「……アトリ？」

　はずだったのだが、目覚めると隣にアトリの姿が無かった。

　訝いぶかしみながらもベッドから起き上がり、着替えてから階下へと降り、日課の祈りを捧ささげようと庭先に足を運ぶ。

　ふとした、違和感だった。

　牧場に放たれている竜人形の数が、一頭。不足していた。

「……まさか」

　小屋へと駆け戻り、昨夜から散らかしたままの依頼状の山を一枚一枚確かめていく。

　しかし、無い。無い。これでもない。

　砕岩鯨グランヴエイルの討伐依頼状が……見つからない！

「ふぁあ……何じゃあ、騒がしいのう」

　寝ぼけ眼で現れたシグに、私は駆け寄って問い詰めた。

「シグ！『自動人形オートマタ』の……竜迎ドラクシーの目的地設定というのは、どうやるのだ！」

「な、何じゃ藪やぶから棒に。普通の魔丸マゴールと同じじゃよ、解放リベルタと唱えてから目的地を告げるだけじゃ。簡単じゃろ？」

　この間抜け面を、張り倒したくなるブレイスの気持ちもわかる。しかし、そんな下らないことに使う時間はない。

「……アトリ……！」

　アトリが単身、依頼状の地へと……災厄級の魔獣の下へと向かってしまったのだから。





[image: ]

「もっと早く飛べないのかよ、シグ兄！」

「とうに最高速度じゃ、馬鹿たれが！　いいから黙って掴つかまっておれ、舌を噛かむぞ！」

　竜人形の背から、吹きすさぶ風を挟んでブレイスとシグが怒鳴り合う。

　私たちは、風を置き去りに一路、飛んでいた。アトリが単身向かったと思われる、依頼状の地……デクシスラントへと。

　デクシスラントは、アリアファルマ大陸最大の湖沼であるデクシス湖の湖底火山の活動で発生した火山島だ。陸地の大部分を、人が暮らすことも敵かなわぬ険けん峻しゆんな岩がん稜りよう地帯と、今なお活発に噴火を繰り返す火口地帯が占めている。熱と火山性ガスのため、人が住めるのはせいぜい湖岸に近い砂地のみ。極寒や酷暑といった気候の影響によらない極地である。

　そんな極限環境に、武器のひとつも持たずに赴いたというのだから、焦りもしよう。

「どうか無事でいてくれ、アトリ……！」

　彼女がたった一人で出て行ってしまった理由は、およそ察しがついた。察しがついたのだから、私が気を付けるべきだったのだ。

　昨夜のアトリの問いを塞ぐように、私は「生きているはずがない」と告げた。しかしそれは間違いだった。恐らく、アトリが続けようとしていた言葉は「生きている」ではなく「生き返った」だったのだ。

　彼女はＣ・Ｈの存在に「死者が生き返る可能性」を見ている。

「……馬鹿げている」

　死んだ者が生き返るなど、あり得ない。エッケベス補佐官は死んだ。今Ｃ・Ｈを名乗っているのは、奴やつの遺志を継いだ誰か別の人間だ。彼女が生き返ったわけでは断じてない。

　それをアトリに伝え、止めなければ。

「見えたぞ、島じゃ！」

「アトリの居場所はわかるのか！」

「竜迎ドラクシーの降りた場所なら考えんでもわかるわい！『解放リベルタ、デクシスラント』と告げて飛んだ先、つまりお主の今乗っておる竜迎ドラクシーの向かう場所がそうじゃ！」

　そんなことは馬鹿でもわかる。問題は、アトリが我々よりどのくらい早く出発したか……目的地に到着してどれだけの間歩き回っているかだ。

「儂わしは空から小娘を探す！　お主らは先に降りて捜索せい！」

　降り立ったのは、ゴツゴツとした赤黒い岩山の中にあってしかし不自然な程に平らな広場だった。開けてはいるものの、火山性ガスの薄霧のせいで見晴らしは悪い。

「アトリーッ！　どこだ！　迎えに来たぞ！」

　叫んではみたものの、反応は無かった。当然だ。彼女は望んでここに来たのだ。むざむざ連れ戻される謂いわれなどないだろう。

「……！　ガルちゃん！　リネットが見つけた！　あっちだ！」

　ブレイスの言葉に振り向くと、リネットが霧の向こうの一点をまっすぐに指していた。

「距離は！」

「え……百歩分、いや百二十歩分くらい？」

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ！」

　聞くが早いか、呪文の詠唱を開始する。

「築け城じよう塞さい、塞げ四天！　難攻不落と居構えよ！　完き壁ブエルカザレフッ！」

　私の目では全く見えない遠くに、障壁を展開した。

「ま、迷い無いな、ガルちゃん……」

「信じただけだ。外れていたら容赦しない」

　駆け出しながら捨てた言葉を、ブレイスは少し嬉うれしそうに拾って笑った。




　障壁の中には、ちゃんとアトリが囚とらわれていた。

「ガ、ガルノーさまですか？　出してっ、出してください！　お願いです！」

「ダメだ。ここがどんなに危険な場所か、理解するまでは出さない」

「勝手に抜け出してきちゃったことは謝りますっ！　でも、エッケベス補佐官に会えば、お姉ちゃんを生き返らせる方法がわかるかもしれないんですっ！　だからっ！」

　涙ながらの悲痛な訴えに、胸が張り裂けそうになるのを感じながら、私は告げる。

「……アトリ。セヴェラナ・エッケベスは死んだ。そして死んだ者は、生き返らない。それは、絶対に。絶対にだ」

　人々が魔法を手にしてから、ありとあらゆる回復魔法が生み出された。

　しかし、失われた命を取り戻す回復魔法だけは、誰一人創り出せなかった。

　死者は生き返らない。その絶対の理は、覆すことができなかったのだ。

「嘘うそ。うそです。ガルノーさま、いじわる、言わないでください。だって、じゃあ、お姉ちゃんは。お姉、ちゃんは……」

「……っ」

　絶望に染まった表情で涙を流すアトリの顔には、それでもまだ私のために作ってくれた笑顔が僅かに残っていた。それはあまりにも痛ましく、凍えてしまいそうなほどに寒々しく。せめて抱きしめてやりたいと、気づけば障壁を解除していた。

「っ、あっ、アトリ！」

　しかし障壁が消えた瞬間、アトリは脱だつ兎とのごとく駆け出してしまった。

「うびゅっ！」

　そして、すぐに何かにぶつかった。当然だ。霧が濃い中で走ればぶつかりもする。

　……ぶつかる？　何、に？




「ちゃんと前を見ないと危ないですよ、アトリ様」




　軽く甲高い金属音が響く。ブレイスが剣を抜いた音だ。

「馬鹿な……！」

　その声、ぼんやりと浮かんだその顔。生きているはずがないと断じたはずの存在。

「セヴェラナ・エッケベスッ！」

　エッケベス補佐官が、そこに立っていた。

「どういう、ことだ……！　何な故ぜ奴やつが生きて……？」

　あまりに異常な光景に、何から考えればいいのかわからなくなる。

「お待ちしておりました、ブレイス様。こちらにお越しいただいたということは、砕岩鯨グランヴエイル討伐依頼、お受けいただけるということですね」

　とぼけた態度に、思わず頭に血が上った。

「ふざけるな……！　そんなことはどうでもいい！　貴様に聞きたいことは山ほどある！　あの時、何故特三等を殺した！　バーズを嗾けしかけたッ！」

　その叫びも意に介さないかのように、エッケベスは淡々と振舞っている。自分としか対話する気が無いと踏んだのか、ブレイスが私の言葉を継いだ。

「……あんたの目的は、何なんだ」

　その言葉を受け、エッケベスの視線が傍かたわらで震えるアトリに向く。

「『死』を。集めることにございます。より多くの、死を」

「死を、集める？　どういう、意味だ……？」

　彼女は答えずに、「エッケベス補佐官」であった時には微み塵じんも見せなかった笑顔を浮かべ、特三等にそうしたのと同じように、アトリの頭に銃口を突き付けた。

「ぁ」

　銃声が鳴り響くより早く、薄紅色の風が拳銃を構える手を刺し貫いた。

「この野郎……ッ！」

「お見事です、『人形剣士ドールブレイブ』様」

　痛みなど露ほども感じていないかのように、エッケベスは不気味に嗤わらう。リネットが剣を刺した手からも、剣のかすった首元からも、何故だか血が滴っていない。

「アトリっ！」

　腰を抜かして崩れ落ちたアトリの温ぬくもりを、全身で抱いて確かめる。危なかった。ブレイスにあと僅かほどでも迷いがあったなら、アトリも特三等のように撃たれていた。

　死を、集める。具体的な意味は掴つかめないが、しかしその悍おぞましいばかりの意図はありありと伝わった。こいつは、本当に、ただ「より多くの命を失わせる」ことだけを目的に、特三等やバーズ、エルディマリー三等を殺し、あまつさえアトリも殺そうとしたのだ。

「命さえ奪えれば誰でもいいというのか。この、化け物め……！　貴様のような者が、何な故ぜのうのうと生きている！」

「……はて。これを、生きていると言って良いのでしょうか」

　エッケベスはわざとらしく首を傾かしげてから、そのまま傾げた首に手をあてがい、

　ごぎん。

　と、気色の悪い音と共に……頭部を、引き抜いた。

「いッ……いやァァァァアアアアアッ！」

　あらん限りの声量で絶叫し、そのまま気を失うアトリ。そして首を取り外した当のエッケベスも、そのままぐらりと崩れ落ち、倒れた。転がった生首には先程までの生気は感じられない。光の消えた瞳に半開きの口。紛まごうことなき、死者の人相だ。

「な……何の冗談だ……！」

　状況を理解する間も与えず続けざまに襲い掛かったのは、大気を震わす地鳴りだった。

「うわわっ、何だ！　地震か？」

「違う、これは……噴火だッ！」

　この火山島全体がひとつの楽器であるかのような低く重い轟ごう音おんと共に、煙を晴らす熱風が大地を撫なぜる。見晴らしの良くなったはずの広場は、しかし未いまだ暗く翳かげっていた。

「お主ら！　後ろじゃ！」

　空から降ってきた声。同時に振り返った私とブレイスは、一帯を覆う影の主を見た。

　山だ。岩でできた山が、聳そびえ立たっている。

「……動いて、いる？」

　自然に漏れ出た私の声は、震えていた。あれは、岩山ではない。

　火山岩質の外殻を全身に纏まとい、頭部からは剣けん嶺れいと見み紛まがう一本角を天高く突き出した、マグマを泳ぐ巨大魔獣……災厄の名を冠するに相応ふさわしい、怪物。

「砕岩鯨グランヴエイルッ……！」

　応ずるかのように、砕岩鯨グランヴエイルは天地を鳴動させるごとく咆ほう哮こうし、そのまま岩を割りながらこちらへと突っ込んできた。

「掴まれィ！」

　辛うじて聞こえた声を頼りに、アトリの身体からだを抱いたまま、腕を天に突き上げる。その手を取って、シグの操る竜人形が空高く舞い上がった。

「……ッ、エッケベス！」

　襲い来た鯨の大口が、エッケベス補佐官の死体を丸まる呑のみにするのが見えた。

「……首と胴が離れて見えたのじゃが。よもや手に掛けたのか？」

「んなわけあるか！　自分で外したんだよ、エッケベス補佐官が……わけわかんねえ」

　私と同時に掬すくい上げられたブレイスが、乱暴に髪を掻かき毟むしる。その言葉を聞いて、シグは何かに気づいたように声のトーンを一段落とした。

「まさか……。いや、今はともかく彼奴きやつの討伐が先決じゃ！」

「討伐だと？　この、山そのものをか？」

　眼下を埋め尽くす巨大な災厄級魔獣の背を見下ろして、途方もない気分になる。

「そう自や棄けになるでない。元より、儂わしらはアレを討伐しにきたのじゃぞ」

　竜人形の背から聞こえたのは、大胆不敵な言葉だった。

「……やるしかねえよな。ガルちゃんは、アトリを。シグ兄、援護を頼む」

「あいわかった。二号を寄よ越こす」

　兄弟のように息の合った短い言葉を交わし、ブレイスとリネットは風のように飛んできた別の竜人形の背へと飛び移った。

「さて、しばし専心するゆえ、迎撃はお主に任せるぞ審問官」

「お、おい、勝手に話を進めるな！」

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ。連ねば縺もつれ、定めば綻ぶ。されば従えよ、縦ほしいまま。専心の糸グランギニヨル」

　お構いなしにシグが唱えた人形操術の呪文に、我々をここまで運んできた竜迎ドラクシーが三頭、呼応する。翼を広げて飛び立った竜人形はそれぞれ別の弧を描き、巨鯨を取り囲んだ。

「久々に血が騒ぐわい。どれ、人形竜騎ドールドラグナーの実力、見せてやるとするかのォッ！」

　ブレイス達と、自身を乗せている竜人形、そして飛び回る無人の竜。合わせて五頭の竜人形を全て別々に操りながら、シグは歴戦の風格を思わせる雄お叫たけびを上げた。

　弾丸のような速度での体当たり。

　鋭い鱗うろこの生え揃そろった尻尾の打撃。

　岩をも削り取る剛爪の斬撃。

　次から次へ、一撃、離脱。思わず目を奪われるような連撃に、しかし砕岩鯨グランヴエイルはまるで動じていないように見えた。

「外殻が硬すぎる。あれでは身体からだの内側にまでダメージが入っていないぞ」

「案ずるな、策はあるわい」

　竜人形の一頭が、鯨の目前を挑発するように高速で飛び回る。知能が低いのか、相手はものの見事に挑発に乗り、大口を開けて突進した。

「今じゃ！」

　間抜けに開いた口の中に、竜人形が一頭飛び込み、残りの全頭が一斉に火炎弾を叩たたき込む。衝撃音と共に口内で爆発が起こり、砕岩鯨グランヴエイルは黒い煙を吐いて崩れ落ちた。竜人形の一頭を、爆弾として利用したのだ。

「必要とあらば切り捨てる……これが本来の、人形遣いの戦い方か」

「もっとも、あやつにはまるで関係のないやり方じゃがの」

　泳ぎを止めた巨体の背に、すかさずブレイスとリネットが飛び移るのが見えた。示し合わせてもいないだろうに、ものの見事な連携である。岩山のような背を駆けながら剣を引き抜いたブレイスは、何の変哲もない岩にそれを軽々と突き刺してみせた。

「グォォォォォゴオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ[image: ]」

　空の上にまで轟とどろき渡る咆ほう哮こう。いや……悲鳴か。

「あれが……弱点、なのか？　何の変哲もない岩にしか見えないぞ」

「見えておるのじゃろう、あやつには。やはり変態じゃわい！」

　愉快そうに笑いながら、シグはブレイスの指示に合わせて竜人形を操作し、ブレイスはそれに飛び乗って離脱する。直後、剣を突き刺された「弱点」が赤熱した。

「……！　土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ！　集つどいて塁かさなり、かの者を隔てよ！」

　すぐに呪文を唱えた私の嫌な予感は当たっていた。

　岩のような外殻が爆はぜ飛び、猛たける火柱が噴き上がったのだ。

「双つ壁カザレフッ！」

　こちら目がけてまっすぐに伸びてきた火柱を、障壁がすんでのところで消し留める。

「今のは良い働きじゃ、褒めてやろう」

「上から目線で偉そうにするな」

「しかし、ブレイスの突いた弱点は噴門だったようじゃな。ならば、次に火を噴いた直後に特大の火炎弾を叩たたきこんでくれようぞ」

　不敵に吠ほえ、次の攻撃の瞬間を待ち構える。

　鯨の背上では、ブレイスとリネットが竜人形から飛び降り、飛び乗りを繰り返し、岩肌を駆けながら点在する噴門に次々と刀傷をつけていく。

「来るぞ！」

　いくつかの噴門が同時に発光し、無差別に火炎を噴き上げる。展開した障壁でやり過ごすと、竜が砕岩鯨グランヴエイルの背まで急降下、溜ため込んだ息を火炎に変えて放つ。

「ゴォォガァァアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

「よォし、効いておるわ！」

　シグは上機嫌だが……しかし、あと何度これを繰り返せばいい。

　噴門への攻撃も効果がないことはないのだろうが、何度攻撃を加えればこの途方もない巨体が崩れ落ちるのか、見当もつかない。先にこちらが疲弊して隙でも突かれたら、それで呆あつ気けなく全滅する。長期戦はあまりにも分が悪い。

　勝負を決めるのならやはり、急所を一撃で潰すしかない。どんなに巨大であっても、ひとつの生物である以上、脳か心臓の機能を止めれば倒すことはできるはず。

「何か、策は……」

　ブレイスの観察眼には及ばないまでも、私とて奴やつに同行し様々な魔獣を討伐するのを目にしてきた。何か、気づけることがあるはずだ。

「……角」

　砕岩鯨グランヴエイルの身体からだの中で、一番目立つその部位。岩盤を突き割りマグマを泳ぐ生態には必要不可欠で、だからこそ最も頑丈にできているであろう、その部位。

「……おい、シグ。ブレイスをこちらに連れ戻せ。話がある」

「む？　何じゃ、攻め調子じゃというのに」

「いいから、早くしろ。今のままでは埒らちが明かない」

　私の言葉を訝いぶかしみながらも、シグはブレイスに合図を送り、竜人形に乗せて寄よ越こした。戻ってきたブレイスも不思議がっていたが、私と目が合うとすぐに何かを察したように黙り込み、言葉を促した。攻撃の届かない高度まで避難してから、一息に話す。

「いいか？　ブレイス・フロイドロック。一度しか言わないからよく聞け。このまま一撃離脱を続けたところで、体力はあちらの方がはるかに上。長丁場は不利だ。だから奴の最大の弱点を狙い、一撃で仕留めろ。そのためには、角だ。あの角を折れ」

「何を馬鹿なことを言うておる！　砕岩鯨グランヴエイルの角は弱点どころか、最も硬い部位……」

　横よこ槍やりを入れたシグを、ブレイスが手をかざして制止する。

「削るとかじゃなく、折るってんだな。あの山の先っぽみたいなバカでかい角を」

「ああ、できるはずだ。リネットなら」

　その言葉の意味を理解したブレイスは、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「使え、ってのか、ガルちゃん。俺に、『専心の糸グランギニヨル』を」

　わかっている。貴様がそれを嫌うことくらい。

　愛する相棒たるリネットを「一方的に縛り、操る」人形操術は、ブレイスの望んできた人形剣士ドールブレイブの在り方ではない。できれば使いたくないということくらい、わかっている。

　だが、今はそうするしかない。手段を選ばせてやれるほど、私は強くない。

「リネット……」

　逡しゆん巡じゆんするブレイスの視線が、リネット、アトリへと順に滑り、再び私へと戻る。

「……わかった。信じるぜ、ガルちゃん」

　ブレイスは少し苦しそうに笑い、申し訳なさげな瞳をリネットに向け、剣を鞘さやに戻す。それを受けたリネットが無表情のまま、こくり、と頷うなずく。

「……土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる、同胞はらからよ。連ねば縺もつれ、定めば綻ぶ」

　一言一言、噛かみ締しめるように唱える呪文。

「合図で奴の角までリネットを降ろせ、シグ。なるべく早く済ませてやりたい」

「……驚いたわい。お主にも、人の心があるんじゃな」

「心無い茶ちや化かしに付き合う義理まではないがな」

　勝負を一瞬で決めたい、というのは本心だ。

「されば従えよ、縦ほしいまま……ッ！」

　リネットの両の瞳が、金色に輝く。

「専心の糸グランギニヨル！」

「降下ッ！」

　衝撃に備え、歯を食いしばる。高速での竜人形の急降下に加え、さらに最大出力をもって弾丸の如ごとく飛び出したリネットの拳が、そのまま角の根元に直撃した。

　巨大建築が倒壊するかのような異音と共に、一本角が綺き麗れいに圧へし折おれる。

「ギィァガアアアァァァァァァァアアアアアアア！」

　岩の塊にしか見えなかったそれは立派な骨格の一部だったらしく、痛みに空を震わせながら砕岩鯨グランヴエイルが暴れ回る。

　リネットは圧し折った角を両手いっぱいに抱え上げ、ふわりと地面に降り立った。怒りのままにリネットを呑のみ込もうと、災厄の大口が迫る。

「……あれは、一振りの剣だ。ならば扱いは、貴様の得手だろう」

　隣で糸を操るブレイスにそう告げると、彼は笑って答えた。

「俺たちの、だ」

　悠然と、リネットは抱え上げた一本角を、鯨の口内へと突き刺した。

「……ガ……ッ」

　断末魔を残して、それきり。災厄の名を冠する魔獣は、動かなくなった。

「あー……儂わしも釣った魚を〆しめる時たまにやるわい、アレ」

　シグの最高に面白くない冗談を聞きながら、私たちは揃そろって地面に降り立つのだった。




「ぅ……」

「アトリ。気がついたか」

　ずっと気を失っていたアトリが、ようやく目を覚ます。ぱちくりと目をしばたかせ、状況を確認してから、「あ……」と申し訳なさそうに顔を伏せる。

「ごめんなさい、ガルノーさま……わたし、その」

「いい。お前が無事で、何よりだ」

　言い訳を探せば探すほど、彼女の笑顔は曇っていく。だから、先に全て封じた。

「……エッケベス補佐官は？」

　アトリの問いに、物言わぬ屍しかばねとなった巨山の前で嘆息する。

「このデカブツの、腹の中じゃのう」

「え……こ、これ生き物なんですかっ」

　元を辿たどれば、ここへ来た目的はＣ・Ｈの目的を問とい質ただすことだった。災厄級の魔獣を討伐し、周辺への被害を未然に食い止めたのだから無駄足とまではいかないが、やはり奴やつの思惑はわからずじまいとなってしまった。

　……はずはないと、踏んでいる。




「いやぁー、お見事ですー。災厄級魔獣ー、討伐おめでとうございますー」




　場違いに暢気のんきな間延びした声は、あろうことか、斃たおれた魔獣の口の中から聞こえた。

「えっ、えっ……？　だ、誰ですか……？」

　あたふたするアトリを後目に、ブレイスとシグ、そして私は揃そろって警戒を強めた。

　この声を、私は知っている。

「そういえば……貴様もＣ・Ｈだったな」

　鯨の大口の奥から、ひょこひょこと陽気な足取りで現れ出いでた、その姿。

　シャーロットＣｈａｒｌｏｔｔｅ・ヒルダグリムＨｉｌｄａｇｒｉｍｍ。

　飛竜ワイバーンの討伐をブレイスに依頼した、ゾンビ人形遣いの少女だ。

「どーもー、お久しぶりですー、審問官さんー、剣士さんー」

「シャーロット……さん」

　貼り付けたような笑顔は、今この場においては不気味でしかない。彼女もエッケベスと同じく、Ｃ・Ｈに違いはない。それに、何より。

「……どうして貴様が、エッケベスの服を着ている」

　彼女の着ている服は、先程までエッケベスが着ていたものと同じだったのだ。

「どーして、ですかー？　それはですねー、脱いでないから、ですよー」

「ふざけるな」

「えーふざけてないのにー」

　わざとらしく唇を尖とがらせるシャーロットの方へ、シグが一歩進み出て言い放つ。

「……いるのはわかっておるぞ。隠れておらんで、出て来ぬか」

　シャーロットではなく、その奥……砕岩鯨グランヴエイルの口の中へと。

「……おやー。バレちゃってますよー、父さんー」

　心底楽しそうに、シャーロットは砕岩鯨グランヴエイルの口内を振り返ってそう呼び掛けた。




「あっははは。流石さすがだねぇ、シグ兄ぃ」




　答えたのは、男の声だった。

　暗闇から、幽鬼のごとく音もなく姿を現した、白いフードを被かぶった長身の男。フードの下の髪も肌も、まるで骨のように白く、その佇たたずまいだけで直喩的に「死」を思わせる。

「ひっ……！」

　アトリが震えた声で息を呑のんだ。シグの名を知っていて、シャーロットに「父さん」と呼ばれたその男の小脇には……エッケベスの生首が抱えられていたからだ。

「「……モーゼット」」

　ブレイスとシグが、同時に男の名前を呼んだ。

「知り合いか」

「知り合いも何も、こやつは儂わしらと同じ一座の人形遣い。ゼペットの弟子じゃ」

「……人形遣い、だと？」

　その言葉の意味するところを問うより先に、男がおどけた調子で口を開く。

「実に八年ぶりかぁ。また会えて嬉うれしいよ、ブレイスにシグ兄ぃ。二人とも、強さはまるで衰えてないみたいだねぇ」

「お主こそ、人形の趣味は相変わらず最悪なままじゃな、モーゼットよ」

　汚物でも目にするかのような冷たい視線で、シグはシャーロットを一いち瞥べつした。

「えー、ひどいじゃないですかー。こんな美少女に向かってー。ぐすん」

　シャーロットはわざとらしく泣き真ま似ねをし、シグはますます眉をひそめる。
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「人形……と、言ったか、今」

　耳を疑い、問い直した私の言葉に、答えたのはモーゼットだった。

「やあやあ魔導審問官クン。ご機嫌麗しゅう。ボクの名前はモーゼット・ヴィスカース、しがない人形遣いだ。そして……ほらシャーロット、皆にご挨拶なさい」

「はーい。あたしはシャーロット・ヒルダグリムですー。よーろーしーくーでーすー」

　眠たげな声と大仰な身振りで、いつしかゾンビ人形にさせていたのと同じように、シャーロットが恭しくお辞儀をする。

　そして、あの時のゾンビ人形と同じように……彼女の首がゴトリと地面に落ちた。

「ひっ……嫌っ、いやぁ……！」

「あっはははははは！」

　悪夢の如ごとき光景に、アトリが泣き声を漏らす。それの何が愉快なのか、モーゼットと名乗った男は不気味に高笑いをしてから、頭部を失った胴体に生首をぐちゃりと置いた。

　シャーロットではなく、エッケベスの頭を。

「んっ……ふぅ。おはようございます、お父様」

「おはよう、セヴェラナ」

　悪い冗談だ。先程まで完全に死んでいたはずのエッケベスの頭は、あの胴体に載せられた瞬間に血の気を取り戻して喋しやべり出した。

「あっ……あ。どう、して。だって、エッケベス補佐官、さっき死っ、死んでっ」

　アトリの目の前で起きた出来事は、まさしく「死者が生き返る」その様だった。

「その通りじゃ。アレはセヴェラナ・エッケベスではない。彼女の死体を無む理り矢や理り動かしているだけの、悍おぞましい死体人形に過ぎぬ。……とうとう本物の死体にまで手を出したなモーゼット。それは越えてはならぬ禁忌の一線じゃぞ」

「シグ兄、先生に似てお説教臭くなったねぇ。無理矢理なんてしてないよぉ」

　あらゆる点が、線となって繋つながるのを感じた。

　異なる顔と同一の筆跡を持つＣ・Ｈの正体は、首から上を挿すげ替えられた死体人形。

　強大な魔獣の討伐依頼を立て続けに出し、バーズの事件においても破滅の引き金を引いて多くの命を失わせたＣ・Ｈの、「死を集める」という言葉。

　そこに来て、死者を人形とする、この男の存在。

「何もかも貴様が、裏で糸を引いていたのか……！」

　全ての事件の黒幕は、この男。モーゼット・ヴィスカース！

「あはっ、人形遣いだけに糸を引くって？　面白いこと言うねぇ、審問官クンは！　でもざぁんねん。『糸』じゃないんだよ、ボクの魔法は」

「どうでもいい！　そんなことは！」

「えー、気にならない？　なるよね？　ねぇ、気になってるよね、ブレイスぅ？」

「……っ」

　呼ばれたブレイスが、首を絞められたような声で息を呑のんだ。瞬間の沈黙の後、我に返ったようにモーゼットを睨にらみ返したが、モーゼットはその様子を見てニタリと嗤わらった。

「ブレぇイスぅ。セヴェラナのことが気になるでしょ？　それともシャーロット？　はたまた別の子かなぁ～？　どうしよっかなぁ、みんなボクの大切な娘だからなぁ～」

「っ……ふ、ふざけんな！　死んだヒト弄もてあそんどいて、何が娘だよ！」

　猛然と反発するブレイスだったが、その態度にはどう見ても……ずっと奴やつを観察し続けてきた私でなくとも容易たやすく読み取れる、明らかな動揺が浮かんでいた。

「いやいや、気になってるだろ？　どうして彼女たちが自ら動いて、喋しやべって、感情豊かに笑っているのか」

「…………！」

　図星を突かれたとでも言わんばかりに、ブレイスの動きが止まる。

　そして私も、その言葉で思い出してしまった。

　ブレイスがいつか語っていた、夢。




　──いつかリネットの笑顔を見るのが俺の昔っからの夢なんだ。




「耳を貸すな、ブレイス」

「つれないこと言わないでよ。災厄級の魔獣を討伐したご褒美に、教えてあげよう。どうして糸を使わずに、彼女たちが動けるのか」

「禁忌の魔導だ！　耳を貸すんじゃない、ブレイス！」

「ブッブー、不正解。正規の魔導だよ。この白ローブが目に入らぬかー、ってねぇ」

　へらへらと嗤いながら、モーゼットは羽織ったローブをはためかせる。アトリと同じ、回復魔法の担い手であることを示す白いローブを。

「ボクが使うのはただの回復魔法さ、審問官クン。キミの大嫌いな人身操作には当たらない。それでも正義の名を掲げてボクを処刑するというのなら、同じ回復魔法使いヒーラーであるその子も裁かなきゃいけないことになるよ？　正しいというなら、平等でもなくちゃ」

「何を、出で鱈たら目めなことをッ……！」

　反はん駁ばくをよそに、モーゼットはローブの下からまた別の生首を取り出した。

　その死相にも見覚えがあった。キャンディ・ヘザーの顔だ。

「古戦場の魔獣……動く屍体コープスに骸骨兵スケルトンを知っているよね？　息絶えた兵士の強い怨念や未練に満ちた魂が、死体に宿って生まれる魔獣だ。この頭部には、同じようにキャンディの魂が宿っている。けどご覧。頭だけじゃひとりでに動き出したりしない」

　ぽいっ、と投げ渡された生首を、ブレイスが条件反射でキャッチする。

「う、うわ！」

「おっといけないなぁ、レディの首は優しく扱ってあげてよ。片手じゃなく、両手でちゃんと……ああ、できないんだったねぇ。ごめんごめん、あっははは」

　わざとらしくケラケラと嗤わらいながら、自分も片手でブレイスから生首を取り上げる。

「それじゃ、もひとつ必要なものって何だろう？　それは器……カラダ、だよ。ほらこのキャンディの頭を、セヴェラナのと入れ替えると～？」

　ぼきっ、と嫌な音を立ててモーゼットはセヴェラナの頭を引っこ抜き、フラフラと揺れる首無しの胴にぐちゃりと乱暴にキャンディの生首を載せた。

「……あん、もう！　痛いわよ、パパ！　もっと優しくして」

　エッケベス補佐官とは全くもって似ても似つかない声で、生首は喋しやべり出した。肌には瞬間で血が通ったかのように赤みが差している。

「あら、久しぶりね。剣士くん」

「キャンディ……さん」

　その顔も、声も、口調も。ガルフレードで会ったキャンディ・ヘザーと同じだった。

「どう？　これがボクの開発した死霊術ネクロマンシー……そして、自慢の愛まな娘むすめたちさ。セヴェラナもキャンディも、ボクを父親として慕ってくれるし、シャーロットなんてボクに憧れて人形操術を教えてほしいって。あぁもう、みんなカワイイでしょぉ～！」

　……歪ゆがんでいる。どこまでも。

　かつて私はブレイスを歪いびつだと評したが、この男はその比ではない。性根の底の底から常軌を逸した、極めて醜悪な存在だ。

「さぁてさて。死んだ人間は生き返らない。これはジョーシキ。だけど人形としてなら、何度でも直せる。命を、やり直せるのさ。彼女たちは皆、かつて何ど処こかで未練を残して死んでしまった女の子だけど……今、こうしてボクの娘として、人形として、一度終わってしまった人生をもう一度やり直せている。これって素晴らしいことだと思わなぁい？」

　拾い上げたエッケベスとシャーロットの首を掲げ、下げ卑びた笑みを浮かべる。

　生きてさえいれば、何度でもやり直せる。そんなゼペットの教えを、この男はどこまでも曲解し、命を弄もてあそんでいるのだ。死体に魂を吹き込むという、最も忌むべき方法で。

「もしも世界で一番大切な誰かに、命を与える方法がこうして存在するとしたら。誰だって一度はその希望に縋すがると思うんだよねぇ。自分とその人の、笑顔のために」

　反へ吐どの出るような綺き麗れい事ごとに、アトリの肩が跳ねた。

「ち、違っ……わたし、お姉ちゃんに、ゾンビなんかになってほしいわけじゃ……っ」

　嗚咽おえつ交じりに呟つぶやくアトリをよそに、モーゼットは淡々と告げた。




「ああ、そうそうブレイス。彼女の魂ね、ボクが持ってるよ」




「な……ッ」

　その言葉の意味するところは、想像に難くなかった。

　彼女……つまり、アトリの姉。エルディマリー三等の、魂のことだ。

「その魂のためにあれだけの死をもたらした貴様が、それを口にするのか！」

　いや、彼女だけではない。特三等も、審問官たちも、罪なき民間人も、全て。この男が謀たばかり、集めてきた「死」だ。この男さえいなければ、失われるはずのなかった命だ！

「んん……？　ああ、そのことか。それに関しては感謝してるよ、審問官クン。あれだけの数の怨念に満ちた魂、セヴェラナ一人に頑張って集めてもらうには荷が重すぎた。キミとブレイスの活躍のおかげで、あの場で最も多くの死を実現できたんだから」

「貴様……！」

「魔獣討伐の件も本当に助かったよぉ。ボク荒事向いてないからさぁ。ブレイスに頑張ってもらったおかげで、魂も、器も、たっくさん集まっちゃった」

「……ッ、まさか」

　思い出す。魔獣討伐依頼は全て、その死骸を依頼主が回収する手て筈はずになっていた。

　魔獣の死骸も、この男が集めていた死。器に当たる部分だ。

「死を、集めて……それで何を為なすつもりじゃ、モーゼット。災厄級の魔獣にそれだけの怨念を込めたならば、もたらされるのは文字通りの災厄じゃぞ」

　静かな怒りをもって問うシグに、モーゼットが心底愉快そうに嗤わらって答える。

「災厄をもたらす。そこまでは間違ってない。けどその程度のつまらないことじゃないんだよ、シグ兄。パーティーの準備は整い始めてる……さて」

　そう告げると、モーゼットはブレイスに向き直った。

　そこでようやく私も気づく。ブレイスの、剣を持つ手が震えていることに。呼吸を荒らげ、肩を上下させながら、モーゼットを睨にらみ返していることに。

「ブレイス。キミさえ良ければ、ボクと一緒に来ない？」

「……っ？」

　どういうことだ。馬鹿げている。

　モーゼットの誘いの意味するところは、自分の側につけ、ということ。

　ブレイスは魔獣を狩る側の人間だ。魔獣を駆り、災厄をもたらそうなどという企たくらみに、人々を、平和を、笑顔を守ろうと戦ってきたブレイスが、協力するわけがない。

　そんなことはわかりきっている。……ならば、なぜ。

「なぜ、何も答えない、ブレイス……？」

　すぐさま断ればいい。突っぱねて、ふざけるなと吼ほえればいい。バーズや特三等に対して噛かみついた時のように、人を傷つける側に回るのは御免だと高らかに謳うたえばいい。

「は……っ、はァ……っ！」

　そんな風に戸惑う理由など、貴様には一つもないはずだ。

「キミの力が必要なんだよ、ブレぇイスぅ。まだピースが足りないんだ」

「黙れ、モーゼット！　ブレイス、こんな下らない誘い、さっさと断って戻って来い！」

　それでも、ブレイスは動かない。答えない。モーゼットと私に挟まれる位置で、こちらに背を向けたまま、息も荒く剣を構えているだけだ。

「もしボクに手を貸してくれるなら……彼女の魂、ブレイスにあげてもいいよぉ」

　──乾いた、金属音。

　ブレイスが剣を取り落とした音が、広大な岩場に響き渡った。

「……ブレイス？」

　その表情は、読めない。

　代わりに、こちらからよく見えるモーゼットの顔が、ニタリと邪悪に歪ゆがむのが見えた。

「魂は、ブレイスの好きに使っていいよぉ。お望みなら、ボクの手で好きな器に定着させてあげよう。何せ、本人の遺体はもうこの世の何ど処こにも無いからねぇ」

「い、嫌……！　やめて、ください。お姉ちゃんを、ゾンビなんかにしないで……！」

　泣き腫らしながら嘆願するアトリに、ブレイスは目もくれない。

　何な故ぜだ。エルディマリー三等の魂を使い、Ｃ・Ｈのような死体人形を作るなど、アトリは望まない。アトリの笑顔には繋つながらない。そんなこと、問うまでもなくブレイスはわかりきっているはずだ。

　なのに何故、奴やつはあんなにも揺さぶられている？

「んー。アトリちゃんさぁ。何か、面白い勘違いしてなぁい？」

「えっ……？」

「キミのお姉ちゃんの魂のことじゃないよ？　確かにお姉ちゃんの魂もボクの手元にあるし、ブレイスだって彼女の死に思うところはあるんだろうけど……それでもボクやブレイスに、キミのお姉ちゃんの魂をここまで特別扱いする理由、あると思う？」

　とぼけた様子で問うモーゼットの言葉に、ますます混乱するアトリ。

　だが確かに、モーゼットは「アイネルの魂」とは一言も口にしていない。

「どういうことだ……では彼女とは、一体誰のことだ！」

「あっははは！　教えなァ～い！　だってそれじゃ面白くないもんねェ！」

　不快な高笑いを無視し、私は言葉を続ける。

「ブレイス！　貴様に聞いている！」

「…………」

　その問いにも、ブレイスは黙して答えない。それが初めからわかっているかのように、モーゼットの顔にも醜悪な笑みが増していく。

「さぁどうする？　ブレぇイス。もし要らないって言うなら、仕方ない。彼女の魂は、ボクの目的のため、好きに使わせてもらうよ。こんな風にねぇ」

　心底愉快そうに揺さぶりをかけるモーゼットが、唐突に砕岩鯨グランヴエイルの口に向かってエッケベスの首を投げ入れ、ふざけたメロディーで歌い始めた。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ～。灰はいを以もつて胚はいを成なしっ、腐ふ乱らんを以て孵ふ卵らんせよっ♪　異いの血ちを以て命いのちを宿し、嘆たん情じようを以て誕たん生じようせよっ♪」

「呪文……ッ」

「させぬ！」

　詠唱を中断させようと、モーゼットの足元へシグの竜人形が小さな火炎弾を放つ。

　ごがん、と鈍い音がして。

　まっすぐに突き進んだ火炎弾は、ブレイスが拾い上げ振り抜いた剣に弾はじき飛ばされた。

「……何、を？」

　何を、やっているんだ、こいつは。

　モーゼットを、守っただと？

「ど……どういうつもりじゃ、ブレイス！」

「ごめん、シグ兄」

　静かに答えたブレイスの表情は、黒煙に遮られて見えなかった。

「ふふっ、よしよし。嬉うれしいよォブレぇイス。取引成立、だね。ようこそ、ボクらの楽園へ。楽しい楽しい、パーティーへ♪　死を招く恋慕ネクロマンスぅ～♪」

　呪文の『結詞フエンネル』に応じ、轟ごう音おんを立てて頭部に自らの角を突き刺されたままの鯨が巨体を起こした。今の呪文で、エッケベスの魂を魔獣の死骸に宿したのだ。

「きゃあああああ？」

　足元の岩盤が隆起し、大地が割れる。足元を揺らされふらつく私たちを後目に、モーゼットたちは軽やかに岩肌を駆け上って、鯨の口元へと向かっていく。

「うふふはははっ。せっかくだ、審問官クン。ボクとキミとで、楽しいゲームをしよう。彼女の魂が誰のものか考えてごらん。正解がわかったなら、ボク達が今からどこに向かうのかもきっとわかる。審問官クン、キミもよぉく知ってる、思い出のあの場所だよ」

「わ、私の、思い出の場所……？　貴様、一体私の何を知っている！」

「だからぁ、それをキミの胸に手を当てて、思い出してみてほしいって言ってるのさ。それがゲームで、パーティーの招待状だ。答えに辿たどり着つけないままなら、キミの知らない何ど処こかで災厄のパーティーが始まるだけさ」

「待て……ッ！」

　わけのわからないことばかりを好き勝手に宣のたまってから、ひらひらと手を振り、モーゼットが大口の中へと消えていく。そして、それに続いてブレイスまでもが去ろうとする。

「止まれブレイス！　モーゼットに与くみするなど、何の真ま似ねだ！　奴やつは災厄を生むと、そう言っていたんだぞ……！　手を貸すことがどういう意味かわかるだろう！　きっと貴様の故郷のように、蹂じゆう躙りんされ滅ぼされて、多くの犠牲が出る！　貴様はその片棒を担ごうというのか！　守ると息巻いていたいくつもの笑顔を、奪う手助けをするつもりか！」

　とにかく一言でもいい、奴を引き留める言葉を。そう思って並べ立てた質問は、どれもブレイスを振り向かせるに至らない。

「止まれと言っている！　私の許可なく、私の目の届く範囲を離れることは許さん！」

　どんなに言葉を浴びせても、奴は一度もこちらを振り返ることはなく。必死で立ち上がり、伸ばした手を、振り払うように。

「……っ」

　リネットが、その小さな手で私の胸をトンと押した。

「貴様……ッ」

　リネットに、それをさせるのか。

「何な故ぜ貴様が、顔を見せない……！　何故貴様自身の言葉で、拒絶しない！　こっちを見ろ、ブレイス！　人形を利用して、私から逃げるな卑ひ怯きよう者ッ！」

　顔を、見せてくれ。貴様の顔が見えなくては、その心情を窺うかがい知しることも、貴様を信じることもできはしない。

　せっかく……信じてみようと、思えたのに。

「……ごめんな、ガルちゃん。だけど、これは俺たち二人の問題なんだ」

　二人、の？

　ブレイスと、リネットの？

　……そうだ。この男が何よりも優先しそうなことが、一つだけある。人に害為なす魔獣を狩り、誰かの平和を、誰かの笑顔を守ることよりも、優先しそうなことが。仲間だった者に背を向け、傷つける側に回ろうとも、選び取りそうなことが、一つだけ。

　これまでずっと夢に見てきた、長きに渡る旅の目的。

　誰かの、じゃない。

　リネットの笑顔のために。

「そのために……他の笑顔を犠牲にしてもいいというのかッ！」

　叫びは無情にも、噴き出した黒煙と地鳴りの音に阻まれる。

「ガルノーさまぁああっ！」

　アトリの悲鳴が近づいてきて、気づけば私の身体からだは竜人形に抱え上げられていた。

「これ以上は噴火に巻き込まれる！　離れるぞ、しっかり掴つかまっておれ！」

　見下ろした大口が、閉じる。ブレイスと、リネットを呑のみ込んで。

「……行くな」

　砕岩鯨グランヴエイルの巨体が、轟ごう音おんを上げて地中へと沈み込んでいく。

「行くな、ブレイス……！」

　その声はもう、あの男には届かない。
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　高く昇った太陽が、容赦なく照り付ける昼下がり。

「……似ているな。あの日と」

　シャーロットの依頼で、飛竜ワイバーンの討伐に向かった山道を、ふと思い出していた。

　風に靡なびく薄紅色のドレスも、私を置いて先に行こうとする憎たらしい背中も。今は、私の目の届く範囲に一つも残っていない。

　こんなにも、空虚な光景だったか。ほんの三ヶ月の間、監視と称して行動を共にしていただけだというのに。奴やつのいなかった時間が、もう遠い昔のように思い出せない。

　しかし、この寂せき寥りよう感も一時のものだ。じきに、慣れる。慣れてしまう。

　そう思いたくは、なかった。

「のう、審問官よ。本当に、この場所で合っておるのか？」

「……ああ。間違いない」

　だから私は、それを取り戻すために。

　モーゼットの告げた「思い出のあの場所」とやらに、訪れていた。




「謹慎……ですか」

　時は少し戻る。

　ブレイスがモーゼットと共に消えてから、三日後のこと。

　私の所属する、大陸北部最大の魔導審問会館、北リブウェルム支部。

　そこに、二つの任務の成果を報告しに戻った私に対して下された支部長の判断が、魔導審問官としての審問活動を禁ず……という、すなわち謹慎処分であった。

　ひとつは、中央本部の指揮で行われたバーズ・アンティノア討伐作戦の結果。

　もうひとつは、要監察対象グレーブレイス・フロイドロック……その監察任務の、中断。

　バーズとは特等級の殉職をもって相討ちに終わり、ブレイスに至っては見失ったことで監視の続行が不可能になった。二つの任務で成功とは言えない結果を残してしまったことは、紛まぎれもない失態。懲戒として、無期限の謹慎処分が下されたというわけだ。

「ええ。ともあれ長旅、ご苦労様でした。まずは身体からだをゆっくり休めてください」

　だが、それは建前。支部長の身内への甘さは、かつてその補佐官を務め、今では同じ一等審問官でもある私こそよく知っている。この人は、理由をつけて私を休ませたいのだ。

　その証左と言うべきか、謹慎期間中の行動は「審問活動」以外であれば特に制限されておらず、支部内の施設もいつも通りに自由に使い放題で、実質単なる長期休暇のようなものだ。保養施設は勿もち論ろんのこと、資料室や記録の保管庫などにも出入り可能なので、庶務をこなすことすらできる。あまりに謹慎とは呼び難い処遇に私は抗議したものの、支部長には嘆息と苦笑をもって一蹴されてしまった。

「欲を言えば、貴女あなたのことはもっと休ませたいくらいなのですよ？　中央本部から遣わされた特等級を含めた部隊が全滅するような事態に巻き込まれたのでしょう。今はただ、貴女が生き延びた幸福に感謝させてください」

　旅の疲れを癒いやすよう釘くぎを刺された私は、アトリを連れて会館内にある大浴場を訪れた。支部に二名しか所属していない一等審問官である私は、つまりこの北リブウェルム支部で二番目に偉いので、大抵の施設は私の許可さえあれば誰でも利用可能なのだ。

「はぁ……ゴクラクですぅ」

　北リブウェルム一の名湯とも名高いこの大浴場。アトリも満悦のようで、すっかり頬ほおを緩めている。その姿が愛らしくて、不思議と私の心も癒いえていく気がした。

「すごいですねぇこのお風呂。疲れが吹き飛ぶどころか、力が溢あふれてくる気がしますっ」

「活力を体内に流し込む魔法がかけられているからな。この大浴場自体が一種の魔道具設備マグナフアクトリーのようなものだ。こうして瓶に詰めれば回復薬にもなる」

　温熱効果、体内の自浄活動の促進、身体機能の活性化、諸栄養素の吸収、悪性病原菌の排除。数え上げたらキリがない程の効能を備えた、生きるための活力を、言うなれば命そのものを供給する秘湯。疲れが取れるのも頷うなずける。
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「…………命、か」

　死体に命を吹き込む魔法も、本質的にはこれと同じだ。

　魂と呼称した何らかの強力な生命エネルギーを、魔法を介して体内に流し込み、定着させ、活発な生体活動を補助する。モーゼットの死霊術ネクロマンシーは、本人の言っていた通り、原理そのもので言えば回復魔法の一種ということになる。

　したがって、我々魔導審問会の定める法によってモーゼットを裁くことはできない。

　魔導審問会は、たとえいかなる善人であっても、同情の余地があったのだとしても、一度魔法を用いて他者を害すれば、それを悪として断罪する。

　それは逆に、法に背そむきさえしなければどのような所業も悪ではないということ。

　死んだ人間の身体からだを弄いじり回し、遊びのように首を挿すげ替え、命そのものを玩具おもちやのように軽んじる行為も、攻撃魔法ではないから悪ではない。そう言ってしまえる。

　これまで正義だと信じて疑わなかった魔導審問官の絶対なる法をもって裁くことができるのは、「悪」ではなく「法を犯した者」だけだ。かといって、自分が悪だと認めたい者を一方的に悪だと決めつけ断罪することができるのなら、そもそも法など必要ない。

　では、あの男が正しいと？

「……法を、正義を。疑うのか、私は」

　シグが言っていた。何かを疑うということは、自分を信じることと同じ。だが、私自身が今までずっと守り続けてきた法を疑うには、一体私の何を信じればいい？

「ガルノーさま？」

　思案する私の顔を、アトリが心配そうに覗のぞき込む。この子が憧れ、目指してきた魔導審問官……その立場にある者として、私は、私自身を誇れるだろうか。

「あ、あの……あんまりジッと見つめられると、その、は、恥ずかしいですっ」

「……すまない」

　考え事に耽ふけりながらアトリの身体からだの一部位を凝視していたことに気づき、形ばかりの謝罪をしながら目を逸そらす。年齢と体格に似合わず豊かなその一部位と、『絶壁』と揶や揄ゆされてしまった自分の貧相な一部位を比べ見て、思わず溜ため息。

「……あの。ガルノーさまは……モーゼットの招待を、受けるんですよね。ブレイスさんとリネットちゃんを、追いかけるつもりなんですよね」

　アトリが肩まで湯に浸つかり直しながら、おずおずと口にしたその名前に、抑え込もうとしてきた感情が込み上げてくるのがわかった。

「ああ……そうだ」

　ずっと、ブレイスを疑い続けることが私の任務であり、正義だった。

　しかし私は、バーズの事件を経て、奴やつを信じてみようと考えを少しずつ変えてきた。

　なのにあの男は、信じようとした私の方を向かなかった。私は、ブレイス・フロイドロックという男を見誤っていたのだ。

　魔獣を狩り、バーズを諭し、特三等に反発した今までのブレイスなら、死を集め災厄を振ふり撒まこうとするモーゼットという邪悪に、共に立ち向かってくれると思い込んでいた。だが奴は、自ら動き、感情豊かに笑う人形……Ｃ・Ｈの姿を見て、心揺るがされ。信念を全部曲げてでも、リネットの笑顔を手に入れようと、モーゼットに与くみした。

「……まだ私は、あの男の監視を、諦めていないからな」

　見誤ったのなら、もう一度見定めればいい。私はまだ、やり直せる。

「私の許可無く勝手に消えたブレイスをぶっ飛ばして正気に戻し、監視任務を再開する。あいつのやろうとしていることは……私が止める」

　災厄をもたらすと告げたモーゼット。その企たくらみに手を貸し、多くの笑顔を奪うであろう選択をしたブレイスの愚行を、奴の監視者として……いや、ガルノー・ギルトフッドとして。奴の傍そばで共に旅してきた「ガルちゃん」として、止めてみせる。

「問題は、モーゼットの言っていた思い出の場所とやらがわからないことだが……」

　私とモーゼットに面識はない。会ったのは砕岩鯨グランヴエイルとの戦闘後が初めてだし、シグやブレイスからその存在を伝え聞いていたわけでもない。にもかかわらず、モーゼットは「キミもよく知る思い出のあの場所」と言った。つまり、どこかで接点はあったはずなのだ。

　キーワードは、『彼女の魂』。

　それが恐らく、奴やつにまつわる重大な記憶。私の忘れている、思い出すべき『何か』だ。

「……とはいえ。ブレイスがあれほど執着する『彼女』など、一人しか思いつかない」

「はい……リネットちゃん、ですよね」

　アトリもわかりきっているようにその名を告げた。

　だが、リネットは人形だ。元より魂などない。

　かつては、彼女が本物の人間で、ブレイスがその生身あるいは死体を操っている悪の人形遣いだと疑ってはいた。しかしバーズの一件や、シグの小屋での出来事を経て、ブレイスを信じ始めた私の中で、もはやその疑いはほとんど晴れていたが。

　その疑いが強まっていたのは、あの夜。ブレイスとリネットとの馴なれ初そめを聞いたあの夜だ。奴はリネットを、師匠に作ってもらったと言っていた。人身操作を働いた悪の人形遣いとして魔導審問会に処刑された、ゼペットに。

「……ゼペットが、鍵？」

『彼女の魂』と『私』の繋つながりまでは見えない。しかし『リネット』と『審問官』の間に接点があるとするなら、ゼペットの存在こそがまさしくそれだ。

　リネットが人形なら、ゼペットの犯した罪とは何だ？　誰に対して人形操術を用いた？

「ゼペットのことであれば、シグに尋たずねれば何か知っているかもしれない……それに、審問会によって処刑されたのなら、その記録も何ど処こかにあるはず……」

　揺らぐ水面を見つめながら、のぼせそうなほどに頭を回転させる。

「……む」

　頬ほおに、むにっとした感触。

「すごく難しい顔してます。ガルノーさま」

　アトリの両の手のひらが、私の頬に添えられていた。正面に回られていることに気づかないほど集中していたらしい。

「焦っちゃう気持ちはわかります。でもあまり無理はしないでくださいね。わたしも、ガルノーさまにはゆっくり休んでほしいんです。色々なことが、ありすぎたから」

　少し悲しそうに、それでも気丈にアトリは笑った。

　……だが、災厄は、きっとこの笑顔さえも奪う。だからこそ、私はたった一秒でも立ち止まっていたくない。これも私の、難儀な性分なのだろうか。

「でも、答えがわかったら、ガルノーさまはすぐに行ってしまうんですよね。モーゼットの……いえ、ブレイスさんのところへ」

　気取られたか。アトリは本当に、私のことをよく見ている。

「……すまない」

「謝らないでください。今この時、たった一秒でもあなたの癒いやしになれるのなら、わたしはそれを誇りに思えます」

　慈愛に満ちたその言葉と笑顔だけで、私は十二分に救われている。だから今度は、私がアトリのために何かしてやりたい。守るべきものさえ見失いかけた私の心を癒いやしてくれた彼女に、恩を返したい。

「……ガルノーさま。ひとつ、お願いがあります」

　そう思った矢先、アトリが言った。真剣な面持ちでゆっくりと言葉を紡いでいく。

「あの人が……モーゼットが、言ってました。バーズさんの事件を起こしたのは、怨念に満ちた魂を集めるためだって」

「アトリ」

「大丈夫、です」

　あの惨劇を思い出させまいとした私の言葉を、アトリは気丈に制止した。

「お姉ちゃんは、きっとバーズさんを怨うらんでないと思います。そういう、優しい人だったから。お姉ちゃんの魂が残っているとしたら、それはきっと……わたしを守れなかった、未練のせいだって思うんです」

　怨念や未練に満ちた魂が、戦の跡には残る。であれば、エルディマリー三等の魂は、アトリの言う通り愛する妹を守れなかった後悔に、繋つながれたままでいるのだろう。

「悪い人にゾンビにされてまで、そんな未練に縛られ続けてほしくない。だからわたし、伝えたいんです、お姉ちゃんに。わたしはもう……大丈夫だよって」

「ダメだ。お前をモーゼットの所へは連れて行けない」

　モーゼットは、少女の生首を転がして弄もてあそぶ悪意の権化だ。アトリをそんな奴やつの下に連れて行くなど言語道断。即座に止めた私の言葉に、アトリは苦笑して答える。

「はい、わかってます。だから、ガルノーさまにお願いします」

　その口元が、エルディマリー三等の最期に残した微笑ほほえみと重なった。

「お姉ちゃんの魂を、解放してあげてください。もうわたしのことを心配しないで、安らかに眠れるように」

　なんて、気高い姉妹なのだろう。死の恐怖を目前にしても、一人残される孤独に苛さいなまれても、なおも互いが互いを想おもい合う、血の絆きずな。その覚悟の込められた頼みに、応じない理由などなかった。

「ああ。約束する。エルディマリー三等の未練は、私が……」

　……未練？

「ガルノーさま？　どうしました？」




　──言いたいことは、それだけか？　未練はないのか？




　八年前の、あの光景が蘇よみがえる。

「……まさか」

　記憶の奥底から、鍵を掘り起こす。私が、初めて処刑を行った日。あの場所のことなら確かに私はよく知っている。居てもたってもいられず、勢いよく湯から上がった。

「きゃあっ、ガルノーさま！　か、隠してくださいっ！」

　アトリの制止を背に聞きながら、私は急いで着替え、大浴場を後にして記録庫へと向かった。支部に所属する審問官の活動記録が、全て保管されている場所だ。

　この予感が正しければ、『彼女の魂』が誰のものかも、ブレイスがモーゼットについた理由も、全て辻つじ褄つまが合う。合ってしまう。

「……あった」

　辿たどり着ついた記録庫で、私が初めて記した報告書を見つけ、そのページをめくった。

　罪人名、カルネット・ヒューゼット。罪状は……人身操作。

「何て……ことだ……」

　そこに記されていたのは、私にとって……できれば間違いであってほしかった、しかし揺るぎない真実だった。




「まさか、もう一度この村の土を踏むことになるとはの」

　感慨深げに、シグが呟つぶやく。

　アストリア、という名の小さな村だった。今では人も住んでおらず、雑草が伸び散らかり、蔦つたが這はい覆う民家が点在するのみ。だから、草が踏み潰され通りやすくなった道を見つけるのも容易だった。まだ新しいその痕跡は、ひときわ大きな建物へと続いていた。

「教会……そこに、モーゼットがおるのじゃな？」

　無言で頷うなずきを返すと、シグは溜ため息をつきながら顎あご髭ひげをポリポリと掻かいた。

　もう一度、と口にした通り。シグは以前、この村にいたことがある。しかし彼は、私がこの場所を突き止めた理由も経緯も聞かず、ただ何も言わずに私をここまで連れてきた。客の事情をとやかく訊きく無粋な運び屋はおらぬと豪語していたが、不器用なりに私を気遣っているらしいことは見え透いていた。

　結論から言えば、私はシグにゼペットのことを尋たずねはしなかった。

　そうする必要が、なくなったのだ。

「……では、ゆくぞ」

　シグに続いて教会に踏み入り、奥へ奥へと進む。微かすかに音の漏れる一際大きな扉……礼拝堂に差し掛かり、私とシグは両開きの扉に片側ずつ手をかけ、同時に開け放つ。

　鮮やかなステンドグラスを透かした乱暴な極彩色の光と、パイプオルガンの奏でる歪いびつな不協和音が、酷ひどく冒ぼう涜とく的な神話の一幕のように、私たちを招かれざる客として迎え入れた。

「っと、おやおやぁ。予想よりずいぶん早かったねぇ」

　演奏の手を止め、首を大きく曲げてこちらを振り返ったのは、愉快そうに嗤わらう痩身の青年。傍かたわらには、貼り付けたような無表情で佇たたずむエッケベス補佐官の姿もあった。

「下へっ手たクソな演奏じゃな、モーゼット」

「酷ひどいなぁシグ兄。せっかくお洒落しやれに出迎えてあげようとひそかに特訓してたっていうのに。せめて一週間くらいは欲しかったよ」

　ヘラヘラと笑いながらおもむろに祭壇に立ち、司教の如ごとく大仰に両手を広げる。

「よくこの場所がわかったねぇ、審問官クン。つまり、全部思い出せたってことだ。ゲームはキミの勝ちだよ。ブレイスはあいにく留守だけど、歓迎しよう。ようこそ、楽しい災厄のパーティーへ」

　心底楽しそうに口元を歪ゆがませて、モーゼットは白々しい台詞せりふを吐いた。

　この場所は、私にとって特別な場所。いや、私だけでなく、ブレイスやシグ、モーゼット……そして、リネットとも関わりの深い場所だ。

「……わかって当然だ」

　私はこの場所で起きた出来事を、八年間ずっと忘れたことがないのだから。




「この場所は、私がカルネット・ヒューゼットを……いや、世界一の人形遣いと呼ばれていた女魔導士、貴様らの師匠……ゼペットを、処刑した場所だ」




　これが、私の辿たどり着ついた真実。

　無関係だと思っていた私と、ブレイスたちゼペット一座に、八年前から存在した接点。

　あの日私が処刑した罪人、カルネット・ヒューゼットは、またの名をゼペットと呼ばれていた人形遣いであり。

　このガルノー・ギルトフッドが、彼らの師匠の命を奪った仇かたきであるという、真実だ。

　ブレイスを追ってここを訪れながら、私はこの場にブレイスがいないことに内心安あん堵どしていた。ブレイスにとって、ゼペットは……カルネットは親のように慕っていた存在だったはずだ。そんな大切な人の命を、特三等がエイルを処刑したように、私はこの手で奪った。だからブレイスには、この事実を知られたくなかった。

　どんな顔をして会えばいいのか、わからなくなってしまったから。

「だってさ、ブレイスぅ♪」

「……っ？」

　モーゼットの愉たのしそうな声に、心臓が跳ね、早鐘を打つのを感じた。

　ゆっくりと、振り返る。

「……ブレイ、ス」

　そこには、魔獣の死骸を引きずり、返り血に汚れた顔で佇むブレイスの姿があった。

「二人とも、何で来た……、いや、それより。今の話、本当なのか？　ガルちゃんが、師匠を……処刑した、ってのは」

　静かな、静かな、声音で。ブレイスはそう私に問いかけた。

　愛する妹の死を告げられ、我を忘れて激げつ昂こうし全てを焼き尽くしたバーズの姿が、不意にブレイスと重なる。喉の奥があの日の熱を思い出したかのように渇いていくのを必死に抑えながら、私は努めて冷静に聞こえるように答えた。

「……ああ、本当だ。八年前、人身操作を行った罪で、この私がゼペットを処刑した」

「……ッ……！　……そう、か」

　怒り？　困惑？　驚きよう愕がく？　あれほど向き合いたいと思っていたブレイスの表情から、うまく感情が読み取れない。聞きたいことだって、山ほどあったはずなのに。

「私を、恨むか。ブレイス」

　真っ先に口をついて出てきた問いは、自分でも驚くほど弱々しい声だった。

　ブレイスは無言で一歩ずつ私の方へと歩み寄り……目の前に来たところで、

「らしくねえこと言うなよ」

　笑って、みせた。

「いつものガルちゃんみたく、自分が一番正しいんだって、無い胸堂々と張ってろ。その方がずっと、あんたらしい」

「……無い胸は、余計だ。……私のことが、憎くはないのか？」

「……わかんねえ。正直怒りや憎しみが全く無いと言えば、嘘うそになるかもしれねえ。……けどな、ガルちゃん。俺はあんたを恨んだりはしないし、仇かたきを討とうとも思わない。それが一番つまんねえ生き方だって、教えてくれたのは他でもない師匠だ。その師匠の仇討ちで復ふく讐しゆうに走るなんて、それこそ弟子失格、人形遣い失格ってもんだろ」

　苦笑しつつ、ブレイスはそう宣のたまう。私情よりも、矜きよう持じを貫くと。

「……あんただから、納得できてるのかもな。師匠を処刑したのが、例えば他の審問官だったとしたら……俺はこんな風に思えてたかわからない。ガルちゃん、あんたが心の底から正義だと思ってやったことなら、きっとそれは間違ってないんだって信じられる。少なくとも俺はこれまでの間、そういう風にあんたのことを見てきたつもりだ」

　……だったら。

「だったら、何な故ぜ。私ではなくモーゼットについていった」

　私を信じていたというのなら、どうしてあの時、私を突き放しモーゼットの下につき、今もこうして魔獣狩りなどに協力しているのか。

「……言ったろ。俺たち二人の問題だ、って」

　それとこれとは別だ、とでも言わんばかりにブレイスは私から視線を外す。その見つめる先には、確かめるまでもない、リネットがいつも通りの無表情で佇たたずんでいた。

「彼女の魂とやらが、そんなに大事か」

　その言葉に、ブレイスは僅かに動揺し……口を、堅く結んだ。

　この教会……『思い出の場所』とは別に、モーゼットが残したもうひとつのヒント……『彼女の魂』。その答えにも、私は辿たどり着ついていた。

　それは、ゼペットの……カルネット・ヒューゼットの魂ではない。ブレイスにとって家族同然の師匠よりも、もっとずっと大切な、彼女のもの。

「リネットの魂だろう。貴様がモーゼットにちらつかされたエサは。十年前野盗に命を奪われた、カルネット・ヒューゼットの娘……リネット・ヒューゼットの魂だろう」

　報告書を改め、得られた真実は一つだけではなかった。

　カルネットの年齢、来歴、家族構成、そして犯行に及んだ理由。

　当然、彼女のたった一人の娘の名前も、そこには記されていた。

「十年前。娘の命を奪われたゼペットが、悲しみに暮れて作ったのが……作ってしまったのが、リネットという人形。貴様はその『器』にリネット・ヒューゼットの魂を込めることで、恐怖のままに失われた幼い少女の笑顔を、取り戻そうとしている……違うか？」

「……ち、が」

「違わなァい。その通りだよ、審問官クン」

　僅かに動揺し答え遅れたブレイスの代わりに、モーゼットが答える。

「リネット・ヒューゼットの魂は、本来その人形の中にあって然しかるべきものだ。先生は、死んじゃったリネットちゃんをやり直すために、その人形を作ったんだから」

「違うって、言ってんだろ……ッ！」

　思った通りだ。ブレイスが、モーゼットに付き従い、私のもとを去った理由。

　ブレイスはリネットという人形に糸をつなぎ、ただの一度も絶やすことなく保ち続けてきた。大切な家族である師匠から失われた笑顔を取り戻すために。そう、丁度バーズ・アンティノアが妹に幻を見せ続けたのと同じように。

　しかし八年前、悲しみを忘れかけようとしていたカルネットが娘の仇かたきに会い、過ちを犯して処刑されたことで、全ては呆あつ気けなく終わり……ブレイスにはリネットという人形と、その『命』を繋つなぎ続けなければならないという呪いのような使命感だけが残された。

　そうして形見の人形の笑顔を夢見て続けてきた、八年間の孤独な一人旅の果てに、ふいにひとつの希望が現れた。死者の魂を宿して動く、死体人形という……歪ゆがんだ、希望が。

　追い縋すがるのも無理はない。どんなに真っ当な人の道を外れていようが、それはブレイスにとって、確かに十年間探し続けてきた希望なのだ。

「そう興奮しないでよォ、ブレぇイス。キミはリネットちゃんのために、よぉく働いてくれた。これが最後の仕上げだよ。果たしたら、約束通り彼女の魂はあげる」

　冷たい金属音。モーゼットが、どこからか取り出した長剣を鞘さやから抜いた音だった。

「審問官クンを、殺すんだ」

　ひらひらと剣を揺らし、恐ろしく平へい坦たんで穏やかな声音で、モーゼットは言い放った。

「何言ってやがる……ガルちゃんは関係ないだろ」

「何言ってるのはこっちのセリフぅ。大いに関係あるよ。だって審問官クンは、ボク達の敬愛する先生をこんな風に殺した、カ・タ・キ、なんだからさぁああ！」

　一転、悲鳴じみた叫きよう声せいを上げ、モーゼットは手にした剣で傍かたわらのエッケベスの首を刎はね飛ばした。生々しい音と共に吹き飛んで転がるエッケベスの生気を失った頭部に、私は八年前の光景を重ね見ていた。口を閉じた私の代わりに、シグが忌いま々いましげに唸うなる。

「……首の無い、死体。よもやその身体からだ、ゼペットのものか」

「ああ、そうだよォシグ兄。これは斬首刑にされた先生の胴体。あの日からずうっと、ボクと先生はこうして一緒にいたんだ」

「反へ吐どが、出おるわ……！」

　何人もの顔を持ち、それぞれが別々のＣ・Ｈを名乗る同一人物。では、唯一最初から変わらずに使い回される首から下のカラダは一体、誰のものか。

　それは最初のＣ・Ｈ……カルネットＣｏｒｎｅｔ・ヒューゼットＨｅｗｇｅｔに他ならない。

「さぁ、ほらブレイス！　早く審問官クンを殺して、先生の仇かたきを討ってよ！　血みどろの復ふく讐しゆう劇を見せてくれ！　それで最後の邪魔者が消えて、十分な量の魂も揃そろう！　リネットちゃんの魂だって手に入る！　全員笑顔になれるじゃないか、何を躊ちゆう躇ちよするんだい？」

　興奮した様子で叫びながら、モーゼットはブレイスを促すようにその足元へと剣を放り投げる。ブレイスは、それを拾い上げようとはしない。

「……俺は」

　ブレイスの静かな声は、そこで止まる。思案しているのかもしれない。迷っているのかもしれない。私には、その先を想像することしかできない。

「あれ、できない？　ダメだよぉブレイス。ボクに協力するって約束したじゃない。反ほ故ごにするのなら、リネットちゃんの魂もあげられないよ？」

「……てめぇ、モーゼット」

　卑劣な。いや、元より約束を守る気などないのだろう。

　剣を拾い上げずにいるブレイスに代わり、私がそれを手に取った。

　重い。想像していたよりも、ずっと。これが命を奪う刃やいばの、重みということだろう。

「……どう言い繕ったところで、私が貴様の師の命を奪った事実は変わらない。貴様には私に復讐するだけの理由がある。剣を取り、私を斬るも道理の内だろう。……だが」

　歩み寄り、拾った剣を差し出す。

「それで得られる物と、失う物が何なのか。よくよく考えてから、剣を振るうかどうかは自分で決めろ、ブレイス・フロイドロック」

　最後の仕上げだと、モーゼットは言っていた。奴やつはブレイスを揺さぶろうとする私という邪魔者を排除し、私の『死』を手に入れることを目的としているに違いない。

　私が死に、魂が手に入れば、モーゼットは用意させた『器』へとそれを流し込み、災厄をもたらす死体人形を創り出すだろう。世に解き放たれれば、多くの笑顔が失われる。

　その片棒を担いでまで得られる物に、犠牲に見合う価値があるのか、どれだけの意味があるのか。自分の意志で、決めろブレイス。

「剣、受け取らないんだねぇ、ブレイス？」

　ブレイスは複雑な表情を浮かべながらも、黙したまま動かない。

　こいつはきっと、私を斬れない。リネットの笑顔を何よりも望みながらも、その手で私を斬ることはできない。奴自身が何より忌み嫌ってきた、復ふく讐しゆうになってしまうから。

　……いや、屁へ理り屈くつか。認めよう。

　お人ひと好よしのブレイス・フロイドロックは、自分の我わが儘ままのために仲間を犠牲にするような真ま似ねはしない。だからあの時、「俺たち二人の問題」だと口にして、私を遠ざけ一人で去って行ったのだ。シグを、アトリを、そして私を、自分勝手に巻き込まないために。

　……ふざけるなよ。

「いいか？　ブレイス・フロイドロック。一度しか言わないからよく聞け」

　そんなことで引き下がれるほど、私の方はお人好しではない。

　貴様が我々を置いて禁忌に手を染めるのを、私は意地でも止めてやる。

「私には貴様を監視する任務がある。貴様が自分で選ぶ行動を、見届ける義務が。その上で、それが人の道を踏み外すものであったのなら、その時は私が、殴ってでも貴様を止める！　だからブレイス、選択と決断までは、貴様自身ですることだッ！」

　黙り込むブレイスも、無言で佇たたずむリネットも。剣を取ろうとはしない。

「……どこまでも、傲慢だねぇキミは。ブレイスが黙ってるのをいいことに、好き勝手言いたい放題だ。まったく呆あきれるよ、審問官クン」

　沈黙を、冷たい声が壊す。

「もういいよブレイス。キミがやってくれないのならボクが……いや、彼らがやる」

　枯れ木のように痩せ細った指を、パチンと鳴らす。同時に、私はようやく気づいた。

　死角だった礼拝堂の会席、その全てに、何かがぎっしりと座っていたことに。

　その何かが、一斉に飛び出し、こちらにギラリと目を向けた。

「な、何じゃこやつらはァッ！」

　それはかつてシャーロットが操っていた、悪趣味なゾンビ人形。それも二体ではきかない。恐ろしいほどの数の人形が、さながら亡者の行進のごとくに肩を並べている。

　背筋を強烈な悪寒が撫なでた。グロテスクなゾンビ人形に気け圧おされたからではない。

　人形たちの瞳に……明らかに生者のものとは思えない、ドス黒い怨念を見たからだ。

「実のとこ、ボク自身は先生の仇かたきなんて別にどぉだっていいんだよね。キミが死んで魂が手に入ればいいとは思ってるけど、恨んではない。こうして先生の身体からだとずっと一緒にいられてるし、愛する娘たちもいるし。だけど彼らは、そうもいかないみたいでさぁ」

「彼ら、だと……まさか……！」

　私の動揺に、モーゼットは心底嬉うれしそうにニタリと邪悪な笑みを浮かべ、たった今愛する娘と呼んだエッケベスの首を拾い上げて、その顎をパクパクと動かし始めた。

「えー、その通りですぅ。お久しぶりです、ドルドヴェルク特三等ぉ。それに、バーズ様にエイル様、エルディマリー三等もぉ。あとは……忘れた。ま、どうでもいっか」

　無数のゾンビ人形に込められているのは、あの日……バーズの犠牲になった魂たち。

　気づけば、剣を取り落としていた。重い金属音が、無数の声のように堂内に響き渡る。

　あるはずのない、熱を感じる。あの日の悪夢が、蘇よみがえる……！

「彼らは恨んでるよぉ。キミを、正義を、魔導審問官という存在を。魔導審問官なんかいなければ、バーズの村は滅ぼされなかったし、彼も復ふく讐しゆうを企くわだてなかった。魔導審問官なんかにならなければ、志半ばで下らない正義に殉じることもなかった。魔導審問官なんかに唆されなければ、アトリちゃんも大切なお姉ちゃんを失わずに済んだぁあ！」

「黙れ……！　黙れ黙れだまれだまれッ！」

　私は間違っていない。私は正しいことをした。

　だからみんな、お願い。そんな目で私を見ないで。

「お、落ち着け！　これらはただの人形じゃ！　しっかりせいッ！」

「無駄だよォ。聞こえちゃいないさ」

　シグたちが何か言い合うのが遠く聞こえるが、その内容はまるで頭には入ってこない。耳元で鳴り響く怨えん嗟さの声に、全て掻かき消されてしまうからだ。

「どうして」「こわい」「あつい」「いやだ」「しにたくない」「ふざけるな」「たすけて」

「黙ッ、れ……！　やめて、くれ……お願いだ、やめて……赦ゆるして……！」

「あっはははぁ。誰に『赦して』ほしいってぇ？　人を勝手に審判し、断罪する、セイギの魔導審問官クゥン？」

「ごめんなさい……ごめんなさいっ……！」

　誰に何を謝って、誰に赦してもらおうというのだろう。

　そんなことを考える余裕もない。耳を塞ぐので精一杯だった。

「っははァ……あー、いい余興だったよ。パーティーの前座には十分だ。満足した。最後のピースは揃そろっていないけど、頃あいだろう。このまま、終わりを、始めようか」

　モーゼットが愉たのしそうに、ぱん、と手を叩たたく。

　その合図に応じて、巨大な何かが礼拝堂の床を突き破って飛び出してきた。

「な……く、大海蛸クラーケンの」

「触手じゃとッ！」

　虚を衝つかれたブレイスとモーゼットを、触手は瞬く間に捕らえ、そのまま地の底へと呑のみ込む。私の身体からだをリネットが抱え上げ、全速力で離脱を試みたが、その行く先も無数のゾンビ人形と触手に阻まれ、結局そのまま奈落の底へと引きずり落とされてしまう。

　そうして全てが、暗い暗い闇の底へと呑まれていった。




「ぐ……っ」

　痛みに身体を起こす。

「リネット？」

　傍そばにいたリネットに抱き起こされて立ち上がると、周囲は暗闇だった。

　……いや、よくよく目を凝らせばうっすらと揺らめいている。この黒いものは暗闇ではなく、墨液のようにどす黒く淀よどんだ、靄もやのような何か。

　外は真昼だったはず。照り付ける太陽の暑さを懐かしんだほどだ。大おお怪け我がもしていないので光が届かないほど深くに落ちたわけでもないし、教会ごと私たちを呑み込んだ大穴も口を開けているはずだ。では夜闇の如ごとく降り立つこの帳とばりは、一体何だ。

「思えば魔導審問会が生まれたことが、全ての元凶だった」

　暗闇の奥、何ど処こかから、モーゼットの冷たい声が不気味なほど鮮明に届いた。

「審問会なんてものが、正義なんてものが最初からこの世に無ければ、先生も彼らも死なずに済んだ。ボクの魔法でやり直す必要さえなかった。普通に生きて、普通に死ねたはずだ。皆が平穏に暮らせる楽園があったはずだ。だからボクは考えた」

　声が近づき、遠ざかる。空間を満たす暗闇が、距離感や正常な思考能力を奪い取っていく。まるでバーズの幻術にかけられた時のように、現実から現実味が消えていく。

　そうして気づく。私はあの時、幻術の中でこの黒い靄の正体を目にしていた。

「世界を巻き戻してしまえばいい。魔導審問会なんてモノが必要なかった時代。正義も悪も法も秩序も存在しなかったあの混こん沌とんを、もう一度やり直せばいい、ってね」

　魔素と呼ばれる瘴しよう気き。

　かつてアリアファルマ大陸を曇天の魔境と言わしめた、全天に満ちた絶望の雲。

「土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよ……灰はいを以もつて胚はいを成なし、腐ふ乱らんを以て孵ふ卵らんせよ。異いの血ちを以て命いのちを宿し、嘆たん情じようを以て誕たん生じようせよ。死を招く恋慕ネクロマンス」

　以前、歌うように唱えていたのとは違う、氷のように冷え切った声音で詠唱されたモーゼットの呪文。その『結詞フエンネル』に応じて、靄の中を昏くらく青白い光が漂い、ある一点へと集まって大きなひとつの塊に変じていく。その塊が、轟ごう音おんをもって爆はぜた。




「ゴォォォォォォォオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッッッッ[image: ]」




　違う。これは、咆ほう哮こうだ。

　暗闇の奥底から、この場所は紛まぎれもなく地獄であると宣言するように襲い掛かる、悍おぞましい咆哮。吹き飛ばされんばかりの風圧に、暗雲が必然と道を空けていく。

　靄もやが晴れた先に立っていたのは、モーゼットと……名状しがたい何者か。

　竜のようでもある。獣のようでもあった。

　神樹と言われれば納得しよう。怪異としか形容し得ない面もある。

　目玉の数を数え上げるのは諦めた。貌かおさえ無数に存在し、しかし無貌の者でもある。

　肉と骨だけで形成された身体からだの至る所から、瘴しよう気きが噴き出しているのが認められた。

　いくつもの魔獣の死骸を継ぎ合わせ、無む理り矢や理りひとつのカタチに創り上げたソレに、名前を与える術をきっと人類は持たない。

　だがもし、あらゆる生命を内包し、凌りよう駕がし、超越する存在があるとしたら……我々は、その存在をこう呼ぶだろう。

　……王、と。




「だからボクは、魔王を創ることにした」




　そこに在ったのは、魔王という名の人形。

　モーゼット・ヴィスカースが大量の「死」を集めて生み出そうとしていたものは、我々の想像など容易に塗り替える、災厄を超える最悪の存在だった。

「た……大戦期の、暗黒時代を。やり直そうというのか」

　震えたままの声で問うと、モーゼットはにこやかに笑みを浮かべた。

「皆の怨念ねがいを叶かなえてあげたいのさ。魔導審問会をこの世から抹消することでね」

「ふざ、けるな……」

　人類が勝ち取り、三十年間守り続けてきた平和を、蹂じゆう躙りんしようというのか。

　死んでいった者たちの、復ふく讐しゆうと騙かたって。

「ふふ。もう遅いよ。この子は込められた憎しみのままに、この世界中に破壊と絶望を撒まき散ちらす恐怖の象徴となるだろう……なぁんてね？」

　首の座りきらない赤子のように頭をぐりんと不気味に傾けながら、魔王人形の主あるじであるモーゼットは生気を欠いた笑みを浮かべた。

　獣の唸うなりにも、怨えん嗟さの呻うめきにも聞こえる低い音が、魔王人形の何ど処こかから漏れる。いつの間にか情けなくも腰を抜かして地面にへたり込んでいた私の足に、粘性の液体が這はうような悪寒が纏まとわりつく。見ればそこには、本当に粘液に濡ぬれた触手が絡からみついていた。

「ひっ……！　土霊ノームよ、土霊ノームよ……！」

　咄とつ嗟さに身を守ろうと呪文を唱えた私の頭に、焼き刺すような痛みが走る。

「あぐぅうああっ！」

「あっははは！　ダメだよぉ、審問官クン。こんな瘴しよう気きの中で魔法を使おうだなんて」

　やむなく詠唱を中断した私を、モーゼットが嘲あざ笑わらう。

「瘴気が何でできてるのかも知らないのかい？　勉強不足だなぁ。瘴気とは魔素。文字通り魔法の素だよ？　今キミが呼びかけた土霊ノームが、この空間だけで何千何万と犇ひしめき合っていることか。その全てに一度に命令しようっていうんだから、当然精霊からは多大な出力を要求され、精神は一気に摩滅する」

　魔法の源になるのは、大気中に残留した魔素の中に存在する精霊。そして、呪文を唱えた人間が魔法のイメージを保つための精神力だ。精神の疲労は魔法の規模や継続時間に比例し、魔法の規模は呪文に従う精霊の数に応じて増大する。

　つまり、基礎的な呪文であったとしても、この濃密な瘴気の中にいる無数の精霊を使役しようとしてしまう以上、凄すさまじい疲労を伴う大魔法になってしまうのだ。

「これが、魔王サマの伝説その一。魔王サマの前では魔法は無効化され使えない。……そう、審問官クン、キミのような普通の魔法使いなら、だけどねぇ」

　恍こう惚こつを帯びた声を遮るように、重々しい金属音が鳴り響く。

「キィィイイエエエエエエエェェェェェアアアアアアアア！」

　先程まで低く唸うなっていた獣のような声とは明らかに異なる声帯から、耳を劈つんざくような金切り声が発せられた。

「……泣いてんなよ、ガルちゃん」

　金属音を立てたのは、私の足に纏まとわりついた触手を叩たたき斬った一振りの剣だった。切り落とされ地面に転がった肉片は、瞬く間に腐敗を始め、黒く染まり、萎しぼみ、縮んでいく。

「……ブレイ、ス」

　何度も見たあの男の背中が、私の前に立っていた。

　あの時とは違って、その表情が、今度は見なくてもわかる。

「流石さすがだねぇブレイス。この瘴気の中でも平然と魔法が使えるその精神力。十年間もその人形を『生かして』きただけはある。魔王の相手に相応ふさわしい、勇者と呼ぶべき存在だ」

　パチパチと手を鳴らすモーゼットをまっすぐ見据えながら、ブレイスは後ろに立つリネットへと剣を投げ渡す。

「土霊ノームよ、我が友よ。絡つなげ。繰たぐれ。半らなる糸アンギニヨル」

　剣と呪文を共に受け取ったリネットの瞳が、半分だけ輝き出す。

　人形は、後衛うしろに。人形遣いは、前ま衛えに。

「でも、いいんだね、ブレイス？　リネットちゃんの魂は、要らないって意味で」

「……っ。んなわけあるか。こちとら十年も相棒の笑顔を探してきたんだ。喉から手が出るほど欲しいさ」

「じゃあどうして、彼女を斬らない？　ボクに敵対する？　そいつは、審問官なんてモノはこの世に必要ない存在だって、皆言ってるのに」

「ガルちゃんが、泣いてるからだ」

　きっぱりと言い放ったその言葉に、もう先程までの迷いは見て取れなかった。

「リネットなら、俺の相棒なら、目の前で泣いてる仲間放っぽって自分の笑顔を優先しろだなんて、そんな寝ね呆ぼけたことは言わない。たとえ師お匠やの仇かたきだろうと、目の前で困ってる人がいたら、助けて笑顔にする……それが、笑顔を繋つなぐ人形遣いの矜きよう持じ。師匠の教えであり、俺自身が選ぶ道だ。それに」

　ブレイスの声音に、不敵な笑みが乗る。

「本当に欲しいもんは、誰かに与えられるんじゃなく自分の力で勝ち取りたい。そのために俺は剣を振るい続けてきた。剣を向けるべき相手くらい、自分で決めるさ」

「……ふふっ。キミも、よくよく傲慢だよね、ブレイス」

　二人の人形遣いが、対立する。モーゼットの顔からは嗜し虐ぎやく的な笑みが、ブレイスの背中からは自信に満ちた笑みが伝わってきた。互いに、人形遣いとして、笑っている。

「……ガキの頃はさ。欲しいもんがあったら、すぐ取り合って喧けん嘩かしたよな」

「懐かしいねぇ。でもブレイス、キミがボクに勝てたことなんてあったかな？」

「確かに落ちこぼれの俺は負け通しだった。リネットを師匠から授かるまではな」

　その言葉に、モーゼットの笑みがぴくりと引ひき攣つる。

「ああ……そうだ。気に入らなかった。キミだけが先生から人形を貰もらえたことが」

　ブレイスが腰を低くして、刺突の構えを取る。その背後からリネットがまっすぐに剣を突き出す。二人の切っ先が、モーゼットへと向けられる。




「来いよモーゼット。十年ぶりの兄弟喧嘩といこうぜ！」

「望むところだよブレぇぇイス！　勇者と、魔王の！　兄弟喧嘩パーテイーの始まりだァ！」
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　先に仕掛けたのは、ブレイスだった。

「喰くらいやがれッ！」

　中空を蠢うごめく大海蛸クラーケンの触手に向け、短剣を投とう擲てき。

　僅かに軌道が逸それた振り下ろしを紙一重で避よけ、渾こん身しんの斬撃で触手を断つ。金切り声を上げながらも怯ひるむことなく突き進んでくる魔王人形の追撃を、舞うように躱かわしていく。

　シグの竜人形との組み手の成果だろう。今までよりも、格段に速く的確な動きだ。

　……いや、きっとそれだけではない。

　ブレイスは、この戦いを心のどこかで楽しんでいる。十年の時を経て『人形剣士ドールブレイブ』となった自分とモーゼットとで強さを競い合うこの兄弟喧げん嘩かに、心を躍らせているのだ。

　でなければあんな顔はできない。つくづく、呆あきれた男だ。

　誰かを笑顔にするために、誰よりも笑う。私のよく知るブレイス・フロイドロックだ。

「素晴らしいよッブゥレェェぇイス！　この子を、魔王サマを前に、それだけの戦いができるなんてェ！」

「はっ、なーにが魔王だ！　全部俺たちが倒してきた魔獣の切れ端だろ！　全身肉と骨ばっかで、弱点だらけにか見えねえよ！　……リネットッ！」

　呼びかけに応じ、薄紅色の風が澱よどみきった地底に一陣舞う。

　風そのものが刃やいばであるかのように、迫り来る触手を八つ裂いたリネットを、別の部位による獣の如ごとき一撃が襲う。それさえも空を掴つかますごとくふわりと避よけ、優雅なる旋風は踊る、踊る。攻撃なのか回避なのかも区別のつかない嵐の舞が終わると、そこには両断されて地に落ち異音と共に腐敗していく、鵺獅子マンテイコアの前腕。

「あっははは、凄すごい凄いっ！　やっぱりキミがこの世で一番この聖戦の場に相応ふさわしい勇者サマかもしれないねぇブレぇイス！『魔王』は！『勇者』を倒して完成する！　最後のピースはキミだ、ブレイスぅぅうう！」

　悲鳴のように響き渡る獣の咆ほう哮こうに負けない声量で、モーゼットは哄こう笑しようする。

「そいつは逆だ！『勇者』に倒されるから『魔王』なんだよ！」

　前腕を失った魔王人形はしかし、まるで痛みを感じないかのように前進し、リネットへと襲い掛かる。残る五本の前腕のうちの一つが、大きく水平に薙なぎ払われた。

　魔王人形は完全にリネットとの立ち回りに集中していた。その隙に、ブレイスが猛攻を掻かい潜くぐりながら魔王の懐、足元へと潜り込もうとする。

「おぉっと、それは悪手だ」

　鈍い、衝突音。

「ぐぁ……ッ」

　寸前で気づいたブレイスが後脚の拳撃を手にした短剣の腹で受けたが、片手では勢いを殺しきれずに吹っ飛んだ。

　大樹の幹の如ごとき太さで脚だと錯覚していたそれは、首から上が魔王の本体に溶け込んだ豚鬼オークの死骸だった。何本も連なり蔓つるのように密集しながら魔王の巨体を支える脚は、ひとつひとつが人間など簡単に殴り殺してしまえる腕力を備えた怪物。

「ダメだよぉ、この子に死角なんてないんだから。奇襲は通用しなぁい。それに……」

　魔王人形の後ろに……人形遣いの正位置に立つモーゼットが、何やらモゴモゴと呪文を唱えると、リネットに切断された魔王の腕が淡い輝きを伴って生え変わった。

「ボクの死霊術ネクロマンシーが回復魔法だってことも、すっかり忘れてたでしょ？」

「ちっ……！　再生し放題かよ」

「魔王サマの伝説その二。どんなにダメージを負っても、肉体が元通り再生する。そう、何度でも。無限にねぇ」

　無限に、だと？

　それは違うはずだ。

　腕が再生する時に輝いて消えた光は、あのゾンビ人形に注がれていた魂と同じ光。負傷箇所を再生できるのは、魔王人形に込められた魂のストックを消費した時だけだ。

「……ハッタリだ！　再生には限度がある！　そのまま攻め続けろ！」

　自分でも不思議なくらいにハッキリと声が出た。

　何な故ぜだろう。心はこんなにも恐怖と不安で満ちているのに。いつも私を守ってくれる障壁魔法の鎧よろいもなく、丸裸の状態で戦場に立っているのと同じなのに。

　目の前で人形剣士ドールブレイブが戦っているという事実だけで、こんなにも心強いだなんて。

「へへっ……サンキュー、ガルちゃん！　やることは変わらねえッ！　弱点を見つけて、ぶった切る！　相手がくたばるまでそれを続ける！　いつも通りの、俺たちだッ！」

　断頭器の如く振り下ろされた鷲獅子グリフオンの巨腕を、ブレイスとリネットは散開して避よけ、同時にその上に飛び乗る。駆け上がりながらブレイスがつけていった斬り傷を、リネットが寸分の狂いもなく同じ斬跡でなぞると、奇術のように腕が綺き麗れいに解体されていく。

　無数の目玉によって死角が存在せず、別々に駆動する大小様々の肢あしによって攻撃のタイミングが掴つかめず、奇襲が通用しないというのなら。切断する部位に狙いを絞り、大技を紙一重で避け、技後数瞬の硬直の間に一気に大量の斬撃を喰くらわせる。ひとつひとつの部位を確実に破壊し、機動力を削そぎながら再生の残弾を減らしていく、最善手。

「……魔王サマの伝説、その三」

　ただし、このようなヒットアンドアウェイが通用するのは、敵の攻撃手段が肉弾に限られ……飛び道具が存在しない場合だけだ。

　リネットが今しがた切り落とした前腕の付け根。肩口だと思い込んでいた部分が、骨を外すような異音と共にその口を開く。遠目にもわかる、高熱源。

　見る間に爆はぜ、迸ほとばしる、超高密度のエネルギー炎。

「が……っあ！」

　不幸中の幸いか、爆発に吹き飛ばされたブレイスと直前で飛とび退のいたリネットは炎の奔流に呑のまれることはなかったが、せっかく詰めた距離がまた大きく離されてしまった。

「っ、リネット！　危ない！」

　少々無理のある動きで火炎を回避したリネットの、着地するその瞬間を正確に狙いすまし、本体の後ろ側から伸びた水大蛇リヴアイアサンの鎌首から水塊が放たれる。躱かわしきれずに水に濡ぬれたリネットのスカートが、続けて襲った冷気により瞬時に凍り付く。普段のリネットなら絶対に見せないような無様な姿に、瞬く間に白色の霜が降りる。

「四属性、全ての魔法を自在に使える。……まあ魔法というには原始的な、魔獣の起こす超自然現象に過ぎないけどねぇ。威力はオリジナルに負けてないはずだよ」

　冷気を放ったのは、水大蛇リヴアイアサンの首元に据え付けられた、襟巻状の頸けい膜まく……『冷扇』と呼ばれる、吹雪蜥蜴ブリザード特有の冷却器官。

　火炎竜イグニスの炎流で翻弄し、水大蛇リヴアイアサンの水砲で狙撃し、吹雪蜥蜴ブリザードの冷風で凍結する。およそ単一の魔獣では考えられない、まさしく魔法の如ごとき多様な能力にあえなく動きを止められたリネットに、迫るのは砂蠕虫サンドワームの大口だった。

「リネットぉぉおおおおおッッ！」

　叫びながら猛然と駆けていくブレイスの身体からだに、生え変わったばかりの鷲獅子グリフオンの腕が直撃し、魔王に比べればあまりに小さな剣士の身体が吹き飛んでいく。邪魔者を振り切り、メインディッシュとばかりに砂蠕虫サンドワームの口が猛スピードでリネットへと迫る。

　ぐちゃり、と音がして。

「間一髪、じゃなァ……ッ！」

　弾丸のような速度で突撃した竜人形に、砂蠕虫サンドワームの長躯がひしゃげ潰され千切れ飛ぶ。

「シグ……！」

　次いで竜人形が吐き出した火炎が、凍り付いたリネットの身体を温め溶かした。

「おほぉっ、すごぉーい！　やるねぇシグ兄ぃ！　この瘴しよう気きの中で、竜人形を操れるだなんてぇ！　正直、何もできないと思っていたよ！」

　モーゼットは手を打って褒ほめ称たたえるが、死力を尽くした今の一撃が限界だったらしく、シグと竜人形は風を失った鳥のように力なく墜落していく。無防備なその姿に追い打ちをかけようと振り上げられた竜脚状の前腕に、何ど処こからか投とう擲てきされた剣が突き刺さった。

「させるかよぉぉおッ！」

　口元に血を滴らせながら、ブレイスが烈れつ吼こうし、追撃する。剣を振りかぶって突進するブレイスに向かって、肩の大口が再びエネルギー炎の充じゆう填てんを始める。

　その攻勢さえも許さず、リネットが前腕を千切り飛ばし、宙に浮いた切れ端が腐敗を始めるよりも早く、ブレイスの跳躍が捉え、刺し貫いた剣ごと肉塊を肩口に捻ねじ込む。出口を失ったエネルギーは暴発し、魔王人形の右半身を吹き飛ばして爆はぜた。

「おおおおおおっ、今のは凄すごいダメージだッ！　流石さすがだよブレイスぅっ！」

　再生に手間取りながらも、魔王人形は残る肉体であらゆる猛攻をかける。

　咬こう撃げきを。爪そう閃せんを。剛拳を。掃脚を。爆炎を。水砲を。冷風を。土礫つぶてを。

　迫る攻撃の全てを、避よけ、かわし、受け流し、弾はじき返し、叩たたき伏せる。一撃でもまともに喰くらえば致命傷となる恐怖を振り払い、再生能力を持つ相手に怯ひるむことなく、ただただ勇猛果敢に攻め続ける。一歩でも退ひけば転がり落ち、一瞬でも竦すくめば取って喰われる、そんな絶壁の淵ふちで。磨き続けてきた巧緻の技だけを頼りに、無数の死線を潜くぐり抜ぬけ続ける。

　そして、ついに、魔王人形の身体からだに変化が現れた。

「……！　再生が……」

　これまで斬り落とされては再生してきた負傷箇所が、生え変わることを止めたのだ。

「弾切れか……！　そのまま攻め落とせ、ブレイスッ！」

　負傷部位が増えるにつれ、必然と緩む魔王の攻手。それを好機に、しかし決して油断を見せることなく、ブレイスとリネットは魔王人形の解体を進めていく。切られ、壊され、地に落ち腐りゆく魔獣の残骸。ひとつひとつは肉の塊のような魔王本体に比べて小さいものの、次第に山と積み重なっていくそれが、私には魔王の墓標に見え始めた。

「……魂が尽きたと、思ったぁ？」

　ぼわり、と。

　今までよりずっと体表に近い部位が、あの昏くらい輝きに満ちた。

「ああああああああああああああッ！」

　誰かが、叫んだ。

　違う。何かの叫び声が、脳内に直接轟とどろき渡ったのだ。

「いたい」「こわいよ」「やめて」「いやだ」「たすけて」「おのれ」「もうだめだ」「しにたくない」「ゆるさない」「ころしてやる」「あつい」「あつい」「あつい」

　それは耳を塞いでもなお聞こえる、魂たちの、怨えん嗟さの声。

「ぐぅぅあッ……！」

　ダメだ。怯むな。押し切れ。反撃される。戸惑うな、ブレイス！




「「せめて、いもうとだけは」」




　ハッキリと聞こえてしまったその言葉に。私も、ブレイスも、動きを止める。

「……ッ、バーズ！」「エルディマリー三等っ……！」

　重なった声は、同じ言葉から別々の人物を連想したことを告げていた。妹の幸福を願ったバーズの悲痛な無念も、妹の無事を願うエルディマリー三等の未練も、共に私たちの戦意を鈍らせるには十分過ぎる意味を持っていた。

　生まれた一瞬の隙に、魔王人形の伸ばした最後の腕がブレイスの身体からだを殴り飛ばす。

「が……ッ」

　吹き飛ばされ地面を転がる身体に、魔王人形は追撃の一手、灼しやく熱ねつの火炎弾を放つ。

「ブレイスッ！」

　動け。動いてくれ。

　私の、身体よ。

　今この場で、奴やつを守れるのは……この『鉄壁』のガルノーをおいて他に、無い！

「おおおおおおおおッ！　土霊ノームよ、土霊ノームよ、磊らい落らくなる同胞はらからよッ！　集つどいて、塁かさなり、かの者を、隔てよおおおおッ！」

　全身に激痛が走る。喉の奥から、まるで詠唱を阻むように血が込み上げてくる。

　負けて、たまるものか。

「双カつザッ、壁レフッッ!!」

　完成した呪文は大魔法となって、普段からは考えられないほどに大きく分厚い障壁を生む。障壁は火炎弾を防ぎ、ブレイスと魔王人形の間に巨大な盾となって聳そびえ立たった。

「一度しか言わないからよく聞け……！　右手に剣を持つなら……左手には盾、だ！」

　口内に満ちる血を吹き捨て、私は柄にもなく吼ほえてみせた。

　貴様らが互いの手を取るために、盾を持てないというのなら。

　この私が、『鉄壁』が、その守りとなってやる。




　──どうかあの子たちの笑顔を、守ってやってください。




「……血の臭いで、思い出すとはな……！」

　最初の正義を志したあの日。その正義に誓って、私はカルネットと約束を交わした。

　ずっと忘れていた、私の本当の正義。私が本当に、守りたかったもの。

「そうだ……私が本当に守りたかったのは、法ではない。癪しやくなことだが貴様と同じく、人々の笑顔だ！」

　道に迷うことはあった。だが、これまで歩んできた道は間違いではない。根底には、カルネットとの約束が。笑顔を守る信念があった。

　人々の平穏を奪う悪を裁き、笑顔を守る『鉄壁』の盾こそが、私の信じ続けてきた本当の正義。私の為なしてきた、私を成なしてきた正義。今でも変わらずに信じ続けられている、私の最初の正義だ。

「これが、私の『鉄壁』だ、エルディマリー三等……。不満は、あるまい。この先、どんな脅威からも、私があの子の笑顔を守ってみせる。だから、もう……安心しろ」

　もう、怨えん嗟さの声は聞こえない。私は間違ったことをしてはいない。

　……私は、見つけたぞ。ブレイス・フロイドロック。次は、貴様の番だ。

「立て、ブレイス！　最初は肉体の奥底にあった魂の声が聞こえたということは、もはや奴やつの肉体は崩壊寸前だ。立ち上がれ、剣を取れ、魔王人形にトドメを刺せ！」

「で……き、ない。バーズを、もう一度、死なせるなんて。それに……もしかしたら、あの中にはリネットの……何もできずに殺された、女の子の……！」

　隣のリネットの顔を見ようともせず弱気に戸惑うブレイスに、構わず私は捲まくし立たてた。

「いいか？　ブレイス・フロイドロック。一度しか言わないからよく聞け。あの人形の肉体に、鎖で繋つながれた魂が持つのは、恨みや憎しみ、叶かなわない未練だけだ。あれはバーズでも、エルディマリー三等でも、ましてやリネット・ヒューゼットでもない。ただの怨念に満ちた、憐あわれな残留思念だ。ブレイス、貴様はそんなモノをリネットに込めようとしたんだぞ！　そんな負の情念を与えて、本当に彼女が笑顔になると、そう思うのか！」

「…………っ！」

　いつまで立ち止まっているつもりだ。貴様は、私に背中だけ見せて、我が道を好き勝手に邁まい進しんしていればいいんだ。

　その思いが通じたかのように、ブレイスの顔に少しずつ笑顔が戻る。

「……ああ、目が覚めた。アレに込められた魂は、いつまでもあんな場所に縛りつけ続けていいものじゃ、ない。ごめんな、リネット。俺は耳を塞いでただけだった……！」

　リネットと顔を見合わせて頷うなずき合う。

「俺は、剣士で、人形遣いだ。縺もつれる未練すら絶ち切って、泣き叫ぶ魂すら笑顔にしてやる。俺には、俺たちには、それができる！」

　覚悟と共に剣を手に取り、人形剣士ドールブレイブは走り出す。

「こいつで終わりだ、モーゼットぉぉおおおおッ！」

　雄お叫たけびと共に疾走し、最後の一撃を放とうと剣を振りかぶったブレイスとリネットに向けて、……モーゼットは、冷たく嗤わらった。

「残念……ボクの勝ちだ、ブレイス」

　バギン、と醜い破壊音が鳴り。

　斬撃を受けるより先に真っ二つとなった裂け目から、剣のような岩が突き出した。

「あれは、砕岩鯨グランヴエイル、の」

　その、一振りの剣角が。

　二人に向けて振り下ろされるのを、私は見ていることしかできなかった。




「……え」




　一瞬遅れて、気が付いた時にはもう。

　切り裂かれていた。

　二つに離れていた。




　ブレイスの左腕が。

　リネットの胴体が。




「うぁぁぁぁぁああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ！！！！」

「あははははははははははははははははははっ！　切った！　切っちゃったァァ！　ブゥレェエイスがぁ今まで十年間ん、大事に大事にだぁぁぁあいじに結び続けてきた、糸！　糸！　いぃとぉがぁぁあ！　ひゃはっ、あひゃっ、ひひはっ、切ひひィ、イヒヒヒぃぃいれちゃったねぇぇヘヘヘェエエ！」

　絶叫を塗り潰す、これまでで最も悪意に満ちた哄こう笑しよう。

　血を噴いて吹き飛んだ腕と、華きや奢しやな少女の上半身と下半身が。

　地の底より深い絶望を伴って、無惨に転がった。

「ブ……ブレイスッ！」

　くずおれたブレイスの表情は、青ざめていた。左腕を斬り落とされた痛みにではない。

「り、リネット！　リネット！　リネットぉ！　い、嫌だ、嫌だ、いやだ！　リネット！　お願いだ！　目を覚ましてくれぇえッ！」

　リネットが動かない、絶望にだ。

「一瞬。ほんの一瞬だけ、この子の方が早かった。魂はもう完全に馴な染じんだ」

　恍こう惚こつに破顔し、愉悦にまみれた声音で、モーゼットは魔王人形だったものを見上げる。

　二人を引き裂いた剣角が、己の傷口を広げるようにぐりぐりと蠢うごめく。卵の殻が割れるように、蛹さなぎが蝶ちようへと羽化するように、魔王の残骸が崩れ、新たな何かが生まれていく。

「ああ、これが彼女の本当の目覚めだ。……おはよう。もう夜は明けない」

　禍まが々まがしくもどこか神々しい『それ』の姿を目にした私は、恐れ多くも。魔導審問会館に建てられている「人の神」……女神の像を連想していた。

　鞘さやに納めた剣を胸に、祈るように目を閉じ慈愛に満ちた微笑ほほえみを浮かべる、人でありながら神となった、かの英雄の最愛のパートナー。

　魔王の殻から生まれ出た新たな存在は、そんな女神を彷ほう彿ふつとさせる姿をしていた。

　骸むくろを継つぎ接はいだだけの無形なる異形とは本質的に違う、明確なカタチを持って生まれた破滅。全ての災禍と絶望の生みの親……母、なるもの。

　これが、これこそが。モーゼットが本当に創り上げようとしていた、魔王そのものだ。

「楽しい楽しい、余興だったよ。前座ご苦労様、ブレイス。勇者サマの人形劇は、これにて終幕だ。ちゃんちゃん♪」

　モーゼットの言葉に、しかしブレイスは耳を貸さない。

「リネット、リネットッ！　嘘うそだ、き、聞こえない！　リネットの、声がッ！」

「はぁいい？　聞こえないぃい？　何がぁ？　聞こえるわけないでしょお、最初っから、魂の無い人形の声なんてさぁぁああ！」

「モーゼットォオ……！」

「あァははははははァ、何をそんなに怒るんだい！　人形なんだ、いくら壊れたって何度でも直せばいいだろぉお？　いひひはははははははッ！」

　モーゼットの下げ卑びた挑発に乗って飛び出そうとするブレイスを、必死で止める。

「馬鹿ッ！　その腕でどうするつもりだ！」

「放せガルちゃん！　俺は、俺はアイツを……！」

　興奮で痛みを感じていないのか、傷口から流れ落ちる血を、暴れるブレイスは気にも留めていない。このままでは、危険だ。

　懐からリブウェルムの秘湯を瓶に詰めた回復薬を取り出し、ブレイスの傷口に浴びせかける。傷口が焼け付き、流血の勢いは弱まったが、それでも止まってはいない。

「ボクを、どうするって？　殺す？　復ふく讐しゆうしちゃう？　それもいいよぉ」

「ッ、てめぇ……！」

　妹を殺されて怒り猛たけったバーズの姿が重なる。憎しみのままに力を振るってしまったあの男の末路は、全てを失った破滅だった。そして、あの恐るべき魔王人形に、半身を失ったブレイスが無謀にも挑めば、同じく待っているのは破滅……避け得ない、死だ。

　リネットは、壊れてしまった。きっともう、糸をつないでも動かない。十年間ずっと繋つなぎ続けてきた命は、ここに絶えてしまった。

　世界で一番大切な、リネットの笑顔を見るために。ブレイスはずっとただそれだけのために、戦い続けてきたというのに。

「畜生ッ……！　リネッ、ト……！」

「無機物の後追いをしたいのなら止めないよブレイス。この子にはもう誰も勝てない」

　無機物。モーゼットの言葉通り、真っ二つに切り裂かれたリネットの身体からだからは、一滴の血も流れ出ていない。……ああ、今さら、実感するなんて。

　リネット。お前は本当に、人形だったのだな。

「……嘘だって、言ってくれ、リネット……」

　膝をつき、剣を取り落とし、子供のように泣き崩れる。ブレイス・フロイドロックを支え続けてきたものは、あまりにも無情に、絶ち切られてしまった。

「死を選ぶか。キミらしいよ、実に。それじゃおやすみブレイス。大丈夫、寂しくはないよぉ。彼女の中で、みぃんなでひとつに混ざり合うといい」

　再び私たちに向けて振り下ろされた巨大な剣角は、恐ろしく緩慢な動きに映った。

「……ッ」

　目前に迫る「死」を前にして、私は……ただ固く目を瞑つぶることしか、できなかった。




「……『糸』の切断を確認。魔核励起、承認完了。『自動人形オートマタ』起動」




　衝撃のかわりに訪れた、無機質な声。

「ブレイス・フロイドロックの危機的状況を確認。コード『人形王女ドールプリンセス』を発令。全ての危険の排除を優先」

　ゆっくりと目を開き、顔を上げる。

　そこにあったのは、見慣れたはずの背中。

　もう二度と見ることはできないと思っていたはずの、小さな背中。

「……何、で？」

　小さく華きや奢しやな姿に不釣り合いだと、いつも思っていた無骨な巨剣が。

　山の如ごとくに巨大な剣角の一撃を、微動だにせず受け止めている。

「……ふッ」

　巨剣を握る手に力を込めるように、息をつく。

　その息吹に押し流されたかのように、剣角が容易たやすく弾はじき返される。

　鈍くこだまする金属音に遅れ、少女は深く息を吸い、吐いた。

「何が、起こって……いる」

　彼女が、そこに息づき、両の足で立ち、両の手で巨剣を握り締めている。

　冗談のような、光景だった。

「ふふ。寝覚めの運動には、丁度良い重みだったわ」

　優雅で、気品ある、微笑。普段の所作から想像される通りの、淑しとやかな美声。

「……リネッ、ト？」

　擦かすれ声でブレイスがこぼした呟つぶやきに、確かにそこに立つ少女は答えた。

　いつかのように、顔の横に三つ指を立てたポーズと、以前はそこになかった、笑顔で。




「おはよう、ブレイス。やっと、この顔で会えたわね」














「……リネット」

「ええ」

「リネット。リネット、なのか？」

「ええ、リネットよ。ブレイス」

　噛かみ締しめるように、最愛の名を連呼するブレイスに、彼女は優しく答えた。

「本当に……リネットだ。……でも、もう、糸……」

　ふらふらと手を伸ばすブレイスの頭上に、再び魔王人形の斬撃が襲い掛かる。

「危ないッ！」

　思わず口をついて出た叫びと、大地を抉えぐるような破壊音。

　響いたのは、どちらが先だったろうか。

「もう。無粋よ？　感傷にくらい、ゆっくり浸らせてちょうだい」

　遠く背後で、地崩れにも似た音。

　視界に残ったのは、剣角だった巨岩の破片。

　そして、それを粉々に割り砕いたであろう格好で巨剣を振り抜いた少女だった。

「……嬉うれしい。私、いま、この手でブレイスを守ったのね」

「えっ……ああ。あり、がとう？」

「どういたしまして。怪け我がはない？　……って、腕っ！　斬られちゃったんだった！」

　慌てた様子で地面に転がった腕を拾いに行く少女は、地獄にも似たこの場においては笑ってしまうほど不釣り合いな態度で。

「……夢じゃ、ないんだよな？」

　現実離れという表現が相応ふさわしい状況に、ブレイスが当然とも言うべき疑問を口にする。

「左腕、痛くないの？」

　拾ってきたブレイスの左腕を差し出しながら、首を傾かしげつつきょとんと問う。

「……痛い」

「でしょう。待ってて、今治してあげる」

　リネットはそう言うと、切断された腕を傷口にあてがい、右手から伸ばした魔法の糸で縫い合わせ始めた。瞬く間に腕が繋つながっていく光景に、はたと気づいて思わず呟つぶやく。

「真っ二つにされた身体からだも……この糸で修繕したのか？」

　声に振り返ったリネットが、花のような笑顔を返す。

「そうよ。初めまして、ガルちゃん。貴女あなたともお話しできて嬉しいわ」

　何な故ぜだろうか。初めて言葉を交わすはずだというのに、まるでそんな気がしない。

　三ヶ月も前から、この人形のことをよく知っているからだろうか。

「ふざけるな」

　先程までの余裕がすっかり掻かき消えた声で、モーゼットが低く唸うなった。

　同時に、地の割れる轟ごう音おん。

「何でっ、オマエがっ、動いてる！」

　明らかな焦りに呼応するかのように、魔王人形は狙いも定めない破壊の拳を手当たり次第に振ふり撒まいていく。

　それら全てを、完全に見切り躱かわす、二人の姿。

「糸は切ったはず！　リネット・ヒューゼットの魂ももう混ぜた！　なのに何でェ！」

　取り乱して叫ぶモーゼットに、答えたのはブレイスともリネットとも違う声。

「自動人形オートマタじゃ」

　頭から血を流し、フラフラとよろけながら歩いてきたシグだった。

「オー、ト、マタぁ……？」

　それはいつだったか、シグから聞いた『糸』以外のもうひとつの人形の動かし方。

「恐らくずっと前から仕込まれておったのじゃろう。リネットを操る糸が切れた時、あの馬鹿でかい魔丸マゴールを核として起動するように。もっとも、どこぞの変態が十年間も律義に糸をつなぎ続けてきたせいで、今まで誰も知る由は無かったんじゃろうがの」

　ひときわ重たい衝突音が響き。

「ふふっ。正解よ、シグ兄」

　魔王人形の拳を巨剣で受け止めたリネットが、優雅に可か憐れんに微笑ほほえんだ。

「糸が切れることで、リネットが起動するようになっていた……？」

　それではつまりブレイスは、リネットの笑顔を求めて戦うべく『半らなる糸アンギニヨル』をつなぎ続けてきたせいで、逆に彼女の笑顔から遠ざかっていたということか。

「はは……とんでもない、遠回りをしてたのか、俺は！」

　痛快そうな笑い声と共に、迸ほとばしる剣けん閃せん。

　ブレイスの両の手の双剣が、魔王の腕を切り刻んでいた。

　つないだ糸がほどけても、その絆きずなまでは決して絶ち切れない。それを確かめ合うかのように、ブレイスとリネットは、向き合って笑った。

　それは、ブレイス・フロイドロックがずっと夢見てきた、夢のような光景。

「あり得ないッ！」

　真っ先に異を唱えたのはモーゼットだ。

「自動人形オートマタなんて、子こ供ども騙だましのまやかしじゃないか！　ただ一つの命令をこなすだけの単細胞だ！　それが、ま、まるで、生きた人間みたいに、勝手に動いて喋しやべるだなんて、あり得ないィ！　それが、それができる人形遣いはこの世でボク一人だけのはずだァア！」

「この世で、というなら間違いではなかろうな。何せ、あやつはとうに空の上じゃ」

　どっこいせ、と腰を下ろしながら、シグは遥はるか頭上を見上げて溜ため息をつく。

「……師匠、が？」

「他に誰がおる。人格を備え、自ら見聞きし、語らい、笑う……そんな人形を作れるような、儂わしらの理解と常識を超えた人形遣いが。後にも先にもゼペットの他におったか？」

　そんな師を持てたことを心から誇るかのように、シグは笑ってみせた。

「ふざけるなァ！　あの人は結局、人形に命を与えられなかった！　殺された娘の代わりに創った人形に、心を与えられなかった！　だがボクにはそれができた！　ボクは、ボクは先生を超えたんだ！　超えたはずなんだァァア！」

　情緒を欠く所作でガリガリと頭を掻かき毟むしり、必死に目の前の現実を否定しようとする。

　勝った、と思っていたのだろう。

　師匠に出来なかったことを、人形に命を与え動かすという術を、自分は成なし遂げた。彼女を目指しながらも超えられないまま先立たれた憤りから、歪ゆがんだ憧れから、ようやく解き放たれたと思っていたのだろう。

　だがゼペットは、とうの昔に……リネットに命を与えていた。

　見上げるまでもなく、とっくの昔から彼女は遥はるか届かぬ高みにいたのだ。

「……ひとつ、訂正させてちょうだい。モーくん」

「ッァアやめろ！　あの女と同じ名前でボクを呼ぶな、リネット・ヒューゼットォッ！」

「違うの。私はリネット・ヒューゼットじゃない。お母様の、亡くなった娘じゃないわ。けれど、同じ名前を貰もらったからといって、あの子の忘れ形見でもない」

　薄紅色のロングスカートを両手でつまみ、優美に、恭しく、リネットは一礼した。

「私の名前はリネット・ゼペット。人形遣いゼペット一座……その末弟子。最後の人形遣いにして、ゼペットの子よ」

　違ったのだ。悲しみに暮れたゼペットが創り上げたリネットという人形は、殺されてしまった娘の、代わりではなかった。

　──あの子たちも、私の大切な子供です。

　愛する弟子こどもたちが寂しくならないように迎え入れた、家族。

　ゼペットの名をつけて創り、育て、愛した、正真正銘の娘だったのだ。

「ぁぁぁぁあああああ気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪いッ！　何がゼペットだ、ボクはそんなもの認めない！　オマエの存在は、何かの間違いだァアア！」

　叫びと共に高く掲げられた、枯れ木のように細い腕。

　それを合図とするかのように、瘴しよう気きの奥から一斉に影が飛び出す。

「Ｃ・Ｈか？」

　かつて死した少女たちの首を、獣の身体からだに無む理り矢や理り混ぜ合わせた異形の数々だった。

「証明しろォ！　ボクがゼペットより優れた人形遣いであるとッ、あの忌いま々いましい人形を壊して証明するんだぁぁあああ！」

　四方から爪そう牙が、頭上から巨拳。同時に迫り来る脅威に、ブレイスは高らかに吠ほえ返す。

「ふざけんじゃねえぞ、モーゼット！　俺はもう、お前に何も壊させない！」

「……あら。違うわ、ブレイス。俺は、じゃないでしょう？」

　天地が爆はぜるごとき爆音と、立ち昇る煙。

「……ああ、そうだな、リネット。俺たちだ。俺と、リネットで」

　双剣が削そぎ裂いた、魔王の肉が飛び散り。

「私たち、二人で」

　巨剣が薙なぎ払った魔獣の身体からだが転がる。

　並び立つ二人の姿に、ひとつの明確な名を想起する。

　その名は、半人前の剣士が一人で名乗るものではない。

　勇敢なる人形遣いの剣士と、凛りん然ぜんたる剣士の人形。

　その二人こそが──人形剣士ドールブレイブ。

「くそォォォォオオオオ！　何をやってるゥッ！　さっさと、ブッ壊せぇえええ！」

　娘と呼んでいたはずの人形たちに、激情のままに怒声を浴びせる。

　そんな心無い言葉にも、彼女らは従い、愚直にも攻撃を続ける。

「……ふッ」花香る吐息と共に、

　轟ごう、

　と暴か風ぜが薙なげば、

「ッらァ！」荒ぶる呼気と共に、

　疾、

　と旋か風ぜが踊る。

　致命の爪は千々に散り。

　必殺の拳は紙の如ごとく裂ける。

「……目で追うのが、やっとだ」

　これが、本気の、本来の、人形剣士ドールブレイブの底力。

「どうやら儂わしらの出番は無さそうじゃのう。まあ、たまには弟に花を持たせてやるのも、いい兄貴分の条件という奴やつじゃ」

　その持たされた「花」が、あまりに美しく地底に咲き誇る。

　華きや奢しやな体たい躯くにどう見ても不釣り合いの鉄塊。

　無骨の具現を軽々と振り回しながらも、その所作は風雅を損なわない。

　突如、魔王がその口を半ば裂くように開く。

　奏でるは不協和音の聖歌。冒ぼう涜とくの音律が、衝撃波となって襲う。

　しかして蒼あおく煌きらめく両翼は、爆ぜる大地を縫って翔かける。

　不可視の爆撃を、その鷹よう眼がんに全て映しているかのように。

「優れた人形遣いが、何だって、モーゼット？」

　死霊術師の差し向ける人形は、次々と斃たおれゆく。

　闇を裂いて閃ひらめく二つの光が、その野望をも絶ち切ろうと輝きを増す。

「黙れェェェェエエエエ！」

　魔王の胸部から、音速を遥はるか超えた黒色の閃せん影えいが無数に放たれる。

「……あっ」

　そのひとつを受けた巨剣が、焼やけ爛ただれて腐れ落ちた。

「うげ……何だよそりゃ」

　黒い影を浴びた魔獣の残骸が、ゆらりと浮かび上がり、魔王に吸い寄せられていく。

「魂を……放射したのか？」

　体内に満ちていた、混ざり合った魂を光線として発射。それを受けた魔獣たちが、命を得たかの如ごとく蘇よみがえり、母なる魔王の糧となる。死してなお、立ち上がり続けるゾンビ達の想おもいは……きっと父への愛などではない。

「未練。憎悪。怨念。……全て、絶ち切ってあげましょう。私たちが」

「ああ。俺たち二人でなら」

「絶ち切れない、」「ものはない！」

　ブレイスが差し出した双剣の片割れをリネットが受け取り。

　残る片方ずつの手を、固く繋つなぐ。
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「……土霊ノームよ」

　人形遣いが、呼ぶ。

「我が友よ」

　人形が、応える。

「絡つなげ」

　まるで初めから、二人で謡うために作った恋歌のように。

「繰たぐれ」

　月が沈めば、朝日が昇ることと同じくらい、当たり前に。




「「──半らなる糸アンギニヨルッ！」」




　二人の糸が、結ばれる。

「な……にィィッ！」

　繋つながれた手から、夥おびただしい数の糸が溢あふれ出し。

　暗く澱よどんだ世界を彩りながら、ひとつの形となっていく。

「人形操術は、絆きずなの魔法なの。半分の糸で、人ひ間とと人ひ形ととをつなぐ魔法なのよ」

「その糸を手放した時点で、お前は人形遣い失格だった。兄弟喧げん嘩かは俺たちの勝ちだな」

　半分ずつの糸で編み上げられた、巨大なそれは……、

　一振りの、剣だった。

「……ならば、その扱いは」

　人形剣士の、得手だろう。

「ぐッ……くそッ、くそォォォォォォォォォォォォオオオオオオオオオオオオッ！」

　モーゼットの憎悪に満ちた怒号が、そのまま魔王人形の断末魔となる。

　二色の糸の剣が、全てを二つに絶ち……絶望は、そこに途絶えた。




「終わった……のか」

　神話の一幕のような壮大な一撃を最後に、あたりを包んでいた瘴しよう気きは嘘うそのように晴れ。魔王人形だった残骸からは、無数の魂の光が解き放たれ、最後の輝きを伴って天へと散り行く。一つの世界が終わりを迎えるかのような神々しい光の下、勝利を納めた二人の勇者は……ほぼ同時にがくりと倒れ込んだ。

「リネット！」

「ブレイスっ」

　こんな状況でお互いを心配し合うその姿に、

「ふふっ」「あははっ」

　二人は可お笑かしくなったのか、同時に笑った。

「ねぇ、見て、ブレイス。夕焼けが、とっても綺き麗れいよ」

　見上げれば、瘴しよう気きは完全に晴れ渡り、思ったよりも深くなかった谷底からは、頭上に広がる夕焼け空が見えていた。暮れ際に一層激しく燃え盛る、炎のごとくに真っ赤な空が。

「……夢みたいだ。リネットとこうして、二人で笑い合って、同じ空を見られるなんて」




「ええ。本当に……夢だったら、よかったのに」




　返したリネットの言葉に、強烈な違和感を覚える。

「……待てリネット。それは、どういう意味だ」

　問いかけながら歩み寄るも、リネットは悲しそうに笑うばかりで答えない。そして先程と同じように、リネットとは別の声が、同じ単語を口にした。

「言ったじゃろう。自動人形じゃと」

　シグの、低く重苦しい声が。

「確かに、ゼペットは偉大な人形遣いじゃった。じゃが、処刑したお主が一番よくわかっておるのではないか。彼女は人じゃ。神ではない。神ならぬ手で、生命は創れぬ」

「……まさか」

　脳裏に過ったのは、シグに教わった自動人形オートマタの仕組み。

　魔丸マゴール一個につき、一度だけ……人形を動かすことができる技術。

「あの魔丸マゴールの大きさから見て。……もって残り、数分じゃろう」

　その言葉が意味する、あまりに残酷な、余命宣告。ブレイスを助けるために動き出したリネットの、命のゼンマイは……たったそれだけの時間で、止まってしまう。

「……嘘うそ、だろ」

　痛みも忘れて猛然と起き上がり、ブレイスがリネットを抱き起こす。彼女の両の腕に力はなく、ただ優しくも儚はかない笑みだけが、命の証あかしのようにその顔に浮かんでいた。

「ダメじゃない、シグ兄。それを聞いたら、泣き虫のブレイスが泣いちゃうわ。……笑ってお別れ、したかったのに」

「何、言って……嘘だ。嘘だろッ！　悪い冗談はやめてくれよ、リネット！」

　取り乱すブレイスの目元からは、リネットの言葉通りに大粒の涙が流れ落ちていた。

「ほら、泣いちゃった。ふふっ、いつもそうだったわね。涙を流せないお人形の私のかわりに、いつも、あなたが泣いて……そして、笑ってくれた」

　震えながら伸ばされたリネットの手が、ブレイスの頬ほおに流れる涙を拭う。

「ねえブレイス、笑って？　私は、止まってしまうまで、ずっと笑顔でいるから。どんなに悲しくても、私は笑うから。あなたの目で私を見て。あなたの見たかった笑顔を、私の大好きなあなたの瞳に、焼きつけて。そしてあなたも、私の大好きな笑顔を見せて」

「待って、くれ……！　このまま魔丸マゴールが、空っぽになったら……い、今まで聞こえてた声も、リネットの心も、消えちまう……！　こんな、こんなこと……！」

　こんなことが、あっていいのか。

　ブレイスがこれまで十年も夢に見た笑顔と引き換えに、悪夢のような結末が二人の時間を永遠に奪い去る。そんなものを、運命と呼ばなくてはならないのか。

「何か方法はないのか、シグ」

「……リネットに命を吹き込んだ呪文は、ゼペット以外誰にもわからぬ。彼女の命を、やり直すことはできんじゃろう。リネットはこの場で……もうじき、止まる」

　冷静に答えたシグの胸倉を掴つかみ上げ、私は叫んだ。

「貴様はッ、貴様はこれでいいというのか！」

「良いわけがなかろうがッ！　どうにかできるならやっておる！」

　悲痛な咆ほう哮こうが、残響となって夕空へ消え行く。

　もう、どうにもならない。リネットが止まってしまうのを、止められない。

「……止まるのかい。リネット・ゼペット」

　虚うつろな声に振り向けば、そこにはモーゼットが佇たたずんでいた。何もかもどうでもよくなったような無表情で、小脇にはただ一人残った『娘』……シャーロットの頭部を抱えて。

「やっぱり、先生の魔法も不完全じゃないか。所詮人形には、仮初めの命しか与えられない。死体人形は血を流さないし、キミも涙を流せない」

「いいえ、モーくん。人間の命だって、完全でも永遠でもないわ。いつか、お別れの時は来てしまう。……それでも、私は自分が人形で良かったって、思ってるの」

　ブレイスの肩に掴まって、リネットが上体をゆっくりと起こす。

「だって、人形じゃなきゃ、あなたと出会えなかった。ゼペットの子に生まれなければ、あなたの人形になれなかった。ねえ、ブレイス。やっぱり私たち、半分ずつでよかった。あなたに出会えて、あなたの人形でいられて、幸せだった。この綺き麗れいな世界に、私を繋つなぎ続けてくれて、本当に嬉うれしかった」

「……過去形で、話すなよ……！」

　ブレイスは別れを拒むように、止まりゆくリネットの遺のこす言葉を未来へと傾けようとする。前を向いて歩くのが、人形遣いの生き方だと、自分にも言い聞かせるかのように。

　そんなやり取りに、過去に縛られ続けてきた男は舌打ちを返した。

「ボクはそうは思わない。失われた命も、過ぎ去った時間も、全て永遠にやり直し続けられるのが人形遣いだ。ボクは先生のようにはならない」

「そんなこと言って、モーくんが一番お母様に憧れていたじゃない。あの魔王人形、お母様と同じ顔をしていたわ」

「……うるさいな」

「それに、お母様はモーくんのこと、よく褒めていたのよ。モーくんならきっと、お母様に負けない立派な人形遣いになれるわ。世界で二番目の、だけれど」

「ふん。これ以上キミと話しても時間の無駄だ。ボクはボクのやり方で、ボクの望む楽園を創ってみせる。……行こう、シャーロット」

　モーゼットはローブをばさりと翻し、捨て台詞ぜりふを残す。

「次は負けないよ。ブレイス、リネット」

　去り行く後ろ姿を、呼び止めることはできなかった。

「……当たり前、だ。いつでも俺、たちが、相手になって……っ」

　言葉は続かない。ブレイスの目からまたも涙がとめどなく溢あふれ出し、嗚咽おえつが喉を詰まらせる。その無様な姿を見下ろす、私の視界もまた、滲にじんでいた。

「ガルちゃんも、泣いてくれるのね。あなたがお母様を看み取とってくれて、よかった」

「うるさい……！　泣いてない！」

「ふふっ、嘘うそはダメよ。正義の審問官、なんだから」

　そう言って、リネットは笑う。

　……その笑顔は、私に向けるためのものじゃないだろう。

「ねえ、ガルちゃん。お願いしてもいいかしら。これからもブレイスを……」

「……黙れ」

　そんな言葉、聞きたくない。

「私じゃない。お前なんだ。ブレイスの隣にいていいのは、人形剣士ドールブレイブの人形は、お前だけなんだリネット！　未来など託すな！　別れなど告げるな！　これからもずっと、お前はブレイス・フロイドロックの人形だ！」

　その言葉に、驚いた表情で固まるリネットの身体からだを、ブレイスが力強く抱き締める。

「当たり前だろ……！」

　そうだ。たとえ止まってしまったとしても、この男が、愛するお前を捨て置くものか。

「……置いて、いって」

「イヤだ」

「私、ここで止まっちゃうのよ？　あなたを過去に縛り続けたくない」

「一緒に歩いて行くんだ。これからもずっと」

「もう、お喋しやべりできない」

「大丈夫。俺はする」

「もう、笑ってあげられない」

「それでも俺は笑う」

「……本当にいいの？」

「本当は、イヤだけど。これまでだって十年も探してきた。この先百年かかったって、またお前の笑顔を見つけ出してみせる」

「……ダメよ。それじゃあ、ブレイスお爺じいちゃんになっちゃうじゃない」

「お爺ちゃんになったって俺は俺だし、お婆ばあちゃんになれなくたってリネットはリネットだ。いつまでだって、ブレイス・フロイドロックはリネット・ゼペットの人形遣いだ」

　なおも別れの言葉を探そうとするリネットの、涙は流さずとも悲痛に歪ゆがんだその顔を、ブレイスはまっすぐに見つめ、笑った。

「笑ってくれ、リネット。俺の大好きなお前の、ずっと見たかった笑顔を、見せてくれ」

　リネットと同じ言葉を贈り返したブレイスの、涙はもう、止まっていた。

「ブレイス……いいの？　私が、喋しやべらないお人形になっても、あなたはまだ、私と糸をつないでくれるの？」

「何度でも言うよ、当たり前だ。俺はお前を一人にはしない。だからお前も、俺を一人にしないでくれ。ずっと隣にいてくれ。俺たちは、二人でやっと一人前なんだから」

　そうだ。それがお前達だ。自分が悲しみに暮れるよりも、相手の孤独をこそ憂い、癒いやそうとする。お前たちは、そうやって想おもい合ってきた二人だ。

「……やっぱり私、あなたの人形でよかった」

　そう告げたリネットもまた、笑顔を浮かべていた。

　別れ際に遺のこす、思い出の笑顔ではない。再会を誓う、希望の笑顔だ。

「ブレイス。世界で一番、私が一番、あなたを愛してる。空の上のお母様よりも、いつかこの先あなたの前に現れてあなたを好きになるどこの誰よりも、私が、リネットが、世界で一番あなたを愛してる。ずっと、ずっと。それくらい、いいよね？」

「当たり前だ。俺もこの先ずっと、何があっても、リネットを一番好きでいる」

「ふふっ。ありがとう。じゃあ、いつ目が覚めても、その時は私の隣にいてね」

「ああ。半分の糸に誓って、約束する」

　ブレイスが、左手を差し出す。その手を取って、リネットが微笑ほほえみ返した。

「土霊ノームよ」

　呼び掛けて。

「我が友よ」

　応える。

「絡つなげ」

　囁ささやいて。

「繰たぐれ」

　微笑む。

「「半らなる糸アンギニヨル」」

　約束の糸が半分ずつ紡がれる。詞ことばは切れることのない誓いとなって、二人の指を結ぶ。

「……ブレイス。　わた　し　　ね　　」

「…………っ！」

　リネットの言葉が、ゆっくりと、途切れ途切れになっていく。まるでゼンマイ仕掛けの自鳴琴オルゴールが緩やかに演奏を止めるように。その役目を終えて、静かに眠るように。

「ずっ　と　　ず　う　っと　　あな　た　のこ　とが　　だ　い　すき　よ　　」

「……うん。俺もだ」

　たとえ百年の眠りにつこうとも、再会を信じ合っているのなら、それは別離ではない。

　だから、さよならの言葉は要らなかった。

「おやすみ、リネット」

　沈みゆく日、薄明かりの下。毎夜そうしてきたように、いつもと変わりない笑顔で。

　ブレイスはリネットに優しく口づけをした。

「お　や　　す　み　　な　　さい　　ブ　レ　　イ　　　　　ス　　　　　　　」
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　どこまでも蒼あおい、蒼い、よく晴れた空の下。

　アストリア村の跡地であったこの場所には「彼ら」を弔うための慰霊碑が建てられた。

「時間がかかっちゃったけど……さよなら、お姉ちゃん」

　その慰霊碑に花束を添えて、アトリは気丈な笑顔で、最愛の姉に別れを告げた。

「ありがとうございました、ガルノーさま。お姉ちゃんの魂、解放してくれて」

「……私だけが、したことではないさ。礼なら、こいつらにも言ってやれ」

　そう告げて、のんびりと空を見つめている男を指差す。

「へへっ。アイネルさん、向こうでロカさんと仲良くしてるといいな、アトリ」

「……はいっ」

　頭上に広がる青空よりも眩まぶしく晴れがましいアトリの笑顔。ブレイスとリネットが救い与えた笑顔で、これからは私が守っていくべき笑顔だ。

　今日でこの男は、私の監視下を去る。

　あの戦いを経て、リネット・ゼペットは本当に人形であったと証明された。

　つまり、要監察対象グレーであった人形剣士ドールブレイブことブレイス・フロイドロックは、かけられていた人身操作の疑いが完全になくなり、晴れて監視を外れ自由の身となったのである。

　そしてブレイスの疑いが晴れたことにより、この私、ガルノー・ギルトフッド一等審問官に与えられていた監察任務も成功の扱いとなり、謹慎処分も解除された。新たな任務に向け、審問官としての活動を再開することが決まったのだ。

「でも、これでガルちゃんとお別れだと思うと寂しくなるな」

「私はせいせいするがな」

「ははは。ガルちゃんは最後までガルちゃんだな」

　どういう意味だ。

「今生の別れというわけでもないのだから、いちいち惜しむ必要などあるまい」

　ブレイスの傍かたわらに無表情で佇たたずむリネットを見つめながらそう告げると、何やら満足げにブレイスは笑った。

　リネットは、元の物言わぬ人形に戻っていた。以前は『糸』を通じてブレイスにだけ聞こえていた声も、もう聞こえなくなってしまったらしいが、ブレイスはまるで意に介さないように飄ひよう々ひようとこう語った。

「十年も前のことだから忘れかけてたけど、リネットの声って最初から聞こえてたわけじゃなかった気がするんだよ」

　だから、これからも今までと同じように根気よく糸をつなぎ続ければ、十年後にはまたリネットの声が聞けて、笑顔が見られるはずだと、平然と口にしていた。

　途方もない話だ。それが正しい道なのか、誰にもわからない。可能性はゼロかもしれないし、行き着いた先には何もないかもしれない。考えただけでも恐ろしい。

　だがこの男は、希望を求めて旅を続ける。

　彼女の声が聞こえなくても、きっと前に進み続けることだろう。

　馬鹿馬鹿しいくらいの諦めの悪さが、この男の取り柄だから。

「ガルちゃんの方は、やること決まってるのか？」

「ああ。貴様の監視で支部を留守にし過ぎたからな。しばらくは事務仕事に追われて内勤の日々だ。……それに」

　ブレイスの隣に寄り添うリネットのように、私の隣に立つ少女の、豊かな胸元に輝かしく『Ａ・Ａ』と煌きらめく補佐官章に目を向ける。

「新人教育の予定もある」

「えへへ……改めて、よろしくお願いしますっ、ガルノーせんぱい」

「……どっちが教育される側かなー」

　何か無礼極まりない発言をされた気がしたが、風に流されてよく聞こえなかったことにしておいてやろう。私は寛大なのだ。

「しかし、モーゼットの件もある。中央本部が体制を建て直し、奴やつの所業に然しかるべき裁定が下されれば……私も動くことになるだろう」

　あれから、モーゼットの行方は知れない。

　一連の騒動の後、シグリッド空運にて竜迎ドラクシーの運営を再開したというシグからも、それらしい人物の噂うわさを耳にしたとの報告はないそうだ。

　奴は、楽園と語った理想郷の創成を諦めてはいない。魔導審問会を世界から排除し、再び暗黒時代をやり直す「魔王再誕」などという前代未聞の悪行を働こうというのだから、奴が回復魔導士であろうと何であろうと、特例で討伐指令が下されても不思議はない。

　しかし、私はたとえモーゼットに討伐指令が出されずとも、必ず奴を見つけ出し、その暗躍を止めるつもりでいる。

　何な故ぜなら、約束したからだ。遠い昔、私の最初の正義に誓って。

　あの人の『子供たち』を見守ると。道を踏み外せば正すと。

「……モーゼットの件は、魔獣を狩り回って片棒を担いでた俺にも責任がある。処刑は勘弁だけど、何か手伝えることがあれば、何ど処こへでもすぐ駆け付けるよ」

　柄にもなく申し訳なさそうな顔で俯うつむくブレイスを、私は笑い飛ばしてやった。

「はっ。そういう一人前な台詞せりふを吐くのは、もう半分を取り戻してからにするのだな。半端者の貴様ごときに泣きつくほど、我ら魔導審問会も落ちぶれてはいない」

　魔王人形に太刀打ちできたのがブレイスだけだったのは事実だが、それもリネットあってこそだ。戦力になりたいと思うのなら、まずは半人前の剣士などではなく、今までと同じ『人形剣士ドールブレイブ』に戻ってもらわなくてはな。

「…………」

「……？　どうした。間抜けな顔をして」

　間抜け面はいつものことだが。

「……ガルちゃんが、笑った」

「……っ！」

　な、何っ……たる不覚ッ！　この男の前で、よもやこんな醜態を！

「ははっ。やっと見れた。ガルちゃんの笑顔」

「……何のことだ。笑ってない」

「笑ったって」

「笑ってない」

「嘘うそはよくないなー？　正義の審問官様なのになー？」

「ぐっ……、うるっさい！　笑ってないったら笑ってない！」

　おのれブレイスめ。最後の最後で、こんな形で調子付かせてしまうとは、癪しやくだ。

「心残りと言えば、心残りだったからさ。最後にあんたの笑顔が見れて、よかった。これで心置きなく旅立てるってもんだ。ありがとな、ガルちゃん」

　生意気な。貴様には私などより、もっと優先すべき笑顔があるだろう。

「それじゃ、名残惜しいけどそろそろ」

「……少し待て。餞せん別べつをくれてやる」

　優しくリネットの手を取り歩き出そうとするブレイスを、私は呼び止めた。

「ん？　何だ？」

「アトリ、手て筈はず通りだ」

「はいっ、ガルノーせんぱい」

　アトリと目配せし、私たちは胸元から自分のロザリオを取り出した。

　魔導審問官のいう餞別とは、正しき道を征いく者への祝福である。

　事前に示し合わせておいた祈りの文言を、私たちは二人で唱和する。

「「天に坐まします人の神、ならびに人形の神よ。黒き雲無き御み空そらより、二人の旅路を見守り給たもう。半なからなる糸いとの結ぶように、旅路の果て二人の縁えにしの再び契り結ばれんことを。永久に誓い給う」」

　ブレイスとリネットの旅路に、幸多からんことを。

　その果てで、いつか光に辿たどり着つけることを。

　私たちは心の底から強く願った。

「……びっくりした。伊だ達てじゃないな、一等審問官。本当にご加護がありそうだ」

「茶ちや化かすな」

「……うん、ありがとな」

　いつもの楽天的な調子で、ブレイスはにっかりと笑う。

　一人で、ではない。

　隣には、いつも二人で心から笑っていた彼女がいた。

　神には悪いが、きっと祈るまでもない。幾星霜の時にさえ、二人の絆きずなは絶ち切れない。だから二人は、結び続ける。今までも、これからも。

「お元気で、ブレイスさん。リネットちゃんも、またね」

　別れの雰囲気に涙ぐみながら、アトリはリネットの左手を取って再会の約束をした。




「　　　　　」




「あ……っ」

　聞こえるはずがない。

　見えるはずがないのだ。

　けれど、私には。

　いや、きっとアトリも。

　……もしかしたら、ブレイスも。

　彼女が笑顔で言葉を返す様が、心に浮かんでいた。

「達者でな。ブレイス、リネット」

「ああ。またな」

　ブレイスは右手を。

　リネットは左手を。

　それぞれ振って、並んで歩き出す。

　光の差す方へ。未来の待つ方へ。この先ずっと、続いていく旅へ。




　可か憐れんな人形と、勇敢な剣士の、二人旅へと。





あとがき

　初めまして！　林はやし星しよう悟ごと申します。

　この度、本作『人形剣士ドールブレイブは絶ち切れない　一等審問官ガルノーの監視記録』にてデビューさせていただけることとなりました。どうぞよろしくお願い致します！

　さて、あとがきからお読みいただいている方（僕もたまにやります）のために、ここでは本編の内容についてではなく、つまらないとは思いますが自分自身のことについて少し。

　僕はもともと機械設計の仕事をしておりまして、簡単に言えば「設計図を書く人」なのですが。配属されて一番にリーダーに言われたのが「まず疑え」という言葉でした。

　設計図を書いたからといってすぐにモノが作れるわけではなく、作成者以外の人物がその内容をチェックする「検図」という段階が必要になります。この作業にあたって、とにかく他人の書いた図面を疑え、ひいては自分の書いた図面も疑えと教わるわけです。

　どんなに優秀なやり手であっても、やはり完璧な人間というのは存在しません。人がたった一人で考えて形にしたものには、どこかに必ず綻ほころびがあります。

　小説も同じだと、僕は思っています。

　一人で書き上げて、最高に面白いと自分では思っていても、別の人が見ればその評価は変わります。受け取るテーマも、得る感想も、誰一人同じものにはならない。自分一人では決して思いつかなかったアイデアが、他の人からはたくさん出てくるかもしれません。

　誰かに見てもらうということが、作品づくりのスタート地点なんです。

　本作を読んで、新人賞に興味を持ってくださった方がいたら、その方へ。まずは恐れずに、誰かに自分の物語を見せてあげてください。きっとそこから、何かが始まります。

　以下、僕の作品を「見て」くださった方々への、謝辞とさせていただきます。

　担当編集のお二方。本作を最も深く読んでくださり、様々な改善点のご指摘を頂き、度重なる改稿を経て本作を完成へと導いてくださったこと、心より感謝申し上げます。お二方の情熱あってこそ、本作を最高の形で世に送り出すことができました。

　イラストレーターのニリツ様。ファンです！　僕のちんけな想像を遥はるかに超える、可愛かわいくてカッコいいイラストの数々に、キャラクターに命が宿る様を確かに感じました。

　新人賞審査員の皆様。最優秀賞という大変に名誉ある賞を頂きありがとうございます。

　友人や、同期作家、ＳＮＳで応援してくださった皆様。おめでとうの文字列を目にするたび、やる気が湧き上がったのをよく覚えています。お返しができたでしょうか。

　その他にも、出版に際しお世話になった皆様、全国の書店員様、そして読者の皆様。様々な方のご協力あってこそ、より多くの人に本作を見ていただくことができました。

　作家としては頼りない話ですが、僕一人では何もできませんでした。皆様の多大なご協力に重ねて感謝を申し上げます。今後ともよろしくお願いしますと言えるように、精進してまいります！　書きたいことが多すぎましたね。それではこの辺りで。


林　星悟







電子書籍特典　書き下ろし短編





　死神だか、葬儀屋だか、墓守だか。そんな物騒な名で呼ばれていたらしい。

　棺を背負って訪れるボクの姿は、そうした不吉なものに見えたんだろう。笑顔を忘れて久しいシミったれた人相も、そんな印象に拍車をかけていたと思う。ボク自身も次第に心を殺して、恐れられることにも慣れてゆくものだから、負の連環の出来上がりだ。

「あのー。旅のお方、ですよねー？　よければ旅のお話ー、聞かせてくれませんかー？」

　だから、かな。気まぐれに立ち寄った酒場で、ボクを恐れない女の子にそんな言葉をかけられた時。ボクは少しだけ、本当にほんの少しだけ……驚いた。

「あたしー、生まれてからずーっと、この村を出たことなくってー。冒険の旅とかー、そういうのにすーっごい憧れてるんですー」

　瞼のとろけそうな間延びした声で話し、差し出した果実酒とボクの虚ろな目を交互に見つめる彼女の、宝石のようにキラキラと輝いた瞳が、ボクは少しだけ、本当にほんの少しだけ……可笑しくなって、こう言ったんだ。

「キミにはまだ早いよ」

　それを受けてわざとらしく泣き真似をしてみせた彼女の顔と、その酒場の名前を。

　数年ぶりに笑えた記念に、ボクは覚えておいてあげることにした。




「……何だい、これ。笑えてくるな」

　だから、しばらくして再訪したその村が、もう村とはとても呼べない有様にまで焼け果ててしまっているのを見た時。ボクは少しだけ、本当にほんの少しだけ……落胆した。

　酒場の看板も、文字さえ読み取れないほどに黒く焦げ、ドアには明らかに焼ける前に物理的に破壊された跡があった。魔獣の襲撃では、こうはならない。

　しばらく跡地を歩いて、見つけた。それは村の北門の手前で事切れていた。

　綺麗な、死体だった。少なくとも、頭部だけは。

「……出られなかったんだね」

　きっと生まれて初めて、村から出るために走ったんだと思う。その足は銃弾で撃ち抜かれ、その体はズタズタに切り裂かれ、その瞳はもう宝石のような輝きを失っていた。

　ずっと生命を司る魔法について研究してきたボクにはわかった。この場所には黒い負の情念が渦巻いていて、放っておいたら多分、死体はコープスという魔獣になる。

　だから、ボクは棺を。ずっと昔から、先客のいるこの棺を、背から降ろすことに決めた。

　何故だろう。確信があった。ボクにはきっと、その魔法が使えるという確信が。

　もしかするとこの時、ボクは少しだけ、本当にほんの少しだけ……期待していたのかもしれない。これから始まる、冒険の旅に。だから、かな……笑う気になれたのは。

　久しぶりに笑えた記念に、唯一覚えておいた名前を、ボクは彼女に返してあげた。

「……行こうか。シャーロット」
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　　　それなら、我々は下って、彼らの言葉を乱してやろう。

　　　彼らが互いに相手の言葉を理解できなくなるように。
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プロローグ　─バベルの夜よ伽とぎ─









　───二つ目のバベルの塔の話をしましょうか。

　肥沃なバビロンの大地に築かれた、傲慢な聖塔ジツグラト。

　その頂いただきが、創造主の逆げき鱗りんに触れてから、四千年あまり。

　人類がまたしても、互いに繋つながる術すべを喪失した、

　わたし達の世界の物語を。




　夜、瞼まぶたを閉じると。

　少年の脳裏には、決まって姉との思い出が甦よみがえる。

　幼い頃は、夜の足音に怯おびえていた。

　陽ひが落ちて、世界が黒に溶け出して。

　柱時計の囁ささやきが、鼓膜近くを離れない時間帯。

　二人で寝るには窮屈なベッドで、隣に柔らかい温度ぬくもりを感じながら。

　姉の唇がなぞる物語を聞くのが。

　少年にとって、ほぼ唯一の、心の安らぎだった。




　───昔も昔、そのまた昔。

　いいえ、そんなに昔でもありません。

　何せ、わたし達のおじいちゃんやおばあちゃんの、そのまたおじいちゃんやおばあちゃんが生きていた頃のお話ですからね。

　街外れにあるお墓、あの白くて小さな大理石で、たった四個分。

　そう思うと、昔なんてのはどれも、昨日と同じく身近に聞こえませんか？

　その頃、世界には百億人近くの人がいました。

　万ではありませんよ、億です。ええ確かに、耳慣れない単位ですね。

　あのマンボウの卵が、一匹あたり三億個だと言いますから、ざっと三十匹分の卵となるのでしょうか。ふふっ、やっぱり上う手まく想像できませんね。それに、三億個の卵なんて、一体誰が数え上げたのでしょう。日が暮れてしまいそうです。

　ともかく、世界には日が暮れるほど、沢山の人がいたのだとか。

　彼らには、ある一つの共通語がありました。

　学校でも、聞いたことあるでしょう？

　英語という名の言葉です。

　おや、耳にするのは初めてですか？　まあ、無理もありませんね。

　罪深いその言葉は、不名誉な仇あだ名なを被かぶせられ。

　二百年の歳月に首を吊つって、亡霊となってしまったのですから。

　気が付いたみたいですね。

　はい、その言葉こそ。

　わたし達が───〈[image: ]闊な福音〉と呼んでいるものですよ。




　姉は、優しい語り口で続ける。

　シーツに遊ぶ亜麻色の長髪が、ランプの揺らめきに光の渦を巻いた。




　───〈迂う闊かつな福音〉は、ブリテンという島で生まれました。

　ブリテンがどこか分からない？

　では明日、図書室に行って世界地図を眺めてご覧なさい。

　紙の海うな原ばらをずっと西になぞると。大陸から仲間外れにされた可哀かわい想そうな島が二つ、端っこで身を寄せ合っているのが見えるはず。あ、左側の小さな島ではないですよ。そちらはアイルランド。ブリテンは、その右隣にある少し大きな島です。

　そこに、英国という名のお国がありました。

　英国の言語だから、英語という訳ですね。単純です。

　英語───いえ、〈[image: ]闊な福音〉は。

　気の遠くなる時間をかけ、世界中で使われるようになりました。

　覇権言語、なんて呼ばれたぐらいです。

　使えると便利、使えないと不便。だから、世界中の人がこぞって勉強しました。

　肌や目の色、貧富や貴き賤せんに限らず、同じ言葉で意思疎通が出来たのです。

　はい、今となってはお伽とぎ噺ばなしですね。

　人類は、バベルの塔が崩壊してから四千年を経て。

　ようやく、一つの言葉の下もとに纏まとまりつつありました。




　姉の口角から、ふっと甘い溜ため息いき。

　ランプで描かれた彼女の影が、淋さびしく揺れた。




　───でも、それは束つかの間まのユートピアでした。

　ある日、何の前触れもなく。

　人々は〈[image: ]闊な福音〉を話せなくなってしまいました。

　いえ、この言い方だと乱暴ですね。

　より正確には。

〈迂う闊かつな福音〉を話していた人間が、一晩にして忽こつ然ぜんと。

　物理的にこの世界から消え失せたのです。

　福音と思われた言葉は、迂闊にも手を滑らせ。

　人類をまたしても混乱へと突き落としました。

　これが二百年前に起きた、〈第二のバベル〉と呼ばれる事件。

　理由ですか？　これがよく分かっていないんです。

　ただ一つ、言えるのは。

　言葉は生き物である以上、人間を喰くらうこともある、ということでしょうかね。




　どこか湿っぽい姉の声。

　亜麻色の髪が一房、ベッドの端を流れ落ちた。




　───人間の脳が灰色をしているのは知っていますか？

　わたし達の思考、つまり文明というのは、灰色なんですよ。

　かつてはこの東京も、そんな色に覆われていたのだとか。

　けれど、〈第二のバベル〉で平和の文法は崩れ落ち。

　続く三度目の世界大戦で、文明の針は産業革命の時代にまで逆戻り。

　やがて人々は、言葉を武器に互いを殺し合い。

　いくつもの国境線で、山や海を切り分けました。

　ええ、言葉は凶器になるんですよ。

　この世界で最も人の命を奪ってきたのは、ナイフや銃、爆弾や病気でもありません。

　言葉、なのですから。

　でも、言葉は悪くありません。悪いのは、その使い方。

　道具が凶器に変貌するのは、それが本質的に凶器だからではなく。

　凶器と見なす人間の狂気が、そうさせるのです。

　そうでしょう？

　いつだって、事故を起こすのは道具ではなく、道具の使い方を誤る人間なんですもの。

　だからこそ、わたし達は、正しい言葉の使い方を学ばなくてはいけません。




　悪いのは、いつだって人間。

　その言葉が、姉の自己卑ひ下げなのか。

　姉の口を借りた言葉の、自己弁護なのか。

　少年には、よく分からなかった。




　───あら、もうこんな時間。

　そろそろ寝ないといけませんね。

　つい長々と話し込んでしまいました。姉ねえさんの悪い癖です。




　姉はランプの火を吹き消した。

　好奇心を擽くすぐられ、眠気の飛んだ少年の瞳ひとみには。

　漂う煙が、やけに白く、焦げ付いた。

　再び訪れた夜。窓枠に切り取られた、頼りない星空に。

　姉の袖そでを握ると、額をそっと撫なでられた。




　───では、今度は難しくて眠くなるお話をしましょう。

　人はどこで他人の言葉を聞き分けているか、知っていますか？

　いいえ、耳ではありませんよ。

　答えは、今わたしが触れている場所の、ずっと奥。

　ウェルニッケ野やと呼ばれる部分です。

　今度、ブロードマン博士の脳地図を見せてあげますね。

　ふふっ、きっと驚きますよ。




　───何て言ったって。

　世界に星の数ほど溢あふれた言葉の、母なる源は。

　わたし達の握りこぶしほどの大きさすら、持っていないんですから。
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　───西暦２２２０年、帝都・東京。とある昼下がり。




　まるで居眠りでも決め込んだように。

　流れる気配のない夏の蒼そう穹きゆうが、窓越しに覗のぞいていた。

　雲一つない好天、とは言ったものの。動いているとも定かでない空が、果たして本当に〈好いい空〉かどうかについては、少しばかり疑問が残る。

　ピシャン！

「……うっ！」

　張りつめた空気が、教室を支配していた。

　鳴なり止やまぬ甲高い音。その正体は、教師が振り下ろす鞭むちである。

　餌え食じきとなっているのは、制服姿の可か憐れんな少女。左手にチョークを握った彼女は、席を立たされて以降。かれこれ三回も、同じ文章を朗読した計算になる。

「カロリーナ＝マルヴァレフト、もう一度、もっと大きな声で！」

「は、はいっ……！」

[image: ]

　語調厳しく命令するのは、ブロンド髪に眼鏡めがねの女性教師。その姿が軍服であることもまた、教室をより一層、異質な空間へと変化させていた。

　次は我が身と、固唾かたずを飲んで教科書を睨にらむ生徒達。

　そんな周囲の様子を。

　どこか色いろ褪あせた瞳ひとみで窺うかがう、一人の少年がいた。

　見たところ、生徒の男女比は２対８ほど。男子生徒の少なさが目立つ。

「アレス、フェアゲングリヒェ、イスト、ヌーア、アイン、グライヒニス……」

　カロリーナと呼ばれた少女が、四度目の朗読に入った。

　か細く健けな気げな金髪の下、海凪なぎ色をした彼女の瞳は、潮水で潤み始めている。

　その懸命な朗読に、少年は真後ろの席から耳を澄ませる。

　───あっ、ウムラウトが跳ねた。

　少年は、カロリーナが出だし早々、ドイツ語の発音を間違えたことに気が付いた。

　ジュッ！

　瞬間、彼女の手元で爆はぜたものがあった。

　それは、宙に浮かぶ歪いびつな火か焔えん。纏まとまりかけていた炎が朗読のせいで、急激に萎しぼんだ。

　案の定。教師の手にした凶器が、カロリーナの左手を弾はじいた。

「……うっ！」

　少女の肩が、痛みを堪こらえて縮む。

「〈浮遊〉はもういい。次は〈収束〉をやってみろ、集中力を切らすな！」

「は……はいっ……」

　カロリーナは拉ひしやげた声で答える。

　思考を具象化するチョーク───〈アルビオン〉を両手に握り、祈るように言葉を紡ぐ。

「───ダス、ウンツーレングリヒェ……キャッ!?」

　教師が危険を察して、カロリーナの体を突いたのと。少年が眉まゆを顰ひそめたのが、ほぼ同時だった。収束しかけた焔ほのおが、拙つたない発音に反応して発散したのだ。

　カロリーナは、間一髪で難を免れるも。焔の残ざん滓しは、せめてもの懲らしめに、彼女の左手をジリッと焼いた。

「全くもって話にならんな。お前は基本的なウムラウトすら、まともに読み上げることができんのか。もういい！」

「……もう一回！　もう一回お願いします、先生っ！」

　少女は涙ながらに懇願する、が。

「要らん。四回もやり直してこのザマだ。カロリーナ＝マルヴァレフト、お前には罰則課題を与える。明後日あさつての放課後までに、ドイツ語で『ファウスト』の第二部を三回ずつ、清書して提出するように！」

「……明後日あさつてなんて、そんなっ……三日後には実技審査もあるのに……」

「口答えとはいい度胸だな。ならばこうしよう、先の課題を五回ずつ清書し給たまえ」

「……っ！」

　一生徒がこなすには殆ほとんど不可能な作業量を与えられ、少女は返す言葉を失う。

「ご、ごめんなさい……」

　彼女はおずおずと席についた。

「いいか、お前達！」

　静まりかえった教室を見回して。

　ブロンド髪の女性教師───沙サ矢ヤ音ネ＝オリヴィア＝エンゲルハルトは声を張る。

「たかが一音のミスと高を括くくる馬鹿者が、現場でどうなるかは知っているな？　名詞の性に語尾の変化、強勢や間合いの取り方。基本的な文法を疎おろそかにした奴やつから順に、即刻あの世行きだ。自分の命が可愛かわいければ、自分の身は自分で守れ！」

　───言語を正確に扱えないことが、そのまま命取り。

　前時代の人間が、或あるいは、外の市民が聞いたなら。

　いくら何でも大おお袈げ裟さな、と一笑に付すことだろう。

　しかしながら生徒は皆、それが単なる脅おどしではない事を、骨の髄まで理解していた。

「改めて説明するまでも無いが、ドイツ語は貴重な火属性の言語だ───」

　サヤネは教壇に辿たどり着つくと、黒板一杯に慣れた手つきで図を描いた。

　火、土、金、水、風。

　それら五つの属性が織りなす、言語相関図───〈聖語[image: ]星エンペンタグラム〉。

　他属性を強化する〈相そう生せい〉、

　他属性を打ち滅ぼす〈相そう剋こく〉、

　同属性を重ねる〈相乗〉と。

　この学院に学ぶ者なら誰もが知る、基礎中の基礎教養である。

「お前達の日本語は、土属性。見ての通り、ドイツ語と日本語は〈相生〉の関係にある。〈火生土〉───火はものを燃やし、土を生じる。早い話が属性強化だ。日本語で使用する文法は、ドイツ語を重ねることで、出力が倍増する寸法となっている」

　サヤネは黒板を叩たたき、

「次に重要なのが〈作用素オペレータ〉。浮遊や収束、振動や転写といった空間イメージを脳内に描き、これを文面へ作用させることで、初めて言葉を操れる───まあ、〈作用素〉をどの程度扱えるかは、個人の思考実現強度である〈呪力〉によりけりだがな」

　彼女は一呼吸置くと、更なる犠牲者を募る。

「さて、次に詠唱したい者は手を挙げろ！　しつこいようだが、この程度で躓つまずくようでは卒業などおぼつかんぞ」

　当然、手など挙がらない。挙がるはずもない。

「ったく、誰もおらんのか」

　サヤネは苛いら立だたしげに腕うでを組んだ。

　───やれやれ。

　例の少年は、周囲を一いち瞥べつしてそっと嘆息する。

　それとない同級生の視線に、居い心地ごこちの悪さを感じながらも。このまま沈黙が過ぎるよりはマシと思い、気け怠だるく右手を突き上げる。

「蒼あお生い＝カレン＝ブラッドフォードか……いいだろう。では、読み給たまえ」

「はい、先生」

　蒼生と呼ばれた少年は、教師が投げたチョークを掴つかみ、静かに立ち上がった。

　亜麻色交じりの黒髪の下で、息を吐くと。瞳ひとみを閉じて、脳裏に記憶を蘇よみがえらせる。

　難しいことではなかった。

　幼い頃に聞いた、姉がよく口くち遊ずさんでいた一節を。

　ただ、そっくりそのまま、なぞればいいのだから。

「Alles Vergängliche Ist nur ein Gleichnis; Das Unzulängliche Hier wird's Ereignis; Das Unbeschreibliche Hier ist es getan; Das Ewig-Weibliche Zieht uns hinan───」

　カロリーナが苦戦した文章を、少年は事もなげに諳そらんじた。

　すると、〈アルビオン〉の先端が閃せん光こうを放ち、宙に溶け出す。

　間もなく。

　灼しやく熱ねつを行儀良く閉じ込めた、歪ゆがみの無い火か焔えん球が躍り出た。

「うむ、〈浮遊〉も〈収束〉も見事だ。教科書にも劣らない、模範的な詠唱だな」

　蒼生の出来栄えに賛辞を贈り、サヤネは続ける。

「この火種に風属性の言語を加えれば、〈風生火〉の相そう生せいに従って、風は火をより燃え上がらせる。さらに水属性を加えると、〈水生風〉の相生が上乗せされ、強大な〈火〉属性を出力する。これは〈連相生ダブレツト〉と呼ばれる高等呪文であり、属性が異なる三言語を並行に操る技量と、それらを制御下に置く呪力、その両輪が揃そろって為なせる業わざだ」

　彼女はそこで区切ると、但ただし書きを添える。

「もっとも。この場で出来る人間がいたら、明日にでも卒業させてやるがな」

「あの……先生」

　一人の生徒が、遠慮がちに挙手をした。

「何だ？」

「……その、〈連相生〉があるなら、〈五連相生クインタプレツト〉も可能なのでしょうか？」

　三つの属性を繋つなげるのなら。応用として、五属性全ての円環を廻まわせるのでは。

　生徒の疑問は、そんな短絡的な発想の産物で、他意は無かった。

　サヤネの顔を、影がよぎる。

　反射的に疼うずいた表情筋。しかし取繕うのは職務上、造作もなかった。

　実際、彼女の動揺に感づいた生徒は、誰一人としていなかった。

　そう、誰一人───例の男子生徒を除いては。

「ああ、可能だ」

　教師は短く答えると、

「過去にたった一人だけ、〈五連相生クインタプレツト〉を使役できた人物がいる」

「……それは、一体誰なんです？」と生徒が質問。

　サヤネは、少年を盗み見た。

　だが。当の蒼あお生い自身は、知らん顔で火か焔えん球と戯れている。

　チッと舌打ちし、彼女は渋々語り始める。

「その人物は、十年ほど前にこの教室で学んでいた。ただ一点───何一つ平凡ではない───という点を除けば、至って平凡な、どこにでもいる生徒だった」

　生徒が数人、唾つばを飲んだ。

「彼女は、学院始まって以来の才女だった。お前達と同じく十七を数える頃には、あらゆる言語を繰り、異国での戦火に身を投じた。卓越した言語能力、底を知らぬ呪力。文字通り、彼女は紛まぎれもない英雄だった」

　教師は一段と低い声で、

「───五年前。〈深ふか緋ひの徒あだ花ばな〉と呼ばれる、あの事件が起きるまでは」

　生徒数人の視線が、そっぽを向く少年へと集まる。

「さ、無駄話はここまでだ。授業の続きをするぞ」

　鬼教師が背を向けたのを見計らって。

「ねえ、カレン」

　隣の席の女生徒が、蒼生に囁ささやきかけた。

「アンタの姉さん、〈五連相生〉が使えたっていうの、あれホント？」

　蒼生は黙ったまま、顔色一つ変えはしない。

　そんな態度が面白いのか、女生徒は横目に見つつ、挑発的な笑みを浮かべる。

「流石さすがは姉弟きようだいってカンジよね。あ、ひょっとしてもしかすると、アンタも実は使えちゃったりして。悪目立ちするから、猫被かぶっているんじゃない？」

　ピク、と蒼生の指先が動いた。

　無言で口の端を吊つり上あげる少年。

　その瞳ひとみの奥で影が蠢うごめいたことに、彼女は気付かない。

「でもそうよね。なるべく大人しく振る舞わないと、姉ねえさんと同じく───」

　刹せつ那な。

　女生徒の髪を、一筋の風が巻き上げた。

「───え？」

　間延びした声に、彼女は振り向く。

　そこには、夏空に開かれた教室の窓。

　外から吹き込んだのかと思いきや。彼女は本能的に、瞳ひとみに映るものの違和感に、首を傾かしげずにはいられない。実際、窓際に垂れたカーテンは、ひだ一つ微動だにしていなかった。

「[image: ][image: ]風をおのれの　[image: ]使者とし、[image: ]火と炎をおのれ[image: ]のしもべとされる───」

　風属性を有する、ギリシア語の詩歌。

　韻律が牧歌的なあまり。詠唱主が蒼あお生いだと、女生徒は咄とつ嗟さに理解できなかった。

「ちょ……一体何して……」

　事態を飲み込むや、彼女の目が剥むかれてゆく。

　風が吹き込んだのではなく。隣の席へ吸い寄せられている、と気付く頃にはもう。

　蒼生のチョークは既に、五行ほどの呪文を宙に書き殴っていた。

　水属性のサンスクリット語。それは焔ほのおに身を投げ蒸気となり、ギリシア語が生んだ風を幾いく重えにも絡め、紅ぐ蓮れんの球体を肥大化させてゆく。

　そして───女生徒の前に、異い形ぎようが躍り出た。

　羽ばたくのは、赫せき炎えんの翼。突き出たのは、鋭利な嘴くちばし。







　この続きは現在配信中の『聖語の皇弟と魔剣の騎士姫　～蒼雪のクロニクル～　Ⅰ【電子特典付き】』にてお楽しみください
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　狂おしい程の興奮がライトアップされた舞台に転がり込む。オーディエンスが作り出す狂気。天蓋へ向け腕を振り上げる観客達の眼光は、さながら血に飢えた獣だ。

　そんな獰どう猛もうな肉食獣に中指を立てて煽あおるような、馬鹿げた奴やつが隣にいる。俺が背中を預けているのは、うちの男装ギタリスト。

　血に飢えていたのは、こいつの方だったのかもしれない。どれだけオーディエンスが声を張り上げても、まだ足りないとばかりに甲高い音色を爪つま弾びく。いつもの地味な見た目からかけ離れた妖艶な色香。こいつは本当に化け猫なんじゃないだろうか。

　逆サイド、いわゆるステージの上かみ手てで、頭を振るこの奇妙なベーシスト。こいつの容姿についてはあまり触れたくないが、ひとたびベースを掻かき鳴らせば豹ひよう変へんしやがる。普段は飄ひよう々ひようとしているくせに、荒っぽく弾はじかれる弦の雄お叫たけびには、まさに百獣の王の名が相応ふさわしい。

　俺の後ろでこいつらを従えている、この目つきの悪いドラマーも、なかなか一筋縄ではいかない奴やつだった。小柄な体たい躯くのどこにそんなパワーを秘めているんだろうか。

　演奏技術は我がバンド内でも群を抜いている。うっとり見み惚とれてしまいそうなハイハットとスネアの活劇。流れるようなドラムロールが鮮烈に決まると、オーディエンスが一際大きくうねった。有無を言わさず、観客を音殺してしまうこいつは死神だ。

　そして、このステージで高らかに咆ほう哮こうする俺が、このバンドのボーカル、大おお上かみ透とおる。現在は高校二年生である。

　かつての俺は、ステージで無惨に散った。ほとんど観客のいなくなった舞台で、力無く歌い続けることしかできなかったんだ。

　あの日のトラウマが、俺を音楽から遠ざけた。

　だが、心からその痛みを分かち合えたこいつらと出会い、俺はもう一度立ち上がった。

　夢見ていた景色が、目の前にある。一年前は、動かせなかったオーディエンスの心。

　今は、途切れることのない拍手の海を泳いでいる。

　俺は、足あ掻がいて、もがいて、あの日に置き去りにしてしまったものを、ステージに取り返しに来た。

　──ビジュアル系

　道化の化粧。派手な衣装。偽って、欺いて、それでも俺達は掻かき鳴らす。

　プロセスなど関係ない。本物の勇気とは、肝心な一歩を踏み出すことなのだ。
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　もはやこのステージを続ける事に意味などあるのだろうか。

　冷え切ったフロアの空気が、俺の心を完全にへし折った。

　演奏だって酷ひどい出来だった。付け焼刃の急造メンバー。意思疎通など図れない。

　走り過ぎたドラムは曲のテンポを破壊する。ペースを乱されたベースはカウントを誤り、弾くべきフレーズを見失っていた。リズム隊が崩れれば、ギターだって狂い始めるのが自明の理。指針を失った演奏は、聴くに堪えない代物だっただろう。致命的なこの連携ミスは、皆みんながバラバラの方向を向いている証拠に違いなかった。

　観客の態度は露骨だ。俺達は、売れ残った玩具おもちやみたいに見向きもされない。

　スマホをイジるなんて可愛かわいいもの。皆で示し合わされ、仕し舞まいにはトイレに立たれるなんていう有様だ。所詮、俺達は、お目当てのバンドまでの繋つなぎでしかない。

　確かにくじ引きで決まった出演順は、人気バンドに挟まれた格好の俺達に不利だった。だが、それも苦し紛まぎれの弁解だ。

　景色が霞かすむ。悔しくて堪たまらなかった。行かないでくれ、と心で願う。

　が、俺の想おもいとは裏腹に、一人、また一人と観客が席を後にする。

　僅かに残った観客の顔さえ歪ゆがんで見え始め、のっぺりとした能面へ変化していく。

　何で俺は、こんな惨めな想いをしてまで、歌っているんだろうか。

　この声の向かう先は、一体どこなんだよ？　誰がちゃんと聴いてるって言うんだよ？

　正直、こんな散々なライブなんか投げ出してしまった方が楽なのだろう。だが、俺は今、意地だけで歌い続けている。

　俺は昔から、この声のせいで、ずっとからかわれてきた。声変わりを経ても俺の声は、女みたいに高く、男臭い容姿とのギャップで笑い者にされてきた。そうして声を閉ざした俺は無口な透明人間となり、自分という存在を殺した。

　そんな俺にとって音楽だけが拠より所どころだった。日常の中で積もり積もった鬱憤を、メロディに乗せて発散していたのだ。その中でも、とりわけ俺の心を揺さぶる物があった。

　ロックンロールだ。荒々しく感情を吐き出すその音楽は、教室の隅っこで退屈な毎日を過ごす俺にとって、あまりにも神々しく見えた。

　だから、俺はロックバンドを始めたくて、軽音楽部に入部したはずだった。この文化祭ライブで、憧れ続けたその夢を実現できると思っていたのに……。

　ようやく持ち時間を終えた。苦痛だったステージにも、ピリオドが訪れる。

　俺達が演奏を畳むと、乾いたまばらな拍手が体育館に響いた。鷹おう揚ように手と手を重ねるだけの儀式。それがまた俺の心を深く抉えぐった。

　俺はフロアに一礼だけして、袖へと捌はける。

　他のメンバーは荒れていた。到底看過できるような演奏では無かっただろう。所詮は余った奴やつらを適当に割り振ったバンドだ。まとめ上げる奴がいなかった。

　自業自得の崩壊。本当に不ふ甲が斐いない。舞台袖でも顔さえ見合わせない。元より俺達は、信じ合える仲間などではなかったのだ。

　俺は群れに焦がれる一いつ匹ぴき狼おおかみだ。孤独の丘で吠ほえ続け、同志を探している。

　このステージに立った勇気は徒労に終わり、割れんばかりの喝采は泡と消えた。結果、俺が手にした物は現状維持。目の前にある日常は何も変わっちゃいなかった。

　後ろ髪を引かれる思いで、舞台袖から一瞬、センターマイクを振り返った。

　舞台には、瞳をくりぬかれた俺の残影が、がらんどうの双そう眸ぼうから血の涙を流し、立ち尽くしていた。それは屈辱が見せた幻だったのかもしれない。だが、今でも時折、夢を見る。

　あの乾いた拍手と、体育館の異様なぬるさ。そして、一人また一人と席を立っていく、耐え難がたい光景。目を覚ますと、決まって頬ほおが湿っている。

　あの日の挫折はトラウマと化して、しめやかなステージに俺を縛り付ける。

　きっと今も、俺の亡霊はあの場所に置き去りにされたままなのだ。

　歌う事は敵かなわず、ただ声が嗄かれるまで吠ほえ続けるだけ──。





　　　　※






　あの忌まわしい高一の文化祭から半年が経たち、俺は高校二年生になっていた。そろそろ四月も終盤だ。新学期に入り、クラスではすっかりグループが出来上がっている。だが、俺は相変わらず一いつ匹ぴき狼おおかみを貫いていた。学校に通うのはただのルーチン。目的など特にはない。進学のために、仕方なく通学路を往復しているだけ。

　あの文化祭以来、俺は再び周囲と距離を取るようになった。わいわいと盛り上がる教室で、俺は誰にも気付かれない透明人間と化している。

　さて、そんな俺が今何をしているかというと、購買で昼飯を買ってきた帰りである。こうして廊下を歩いていても、周りの談笑があの光景と重なって、奥歯が軋きしみやがる。

　未いまだに俺は、あの黒歴史を引きずって生きている。

　そうやって溜ため息いきをつきながら、教室に戻ってきた時だった。

『音楽メイト募集アプリ、【バンドしようよ！】好評配信中！』

　着席と同時に聞き覚えのあるフレーズが出迎えてくれた。

　その凛りんとした声に心当たりはある。これは今、中高生に人気の音楽アプリ、バンドしようよ！のＣＭだ。つい最近、百万ダウンロード突破だとか騒いでいた気がする。

　そして、この声の主こそ、今をときめくトップアイドル十河そごう理り狐こ。今やテレビで彼女を見かけない日は無いと言っても過言ではないだろう。

　歌番組にバラエティにと引っ張りだこ。明朗快活な受け答えと、愛あい嬌きよう満天の笑顔で、老若男女問わずの人気ぶりだ。十河理狐はデビューからたった二年で、トップアイドルの道を駆け上がっていった。

　それで俺と同い年だっていうんだぜ……。天は何物与える気だよ。神様、ちょっと依え怙こ贔ひい屓きしすぎてやしないですかね？

『キミのハートにＢＡＮＧ！』

　おっと、何か分からんが、ハートをＢＡＮＧされてしまった……。とんだ流れ弾だまだな！

「十河理狐ちゃん、ほんと可愛かわいいよな～！　一回でいいから付き合いてえ～！」

　今の発言をした身の程知らずの馬鹿は、お調子者の田た中なかだ。野球部に所属しているこいつは坊主頭で、およそモテるタイプとは言い難がたい。一般男子がそんなほいほいアイドルと付き合えたら、この世からアイドルオタクが絶滅するわ！

「マジ可愛いよなぁ！　俺も十河理狐にＢＡＮＧされてえよ！」

　あー、馬鹿がもう一人増えちゃったよ……。

　大体、ＢＡＮＧされるってどういう状況？　二時間ドラマの死体役にでもなりたいの？

　俺は賑にぎやかな一角に目をやる。このクラスのカースト最上位集団が、スマホにかじりついて盛り上がっていた。

　ほんと、こいつら飽きねえ奴やつらだな。毎度ながら声がでかいっつーの！

　休み時間は一人でじっくり音楽を聴きたいのに、騒がしくてイライラするわ。

「で、このバンドしようよ！って、どんなアプリなわけ？」

「なんだよ、おまえ知らねえのかよ？　しょーがねえな～説明してやるか！」

　何で田た中なかのやつ、得意げなんだよ……。お前はアプリの開発者じゃねえだろ！

「バンドしようよ！　通称、バンしよ。中高生をターゲットにした、音楽メイト募集アプリだ！」

「音楽メイト？」

「音楽メイトっていうのは、フォロワーのことだな。ＳＮＳ機能があるから、メイト同士、音源や動画を自由にシェアできるんだ！　そして、このアプリの最大の特徴は、バンドメンバーの募集ができるってことなんだよ！」

「へ～メイト同士でバンドを組むってこと？」

「その通り！　一緒にバンドを組む相手のことをバンドメイトって呼ぶんだぜ。自作の演奏動画なんかをアップして再生数をカウント。アプリ内でランキング化してるのさ！　再生数の多い奴やつ等らは、芸能人みたいな扱いを受ける程の人気ぶりなんだってよ！」

　便利だな、田中。全部説明してくれんじゃん。全く興味の無い俺でさえ、アプリの概要を把握しちゃったよ！

　更に盗み聞くところによると、このアプリ利用者の目的は二分化されているらしい。まずＳＮＳ機能を活用して、自分好みのバンドを発掘すること。そして、もう一つは、気の合う奴らとバンドを組むことなんだとか。ふーん、そうなんだ～。

「バンドねえ……」

　駄目だ、思い出すのも辛つらい。今すぐ布団にくるまって、のた打ち回りたい気分だ。

　文化祭で組んだあのバンドでは、理想の自分になんてなれなかった。それどころか一生物のトラウマを植え付けられたんだ。こんな無気力な俺は、もはや抜け殻でしかない。

　俺の中身は、あのステージに縫い止められて泣いているんだ。

「お前ら、何か面白そうな話してんじゃ～ん」

　田中達の会話に厄介な奴が加わる。気け怠だるそうに頬ほお杖づえをついて無関心を装っていたくせに、ちゃっかり聞き耳を立てていたみたいだ。

　校則違反の赤髪。制服のだらしない着こなし。ラスボス的雰囲気を醸し出すそいつは、明石あかし。俺はこいつの斜に構えているところが気に喰くわない。

「俺もそのバンドしようよってやつ？　登録しちゃおっかな～」

「なになに、明石君もバンドに興味あったん？」

「ああ、ありますねぇ」

　のそりと立ち上がった明石あかしは、スマホを取り出した。

「化け猫さーん、俺とバンド組もうよ」

　俺は虚を突かれて、食っていたパンを噴き出してしまった！

　明石はにやにや冗談めかした面つら構がまえで、一人の女子に話しかける。

「何で化け猫？」

　皆が呆あつ気けにとられている。ご多分に漏れず、俺の口もあんぐりだ。

　化け猫。本名、化野あだしの音ね子こ。俺のクラスメートである。

　化野音子はとにかく鈍くさい奴やつだ。髪なんかいつも寝癖でボサボサである。おまけに時代錯誤のグルグル眼鏡めがねを掛けているから、あたかも八十年代のギャグ漫画に登場しそうな風貌なのだ。だから、冴さえない彼女には、その不名誉なあだ名が付けられた。──化け猫。

　透明人間の俺でさえ、不ふ憫びんすぎて同情してしまうぜ……。

　そんな化け猫なんかにちょっかいを出して明石の野郎、一体どういうつもりなんだよ？

　案の定、面食らった化野は、口をすぼめた間抜けヅラで固まっている。

「やっば、明石君、それ超ウケる！」

　ドっと、一団が沸いた。どいつもこいつも下品に腹をゆすっている。

　胸むな糞くそが悪いったらありゃしねえ。何で今のやりとりで笑いが起こるんだよ？

「で、どうすんの？　組むの？　組まないの？」

　化野はとうとう俯うつむいてしまった。こんな絡まれ方をしてさぞ悔しかろうよ。或あるいは恐怖で怯おびえているんだろうか。化野の体は、微かすかに震えている。

　ズキっと胸が痛んだ。化野だって、不器用なりに頑張って生きているんだよ……。こんなの悪ふざけを越えて、もはやイジメじゃねえか。

　どいつもこいつも性根が腐ってやがる。芯から腹立たしい。

　そう分かっていながらも、見て見ぬ振りをしている自分が情けない。心の中でどれだけ明石達に対する非難を並べ立てたところで、現実では化野に手を差し伸べる勇気もない。

　事なかれ主義。俺の方が、根性なしのクソ野郎じゃねえか……。

　そのうちに明石は、クックッ、と鳩はとみたいに首をゆすり始め、やがて盛大に噴き出した。

「ぶははは！　組むわけねーじゃん！　化け猫だよ？　こんな陰気なやつにバンドとか似合わねえって！　渾こん身しんのギャグが決まったわ～！」

　自分から絡んでおいて、明石は実に身勝手な事を言う。

　このネタ扱いは、いくらなんでも可哀かわい想そうだ……。居た堪たまれなくなって顔を背ける。

「バンドなんかやって何が楽しいんだよ？　目立ちたがり屋が、かっこつけて歌ってるだけだろ？　んなもん、くだらねえよ！」

　くだらない？　不用意なその一言が引き金になった。

　俺はぐっと奥歯を噛かみ合わせる。全身の血液が頭の方に吸い上げられるみたいだ。

　違う。舐なめんな。フザけんじゃねえ！　音楽はくだらなくなんかない！

　ロックンロールは、こんなどうしようもない俺にも、夢を見させてくれたんだ。

　──ステージの上で輝きを放つ、ヒーローになるって夢を！

　気付けば俺は席を立ち、明石あかしに飛び掛かっていた。

「んだよ、お前!?　誰だよ!?」

　な!?　クラスメートなのに名前すら知らないだと？　だが、今はそんなことに気落ちしている場合じゃない。

　明石の肩を掴つかんで揺さぶりながら、俺は問い詰める。

「くだらねえって、何で分かるんだよ？」

　静まり返る教室。しかし、静寂を破り捨てるように、明石の口角が上がる。

「はっ!?　んだよ、その声!?　おもしれえ！　なあ、お前らもそう思うだろ!?」

　クラスメートの嘲笑が俺に向く。今まで積み上げてきた物が瓦解していく音がした。

　こうなることを怖おそれて、俺は無口を貫いてきた。昔からこの声のせいで馬鹿にされ続けてきたから。そうして、透明人間になったはずだった。

　でも、それがどうしたっていうんだ。明日からの自分の立場なんか、もはやどうだって良い。ロックンロールの名のもとに、俺の怒りは転がり始める。

　ここで明石の傲慢無礼を許してしまったら、俺はとんだチキン野郎だからな！

　譲れねえ。どんなに情けなく這はいつくばっても、この夢だけは馬鹿にさせてたまるか！

「俺の声なんかどうだっていいんだよ、クソ野郎！　お前みたいな小物に、化野あだしのをからかう権利はねえよ！　答えろ!?　バンドの何がくだらないんだ！」

「ああん？　てめえ、調子に乗るなよ！　誰に口きいてんだ！」

　しかし、粋がったくせに、あっさりと形勢は逆転した。明石に突き飛ばされ、俺は惨めに尻餅をつく。悔しくてたまらない。バンドを軽視されたことへの憤慨。

　心の底から沸き立つ怒り。ぐつぐつと煮えたぎるその感情が、俺を奮い立たせた。

「今すぐ消えてなくなれって、何度願ったかわかんねえんだよ……」

「は？　何の話だよ？」

　消えてくれなかったのは、視界にまとわりつくあの光景だ。

「一人、また一人って、観客が席を立って行く光景が、脳裏に焼き付いて離れやしねえんだよ……」

　だけどな。俺の挫折を、くだらねえなんて言葉で括くくられたくねんだよ。

　俺は立ち上がる。そして、俺を笑うリア充どもに拳を構える。

「答えやがれ！　──音楽に夢を見て、何が悪いんだよ！　何の一歩も踏み出したことのないお前らの人生こそ、どんな価値があるのか聞かせてくれよ！」

　そこで、ふと我に返り、言葉に詰まった。拳を緩め、だらりと腕を下ろす。

　どんな価値がある？　そんなの俺にも言えることじゃねえか。どんなブーメランだよ。

　大おお上かみ透とおる。お前は無様に夢破れて、目標なんかとっくに失っちまっただろうが。

　大好きなバンド達の轟ごう音おんが、壊れたラジカセみたいに脳内でエンドレスループした。

　一人ぼっちの教室で、彼らの吐き出すメロディだけが、俺を温かく迎えてくれたんだ。

　この両膝を床に打ち付けても、俺はまだ音楽に縋すがって生きている。はは、哀れだろ？

　気が付いてしまった。これはただの八つ当たり。性た質ちが悪いのは俺の方じゃねえか。

「訳わかんねえことばっかほざきやがって！　フザけんなよ、てめえ！」

　明石あかしに倒された俺の体は、周囲の机を巻き込みながら滑る。

　実に俺らしい幕引きだ。弾みで机にぶつけたんだろうか。口の中に血が滲にじむ。

　怒りに身を任せて、よりによって明石の逆げき鱗りんに触れてしまったんだ。残りの学校生活は、最悪の物になるだろう。化け猫に向けられていた嘲笑は間違いなく俺に向く。

　大人しく透明人間のまま過ごしていれば良かったのに。俺は真性の馬鹿だ。

　でも、譲れなかったんだ。あの言葉だけは撤回させたかったんだ。

　バンドがくだらないなんてことはない。俺の勇気には、ちゃんと意味があったはずだ。

「これは何の騒ぎなの!?」

　間一髪だった。このまま誰も仲裁に入らなかったら、俺はこの後ボコボコにされていたに違いない。

　駆けつけたのは、担任教師の夢ゆめ咲さき[image: ]うさぎだ。この人はとにかく人望がある。今時珍しい熱血教師で、小柄な見た目からは想像できないが、時に激しく叱しつ咤たすることもある。

　だから、夢咲先生の登場で、明石の奴やつは急に大人しくなった。

「ちっ……」

　不機嫌そうに舌を鳴らすと、何事も無かったように席へ戻る。

　野や次じ馬うまも各自の席に散らばっていった。

「痛てて……」

　痛む腕をさすって、俺は上半身を持ち上げる。すると、目の前に華きや奢しやな白い手が差しだされた。

　オドオド震えて、どうすればいいか分からずに、ただ真まっ直すぐにその手を伸ばす人影。

「サンキュ……」

　その震える手を掴つかむ。温ぬくもりが肌を伝って、すぐさま全身に染み渡っていった。

　──化け猫が、俺に手を差し伸べてくれていた。

　俺が立ち上がると、すぐさま化野あだしのは手を放す。あまりの勢いに少し凹へこむ……。

「明石君、ちょっと来なさい。何があったか職員室で訊きかせてもらいますからね」

　明石はふてぶてしい態度だ。怠だるそうに頷うなずき、俺を睨にらみ付けながら立ち上がった。

「さあ、皆は席について。授業が始まるわよ」

　夢ゆめ咲さき先生は手を叩たたいて回る。

「それから、大おお上かみ君。あなたにも放課後、事情聴取をしますから。授業が終わったら、この教室で待っていなさい」

　追い討ちをかけるように担任が告げた。

「いや……俺は被害者で……」

「いいわね？」

　担任の鋭い目に、観念して俺は頷うなずく。いや、全然、腑ふに落ちていないんだが。

　少し冷静になってきた。すると、自分の仕出かしたことの重大さに血の気が引いていく。

　今の俺は結局、たかが一度ライブをしただけの口だけ野郎じゃねえか。偉そうに説教できる身分じゃねえ。二歩目を踏み出せずにいる限り、俺はあいつらと何も変わらない。

「ちくしょう……」

　誰に向けて呟つぶやいたのかもわからない言葉が、余計に自分を惨めにさせていった。





　　　　※






　待ちぼうけとはまさにこの事だ。
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　桜吹雪が舞う季節。

　茜あかね色いろの光が屋上のアスファルトを照らす中、俺はある人を待っていた。

　ガチャリ。

　不意に扉が開くと、現れたのは端整な顔立ちの美少女。

「あっ、優ゆう吾ごくんだ」

　俺を見つけると、彼女はにこっと笑ってそう口にした。

「よ、よう」

　俺は軽く手を上げて挨あい拶さつを返す。

　だが緊張しているせいか、だいぶぎこちなくなってしまった。

「急にこんなところに呼び出して、どうしたのかなぁ？」

　こちらに近づいてくると、美少女は少し前かがみになりながら上目遣いで訊たずねてきた。

　すごく可愛かわいい。

「そ、その……天てん真しん……」

　震えた声で彼女の名前を呼ぶ。
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　心音がやけに耳に響く。苦しい。

　でも、ここでビビッてちゃ男じゃない。伝えるんだ。彼女に。俺の気持ちを。

　きっと大丈夫。昨日は成功するように神様に五十回以上祈ったんだ。この恋、絶対に成じよう就じゆさせてくれるさ。

　自分に言い聞かせるようにすると、俺は口を開いた。




「天てん真しん！　俺はお前のことが──」




　刹せつ那な、景色が変わった。

「っ！」

　突然の出来事に驚きつつ周りを見渡す。

　すると、視界にはサッカーゴールや陸上トラックが映り、そこにはユニフォームを泥だらけにしながらそれぞれの部活に励む生徒たちの姿があった。

「……またか」

　そう呟つぶやいたのち、状況を理解する。

　どうやら今回俺は屋上からグラウンドへと『テレポート』してしまったようだ。

「危ない！」

　そんなことを思っていると、不意に男子生徒の声が聞こえた。

　気が付くと、いつの間にか目前にはサッカーボールが物もの凄すごい勢いで飛んで来ていた。

　あっ、これ避よけられねぇわ。

　直後、サッカーボールは見事俺の顔面にヒット。あまりの衝撃と痛さに倒れると、俺はサッカー部の生徒たちによってすぐさま保健室へと運ばれたのだった。




　十五回。




　俺──桐きり島しま優ゆう吾ごがついさっきまで一緒にいた美少女──天てん真しん陽ひ毬まりに告白しようとした回数だ。

　そして、そのすべてがたったいま起きたような謎の現象によって邪魔をされている。
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　四月中旬。窓から暖かな日差しが差し込む朝の教室では、クラスメイトたちが楽しそうに談笑していた。

「ひまりちゃん、昨日のお笑い番組見た？」

「ねぇひまりちゃん。今日あたしたちと一緒にカラオケに行こうよ」

「ひまりたん可愛かわいい。サイコー」

　窓際の一番後ろである俺の席から二つ前。

　イケメン男子やギャル系女子、二次元大好きなオタク等々。様々な生徒たちが同じ名前を連呼していた。それはたったいま彼ら彼女らが作っている輪の中心にいる美少女の名だ。

「もぉ、みんな落ち着いて。そんなにいっぺんに話しかけられても答えられないよぉ。ひまりの可愛いお耳は二つしかないんだよぉ」

　美少女が愛らしい声で冗談っぽく言うと、彼女の周りを囲んでいる生徒たちからは大きな笑い声が生まれた。

　天真陽毬。先ほどからクラスメイトの八割はいるであろう集団と会話をしている美少女の名だ。

　軽くパーマがかけられた髪は一本にまとめられてポニーテールにされている。

　ＪＫの中ではひと際目立つ可愛かわいい容貌。丁度よい大きさの胸。

　スカートは短めにしており、下着が見えそうで絶対に見えないラインの長さにしている。

　加えて、女子の平均身長よりやや小さめの身体からだ。

　全てが男子高校生の理想通りに仕上がっていた。

　更にコミュ力は高く非常にフレンドリーで、化粧やお洒落しやれにも詳しいらしい。

　それゆえ彼女は男女問わず人気が高く、生徒たちからは学園のアイドルと呼ばれていた。

「やっぱ天てん真しんは今日も可愛いな」

　窓側の一番後ろの席から天真を眺めながら、一人呟つぶやいた。

　ここでハッキリ言ってしまうが、俺は天真が好きだ。完全に恋をしてしまっている。

　しかも十六年間生きてきて初めての恋。初恋というやつだ。

　だが相手は学園のアイドルゆえ、競争率はかなり高い。

　学力も運動神経も並み。顔も平均くらい（だと思いたい）の俺が彼女と付き合えるのかと聞かれると正直厳しいと言わざるを得ない。

　「……はぁ。どうにかして天真と付き合えないものか」

　窓越しに空を眺めながら、周りに聞こえない程度の声で呟いた。

　ちなみに、俺が天真を好きになったのは今から一年ほど前だ。

　実を言うと、入学当初の天真は今のような可愛らしい感じじゃなくて、黒髪おかっぱでメガネを掛けた割と地味な女の子だったのだ。

　でも、俺が天真を好きになったのはそんな彼女の時だった。




　高校に入学して数日が経たったある日。

　放課後の掃除を終えて、友人たちが全員塾やら彼女とのデートやらで既に帰っていたため一人帰宅しようと昇降口を出ると、外は吃驚びつくりするくらいのドシャ降りだった。

　加えて運が悪いことにこの日俺は傘を持ってきていなかったので、雨が通り過ぎるまで仕方がなく昇降口の前で待っていると、

「よかったら、これ」

　不意に声を掛けられた。振り返ると、目の前にはメガネを掛けた黒髪おかっぱヘアーで、こう言っちゃ悪いが少し地味めの女子生徒が佇たたずんでいた。

　彼女は帰ろうとせずに外を眺めている俺が傘を持っていないことを察したのか、こちらに向かって折り畳み傘を差し出していた。水玉模様でかなり可愛らしい。

「えっ、でも……」

「私は自分の傘があるから。気にしないで」

　他方の手に持っている花柄の傘を示したのち、もう一度折り畳み傘を差し出した。

「わ、わかった。じゃあお言葉に甘えて」

　有難く傘を受け取る。

　それから俺は彼女を見つめながら、礼を言った。

「その……ありがとう」

「うん。どういたしまして」

　女子生徒はそう返したのち、こちらを見つめ返しながら不意にニコッと笑った。

「っ！」

　刹せつ那な、明らかに鼓動が跳ね上がったのが自分でもわかった。

「じゃあ私はこれで」

　そう言うと、女子生徒は傘をさしてこの場を去ろうとする。

　そんな彼女に俺は──

「ま、待ってくれ！」

　気が付いたら、どうしてか彼女を呼び止めていた。

　それを聞いて女子生徒はゆっくりと身体からだをこちらへと向ける。

「その……あ、あんたの名前を教えてもらってもいいか？」

　急な質問に、彼女は少し驚いたような表情を浮かべた。

　でもそれから少し口元を緩めて、

「天てん真しん陽ひ毬まり。それが私の名前だよ」

　自身の名を明かすと、彼女は静かな足取りで雨の中へと消えていった。

「……てんしん……ひまり……」

　見えなくなった彼女の背を眺めながら、俺はぽつりと呟つぶやいた。

　不意に彼女が見せたあの笑顔。容姿とのギャップと相まってとても可愛かわいかった。

　それにこんな見ず知らずの冴さえない男にわざわざ傘を貸してくれる温かな人柄。

　気が付いたら、そんな彼女の全てに一瞬で惹ひかれている自分がいた。

　そしてこの日、俺は天真陽毬という女の子に生まれて初めて恋をしたのだった。




「と好きになってしまったものの……」

　机に突っ伏しながら、俺は大きく溜ため息いきを吐ついた。

　あの雨の日の翌日。なんと天真は俺のクラスメイトであったことがわかった。

　これはきっと神様が俺の恋を叶かなえようとしてくれているに違いない。

　そう思った俺はすぐさま天真にアピールすることに決めた。

　ひとまず天真と友達になるために休み時間に面倒くさいと思われない頻度で会話を交わすようにし、それなりに仲良くなった後は週に一回は勉強会という口実を使って一緒に放課後を過ごした。

　また時には大胆にデートに誘ってみたりもしたのだが、やはり天てん真しんが優しい女の子だからか、奇跡的に断られることは一度もなかった。

　そんな必死のアピールを続けること数カ月。

　その間、先ほども言ったように天真はなぜかイメチェンをした。が、それでも俺の気持ちは一切変わることはなかった。

　そして高校一年の十月中旬。俺は初めて天真に告白をした。

　結果──返事はもらえなかった。

　何な故ぜなら、俺の告白は彼女には届かなかったからだ。物理的に。

　屋上で天真に告白をしようした瞬間、なんとパンツの雨が降ってきたのだ。しかもその全てが女性用のパンツだった。

　イチゴ柄やレース、Ｔバック等々。多種多様なパンツが空からひらひらと舞い降りてくる。おかげで雰囲気は台無し。学校中は大騒ぎ。当然告白は失敗した。

　……いや、冗談とかじゃなくてホントだよ？

　こうして俺の人生初の告白は相手に想おもいが届くことなく終わったのだった。

　ちなみに大量のパンツは不思議なことに数分で消えたので、当初は驚いたもののあまり気にしないようにした。

　そして、初めて告白をしてから一カ月後。

　当時生徒たちの間で流は行やっていたのでそれにあやかって手紙で天真に告白した──が、なぜか手紙は天真が手にした途端に大人気グラビアアイドルの写真に変わってしまい、それを受け取った天真は苦笑いを浮かべていた。無論告白は失敗だ。

　一度目の告白はパンツの雨によって失敗。二度目はグラビア写真によって失敗。

　この時点で薄々嫌な予感はしていたが、何かしらの偶然という可能性もなくはない。

　なので更に一カ月後、俺はまだ試していないメールで告白をした。

　しかしメールを送ろうとするたびにエラーが起こり、送り主不明でなぜか銀髪で巨乳の美少女の写真が山ほど送られて来たのだ。

　しかも写真一枚一枚全てが別の銀髪巨乳の美少女だった（もちろん写真は保存したが）。

　それが何十回と起こり、結局俺は天真に告白のメールを送ることすら出来なかった。

　もうなにこれ、新手のいじめですか。

　こんな感じで計十五回。俺は告白に失敗している。

　何故こんなに告白の回数が多いのかと聞かれると、俺が天真に惚ほれ過ぎていることと天真が他の男に取られることが死ぬほど嫌だからだ。

　好きな人へ告白することに慎重になってモタモタしていると、いつの間にか他の男子生徒の彼女になってた、なんていうのはよく聞く話。

　それに天真はいまや学園のアイドル的存在。

　今月だけで既に二十人以上の男子から告白されていると聞いている。俺としては幸いなことに彼女はその全てを断ったらしいが。

　でもこのままだと本当に天てん真しんが誰かの彼女になりかねない。

　だから俺はなるべく早く天真に告白がしたいのだ。成功したら泣いて喜ぶし、失敗してもまたアタックすればいいだけのことだしな。

　……なのに、いくら俺が告白しても相手に気持ちが届かないんだよなぁ、これが。

「このまま卒業まで天真に告白できなかったらどうしよう」

　しかも俺の場合、精神的ではなく物理的にだからな。

　自信がなくて、とかだったら勇気を振り絞るだけで告白できるが、告白のたびに予測不可能な現象が起こるんだ。対処のしようがない。

「……俺、やっぱ呪のろわれてるのかな」

　一人嘆いていると、天真の傍そばにいる男子生徒たちからこんな会話が聞こえてきた。

「でもひまりちゃんって本当に変わったよな」

「そうだな。入学当初は常にどこにいるのかわからないくらい影が薄い女子だったもんな」

　彼らは天真には聞こえないようにひそひそと話していた。俺には丸聞こえだがな。

　しかし二人の言っていることは正しい。

　前にも述べているが入学して間もない頃、天真は非常に目立たない女の子だった。

　だが昨年の夏休み明け。天真は突然イメチェンを敢行。

　髪は茶色に染め、軽く化粧もして、スカートも膝ひざ下したから十センチ近く短くした。

　更に口調も変わり、イメチェン前と比較して圧倒的に他人とのコミュニケーションも増えたのだ。

　すると、天真の評判は右肩上がりでぐんぐんと伸びていき、あっという間に学園のアイドルとなってしまった。

　正直、入学当初からずっと関わってきた俺としては、天真の変わり様には相当驚いた。

　しかし、もう一度言うが俺の天真のことが好きな気持ちは一切変わることはなかった。

　なぜなら天真はイメチェンして外見こそ変わったものの、彼女の内面は以前と全く変わっていないと感じたからだ。

　コンタクトを落とした生徒がいたら一緒に探してあげたり、友達が彼氏に振られて落ち込んでいたら全力で励ましたり。

　その姿はイメチェン前と変わらない誰に対しても思いやりのある優しい天真だった。

　だから彼女への気持ちが冷めることはなかった。むしろ前より可愛かわいくなっているからもっと好きになったかもしれない。

　……ただ一つ困ったことがあったとすれば天真がイメチェンして以降、彼女と話せる回数が前より明らかに減ってしまったことだ。

　昔は一緒に登下校とかフツーにしていた時もあったのに、最近はもうほとんどそんなことはしていない。今だって天てん真しんにアピールしに行きたいのだが、彼女の周りをクラスメイトたちが三百六十度囲っているため行くにいけない状況だ。

「……はぁ」

　大きく溜ため息いきを吐つくと、不意にガララと教室の扉が開いた。

　現れたのは一人の美少女だった。

「あっ、おはようアテナちゃん」

　美少女が教室に入ってきたことに気が付くと、天真はクラスメイトの輪の中心から彼女に向かって笑顔で挨あい拶さつをした。

　すると、天真の周りのクラスメイトたちの視線も一斉に彼女へと向かう。

「お、おはよう……」

　美少女は小さい声でそう返したのち、皆みんなから注目をされているのが恥ずかしいのか早歩きで移動して自分の席──俺の隣へと座った。

　月つき宮みやアテナ。たったいま天真と挨拶を交わした美少女の名だ。

　背中まで伸びた長い髪は銀色に輝き、揺れるたびに無数の光粒が舞い上がっていると錯覚するほど美しい。

　瞳は凛りんとしており、神秘的な蒼あお色。肌は透き通るほど真っ白だ。

　目鼻立ちははっきりしていて、欧州人風の面差し。その麗しさたるや、明らかに日本人離れしていた。加えて、胸もワールドクラス。

　同学年の女子とは比較にならないほど圧倒的な美貌の持ち主である。

　月宮は今年からうちに編入してきた転校生で、口数が少なく物静かな子だ。

　あと人と接するのがあまり得意じゃない。

　それゆえ転校してきてから二週間が経たった今でも月宮はクラスに馴な染じめずにいた。

「じゃあみんな。そろそろ先生が来ちゃうだろうから自分たちの席に戻ろうね」

　天真がそう言うと、クラスメイトたちは「ひまりちゃんがそう言うなら」とか「また休み時間に話しましょう」と返しつつそれぞれの席に戻っていった。

　だが、それから天真は唐突に席から立ち上がると、なぜかこちらへと歩いてきた。

　これは俺のところに来てくれるのでは。

　そんな淡い期待を抱いたが、残念ながら彼女は俺の席の手前で方向転換。

　そして隣の月宮の席の前で止まった。

「ねえアテナちゃん。最近困っていることとかないかなぁ？」

「と、特にはない……」

「そっかぁ。でも何かあったらすぐにひまりを呼んでね。アテナちゃんの頼みとあらば飛んで行っちゃうからねぇ」

　そう言って天てん真しんはニコニコと笑みを浮かべる。

　ぐふっ。俺に向けられたものではないとわかってはいるけど、可愛かわいすぎて思わず心臓が高鳴ってしまったわ。

「わ、わかった……」

　月つき宮みやがこくりと頷うなずくと、天真は「じゃあひまりは席に戻るねぇ」と返して、自分の席へと帰ろうとする──がその時、振り向きざまに俺の方へ笑顔を向けてくれた。まじか！　やべぇ超嬉うれしい！

　そうして心中フィーバーになっている中、天真は自席へと戻って行った。

　今のように月宮が転校してきて以降、天真は常に彼女のことを気にかけている。

　なぜそんなことをするのかと聞かれたら、それは天真が優しい女の子だからだろう。

　そういった面は地味だったころも今も全く変わっていない。

　だから俺はずっと天真に惚ほれているのだ。……にしても、もう少し天真を近くで見ていたかったな。朝から天真と話せるなんて月宮が羨ましいぜ。

「っ！」

　なんて思いながら羨望の眼まな差ざしを向けていると、ふと月宮と目が合った──が、直後物もの凄すごい勢いで目を逸そらされた。

　やっちまった。気持ち悪い奴やつとか思われてしまっただろうか。だとしたら結構ショック。
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